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　昔、一人の女の子を最後まで信じ抜くことができなかった。

　翻ほん弄ろうされる嵐の中、手を握り続けることができなかったのだ。

　焦りと恐怖に駆られ、必死に戦っているつもりが、結局逃げ惑っているだけだった。

　ただ、たとえあの時の自分が、単に逃げ惑っていただけなのだとしても、一緒に行こうと心に決めた相手の手を固く握り続けることができなかったのは、もっと別の問題だった。

　自分は、誰だれを信用するべきなのか、なにを守るべきなのか、本当に大事なものはなんだったのか、土ど壇たん場ばで見失ったのだ。

　勇気とは、それがあれば何物も恐れないでいられるなにかではなく、重圧の下での優雅さのことらしい。

　自分には、勇気がなかった。優雅さの欠片かけらもなかった。小便をちびり、居もしない神に祈り、大事な人の手を握っていなければならない手は、安易でわかりやすい、死神の手を握っていた。

　どんな試みであろうとも、結果が失敗か成功かはわからない。もちろん、成功するに越したことはないが、絶対にやってはいけない失敗というものがある。

　あれから四年経たっても、未いまだに深夜のベッドの上で、どんなに追いかけても届かない、白いぼやけた光を摑つかもうとして目を覚ますことがある。

　この世には、逃してはならないものがあるのだ。

　俺おれの胸には、そのことがずっと、昆虫を縫ぬいとめる虫ピンのように、いつまでも刺さっていたのだった。







[image: 第一章]







　割れたガラス、くすんだ壁かべ、抜き取られたままの電灯という、三拍子そろった貧困地区の集合住宅の前に立っていた。清掃する人など誰だれもいないので、道には酒瓶やなにかの包み紙などが降り積もり、雨と塵ちりで塗り固められていた。

　時刻は午前十一時の少し前で、住宅街が一番静かになる時間だ。

　俺おれは荷物を抱え直し、薄うす暗ぐらい入り口をくぐってアパートの中に入った。

　地球の都市スラムがそうであるように、ここもちょっと前までは月面都市の中でそこそこの住宅街だった。それがどこかの地区が綺き麗れいになるたびに、そこで家賃を払えなくなった連中が住みついて、その都度地価と品位が下がっていった。

　ただ、今は荒れるに任されていても、そのうち目ざとい誰かが地価の安さに目をつけて、資本を集めて再開発に乗り出すことだろう。古いアパートやビルは取り壊こわされ、ちんけな飲み屋はしゃれたバーになり、シャンプーや石せつ鹼けんをツケで売っているような愛想のいい雑貨屋は、無機質で近代的なショッピングモールに様変わりする。

　ピカピカになったその場所に、うす汚い連中の居場所はない。自分の住んでいた場所が変わる速度で自分も変われなかった連中は、また別の住すみ処かを求めて立ち去って行くしかない。

　月面に都市が建設されて以来のお決まりのパターンであり、もしかしたら人類が都市を作り始めてから延々と続くサイクルなのかもしれない。また、最近はその周期も縮まっているらしく、ここに住む連中は遠からず追い出されるはずだ。

　そのことを考えると、入り口以上に薄うす暗ぐらく、ひんやりとした石せつ灰かい質しつの岩を組み上げただけの廊下で、少し陰いん鬱うつな気持ちになった。

　俺おれは松まつ葉ば杖づえをつきながら、もう何ヶ月も動いていないエレベーターの横にある階段を、一段一段上って行く。呼吸をするだけでも金がかかる、といわしめた月面で、唯一豊富にあったのが電力なのだが、それも急激な発展によって足りなくなり始めていた。

　足りない物は値が上がり、貧しい者から順に買えなくなる。月面都市は循じゆん環かんさせる空気の温度を、節電のために十度以上下げ、四年前と比べると、朝と夜はかなり冷え込むようになった。

　昼近くのこの時間ならだいぶ暖かくなるが、じっとしていると少し肌寒い。

　俺は深呼吸をして、目的地の四階に向かう。

　そして、三階の踊り場が見えた頃ころ、上階から賑にぎやかな声が聞こえてきた。声は四階からしているはずなので、この様子だと大変な騒さわぎになっているに違いない。

　俺は苦笑いに似た気持ちと共に、仕方がないかとも思う。

　今日は、それほどの日なのだ。

　俺だって、素晴らしいことだと思う。

「十四番地のジョーンズさんのところだからね！　お酒ばっかりじゃなくて他の飲み物もね！」

　階段を一段ずつゆっくり上っていたら、ふと、アパート中に響ひびき渡るのではないかという大きな声が聞こえた。

　でも、下品な大声ではなくて、少しお世辞を混ぜれば、歌っているようにも聞こえた。

「わかってるよ！　ガキじゃないんだ！」

　そんな返事が聞こえると、どたどたと足音を立てながら、男が階段を下りてきた。ひょい、と踊り場を回って俺の前に立ち、おやという顔をしたのは、互いに知らない間柄ではないからだ。

　ただ、髪型がだいぶ変わっているので、四年経たった今でもなかなか違和感がなくならない。

「よう、やっと来たのか。もう始まってるぜ」

「聞こえてるよ。賑やかだ」

「こんなめでたいことはなかなかないからな」

　あの特徴的なアフロをやめ、長い髪の毛をくくったセローは、階段を数段下りて俺の肩に手をまわしてきた。

「しかし、なにもたもたしてたんだ？　早く行ってやんなよ。主役を待たせんな」

「……」

「ん？　照れんなよ？」

「照れちゃいないよ。ただ、あんたは昔から変わらないなって」

「ふん？　ははは。髪がこんなになって、普段はネクタイ締しめて会社に行っててもか？」

　セローはにやにや笑いながら言ってくる。髪型はともかく、普段はネクタイなど締めていないし、ろくに出社だってしていないはずだ。

　ただ、場末の怪しげなネットカフェオーナーから、誰だれもが聞いたことのあるソフトウェア会社の上級技術者として就職したことは確かに大きな変化だろう。出社をしないのは、しなくてもいいくらい、家で働いているからだ。

　セローは四年前、リサが苦境に陥っているのを助けられなかったことを悔いていたらしい。

　金はなくても生きていけるが、あれば誰かを助けられる、とアフロをやめたのだ。

「あんたこそ、人の話ばっかりしてないで自分のほうはどうなんだ」

「……あん？」

「リサのことだよ」

　俺おれが言うと、セローは苦い顔つきをして唇をひん曲げる。

　アフロの頃ころの癖くせなのだろうが、頭をがりがりとかいて体を起こすと、盛大にため息をついた。

「大人の関係は、そんな単純なものじゃないんだよ」

　俺は肩をすくめることもため息をつくこともなく、わずかに一拍間を空けてから、答える。

「だろうな」

「気取りやがって……そう言うお前は大人のつもりか？」

「……」

　俺は無言でセローを見て、自分の唇の端に指を当ててから、ぐいと押し上げた。

　作り物の笑顔。

　俺の顔は、四年前のあの日以来、左足と一緒で動かない。

「大人になったっていいことなんて一つもないぜ」

　セローはため息交じりにそう言った。

　俺は表情を動かせるなら、きっと本当に笑っていただろう。

「それより、買い出しの途中じゃないのか？」

「ああ、そうだった。なにか飲みたいものがあれば買ってくるぜ。お子様らしくジュースか？」

「そうしてくれると助かるけど」

「なにー？」

「仕事抜けてきたんだよ。また戻らないと」

「……」

　セローは毒気を抜かれたような顔をして、肩をすくめていた。

「ワーカホリック」

「いい言葉だけど、きちんと働かないと寮りようを追い出されて、学校も辞める羽目になる」

「ああ、そういえばお前、勤労奨学生だったっけか。役所に勤める代わりに、だっけ？」

「そう。この足のお陰で、社会的弱者だからな。それでなんとか、潜もぐり込めてるわけだ」

　俺は左足だけでなく、表情も動かない。生まれつきではなく、四年前のある出来事以来、そうなった。医者は精神的なものだというし、あの時、俺おれの体の中の大切な部分が、死んでしまったのだろうと思う。

　ただ、湿った感情を他人に見せるのは趣しゆ味みじゃない。

「とにかく成績は常にかつかつだから、勤務態度が悪ければ、とっくにばっさり」

　手で首を搔かききる真ま似ねをして、大げさに言った。

「ふん……そんなもんかね。役所なんていつも人手不足だろうが」

「回らなければ回らないでいいと思ってるんだろ」

「……」

　セローは一いつ瞬しゆん考え込んで、ひどく真ま面じ目めに言った。

「月面そのものだな」

「首尾一貫してていいと思う。そして、現実にある程度回っている」

「……」

　セローはそんな俺のことを、数すう瞬しゆん無言で見つめていた。

「お前は大人になりすぎだ」

「どうも」

　その一言に、セローは「へっ」と鼻を鳴らして、階段を下りて行った。

「本当にジュースでいいんだな？」

　そして、階下から声が聞こえてきたが、俺は返事をしなかった。







　階段を上って四階の廊下に出ると、廊下には笑い声がこだましていた。昼前にすでにセローが買い出しに行かされるあたり、相当盛り上がっているのだろう。場所が場所だけに、皆気はいいやつらだが、お世辞にも酒の飲み方が上品とは言えない。この後仕事に戻るというのは噓うそではないが、それでなくても警戒が必要だった。

　俺は上着を脱いで腕にかけ、ネクタイを外しておく。きちんとした格好をしているやつほど絡まれる。いざとなったらこの動かない左足を有効活用させてもらおうかと思う。松まつ葉ば杖づえを取り落として床にへたり込めば、大抵のことは切り抜けられるだろう。

　冗談ではなく本気でそのくらい自己防衛しないと、泥酔させられる羽目になる、と気を引き締しめながら狭い廊下の角を曲がると、足が止まった。

　廊下に、人ひと影かげがあったのだ。

「あら」

　そして、廊下で服の裾すそをばたばたと振って涼を取っていたそいつは、俺に気がつくとそんな声を上げた。四年前、家出した俺をかくまってくれ、それからのごたごたでもたくさん世話になった、リサだ。

　そのリサが、今は白と黒のシスター服に身を包み、はしたなくも服の裾すそをはためかせていた。

　いつも明るく元気だが、今日は少しだけ疲れたような顔をしていて、頰ほおが熱病のように赤くなっている。酔っているのか、と指摘しようとして、やめた。酔っ払いは、そう指摘されると憤いきどおるか喜ぶかの二通りであり、どちらにせよ面倒なことになる。

　ただ、こういう時にはいつももてなし役に徹てつするリサが酔っているなんて、とても珍しいことだ。今日のことが、よほど嬉うれしいのだろう。

「遅いじゃない。忘れてるのかと思ったわ」

「忘れてないよ。仕事が詰まってて、職場に少し顔を出してきた」

「あら、そう？　まあいいわ。皆待ってたのよ」

「俺おれが差し入れに良い酒を持って来る予定があったかな」

　そう言うと、リサはきょとんとしてから、笑いながら肩を叩たたいてきた。

「生意気な話し方になっちゃって」

「チンピラみたいな話し方のままのほうがよかったか」

「ん？　うーん……」

　四年前、ことあるごとに俺の話し方を汚いだの下品だのと言っていたリサは、真剣に考え込んでしまう。

「そうね……昔のほうが可愛かわいかったかも……」

「……」

　俺は動かない口元を指で押し上げて、作り物の笑顔にする。

　リサはまた小さく笑い、俺の頭に手を乗せてくる。

「でも、今のハルも好きよ？」

「その言葉、セローに言ってやりなよ」

　俺の言葉にリサはピタッと動きを止めて、顔が素面しらふに戻っていた。

「大人をからかうもんじゃありません」

「セローもそう言ってたよ」

「う……む～～」

　リサはなにか言い返そうとしていたが、酔いのせいかうまく頭が回っていないようだった。

　頭痛を堪えるように頭をこんこんと叩いて、「とにかく」と胸を張った。

「早く中に入りなさいな。主役がずっとお待ちかねよ」

「……それはからかいに入らないのか？」

「別にからかってなんかないわ。それに、良き神の僕しもべであると同時に、良きお姉さんである私としては、そわそわしっぱなしのあの子の顔を見るのは忍びないの」

　酒のせいでいつもより直ちよく截せつ的てきなのか、それとも、酔っているのを言い訳にしようとしているだけなのかは定かではない。ただ、言いたいことはわかっているし、実のところ言われないでもわかっている。それでも、俺おれの足取りが軽くなるということはなかった。

「ま、人それぞれ色々あるのはわかってる。でも、今日はお祝いの席だから。ね？」

　リサの笑顔は、本当に色々な感情を器用に表現する。今のそれは、物わかりのよい、近所の優しいお姉さんだ。俺はため息もつかずに、小さく肩をすくめるだけ。

「で、プレゼントくらい持ってきてるわよね？」

　その一言だけは、ひどく怖い顔で。

「さすがにそこまで抜けてはない」

「ふむ」

　リサは試験官のような面持ちでうなずいて、なら行きなさいな、とばかりに廊下の奥を指し示す。

「リサは？」

「もう少し涼んでく。夕方になってからまた人が増えるだろうし。体力は温存しないと」

「……無理すんなよ」

「あら」

「若くないんだから」

「っ！」

　リサが目を見開いて振り上げた拳こぶしから逃げるように、俺は歩き始めていた。笑い声と叫び声は、乾杯の発声を伴い、ひっきりなしに廊下に溢あふれてくる。

　俺は、開けっぱなしの扉の手前にたどりつく。壁かべには、『二十二丁目教会』と記された看板が掲げられている。四年前、リサは別の教会を切り盛りしていた。そこを追い出され、地球に戻り、あちこち渡り歩いた末にようやく戻ってきて、なんとかここに落ち着いた。詳しくは聞いていないが、色々苦労があったらしい。

　俺はそのことを思うと、未いまだに胸が痛くなる。

　リサは決してそうとは言わないが、リサがあの教会を手放し、なによりも大事にしていた稀き覯こう本ぼんも売り飛ばし、こんな場所に来る羽目になったのは、すべて俺のせいだった。

　しかも、今日の祝宴の主役は、俺が招いた大惨事の時、俺のすぐ側にいた、いわば被害者だった。

　だから、俺はどんな顔をしてこの祝いの席に出ればいいのか、ほんの今朝まで悩んでいた。

　幸いだったのは、俺の顔が感情に関係なく動かないこと。それと、リサとセローのお節介二人組が、揃そろって「早く行け」と背中を押してくれたこと。

　俺は深呼吸を一度して、覚悟を決める。俺は四年前、なにが本当に大事なことなのかを見失った。だから、今度こそ大事にしなければならないと、自分に言い続けてきた。

　俺は、開けっぱなしの扉の前に一歩進み出た。大して広い部屋でもないので、居間から廊下まで一直線だ。そして、まるで計っていたかのように、そいつは俺の視線の先に立っていた。

　四年前、たくさんのことがあった。でも、そいつは決して俺おれのことを責めなかった。本当なら、どんな償つぐないでもしなければならないはずなのに。

　四年前より少し背が伸びて大人っぽくなったそいつは、女の子から娘へと今にも脱皮しそうだった。そんな不安定さは、もしかしたら本当に不安だったからかもしれない。俺が来ないかもしれないなんて、そんな馬ば鹿かな話、あるわけがないのに。

　そいつは、俺が見間違いや幽ゆう霊れいではないとわかると、泣き笑いのように笑った。

　四年前のあの日から、また色々とあった。助けられたし、少なからずこちらも助けたはずだが、それで罪滅ぼしができたとは思わない。

　だからこそ、俺はここに来たのだから。

「大学進学、おめでとう」

　俺は、そう言って、もしゃもしゃの金髪のクリスに、お祝いの品を手渡したのだった。
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　宴は、昼を前にして収拾がつかなくなり始めた。

　普段なにかと暗い話題が多いからついつい盛り上がりすぎてしまう、なんて絶対に言い訳だ。誰だれかが楽器を担ぎ出し、賑にぎやかさに惹ひかれて人が集まりだして、あっという間に二十二丁目教会は酔っ払いで溢あふれてしまった。

　その雰囲気の中で酒を断るのは、乳ち飲のみ子ごだろうと難しかっただろう。

　しかし、それくらい盛り上がっていれば、一人二人客がいなくなっても誰だれも気づかない。

　俺おれは抵抗しつつも逃げ切れなかったビールを三杯飲んだところで、アパートの屋上につながる階段に避ひ難なんした。普段飲み慣れないので、頭がしびれて、少しだけ息苦しい。薄うす暗ぐらい階段の、日の当たらない石せつ灰かい質しつの壁かべに頭をもたれさせていると、ひんやりとして気持ちよかった。

　クリスの大学進学は本当にめでたいことで、この地域の連中が大おお騒さわぎする気持ちもわからなくはない。裸一貫の人間がある日大成功することが少なくない月面でも、それは挑戦者が多いからそう見えるだけだ。成功の確率は地球と変わらないのではないか、いや、あるいはそれ以下かもしれない、という現実は、病のようにゆっくりと、月面の世界を冒していく。やがて多くの住民は、なにかの結晶のように摩ま天てん楼ろうがそびえるニュートンシティを見上げ、諦あきらめという麻ま痺ひに体をゆだねてしまう。

　しかし、そんななかでも決して諦めないやつが稀まれにいる。

　指が腫はれあがってペンが持てなくなったら、利き手ではないほうの手でペンを握って猛勉強し、ついに月面都市大学に飛び級で、しかも特待奨学生として合格するようなやつだ。

　確かに小さい頃ころから頑張り屋だったのだろうが、最後の年は傍はたから見ていても壮絶だった。頑張りの原因には、唯一の肉親である実父が地球に帰り、地球の過酷な鉱石採取場で働いて生活費を稼かせぎ、借金を返していたこともあるだろう。

　それでも、プレッシャーがあるからといって、人は常に頑張れるわけではない。

　クリスは折れなかった。倦うまなかった。怠けなかった。純粋に、すごいやつだったのだ。

　四年前のあの日以来、精神的なショックが大きすぎて体が動かなくなってしまった俺とは大違いだった。あの頃は、いつも人気のないどこかで、壁に頭を預けてぼんやりしていた。

　そんな生活が数週間も続き、ほとんど廃人だったと今では思う。

　後悔や苦悩を繰くり返していたわけではない。むしろそんな刺激があればまだしもましだった。配線が切れ、電池が切れたように、なにもできなかった。

　そんななか、見み舞まいに来て、話しかけて、少しずつ俺を現実に引っ張り上げてくれたのが、クリスだった。もちろん、当時、そこまでクリスと親しかったわけではないので、わざわざ俺の家に来てくれたのは、リサの差し金だったというのを後で聞いた。

　だから、クリスはいつも大体忍び足でやってきて、こわごわ覗のぞきこむようにちょっとだけ顔を見せていた。最初に俺の心に血が通ったのは、そんなに怖いのなら来なければいいのに、と苦笑いしそうになったことだった。

　俺は酒のせいで重くなった頭を壁にもたれかけさせたまま、クリスの窺うかがうような青い目を、今まさにそこにあるように思い浮かべられた。

　廊下の角からちょっと顔を出し、丸い大きな眼鏡の向こう側で、兎うさぎみたいな目をきょろきょろさせている。ぼさぼさの金髪も今までどおりで、変わったのは身長と、ちょっとした体つきくらいだろう。

　俺おれは遠えん慮りよなく、記き憶おくの中のクリスを眺めていた。

　クリスのほうは俺の視線にたじろぎながらも、いつものように辺りを見回してから、俺の側にやってきた。懐ふところには、見覚えのある紙袋を抱えている。

　そして、ようやく俺は、それが現実のクリスなのだと気がついた。

「こんなところにいたんですね」

　困ったような笑顔は、大学に合格しても治らないらしい。

　丸まりがちな背中も、もっと自信を持て、とぐいと伸ばしたくなる。

「……そっちこそ、主役なのにいなくてもいいのか」

「主役はお酒みたいです」

　自虐でもすねているわけでもなく、多分あの部屋の状況をつぶさに見た上での事実だろう。

　俺が自分の隣となりを手で勧めると、クリスは少し恥ずかしそうにはにかんでから、隣に腰を下ろした。

「なにを考えてたんですか？」

　この四年間、話しかけてくるのはいつもクリスからだった。

「すごく、ぼうっとしてましたけど」

「昔のこと」

「昔？」

「クリスが俺のところに通い出した頃ころのこと」

　俺が欠片かけらも隠さずに言うと、クリスは眼鏡の奥の目をぱちくりとさせ、それから、クリスには珍しく、ひどく大人びた笑みを浮かべた。

「……意地悪ですね」

「意地悪？」

「そうですよ。だって……」

　クリスは言って、明らかな苦笑いになった。

「私はあの時、最初はリサさんに言われて通っていたんですから」

「ああ……？　それは、そうだけど……」

「そうですよ」

　力強くうなずくクリスの真意がよくわからない。

「うん……。しかし、そうだな」

「え？」

「最初は本当に、来るだけだったからな」

「う……あ、あれは、だって、住む家も変わってましたし、お父さんのこともあったし、とにかく目が回りそうで……て、そうじゃなくて」

「ん？」

「ハルさんがそんなこと言うなんて、意地悪ですかっていう話です」

「……えーと……」

　酔いのせいで、頭が回らない。

「ハルさんは、誰だれかに言われたから、今日ここに来てくれたんですか？」

「っ……」

　おどおどして、おっかなびっくりで、小動物みたいに頭を低くしていたクリスが、凛り々りしさを秘めた青い目で、じっと俺おれのことを見つめている。

　リサが俺のことを変わったと言うように、クリスもまた、大人になっている。

「幾分は、そうかもしれない」

　俺が答えると、クリスは馬ば鹿か正直に傷ついたような顔をするが、真実は真実だ。

　ただ、真実にも、いくつかの種類がある。

「けど、俺はあの時、クリスがリサに言われて嫌々でも来てくれたことに、今でも感謝してるよ」

「……」

　クリスは俺のことをしばらく疑わしそうな目で見る。

　俺が真正面からその視線を受け止めていると、根負けしたクリスは、呆あきれ笑うように言った。

「なら、私も感謝しておきます」

「そうしてくれると、ありがたい」

　クリスはくすくす笑い、少しだけ深呼吸をして、言葉を継いだ。

「それより、ハルさん」

「はい」

　俺がいたずらっぽく敬語で返事をすると、クリスはずいぶん嬉うれしそうに嫌そうな顔をした。

　クリスはいじられると喜ぶタイプなので、つい、いじってしまう。

「茶化さないでください」

「茶化してないよ。なんだ？」

「プレゼントなんですけど、開けてもいいですか？」

　そういえば、と俺の視線がクリスの胸元に向かう。いっつも寝起きの女の子みたいになにかを抱えているイメージのあるクリスだが、今も紙袋を大事そうに抱えている。

　俺は紙袋とクリスの顔の間を一往復させてから、答えた。

「もちろん、どうぞ？」

「えへへ……」

　そう言いながら紙袋を開けるクリスは、本当に嬉しそうだ。

　俺が最初にクリスに物をあげたのは、饅まん頭じゆう売りのおばちゃんからもらったでかい肉饅頭だった気がする。あの時は、クリスは初めて人間から餌えさをもらった野良猫みたいに警戒していた。

　もちろん、それを笑うようなことはしない。人と人が距きよ離りを縮めるというのは、ある種の奇跡に近いことなのだ。だから、もしも距離が縮まって相手を信しん頼らいすれば、人はそれまでは想像もしなかったようなことを相手に許すこともある。

　ハガナと手をつないで一緒のベッドで寝て、この世で一番大事な相手だと思うなんて、ハガナと出会った時にはとても想像ができなかった。

　だからこそ、信頼を逆手にとって人を陥れるのもまた、簡単なことなのだ。

　四年前、俺おれは人を信頼することに慣れていなかった。人を信頼するだけではなく、誰だれを信頼するべきなのかも分からない子供だった。バートン、という男の名を、俺はきっと一生忘れないだろう。

　しかし、俺があの時、ハガナにした仕打ちは、バートンが俺にしたこととは、別の次元の話だった。もっと卑しくて、情けないものだった。

　ぎりぎりの土ど壇たん場ばの極限で、俺はハガナの手を払ったのだ。

　理由は単純。怖かったからだ。

　俺は、その時の手の感触を、未いまだに覚えている。そのことを思い出すと、右手の半分がしびれたようにうずき出す。比ひ喩ゆではなく、本当に、うずき出す。

　俺の体が動かないのは、精神的なことが理由であり、それと同じことだった。病は気からというのは本当だ。思考に頭が乗っ取られると、体に直接現れてくる。

「ぐっ……」

　俺は右手のうずきを消そうとするが、うまくいかなかった。心理学で、白しろ熊くまのことを考えるな、という有名な文句がある。白熊のことを考えるな、と言われて、白熊のことを考えないでいられるのは難しい。俺はハガナのことを頭から追い出そうとして、そうすればするほどハガナのことを思い出していた。

　目つきの悪さ、黒尽ずくめの恰かつ好こう、それでいて時折見せる笑顔の無邪気さは、本当に可愛かわいかった。それを振り払ったのは自分だ、この右手なのだ。

　俺は右手の震ふるえを隠そうとして、力めば力むほど木の棒のように固くなっていく。手から手首、手首から肘ひじ、肘から肩に、そして体全体が固まりそうな恐怖に喉のどが詰まった直後、温かいものが手に触れた。

「……っ！」

　弾かれたように視線を向けると、クリスが手を伸ばして俺の右手を握っていた。

「大丈夫です。ハルさんは、あの時、あれが限界だったんです。そして、私たちはそんなハルさんに頼たよるしかなかったんです」

　デザインなど欠片かけらもない、ただ実用一点張りの丸い眼鏡の向こうから、クリスの青い目が俺を見る。恐れもたじろぎもなにもなく、揺るぎのない自信に支えられた綺き麗れいな青い目だ。

　俺おれはその目に魅み入いられ、負のスパイラルが止まり、ゆっくりと逆回転していくのを感じた。

　この数年間、発ほつ作さに似た症状を何度もクリスに止めてもらっている。

　ハガナのことを頭から追い出すには、目の前のことだけを考えるのが最短の道だった。

　クリスの柔らかな手は、過去に飲み込まれそうになる俺のことを、しっかりと現実に縫ぬいとめてくれていた。

「落ち着きましたか？」

　そう尋ねてくるクリスの笑顔は、なぜかいつもクリス自身が窮きゆう地ちから救われたようなものだった。助けてもらっているのはこちらなのに、クリスには少しだけ不思議なところがある。

「ああ……大……丈夫、みたいだ」

「お酒がよくなかったかもしれないですね」

「……」

　俺はまた発作を止めてもらったのが情けなく、同時にありがたくもあって、つい、こんなことを言っていた。

「いや、クリスのせいだ」

「え？」

「嬉うれしそうに袋を開けるからさ、饅まん頭じゆうをあげた時のことを思い出した。昔のことを思い出すのはよくないのに」

　クリスは呆あつ気けに取られたように俺のことを見つめ、それから、泣き笑いみたいに顔をくしゃっとさせた。そんなクリスの顔に、俺は時折手を触れたくなる。

　弱っているところを助けてもらってころりといく、単純な男の反応だとはわかっている。でも、クリスも自分に好意を持っているのがわかっている。リサやセローがからかうのも当然だ。

　あれはからかうというより、早く結論を出せ、とせっついているのだ。

　もちろん、クリスはいい子だ。とてもいい子だ。

　それなのに、俺の手を止めようとするものが俺の中にはあって、クリスもそのことに気がついている。その上、互いにそのことをはっきりと口には出せないでいた。

　すごく不健全な気がしたが、どちらもあえてその一線を越えようとはしなかった。

　だから、俺は努めて平静に言ってやった。

「ただ、饅頭で喜ぶクリスには、あまり嬉しくないプレゼントかもしれない」

「えー……なんですか、それ……」

　クリスは言いながら、思い出したようにもそもそと紙袋の中身を取り出した。俺はクリスが紙袋からそれを取り出した時の顔を見て、顔が動かないことを少しだけ感謝した。

　でなければ、きっといくら寛容なクリスでも怒るくらい、意地悪く笑っていただろうからだ。

「……ぶ、ブラシ？」

「豚の毛を使った高級品。地球からの輸入品だ」

「豚って──え、あ……」

「少しは髪の毛を梳すいて、綺き麗れいにしろってこと」

　俺おれはクリスの手からブラシを取って、鳥の巣みたいな金髪に当ててやる。クリスが本気で体を引いて逃げたので梳けなかったが、顔が真っ赤になっていたので深追いはしなかった。

　手の中のブラシの柄には、女の子用らしく、鳥の絵が描かれている。俺はブラシの毛を少し指で撫なでてから、壁かべに背中をつけているクリスに向かってひょいと投げた。

「勉強で頭をかきむしる代わりに、そのブラシで頭をこすればいいんだよ」

「う～～……」

　唸うなるクリスを横目に、俺は顔を正面に戻し、自分の口元を指で吊つり上げた。

　クリスとのことは、いつか気持ちをはっきりさせないといけないのだろうけど、今はこういう関係を動かしたくなかった。

　俺が松まつ葉ば杖づえをついて立ちあがると、クリスはほとんど反射的に手を貸そうとしてくる。

　先に俺が立ってしまうと、クリスは不安そうな顔をする。

　クリスの好意を受け入れて、躊躇ためらいもなくクリスの肩に寄りかかる選択肢もないわけではない。だが、今の俺に、そんな決断はできない。もう少し、時間が欲しかった。あまりにも複雑に絡まり合い、固く締しまってしまったたくさんの物を清算するための、時間が。

　俺はクリスの顔を見ない代わりに、手元のブラシを見て、言った。

「まあ、俺と一緒」

「え？」

「そのぐっしゃぐしゃの髪の毛も、少しずつ梳いていけばいいってこと」

「うっ」

「難しい問題を解く時、いつもそうしてるんだろ？」

　俺がここまで体を動かせるようになるまで、クリスが何度も俺に言った言葉だ。

　クリスは自分の言葉を使われてぐっと言葉に詰まり、それから、諦あきらめたようにうなずいた。

「癖くせっ毛……なんですよ」

「はは」

　俺は口だけでわざとらしく笑い、指で口元を吊り上げる。

　クリスは恨めしげに俺を見たが、短くこう言った。

「大事にします」

「ああ」

　俺は言って、携帯端たん末まつの時間を見た。

「そろそろ仕事場に戻る」

「え」

「どうせ夜中までやってるんだろ？　もう一度来るよ。リサもうるさいし」

「リサさんに言われないと来てくれませんか？」

　クリスはじっと俺おれのことを見つめてくる。ニュートンのリンゴの話を思い出さなくたって、引力を意識させるのに十分なたたずまいだ。ニュートンのリンゴの話は作り話らしいが、きっと本当は人が人を引き寄せる力から引力を思いついたのではないか、と俺は思う。

　クリスの引力圏から逃げるように、俺は歩き出した。

「意地悪言わないでくれ。俺の左足は動かないんだから」

　リサに言われないと来ない、というのは七割くらい真実だ。やっぱり、四年前の俺のせいで、生活が激変してしまった人たちの前に顔を出すのは、辛いものがある。

　だが、あの四年前の事件がなければ、今のようにクリスと親しくなることもなかったのだから、世の中皮肉なものだとつくづく思う。

「来てくださいよ」

　責めるようなクリスの言葉に、俺はきっと、こう答える義務がある。

「行きますよ」

「もうっ！」

　クリスは憤ふん慨がいするように言ったが、無理に追いかけてはこない。それは俺のことを慮おもんぱかってというより、クリス自身、踏ふみ込んでいいのかわからず、ためらっているようだった。

　大人になったような気がするが、人の根っこはそうそう変わらない。大学入学試験の前日もおろおろおたおたして、ほとんど眠れていなかったはずだ。

　地道な一歩を築くのは得意だが、大胆な一歩を踏み出すことは不得意らしい。

　では、自分はどうか？

　楽しげな声の聞こえる薄うす暗ぐらいぼろアパートから外に出て、小さくため息をついた。

　人の根っこは変わらない。

　だが、根っこが腐った時だけは別だ。

　俺は松まつ葉ば杖づえをつき、足を引きずりながら歩き出す。

　地道な一歩も、大胆な一歩も踏み出すことができない。

　麻ま痺ひと惰性は風か邪ぜよりもありふれている。

　それを追い払うのは、とてもとても、難しいことだった。







　月面文科総合大学法学部法律学科第二部。

　俺が運よく一年前に潜もぐり込めた大学と学部の名前だが、二部は通信制の意味で、実際にキャンパスに行ったことはない。

　ニュートンシティにある、人類最高の頭脳を輩はい出しゆつし続ける月面都市大学の近くにあるらしいのだが、行こうとも思わない。そこにはどうせ、富裕な地球移民の子女たちが集まってわいわいしているだけだからだ。

　人口の増加と、月面にやってくる学がく齢れい期きの人間の増加のため、教育機関がぽこぽこと新しくできていた。そうでもなければ、ろくに初等教育課程も終えていない俺おれが潜もぐり込めるわけがない。

　もちろん、自分なりに努力はしたし、月面都市大学に通っていた人間二人が家庭教師についてくれたので、そのおかげもある。リサは月面都市大学で宗教史を学んでいたし、あのセローはさらにその上の工学系の博士号を持っていた。業者を通じて家庭教師を頼たのめば、とんでもない金額を請せい求きゆうされたことだろう。

　進学先はあれこれ悩んだが、結局、法学部にした。

　月面で成功したければ、ＭＢＡと呼ばれる経営学修士を取るか、数学に秀でることだ。

　ポイントは、紙と鉛筆ですべてを行える、抽象的なものを学ぶこと。なぜなら、現実の物に触れれば触れるほど、摩ま擦さつによって速度が落ちるからだ。

　よく言われるのが、工場で半導体を作る人は、徒歩で歩く人。その工場を采さい配はいする人は車に乗る人。その工場で製造する半導体の設計図を引く人は飛行機に乗る人。その設計図を引く博士連中を束ねる経営者が、軌き道どうエレベーターに乗る人だ。

　そう考えると、法律屋は月面では中の上といったところだろう。唸うなるほどの大金を稼かせぐには人を雇うほかないが、自分一人で働いても結局使うのは紙と鉛筆だけなので、儲もうけはそれなりになる。企業が知的財産権を巡って訴訟合戦を繰くり広げている月面では、特にそうだ。

　だから、法律学部は数学で挫ざ折せつした人間や、生々しいビジネスの掟おきてを学びたくはないが金は欲しい、という我わが儘ままな人間が最後に活路を見み出いだす場所でもある。セローもリサも、多分そう思っていたはずだ。

　四年前、俺の夢は、誰だれも稼いだことのない大金を稼ぎ、その金を使って前人未み踏とうの地に立つことだった。その夢は潰ついえたが、次善の策として法律屋は悪くない。

　そんなふうに俺が考えた、とあの二人は思っていただろう。

　金のカフスがついたピンストライプのスーツを着て、短く刈った髪を撫なでつけて、言葉で人を殺すように法廷で相手をなじり続けることで金を稼ぐのは、確かに四年前の俺なら悪くないと思ったかもしれない。

　でも、実際は違っていた。

　セローは未いまだにそう思っているらしいが、リサにはきちんと打ち明けてある。あの二十二丁目教会で、今日のクリスみたいにとは言わないまでも、俺の大学入学にそこそこ賑にぎやかなお祝いをしてくれた日の夜のことだ。俺が法学部に入った理由を告げると、リサはなにかを言うより早く、俺のことを静かに抱きしめてくれた。

　ただ、ひとしきりそうした後に体を離はなすと、少しだけ寂しそうに笑っていた。

　──大人になっちゃったのね。

　困っている人を少しでも助けられたらと思う、と言ったことに対しての本音がそれなのだとしたら、リサはやっぱり、リサだった。

　子供扱いされることは、情けなくもとても心地よかった。

　それほどまでに、月面は冷たかったのだから。

　しかし、だからこそ法律の道を選んだ、というところもある。前人未み踏とうの地だなんて、もう今更立ちたいとは思わない。そこに誰だれもいない場所に行って、どうなるというのだろう？

　もしも大事にしたい人がいるのなら、俺おれはいつだって、その未踏の地から後ろを振り返る用意がある。そして、今度こそ大事なものを見失わないように、しっかりと手を握りしめようと思う。

　ただ、今、その最も大事にしたい相手はどこにいるのかわからなかった。ハガナの行方ゆくえは、四年前から杳ようとして知れない。月にいるのか、地球にいるのかすらもわからない。リサは俺よりも諦あきらめ悪く捜していたが、最近は進しん捗ちよくを聞かなくなった。

　片や俺は、黒髪の少女とすれ違うたびに、右手にひきつりを感じている。

　俺は空を眺めながら歩き、二十二丁目の陰気なアパートに勝るとも劣らない汚い建物に到着した。入り口脇わきには、月面政府第四外区七丁目出張所、とある。仕事に戻るため、苦情やら申しん請せいやらの人でいつも混こんでいる一階を抜け、三階の奥の部屋に入ると不意に声をかけられた。

「あれ、もう帰って来たんですか？」

　てっきり誰もいないと思っていたのだが、髪の長い地味な女が一人残っていた。

「休暇の申請出しちゃいましたよ」

「……この顔だから、祝いの席にはいづらくて」

　俺の台詞せりふは常に真顔だ。初対面の多くの人が戸と惑まどうし、目の前の女は特に戸惑ったうちの一人だった。

　勤労奨学生の俺の直接の上司兼、奨学生の監かん督とく官かんの、レナ。俺が寮りように住んで学校の勉強をしながら働いて、わずかながらの給与をもらえるかどうかは、このレナの評定にかかっている。

　黒い長い髪を単に束ね、ショールとかカーディガンとかその手の肩掛けを常にかけて、スカートは靴まで隠れるほど長い、安い毛布のように毛羽立った物ばかりを穿はいている。

　地球から来た人間が、口をそろえて役所の女の典型みたいだと言うが、俺も多分そうなのだろうと思う。

　ここは、一晩で百万ムールを稼かせぐ人間がごろごろいて、事実は別として、努力次し第だいではそんな大金持ちになれる可能性が地球のどこよりも高いという売り文句の月面だ。そんな場所に来て、いくら頑張っても給料の上がらない役所に勤めるような人間は、使命感に燃えた風変わりなあほか、民間に勤める能力のなかった馬ば鹿かだ。

　レナはその中間と言ったところ。

　俺は、そのどちらでもない。あほにも馬鹿にもなれない、人以下の存在だ。

「ハル君の冗談は冗談に聞こえないですから」

　レナはクリスよりも板についている困ったような笑みを浮かべていた。

　俺おれよりも年上のはずで、下手をすればリサと同い年ではなかろうか。

　でも、レナはひどく子供っぽい。これで身長が低ければまだ可愛かわいげがあったかもしれないが、背はどちらかというと高いほうなので、余計にどんくさく見える。

「半分冗談で、半分本当です」

「ハル君は、ここに来た時からずっと、そうやって私を困らせますね」

「それより、なんで誰だれもいないんですか」

　俺がレナの言葉に答えずそう質問すると、レナは部屋の中を律りち儀ぎに見まわしてから、やっぱり困ったように笑った。

「お昼の時間だから……ですね」

「まだ十分前ですけど」

「……皆さん、お腹なかがすくんですよ」

　レナの言葉に俺はいらっとしたが、レナに対して怒ったってしょうがない。

　優秀な人材はいい職場から順番に獲かく得とくすることができる。その中で役所は断トツの最下位で、学歴こそ立派でも、どうしようもない連中ばかりが集まることになる。

　その結果、真ま面じ目めな職員か、あるいは要領の悪い職員にしわ寄せがやってくることになる。

　たとえば、そのどちらにも当てはまる、レナのような職員に。

「一番滞ってるのはどこですか。そこからやりましょう」

「大丈夫ですよ。一通り終えておきましたから」

　レナは力なく微笑ほほえんでいるが、あっちこっちから雑用と称して色々な仕事を押しつけられているのを俺は知っている。

　レナやその部下の俺が所属するのは、元々が役所の雑用処理係みたいな場所で、ニュートンシティにある本局の統計課やその他の課が、官僚に提出するためのデータを下処理するところだった。

　意味があるとも思えない苦情の件数やら、その推移やらの統計データを手作業で端たん末まつに入力する作業は、やったことのある人間でなければ分からないほど苦痛だ。自分が人間なのか、そうでないのか、真剣に自問することになる。

　我わが儘ままで不真面目なやつほど自分は人間だと主張したがるので、結局、我が慢まんに慣れている者が処理することになる。

　レナは、疲れたような顔に薄うすく笑みを浮かべ、単調な作業を毎日繰くり返している。初めてこの職場に来た時は、それが緩かん慢まんな自殺に見えたものだ。

　ただ、いくら自我が希き薄はくなレナとはいえ、やりがいがゼロの職場で奴ど隷れいのように働くことなどできはしない。彼女がなんとかここで踏ふん張れているのは、やりたいことが一つだけあったからだ。

「それより、また、申しん請せいがいくつか回って来たんですけど」

　全体的に枯れ草みたいな色合いのレナに、唯一生気が宿る瞬しゆん間かんがある。

「今からやるんですか？　昼くらいは食べたほうがいいですよ」

「じゃあ、片手で食べられる物を買ってきますから、ハル君、先に見ててもらってもいいですか？」

　いつもは風に吹かれたらそのまま飛んで行ってしまいそうなレナが、目をきらきらと輝かがやかせている。俺おれはこの資源のない月面で、なぜかいつまでたってもなくならない現物の書類を手渡された。

　レナはもともと、統計の数字ではなく、役所に申請される各種のデータの整理とチェックを請うけ負っていた。ほとんどはつまらない申請の類たぐいだが、いくつかは重要な意味を持っていた。

　そのうちの一つが、福祉団体の補助金申請だった。

　福祉団体の活動補助金制度は、詐欺の温床と言われている。実体のない団体が申請して、補助金を不正に受理しているという。政府の人間が賄わい賂ろを受け取ってどうこうという話もたまにでるが、そんなことはまずあり得ない。賄賂なんて贈らなくても、そもそも審しん査さなどろくにしていないのだから。

「まともそうなもの、ありました？」

　俺が聞くと、椅い子すから立ち上がりかけていたレナは、背もたれに手をかけたまま言った。

「それを見み出いだすのが、私たちの仕事です」

「まあ、そうですね」

「本当に資金を必要としている人たちのために頑張りましょう」

　レナはそこで言葉を切って、嬉うれしそうに笑う。

「せめて私たちだけでも、正義の味方でいましょうね」

　そして、手入れが面倒で伸ばしっぱなしなのだろう長い髪を揺らし、レナは昼飯を買いに行った。

　薄はつ給きゆうで、残業代などまず出なくて、働く連中の大半がいい加減だから世間から尊敬などまずされないこんなところで、レナは頭がおかしいと思われそうなほどに純真だ。もう二十も半ばくらいになるだろうに、世間のあれこれをきちんと理解できていないのかもしれない。

　ただ、俺はその少し病的なほどの頭の緩ゆるさに、ほっとするところもあった。クリスもレナと似ていたが、クリスは俺などではとても太た刀ち打うちできないほど努力ができる一種の超人だ。

　その点、レナは俺ですら心配になるような、トロい女だった。

　テレビをつけて世の中を見ろ、と指摘することはとても簡単だろう。詐欺の申請を振りわけて、本当に資金を必要としている団体が補助金を受けられるようにと下調べをすることは、無む慈じ悲ひな月面ではほとんどおままごとに近い行為だ。

　でも、そうしてレナを啓けい蒙もうしたところで、なにかいいことがあるのだろうか。

　きっと、なにもない。

　せめて私たちだけでも、正義の味方でいましょうね、という一言には、抗いがたい響ひびきがあった。

　俺おれは、英雄にはなれなかった。だから、せめてささやかな正義の味方でいたかった。

　その言葉は、心地よい酔いをもたらすことでビールに近い。

　そして、苦みがあるところもまた、似ていたのだった。







「え……もう、これだけ？」

　近所の通りに出ている屋台から買ってきたのだろうサンドイッチを手に、レナは戻ってくるなりそう言った。

「手口なんてほとんど決まってますからね。電話番号と住所を調べたら、すぐわかります」

「電話秘書サービスと、架空の住所でしたっけ」

「そうです。すでに補助金が交付されている団体の電話番号をソートしたら、いくつも重複してましたから」

「そんな下調べすらしないなんて、ひどいですよね」

　レナは肩を落としてそう言うが、どうしようもない。役所の人手不足は深刻で、ほとんどまともに機能などしていないのだ。小額の補助金詐欺など、いちいち相手にしていられない。

「まともそうなのは三つだけですね。こっちは、多分駄目な怪しいリストです。念のため、電話して確認してみてください」

　俺は、レナからサンドイッチを受け取る傍ら、いくつかの書類をレナのほうに突き出した。

　電話秘書サービスではない電話番号と、架空ではない住所が記載されている。そのほとんどが振込先の口座だけが真実で、あとは無関係の実在の電話番号と住所を使った荒っぽい詐欺だ。

　それでも、運が良ければ審しん査さを通過して、補助金が振り込まれるかもしれない。

「この間かけたら、七個中七個ともインチキだったんですよね……」

　レナはできの悪かったテストを受け取るみたいにしたが、俺は同意も同情もしなかった。

「あ、でも」

　と、レナは自分の机にある電話を取り上げる前に、背中合わせに座っている俺のことを振り返った。

「今回は候補が残っているんですね？」

「……」

　俺は数すう瞬しゆん間を空けてから、返事をする。

「ええ、まあ」

「よかった。ハル君の審査を抜けるなんて久々だもの」

　いかにもトロそうな、無邪気な笑顔だ。

　俺おれは胡こ椒しようの利いたチキンサンドイッチをかじりながら、自分の席に向き直った。

　レナは俺の無愛想などあまり気にならなかったようで、今しがた俺から受け取った書類を手に、電話をかけている。自分が買ってきたサンドイッチのことなどとっくに頭にないだろう。

　レナは一つなにかをすると一つ忘れる典型的な抜けたタイプで、食べ忘れてかさかさに乾いた食べ物を、少し悲しそうに包んで家に持って帰る姿を何度か目もく撃げきしている。きっと、政府が借り上げる兎うさぎ小屋みたいな宿舎の狭い部屋で、もそもそとそれを食べるのだろう。

　人の幸せとはなんだろうかと、俺は考えざるを得ない。

　そんな薄はく情じような部下の後ろで、レナは一いち縷るの望みを賭かけて、駄目なリストの番号に電話をかけている。

「……はい、はい……ええ、それでは、心当たりがないと……はい……」

　そんなやり取りが聞こえていて、レナの声に多少なりとも覇は気きが感じられたのは、四件目までだった。それでも、最近はだいぶ打たれ強くなったなと感心する。初めてこういうことをやり始めた時には、一件目でインチキだとわかると、気落ちして二件目がかけられなかった。

　よくもまあそんなどんくささで、これまで生きて来られたなと思う。それとも、これから駄目になるのだろうか。

　ほとんどの職員が昼前に出て行き、二時過ぎくらいまではろくに帰ってこない職場で、やらなくてもいい仕事にまで手を出しているあたり、きっとその可能性が高い。

「いえ、失礼いたします……」

　レナは画面の通話終了のボタンに触れ、通話を切る。

　六件目も駄目だったようだ。

「はあ……」

　後ろを見なくても、どんなふうに落ち込んでいるのか手に取るようにわかった。

　狭くて、ほかに誰だれもいない部屋で、しかも、レナは俺の上司だ。

　俺は、仕方なくこう言った。

「コーヒーでも飲みますか」

「え」

　レナは、丸めていた背中をぐいと伸ばし、顔を上げてこちらを振り向いた。

「淹いれてくれるんですか？」

「他に誰もいないですから」

「わ、嬉うれしい。ぜひお願いします」

　レナはたちまち笑顔になってそう言ってくる。俺はうなずいて、自分の机の引き出しを開け、地球からの輸入物のコーヒー豆と、古風な手動のミルを取り出した。コーヒーの淹れ方は、リサに教えてもらったもの。

　仕事が終わった後、寮りように帰って勉強する代わりに、光熱費がタダのここに残って勉強をすることがある。そんな時、コーヒーは気分転換と共に、数少ない娯楽の一つになる。

　滅多に淹いれないのは、単純に薄はつ給きゆうの身にとって、豆のコーヒーが高価な嗜し好こう品ひんだからだ。

「それじゃあ、それまでに残りの電話をかけてしまいます」

　レナは笑顔で言って、俺おれは椅い子すから立ち上がった。







　職場は、とても静かだった。時折、コーヒーをすする、ず、という音がするくらい。

　俺がコーヒーを二人分淹れて戻ると、案の定というか、レナは自分の机で途方に暮れるようにぼんやりとしていた。

　今は、ディスプレイの一部に映しだされた昼のテレビ番組を、見るともなしに見ていた。

「予想はしていたんですけど」

　レナは短く言って、コーヒーを飲んだ。

「やっぱり、全部が駄目だと、がっくりきますね」

「……」

　申しん請せいが詐欺ばかりだったからといって、レナの生活になにか影えい響きようがあるとはとても思えない。

　それに、正義の味方でいたいと願うのならば、悪を見つけたことは誇りにこそ思っても、こんなに落ち込む必要はないのではないか、とも思う。

　俺は、一度そのことをレナ本人に言ったことがある。

　怒るかとも思ったが、レナはそんなことはなく、逆に、少し恥ずかしそうに笑った。

「せっかく綺き麗れいな月面なのに、悪意で満ちているのが悲しいんです」

　ぼんやりとテレビを眺めているレナの横顔は、覇は気きのない、いかにも騙だまされやすそうなものだ。俺は、ミルクも砂糖も入れていないブラックのコーヒーをすすり、自分の机の上に残った書類を見る。

　レナがそれに気がついて、俺のほうを見た。

「でも、今日はまだ三つも候補が残ってますからね」

「……期待は、しないでくださいよ」

「ええ、なんでですか」

「言う必要がありますか」

「うう……で、でも、ハル君の厳しい選別で残ったのなら、期待してもいいんじゃないでしょうか」

「厳しい……かどうかはわかりませんが、一通りのハードルを越えている、というだけです」

　レナはそれでもなにか言いたそうだったが、結局諦あきらめたらしい。

　視線をテレビに戻して、コーヒーをすすっていた。

「でも、ハル君はすごいですね」

「え？」

「だって、ほとんどなにもしないで、これだけの噓うそを見抜いてしまうんだもの。私がもし調べるとしたら、綴つづりがあってるかとか、きちんと所定の場所にハンコがあるかとか、そういうことだと思うから」

「……それもまあ、大事なことだと思いますよ」

「ふふ。ハル君、変なところで優しいですね」

　俺おれが見ると、レナはろくに手入れもしていない眉まゆを少しだけひそめて、苦笑いをしていた。

「私はどんくさいですから、なかなか気がつかないです。ハル君は、どうしてわかるんですか？」

「どうして……ですか」

「だって、そういうマニュアルがあるわけでもないですよね？　それとも、法学部の講義ではそういうのがあるのかしら」

「ないですよ」

「なら、どうして？」

　レナは純真な目で尋ねてくる。疑問にはいつも答えがあると思っているような、ほとんどの人が十代の初めのほうでなくしてしまうものだ。

　俺は、レナ越しにテレビ番組を見てから、短く言う。

「勘ですよ」

「ええ？　噓ですよ……。勘で、電話番号が電話秘書サービスだとか、なかなか気がつきませんよ。それに、番号も住所も実在するのに怪しいなんて、どうして気がつけるんですか？」

「本当に、たまたまです」

「……」

　レナは不満そうに口をパクパクとさせて、結局いつものように口をつぐんだ。きっとレナはレナなりに真剣に聞いているのだろうから、俺は真ま面じ目めに答えてもよかった。でも、それを答えるには、思い出したくないことを思い出す羽目になる。

　補助金の申しん請せいは、誰だれが、どこで、どんなことをしていて、どんな目的で、どれだけの金額が欲しいかというプレゼンテーションだ。俺は、十代の頃ころにそんなプレゼンテーションみたいなものを山ほど見つめてきた。

　レナが見るともなしに見ている番組は、まさしくそれを扱ったものだった。

　この貧富の差が激しい好景気の月面で、年寄りから子供まで熱狂している、それ。

「私はすごいと思います。だから、ハル君はこれにも向いていると思うんですけど」

　まだ諦あきらめきれないといった感じで、レナがディスプレイを見ながらそう言った。そこでは、プラチナブロンドの巻き毛を頭の上に載せ、トレードマークのサングラスをかけた有名な女が、書類を手に何事かを喚わめき散らしていた。

　株かぶ式しき情報番組。

　補助金の申しん請せい書しよは、企業の株式発行目もく論ろ見み書しよに似ていたのだ。

　ディスプレイに映っているのは、民衆の財布の守護神と呼ばれる、超人気アナリストの一人。

　口角泡を飛ばし株かぶの話をして、レナみたいなやつにすら、株を買う気にさせている。

「まさか。向いてませんよ」

「そうですか？　すごく向いてそうなんですけど……」

「それより、コーヒー、お代わりどうですか？」

「へ？　あ、お願いします」

　レナはきっと、誤ご魔ま化かされたと思っているだろう。

　でも、俺おれは珍しく真ま面じ目めに返事をした。

　株式取引に、俺は向いていない。

　向いてなど、いなかった。







　書類上から見つけられる不備のない、本当に困っている人たちを助けようとしている人々である可能性が、三つだけ残った。レナがそれぞれに電話をして、どれも受け答えはまともだった。でも、俺は三つの書類のうちの二つを、ゴミ箱に放り投げた。

　レナがポカンとしている顔は少しだけ面白かったが、すぐにキッと睨にらまれた。

「理由を教えてください」

　むしろ俺が敵かのような言い方だ。

「会話のやり取りが遅かったでしょう」

「……会話？」

「違いますか？　相あい槌づちとやりとりが、ワンテンポ遅かったですけど」

「……それは、そうですけど……でも、それで？　回線が悪かったのかもしれません。月面は今その手のトラブルが多いでしょう？」

「ノイズと会話の遅延はまた別です。多分、電話の先は地球です」

「え」

「どれだけ技術が進歩しても、光の速度は超えられません。側で聞いていてわかるくらいの遅延は、間違いなく電話が転送されて地球につながっています。多分、よくわからない南の島とか、岩山だらけの東欧とか……とにかく、向こうの警察を当てにできず、こっちの警察が行くのを馬ば鹿からしいと思うような場所でしょうね。そして、あの書類に書かれていた住所には、事情を知らない第三者がいる」

　地球と頻ひん繁ぱんにやり取りする必要がある商社や輸入業者が、専用回線の転送機をハッキングされる事例が後を絶たない。犯人の多くは地球に電話をかけようとする金を持たない移民で、被害額も小さいからハッキングされたところはなかなか気がつかない。専門のブローカーもいて、地球に転送できる回線の枠を売っている。

　俺おれがなんでこんなことを知っているかと言えば、法学部のケーススタディで出てきたからだ。

　この場合の罪は、回線の盗用なのか、電気の盗用なのか、転送機に対する器物損そん壊かいなのか、電子データの改ざんなのか、それとも、通信法に対する違反なのか、と多方面から考えさせる問題だった。

　なにが実際の役に立つかわからない。

　レナがポカンとしている横で、俺は肩をすくめた。

「でも、この一つはそれもなかったですね」

「あ、あ、そ、そうです。そうですよ。これはきっと大丈夫です」

　レナは最後に残された書類を見て言った。貧民街、と言って差し支つかえない場所で、臨時の宿泊施設や移民の就業支援をしているらしい。地図を見てみても書類と建物は一致して、不ふ審しんな業者や関係のない会社が入っているデータもない。

　電話をしてもすぐに職員が出て、てきぱきと応答した。普通ならシロで、レナも、まだなにか疑う理由が？　と俺を見てくる。

　でも、俺の嗅きゆう覚かくは臭い物を感じていた。

「急ぐ必要はないでしょう？」

　俺がそう言うと、レナは口をつぐむ。詐欺の案件を一つ減らせば、それだけまともな団体が補助を受けられる可能性が増え、困っている人たちを助けられる可能性がある。

　せめて、ささやかな正義の味方でいたい。

　俺が無言で書類を見つめていると、外からどやどやと人の声が聞こえてきた。不満げな顔をしていたレナは、その音にびくりと体をすくませて、椅い子すを回して画面に向き直っていた。

　直後に、およそデスクワークをするようには見えない、ラフな格好をした一団が入って来た。

　ろくに仕事もせず、給与と福利厚生だけはきっちり受け取る連中だ。

　机に戻るとレナが見ていたのと同じ株かぶ式しき情報番組を開き、どれがいいかとかどれだけ儲もうかったとかの話を野や卑ひな声でわめきだす。静かになるのは、ほかの部署三つをかけもちしている過労気味の課長が見回りに来た時だけだ。

　俺も自分の机に戻り、つまらない仕事を始めた。レナは、彼らがいる間は決して俺と会話をしようとしない。仕事をしないやつらに限って、真ま面じ目めに仕事をしているやつが少しでも仕事をしないと、ひどい責め方をする。それで辞めていった真面目な職員が少なくない。

　だが、一番気弱そうに見えたレナは、ここを辞めるわけにはいかない理由があるらしい。

　本当に弱い者は逃げることすらできないという、月面ではお決まりの話。

　彼らがいなくなる定時の五時過ぎまで、俺とレナは一言も口を開かず、ただ黙もく々もくと無機質なデータを整理し続けていた。







　職場を最後に出て、カードキーを守衛に返して、外に出ると空は茜あかね色いろだった。

　第四外区のやや地価が安いオフィス街に、役所の出張所はある。

　辺りはこの辺の労働者の収入に合わせた、高いわけではないが、安いだけが売りでもないといった中途半端な店が並んでいる。二ブロックほど北に行くともう少し格式の高い地区になって、レナもたまにそこに行くらしい。役所の職員の薄はつ給きゆうでどうして行けるのかと思ったら、株かぶで儲けたら、と顔を赤くしてごにょごにょと言っていた。俺おれは、確かなにも返答しなかった気がする。

　茜色の夕日の中は、まだ働いている人と、ようやく仕事から解放された人が交ざっていて、独特の熱気がある。同じ茜色でも、早朝よりこの時間のほうが好きなのは、多分、人が多いせいだろう。

「あの、本当に見に行くんですか？」

「なにか予定があるのなら、自分だけ見に行きますが」

「……ハル君は意地悪ですね」

　焦げ茶色の肩掛け鞄かばんをかけ直し、レナは言う。

「ようやく残った一つですから、私も見に行きます。それに、なにが駄目なのか本当にわかりませんし」

　不満げなのは、わからないでもない。書類に不備はないし、電話の受け答えも完かん璧ぺきだった。

　でも、これは多分駄目だ。

「まあ、行ってみればわかりますよ」

「そうですね」

　そう。行ってみればわかる。俺はそのことを、四年前にある人物から学んだ。あの人物の言葉が今でも活いきるということは、やはり彼は本物だったのだろう。

　そのことは、悔しさよりも、幾分かの慰なぐさめになる。俺は本物の人間に騙だまされ、殺された。彼が本物のプロだったのならば、素人しろうと同然だった子供があっさりあしらわれても仕方がないだろう？　と。

「……」

　胸中だけで笑う俺は、レナと連れだって、書類に記された住所に向かって歩いて行った。

　俺は松まつ葉ば杖づえをついているので、世間的には歩く速度の遅いレナですら、俺より早く歩いて行ってしまう。四年前なら、きっと片足でもいいから走ろうと頑張ったことだろう。前人未み踏とうの地に立つためにはもっと速く、もっと前にと、焦しよう燥そう感かんに駆られていたはずだ。

　それが今では、月面で岩に生えた苔こけをかじるように生きるレナの、その後ろに立っていても、追い抜こうとは思わない。

　それでもいい、自分にできることだけをやろう。

　そう、思っていた。

「あ」

　そんな物思いは、前方のレナがあげた声で破られた。顔を上げると、雑ざつ踏とうの中にちょっとした人だかりができていた。レナはそちらを見て、嬉うれしそうに小走りにかけて行く。

　路上でなにかを披ひ露ろうして小銭をもらう、大道芸人だろう。

「ちょっと見ていっていいですか？」

「どうぞ」

　いいですかもなにも、すでにレナは人の輪の中だ。俺おれは少し距きよ離りを空けた場所からそれを眺めていた。輪の中心にいるのは、どうやらヴァイオリン奏者のようで、短い挨あい拶さつの後、弦楽器独特の音が聞こえてきた。

　こんな場所で上品な楽器の音色がすれば、あっという間に人を引き付ける。それに、単純にうまかった。人垣の輪は二重にも三重にもなって、演奏が終わる頃ころには黒山の人だかりだ。拍手と口笛がこだまして、少なくない人たちが、もぞもぞと財布を取り出していた。

　芸達者な学生の中には、これで学費から生活費まで賄える者もいるらしい。それでなくても、地球からの移民の中には、副業として故郷の音楽を奏でて一ひと稼かせぎする者たちが多い。言葉が通じなくても、慣習がわからなくても、音楽だけはどこでも通用するからだ。

　タフだな、と俺は思う。月面生まれの月野郎が、そんなふうにして小銭を稼いでいるという話は一度だって聞いたことがない。俺だけは違う、と思っていたのに、いつの間にか俺はその駄目な月野郎の一人になっていた。

「お待たせしました」

　と、二曲目が始まるかどうかの頃合いに、レナが人垣の中からなんとか体を引っ張り出して来た。財布を手に握ったままなので、小銭を投げてきたのだろう。

「すごく上手でしたね」

　人垣をかき分けるのに必死だったのか、それともそれほどすごい演奏だったのか、レナの頰ほおが珍しく紅潮している。職場で延々データをいじっていると、血が下がって大理石のような色になっているので、同僚の一人として、ほっとする。

「そうなんですか？」

「そうですよ。きっと、地球のどこかでちゃんと練習してきた人ですね」

　レナは格別に地球贔びい屓きでいるつもりはないのだろうが、時折言葉の端々にそれが散見される。

　月面の暮らしはお世辞にも楽とは言えないだろうから、郷愁に駆られているのだろう。

「ネット上なら無料でいくらでも聴けるのでは？」

「確かにそうですけど……でも、やっぱり目の前で聴くのはいいですよ。そのためなら、多少の小銭は払うべきです」

「そういうものですか」

「そういうものです」

　俺おれはレナに一定の同意を示し、歩き出した。

「楽器ができるといいですよね」

「え？」

「楽器です。私も昔は、ピアノをやっていたのですが」

　レナはそう言って、歩きながら鍵けん盤ばんを叩たたくしぐさを見せる。お世辞にも滑らかとは言えないその動きを見ていると、レナは俺の視線に気がついたらしく、恥ずかしそうに肩をすくめた。

「もちろん、うまくならなくて、途中で挫ざ折せつしてしまったんですけど」

　俺はどう返事をすればいいのかわからず、ひとまずうなずいておく。

「でも、小さい頃ころってとても大胆ですからね。ピアニストになれると思っていたこともあります」

「へえ」

　枯れ草色の服を着て、薄はつ給きゆうで、尊敬されない役所の中の、さらに下層のデータ処理場で、ほかの同僚に仕事を押しつけられながら暮らすレナにしては、確かに大胆な夢だろう。

「ふふ。むかーしの夢ですけどね。昔の……」

　レナは歩きながら、茜あかね色いろから群ぐん青じよう色いろに変わり始める空をすがめた目で眺めていた。昔のレナは、きっとどんな夢でも見ることができたし、その可能性は実際に無限だったのだろう。

　でも、今のレナはこのとおりだ。

　そして、彼女にはこの先、一体どんな可能性があるのだろう？

　俺がレナの数歩後ろを歩いていると、レナは足を止めて、俺の隣となりに並んだ。

「ハル君の夢はなんですか？」

　トロく、無邪気なレナなら、いつか言うだろうと思っていた言葉。

　月面は、人が欲望のままに成功を追い求める場所なのだから、ここで夢を持たない人間は、夢を持つ人間に奉仕することでしか、生きることを許されない。

　俺は松まつ葉ば杖づえをつきながら、答えた。

「ありませんよ」

「えぇ？」

「ありません。ないんです」

　無くしてしまいました、とは言わなかった。

　だが、俺の夢は四年前のあの日、気絶した俺の額で割られたディスプレイと一緒に、粉々に砕け散った。

「……」

　レナは俺おれを、珍奇な生き物のように見ていたが、やがて小さく笑って、ため息をついていた。

「ほっとしました」

「どういう意味ですか」

「そのままの意味です。だって、月面の人たちは常に上を見てばかり。上を見ない人たちは、いかにして周りの上に立つかを考えてばかり。でも、自分が上がれないのなら、それは人を踏ふみつけることを意味するでしょう？」

「それは、職場の連中のことですか？」

「……ハル君は本当に意地悪ですね」

　苦笑すると、いい年をして子供みたいな甘さの残るレナの顔が、少しだけ引き締しまる。

「競争は悪いことではないと思いますけど、全員が競争したら、誰だれが転んで怪け我がをした人の面倒を見るんでしょうね」

　甘っちょろい考え方。

　そうやって福祉に傾注した地球の国々は、ほぼ例外なく財政が破は綻たんした。

「理想主義的だって笑われますけど」

　レナは、まるで笑い話のように屈託なく笑う。

　俺のように顔が動かない人間でなくとも、こんなふうに笑うことなんてできないだろう。

「でも、私には少しだけ誰かの手伝いをすることができます。たとえば、詐欺の申しん請せいを見抜くとか」

「そうですね」

　俺は短く言って、もう一度言った。

「本当に、そうだ」

「もちろん、ハル君みたいな人の力がないと、なかなかできないんですけど」

　苦笑するレナを見て、俺は自分の口元を指で吊つり上げようとして、やめた。

　皮肉な笑みに見られるのは、本ほん望もうではない。

「自分も、少しでも人の役に立てたらと思いますよ」

「ふふ」

「おかしいですか？」

「いいえ。嬉うれしいんです。そう思ってくれる人がいて」

「上司兼監かん督とく官かんに対するお世辞かもしれません」

「ふふふ。私はどんくさい女ですけど、多少は人を見る目があります。ハル君は、少し怖いですけど、優しい人ですから」

　勤労奨学生の監督官などという面倒な仕事も、本当は別の人がやるところだったのをレナが押し付けられたと小耳に挟んだ。レナは損をする性格だ、と思う。

　でも、世の中のほとんどがゼロサムゲームなのだとしたら、誰かが得をするには、レナみたいなやつが貧乏くじを引かされる必要があるのだろう。そういう意味では、レナも誰だれかの役に立っているのだろうか？

　そんなことを考えると、憂ゆう鬱うつで、いたたまれなくなる。

　俺おれは、罪滅ぼしのように言った。

「まあ、優しいかどうかはわかりませんが、誰かの役には立ちたいと思います」

「ふふ」

　レナは笑っていたが、俺の願いだった。

　些さ細さいなことでもいいから、誰かの役に立ちたい。

　レナはそれを、正義の味方と表現する。

　俺とレナは、そうして、一軒の建物の前に辿たどりついた。







　通りというより路地に等しい道を辿って行った、三階建ての安っぽい建物だった。

　月面の岩を直方体に削り出して、内部をくりぬいて窓と入り口を作ったらこんな感じになるのではないだろうか。それくらい、デザインもくそもない。

　周りも似たような建物が立ち並び、俺は昔世話になっていたリサの教会近くの街並みを思い出す。

「ここで、あってます？」

「ネット上の地図で見たのと同じですね」

「……」

「なんですか？」

「いえ、私の勝ちじゃないかなって」

　レナは、俺のことをいたずらっぽく見つめてから、ついと視線を建物に向けた。

　建物の前の狭い通路には、洗せん濯たくロープが張られていて、取り込み忘れなのかいくつか洗濯ものが残っていた。その脇わきにはよくわからない荷物が山積みになっていて、いかにも貧しい地区でたくさんの人間が生活しているような雰囲気があった。

　書類では、三人の有給職員と、八人のボランティアが運営しているらしい。困っている移民の収容人数は最高十七人で、職員の数としてはそんなものだろう。

　俺は、建物の周りにある、雑多な物に目を走らせる。

　ボロボロのサッカーボール、くたくたの人形に、ゴミ捨て場と思おぼしき場所には、月面で一番飲まれている水っぽいビールの空き瓶が山積みになっている。

　俺は、疑念が少しずつ確信に変わっていった。

　書類上になんらの不備もない。

　でも、そこには明らかに瑕か疵しがあった。

「じゃあ、話を聞きに行きましょうか」

　俺おれの考えとは裏腹に、この建物とその周りの状況を見て、レナは自分の考えこそ正しかったと思っているらしい。確かに、ここには明らかに低所得者層の人間が暮らしている。ゴミかと見まがう遊具に、ビールの空き瓶はなによりもわかりやすい目印になる。

　ただ、隠しきれない物が一つだけある。

「おや、なにか用かい」

　レナが建物の一階の戸口を叩たたこうとした、まさにその時だった。

　角を曲がって現れた、三人の男のうちの一人が、声をかけてきた。

「え？　っと……あの」

　と、レナがまごまごしていると、一目で肉体労働者とわかる腕まくりをした作業着姿の男は、俺とレナを遠えん慮りよなく上から下まで見まわして、言った。

「うーん？　不動産屋には見えないが」

　月面は深刻な住宅不足で、人が住めそうな場所ならどこにだって不動産屋が現れる。

　そして、こんな場所に住んでいる連中なら、一度ならず不動産屋に住すみ処かを追い出された経験があるはずで、恨みだってあるだろう。

「あ、あの、私、たちは」

　トロいレナもすぐにそのあたりのことに思い至ったらしい。しゃっくりするように慌てながら鞄かばんを漁あさり、必死に自己紹介をしようとする。

　俺は仕方なく助け船を出そうとしたのだが、寸前に建物の扉が突然勢いよく開いた。飛び出してきたのは子供たちで、レナのことなど欠片かけらも気にせずに、一直線に男たちのもとに走って行く。

「お帰り！」

「おお！　ただいま！　良い子にしてたか！」

　月面の低重力でなくたって、きっと男たちは軽々と自分たちの子供を抱き上げられることだろう。それくらい幸せそうな顔で、駆け寄って来る子供たちを受け止めると、自分の肩にひょいと乗せたり、げたげた笑う子供を小こ脇わきに荷物みたいに抱えていた。

　戸口からは同じように乳ち飲のみ子ごを抱えた恰かつ幅ぷくの良い女性が二人現れて、それぞれ男たちを出迎えて、遠慮なくキスをしていた。

「あの……」

　その横で、レナは場違い感丸出しで立っていた。ここは、福祉団体の施設で、移民の人々の簡易宿泊所と、就労支援をしている場所ですか？　という台詞せりふを言いたいのだろうが、言葉が出てこない。

　やがて、一日の終わりのささやかな幸せの中、彼らは珍妙な客の存在を思い出したらしい。

「うちになにか用だったかい？」

　子供も嫁も出迎えに来なかった男が、そう尋ねてくる。

　ただ、ふと視線を上げると、三階の窓から顔を覗のぞかせた小さな女の子に手を振っていた。

「えっと、あの、ここは──」

「この辺りの住みやすさはいかがですか？」

　レナを差し置いて、俺おれはそう言った。少し距きよ離りが離はなれていたので、それに合わせて声も大きくした。

　男は怪け訝げんそうに俺のことを振り向いたが、俺の松まつ葉ば杖づえを見て、なにか勝手に納得していた。

　便利なアイテムだ。

「ああ、悪くないよ。夜になると真っ暗になるのが難点と言えばそうだが……危ないこともないしな。なんだ、この辺に引っ越しでも考えてるのか？」

「ええ。どこも家賃が高くなる一方で」

「ははは。確かにな。俺たちも別の地区から追い出されてここに来たんだ。稼かせぎが追いつかなくてな……。でも、どこだって住めば都。なにより、一人でなければ特にそうだろう？」

　男は俺とレナを見比べて、戸と惑まどうレナに不器用なウインクをしていた。

　立派な鼻の下のひげと、でかい体格にこのわざとらしさは、多分イタリア系の移民だろう。

　俺は軽く咳せき払ばらいをして、言った。

「笑えないくらい、皆さんを見ているとそう思います」

「はっはっは」

　笑う男に、頭上から「ご飯だよ！」という甲高い子供の声が降り注ぐ。

「わかったわかった！　まあ、そういうわけだから、この辺はお勧めだ。ここも、兄貴と地球からの連れ夫ふう婦ふと借りてるが、一人頭でせいぜい四百ムールだからな。まともな町中だと、尻しりを拭ふいたらおしまいな金額だ」

「ええ、まったく」

「ただ、それでも生活するので精いっぱいなんだがな……」

　力ない笑顔は、労働の現場で首を切られまいと必死に見せる、愛想笑いと同じだろう。

「まあ、その気があったらこの辺の顔役に紹介するよ。困った時は、お互い様だ」

　男は俺にそう言って、レナのほうを見るとまた不器用なウインクをして、建物の中に入って行った。扉が閉じられると、辺りはまたいつもの無機質な路地裏に戻ってしまう。賑にぎやかで、汗臭くて、でも笑い声の絶えない幸せは、扉の向こうにしまわれる。

　レナは呆ぼう然ぜんと立ち尽くしたまま、閉じられた扉を見つめていた。

「完全に噓うそをつくことは難しいですが」

「っ」

　レナは俺の言葉に、驚おどろいて振り向いた。

「ある程度が事実なら、簡単に噓をつけます」

「……それは……どういう……」

「三人の有給職員というのは、多分、ここを切り盛りする母親たちのこと。八人のボランティアは、子供の数でしょうね」

「……」

「移民たちの簡易宿泊所というのは、彼らがいつか成功してここを出て行こうと思っているからでしょう。就労支援というのも、より良い職を求めているから間違っていない」

「でも──」

「そして、彼らがその活動のために補助金を求めているというのも、間違いではないと思います。こんな場所ですら、家賃に四百ムールもかかっていれば、貯金は難しいでしょうからね」

　俺おれは三階建ての建物を見上げ、そのしたたかさに、少しだけ肩をすくめた。

「収容人数十七人というのが、大きな瑕か疵しでした」

「え？」

「多分、職員とボランティアの数からそのくらいの規模が必要だろうと思ったんでしょうけど、ここに職員とは別に十七人？　まさか」

　三階建ての建物は、さほど大きな建物ではない。

　多分、三世帯が入れば、中は足の踏ふみ場もないカオスになっているだろう。

　実家は地球から来た荒くれ者の働き手たちを寝泊まりさせていたが、どれくらいの人数ならどれくらいの設備が必要か、俺は毎日目まの当たりにしていた。

「噓うそを塗りかためるために整合性を取ろうとすると、必ずどこかでずれが出ます。この案件も……」

　俺は、鞄かばんから書類を取り出して、言った。

「却下ですね」

「で、でも」

「……？」

「でも……」

　レナはもごもごと言って、もう一度、建物を見た。

「却下、するんですか？」

　およそ年上の上司とは思えない聞き方なのは、自分自身、まともなことを言っていないという自覚があるからだろう。

「補助金申しん請せいは、福祉活動のためのものですよ」

「でも、困っている人たちにお金が行くのだったら、それは──」

「それは？」

　俺は聞き返して、自分の語調が必要以上に硬かったことに気がついた。

　それに、自分は無表情だ。多分、自分が思っている以上にきつい印象を相手に与えている。

　それでも、俺おれは言葉を変えなかった。

「ルールは、ルールです」

「……」

「生活補助の申しん請せいだったら、別の窓口です。これは、詐欺ですよ」

　俺は、原理原則にのっとった、そんな優等生的なことを言った。

　昔なら、抜け道があれば利用して、誰だれかの尻しり馬うまに乗れるのならためらいなく乗ったはずだ。

　でも、その悪わる賢がしこい頭が導き出した抜け道は、一体どこに続いていたのか。俺は自分のひらめきと行動力を信じ切り、死神が指示した道を突っ走った。そして、その先に待っていたのは、ぽっかりと開いた、真っ暗な穴だった。

　その恐怖をまざまざと覚えている俺は、だから、身を守るために、レナにそう言っていた。

「でも……」

　レナはまた小さく呟つぶやいて、うなだれるようにして、こちらを見た。

「でも、それは最後の申請書、ですよね？」

「そうですね」

「それを却下したら……全部、却下することになります、よね？」

「だから、一つくらい？」

　俺が聞き返すと、レナは目を伏せてしまう。

　レナの言いたいことはわかる。たとえルールから外れていようとも、困っている人に資金が行くのであればそれはそれでいいことなのではないか。

　そうかもしれない。

　でも、俺はそういう考え方はもうしたくなかった。その考えの行きつく先がなんであるか、高い代だい償しようを支払って学んだのだ。

「上司はあなたですから、これは渡しておきます」

　俺はそう言って、松まつ葉ば杖づえをつきながら歩み寄ると、レナの胸に書類を突きつけた。

「自分はできる限りのことをしました。決裁は、お任せします」

「……」

　レナはおずおずと、突きつけられた書類を受け取った。

　それはある種の責任の押し付けだったかもしれないが、俺にはそうするしかなかった。

「でも、その申請を通したからといって、あの家族たちが本当に助かるわけではないですよ」

　俺が言うと、レナは意地悪を言われて泣きそうな女の子みたいな顔で俺を見た。

「なのに、ルールを破ったという事実だけはずっと残ります」

　俺はレナを責めているように喋しやべっていたが、責めているのは自分自身だ。

「よく、考えたほうがいいですよ。一度下した判断はなかなか取り消せませんから」

　そこまで言ってから視線を外し、短く続けた。

「少なくとも、自分の中では」

「っ」

　レナは顔を上げて俺おれを見た。

　俺はそんなレナとは目を合わせずに、方向転換して、歩き出す。

「戻りましょう。暗くなると、この辺は本当に真っ暗になります」

「……」

　なにか言いたそうにしていたレナは、結局書類を胸に抱いたまま、俺の後をついてきた。

　入り組んだ建物が続く路地を抜けると、人の多い通りに出る。

　俺がその境界線を越えようとしたところに、レナが声をかけてきた。

「無力ですね」

　振り返ると、うつむいていて顔は見えない。

　でも、言っている言葉の意味はわかった。

「そうですね」

　無力だ。

　それは寸分の狂いもない、真実だった。







「それじゃあ、また明日」

　レナは疲れ切ったような乾いた笑みを浮かべて、路面電車の中に消えて行った。

　鞄かばんにしまったあの書類をどうするのか、結局聞かなかった。

　俺は下宿に帰って飲めない酒でも飲んで寝てしまいたかったが、クリスとの約束がある。

　ただ、あまり行きたくないと思っていたそれも、今では少しだけ気分が変わっていた。

　人は完かん璧ぺきに無力ではないし、一人でもない。

　リサの教会とクリスの存在は、俺にそのことを思い出させてくれるはずだ。クリスはとても高い場所にある栄光を勝ち取ったし、リサの強情さはこの月面で根を張り続けている。

　俺はそれで、レナも呼べばよかったろうかと思った。

　きっと、彼女は誰だれも出迎えてくれることのない狭い部屋に戻り、昼間に食べ損ねたかさかさのチキンサンドイッチをかじるはずだ。

　でも、もう今更連絡を取ることはできない。

　これもまた、取り返しのつかない判断の一つ。

　俺は一いつ瞬しゆん、右手がうずきかけたが、なんとかやり過ごすことができた。

　レナは、明日になればまた会える。

　俺は、皆がいそいそと家路につく夜の帳とばりが降りる町中を、一人背中を丸めて足を引きずり、歩いて行ったのだった。







　リサの教会近くの、顔見知りの雑貨屋で適当に酒を仕入れてから教会に行くと、噓うそのように静かだった。

　信仰の喜びはすべての者に開かれている、という貼はり紙と共に、いつも半開きになっている扉を少し開ける。日が暮れると、教会の中は途端に暗くなるせいで中がよく見えない。高こう騰とうし続ける電気代が払えなくて、灯あかりを一つか二つしかつけられないからだ。

　ただ、部屋の奥からは食器を片づける音が聞こえてくるので、リサはいるらしい。

「あら、タイミング悪かったわね」

　ひょいと現れたのは、やはり片づけの最中だったのか、腕まくりをしているリサだった。

「もうお開きだったか？」

「まさか。あまりに皆が汚すものだから、いったん外の店に行ってもらったの。お酒とか食べ物の手配もあったしね」

「一応これ、手て土産みやげ」

「ありがとう。その辺に置いておいて」

　キッチンの周りはゴミと空き瓶でいっぱいだ。俺おれはシンクの上に酒を置くと、腕まくりをして、空き瓶の入ったケースを脇わきに抱えた。

「あら、座ってていいわよ？」

「重力が低いから、立ってても一緒だ。手伝うよ」

　リサはなにかを言おうとして、結局わずかに苦笑しただけだ。

「なら、倉庫のほうに運んでおいてもらえる？」

「適当でいいのかな」

「うん。お願い」

　倉庫とは、リサがここに教会を構えるにあたって、パトロンから寄付してもらった横続きの隣となりの部屋のこと。月面の金持ちに、リサが稀き覯こう本ぼんのいくつかを売った際、リサの活動に心打たれたらしい。そいつは一年半ほど前に月面の事業を畳んで地球に戻ってしまったが、置き土産がこの集合住宅の二つの部屋だった。

　俺が言われたとおりに空き瓶の入ったケースを持って行こうとすると、リサが不意に声を上げた。

「あ」

「なに？」

「聖堂のほうで、お祈りしている人がいるから、静かにね」

「……お祈り？　珍しいな」

「こら。たまに来る人よ」

「へえ、そんなやついたのか……」

「ご不満？」

「別に、縄なわ張ばりを主張したいわけじゃない」

「ふふ。男の子は、ちょっと入り浸るとすぐ自分の巣だと思うから」

　俺おれはリサの言葉に軽く肩をすくめて、空き瓶を運んで行った。

　リサは教会を開いているのだから、当然クリスチャンが来てお祈りをすることもある。

　だが、月面で教会を見ると大抵の人が驚おどろいて、それはクリスチャンも例外ではない。

　なにせ、月面は空の向こうにあるという理由と、なによりもその欲深さのせいで、地球にいる教皇の回勅により、悪あく魔まの住すみ処かと宣言されている。つまり、月面には正式な教会が存在しないのだ。

　いるのは、悪魔の住処にこそ神の祈りが必要だと思う、リサのような筋金入りの人間だけ。

　迫害こそないものの、人々の関心の的にはなりえない。ましてや金かね儲もうけに忙しい連中には、静かな祈りの時間など存在しなかった。

　今祈りに来ているというやつも、きっとこの近辺に居を構える貧しい人間だろう。リストラでもされて、暇を持て余しているのかもしれない。神に祈ったところで、職が手に入るわけでもないし、なにかいいことがあるわけでもないのに。

　昔、意地悪な統計学者が、修道士たちの平均寿じゆ命みようを測ったらしい。結果は、一般人と同じだった。でも、極限の状況で神にすがりたくなる気持ちはわからないでもなかった。

　俺はそう思うが、望むらくは、もう二度と神に祈らなければ耐えられないような状況には遭遇しないで済ませたいということだ。

　ほとんど明かりがつけられておらず、なんとか窓の外からの明かりだけを頼たよりに隣となりの部屋に行く。いくつかの部屋は宿泊施設になっていて、行き場のない人間を未いまだにかくまっているらしい。今はちょうどかくまっていた者たち皆に仕事が見つかり、嬉うれしいけれど寂しいとリサは笑っていた。

　自分の影かげが長く伸びる暗い廊下を歩き、奥の倉庫に空き瓶を運んで行く。

　途中、リサの言う聖堂の前を通り過ぎた。蠟ろう燭そくに灯された明かりが、部屋の壁かべに取り付けられた鎧よろい戸どの隙すき間まから漏れでている。俺が見るともなしにその隙間から中を見ると、磔はりつけになったキリストの下で、うずくまっている人影が見えた。

　女？

　そこにいたのは、髪を長く伸ばした、スカートの裾すそを円形に広げて跪ひざまずく女だった。

　どれほど真剣に祈っているのか、微動だにしない。

　この月面で、なにをそんなに祈りたくなるのだろうか。

　俺は、盗み見ることすらその祈りの邪じや魔まになりそうな気がして、可能な限り気をつけて空き瓶を運び、物置の側に置いて、戻った。

　敬けい虔けんなクリスチャン。

　珍しい生き物を見たような、そんな気分だった。

　隣の部屋に戻ると、リビングのテーブルではリサが一息ついていた。

「珍しく本気な客だったな」

「……」

　リサは俺おれの言い方に、なんとも言えない苦笑みたいなものを浮かべていたが、べこべこの鉄製のカップにお茶を注ぐと、空いている椅い子すの前にこんと置いた。

「月面でここまで敬虔な教会、そうそうないわよ」

「そんな恰かつ好こうしてて、よく怒られないよな」

　いわゆるシスターの恰好なんて、地球の映画でしか見かけない。

　俺は椅子を引いて座り、リサが淹いれてくれたお茶を飲む。中華系の発酵茶葉の、少し苦い味がする。

「あら、怒られたわよ。地球で散々ね」

　リサが地球に戻ったのは、稀き覯こう本ぼんの処分と、もうひとつは、月面に教会を建てるための資金と人員集めだった。

　それらは本当に難航したらしく、結局、資金も人も集まらなかったようだ。それは教皇の回勅のせいもあったが、それだけではない。

　キリスト教だけでも宗派はたくさんあるし、なんとなれば教会などなくてもいいと思っている人たちだっている。それでなくても世界中には無数と言っていい信仰があるのに、月面には宗教的な建造物や組織が皆無と言っていい。

　その理由は、古いマフィア映画でよく出てくるセリフに集約されている。

　商売の邪じや魔まだからだ。

　ここに信仰があるのだとすれば、それは地球で解消できなかった問題を月に持ち込む愚は犯さない、というものだけ。何千年かけても解決しなかった問題の種を持ち込んで、人や資源を浪費すべきではないという、どこまでも現実的な考えだ。

　だから、リサは月面の多勢からすれば鼻つまみ者といえる。

　ある意味教父時代に逆戻りね、とリサは笑って言っていた。

　俺はその意味を、勉強してようやく知った。

「……それで、当てつけでそんな恰好してるんだっけ？」

「覚悟と言って欲しいけれど」

　澄すまし顔でそう言うリサは、やっぱりこの月面でも浮つかない、重力みたいなものがある。

　力強く、どっしりと。

「すごいな」

「え？」

「すごいな、て言った」

　リサは俺おれのことをぼんやりと見て、それから、わざとらしく辺りをぐるりと見回した。

「なんだよ、おかしいか？」

「……ハルに褒ほめられるなんてね。びっくりしちゃった」

「すごいよ。この月面で、信念を持ち続けるっていうのは」

　俺は、窓の外を眺めながら言った。

「……なにかあったの？」

　俺が視線をリサに戻すと、リサは湯気を立てるカップに視線を落としながら、うっすらと笑っていた。心配そうな顔なんてしないのが、いかにもリサらしい。

「なにもないよ」

「なにも？」

「ああ、なにも」

　俺は答えて、続けた。

「なにもない。なんにもな」

　夢はなくなり、手をつないでいた相手はいなくなり、せめて正義の味方でいたいなんて感傷的なものにしがみついている。

　でも、それは薄うすっぺらなメッキだとわかっている。

　もしも本当に正義の味方でいたいのなら、俺はレナと一緒にあの移民夫ふう婦ふたちの申しん請せいに、太鼓判を押して上役に回したはずだ。なのに俺が口にしたのはつまらない原理原則で、なぜそんなことを言ったかと言えば、怖かったからだ。俺は、自分の裁量でなにかをするのが怖かった。

　また間違うのではないか。また誰だれかを傷つけるのではないか。また、なにか大事な物を失うのではないか。だから、俺は、困っている人を陰ながら助けることならば、できるのではないかと思ったのだ。

　レナがいみじくも言ったように、競争に参加せず、怪け我がをして動けなくなった人のささやかな手当てならば、きっと誰とも衝しよう突とつしない。曲がり角から突然化け物が出てきて、なにもかもを奪っていったりはしない。レナに押し付けた責任は、すべて俺の恐怖から来たことだった。

　俺は、テーブルの上に置かれた自分の右手を見る。ハガナのことを思い出すといつも、右手は自分の物ではなくなったように感じられる。

　発ほつ作さの予感があったが、気配は鼻先をかすめて消えた。過去を摑つかもうとするから、凍りつくのだ。視線の先で素知らぬ顔をしている右手は、いつものように動く。

　自分の心がまた壊え死ししたような感覚に、本当に力なく、無抵抗だった。

「ハル」

「……？」

「少なくとも、私はここにいるからね」

　短いのに、本当に多くのことを意味する一言だ。俺おれは、恥ずかしさにも似た感情に軽くうつむいた。多分、嬉うれしくて、少しほっとしたのだろう。

　そして、そんな折りに、教会の扉が軽くノックされた。

　開けっぱなしのそこをノックするようなやつは、限られている。

「はーい」

　リサが返事をすると、暗い廊下の向こうから、聞き慣れた声がした。

「も、戻りました～……」

　力ない言い方に、リサは苦笑して椅い子すから立ち上がり、自分のカップをゆすいで冷凍庫から取り出した氷を入れ、水を注ぐ。ぱきぱき、という心地良い音がした。

「まったく、合法だからって若い子に飲ませすぎなのよあいつらは……」

　リサはそんなことを言って、グラスを手に居間から出て、廊下を駆けて行った。

「お帰りクリス。ほらお水飲んで」

「あ、すみません……」

　なんとなくリサのことを目で追い、少しだけ廊下に顔を出すと、ヒマワリの種を無心で頰ほお張ばる栗り鼠すみたいに、グラスの水を飲んでいるクリスが見えた。服のあちこちがよれよれで、食べ物のかすとか、飲み物をこぼした跡などがあっちこっちについていた。

「服も汚しちゃって……ほら、それ飲んだら着替えてきなさい」

「んぐ……けふっ。はい、そうします……」

「あっちはそんなに盛り上がってるの？」

「……」

　クリスは目を閉じて、げっぷが出そうで出ないような顔をしている。それから、また水を一口飲んで、けふっ、とげっぷをしていた。

「セローさんが、トイレから出て来なくなるくらいに……」

「セローが？　それは、相当ね。こっちに呼ぶの嫌だなあ……」

「ふふ」

　酔いのせいかクリスが楽しそうに笑うと、リサはそんなクリスを見てやれやれと笑っている。

「ほら、着替えてきちゃいな」

「はい。お水、ありがとうございました」

　クリスはカップを置いて、ちょっとおぼつかない足取りで、入り口からすぐのところにある部屋に入って行った。

　今、クリスはリサと一緒にここで暮らしている。リサが地球に行っている間は俺の実家で寝泊まりしていたが、俺が勤労奨学生として寮りように入ることもあったし、リサがここに教会を構えてからはこっちに移っていた。

　大学に合格したら、寮に入ってリサの迷惑にならないようにしたいとかなんとか言っていたが、最近その話も出なくなったので、多分リサに出て行くなと説得されたのだろう。

　リサはリサで、面倒見たがりの、寂しがりなのだ。

「酔っ払いども呼んだら、また汚されるのかあ……。朝からずっと片づけしている気がするわ。波打ち際で、綺き麗れいな絵を描こうとしてるみたい」

　ため息混じりに言っていても、まったく嫌そうなところがない。

　リサには、どんなことでも受け入れてくれそうな懐ふところの広さがある。

　ただ、だからこそ俺おれは、なにもかもをリサに言うことができなかった。

「さて、最後にひと踏ふん張り」

「なにか手伝えることは？」

　俺が尋ねると、シンク脇わきで薬や缶かんを電気コンロにかけていたリサは、小さく肩をすくめた。

「あるわよ」

「なに？」

「明日に差し支つかえない程度にここに残ってくれること」

「……」

　俺が半目にリサを見ると、シンクの前のリサは小さく舌を出してそっぽを向いている。

「ま、あんまり冗談でもないんだけど。嫌よ、私ひとり素面しらふなのは」

「……わかったよ」

「そう言ってくれると思ったわ」

　リサはたちまち笑顔になった。

「じゃあ、ゴミ捨てて、ついでにお店の様子見てくるから、お湯が沸わいたらお茶淹いれてあげてね」

「ああ」

「それと……」

「？」

「いえ、なんでもない。大丈夫よね」

　リサは誤ご魔ま化かすように笑って、テーブルにカップを出してから、ゴミ袋を両手に持って外に出て行った。

　俺は、しゅんしゅんと小さな音のする薬缶を見て、それからテーブルの上の奇妙な状況に気がついた。

　カップが二つ？

　俺には自分の分がある。しかも、一つは来客用のきれいな陶器のカップだ。

　不思議に思って眺めていると、視線の先の、隣となりの部屋につながる扉がゆっくりと開いた。

　そこには、服を着替えたクリスと、あの聖堂で一心不乱に祈っていた、若い女がいたのだった。
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　俺おれがお茶を淹いれると、クリスとは違う、輝かがやくようなプラチナブロンドの女はうなずくように頭を下げた。この教会には、否、こんな地区には不釣り合いな上品さだ。それに、着ている物もおよそここに相応ふさわしいとは思えない。聖堂では、うずくまっている後ろ姿しか見えず、せいぜいスカート姿としかわからなかった。それが、テーブルを挟んで対面に座ったその恰かつ好こうは、まるでヨーロッパの古い物語から出てきた、お姫様みたいなものだった。

　その大仰な雰囲気が破は綻たんしていないのは、服装に負けないほど整った顔立ちのせいだろう。

　それに、よくよく見れば顔立ちは美しくもあるが、未いまだ子供っぽさの抜けきらない甘さもあり、こんなふざけた恰好を許容させる愛あい嬌きようみたいなものがあった。

　所作が優雅なので大人びて見えるが、実際のところ、俺と同い年くらいだろう。

「おいしい」

　薄うすい唇の隙すき間まから出てきたのも、澄すましきった冷たいものではない。

　とはいえ、カップを持つ仕草は優雅であり、隣となりのクリスとは大違いだ。

　そう。隣にはクリスがいた、と俺はそこでようやく気がついた。人見知りするあのクリスが、カップを両手で包むようにしてお茶を飲みながら、親しげな笑顔で姫に話しかけていた。

「リサさんが、お茶に凝こっているんですよ」

「確かに、コーヒーもおいしかったですね」

「私は、苦くてコーヒー飲めないですけど……」

　肩をすくめて、今まさにコーヒーを飲んでいるかのように苦く笑うクリスに、お姫様は優雅に微笑ほほえんでいる。人見知りのするクリスに、まったく知らない人間と世間話をするような処世術はない。

　社交性のなさではクリスのことをとやかく言えない俺おれは、携帯の端たん末まつを眺めていたのだが、ふと視線を上げると、お姫様と視線が合った。

　俺は、その顔になぜか、見覚えがあるような気がした。

「……どこかでお会いしましたか？」

　俺が尋ねると、姫はうっすら笑ったまま小首をかしげるだけ。

「あ、えっと」

　クリスが慌ててなにか言おうとするのを、姫は白手袋が似合うようなしぐさで軽く止めた。

　クリスは、小さな手のひらを自分に向けられて、困ったように口をつぐむ。

「あなたが、川かわ浦うらヨシハルさん？」

　テーブルを挟んで、俺は名前を尋ねられる。

　自分が無表情なのがよくわかるが、それは決して顔が動かないからではない。

「やっぱり、どこかで会いましたか」

「いいえ」

　姫は言って、お茶を飲む。
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　立ち居振る舞まいが洗練されすぎていて、こちらから質問をする隙すきを見せない。

「でも、私は知っています。正確には、こちらのクリスさんからお聞きしたのですけど」

「ぁ……」

　と、クリスが首をすくめて俺おれを見る。

「あの、それには、わけがあって──」

「クリスさんから、私が無理やり聞きだしたの」

「……」

「……で？」

「ええ、単刀直入に言いますね」

　そして、姫はようやくクリスを見て、にっこりと微笑ほほえんでいる。

　あまりにわざとらしく、威圧的にすら感じた。

　実際、それはクリスになにかしらを同意させることだったようだ。

　小さな口をもごもごさせていたクリスは、姫の笑顔に屈し、ゆっくりと、うなずいた。

「私は、あなたをお誘いに来ました」

「ピクニックなら、足が悪いので遠えん慮りよします」

「ええ。でも、この世には、足で登る以外の山もありますから」

　俺はじっと相手の目を見つめている。

　ガラス玉みたいな、綺き麗れいな目だ。

「私の名は、エレノア・シュバイツェルといいます」

　ヨーロッパ系の名前だな、と思っていると、その名に聞き覚えのあるような気がした。

「やっぱり、どこかで会っていませんか？　名前に、聞き覚えがあるのですが」

「さすがですね」

「……え？」

「聞き覚えがあるのは、会社名ではないかしら」

「会社……」

「祖父の祖父の祖父の代から商いをしています。つい先日まで、シュバイツェルの名が入った会社が月面証しよう券けん取とり引ひき所じよにもあったんです」

「シュバイツェル、＆、ゼルガ」

「まあ、嬉うれしい」

　エレノアは言って微笑むが、顔のどこかは笑っていない。

　俺は語感を頼たよりに思い出したが、確か、それは小さな投とう資し銀行だった。

「でも、もう、なくなってしまいまして」

　エレノアの声で、俺は我に返る。

「それは？」

「買われてしまいました。しかも、汚い方法で」

　にっこり笑って小首をかしげる様は、サザビーズのオークションで、欲しかったティーセットを落札できなかった貴族の娘のようだ。

　しかし、エレノアの胸中の感情は、言葉にも思わずといった感じでにじみ出ている。

　買われた、ということは間違いなく企業買収だろう。

　そして、買収の仕方には、完全に合法だが、人道にもとるようなものがいくらでもある。

「栄枯盛衰とは言ったものですが、それはシュバイツェルの名前が入った最後の会社でした。おじい様は仕方がないと言ってくれたのですが、そんなわけにはいきません。私は、若じやく輩はいながら経営を任されていたのですから」

　俺おれは、ようやくエレノアの笑みのどこが不自然なのか気がついた。

　意志だ、意志の強さだ。

　首から肩、肩から手先にかけては上品に滑らかに動き、小さく整った顔の頰ほおは柔らかそうに動くのに、その目だけが台座に嵌はめこまれたサファイアのように動かないのだ。

　エレノアは流れるような所作で、傍らのバッグからなにか小さな紙束のような物を取り出した。その横に置かれるのは、金で縁ふちどりされた、月面ではなかなかお目にかからない万年筆だ。

「私は、シュバイツェル家の名誉のために戦わなければいけません。そのためには、この世界での『力』が必要なのです。ですから、あなたをお誘いに来たのです」

「でも、誘いにって、俺は……」

　単なる、勤労奨学生の大学生です、と言おうとしたところに、エレノアの手がすっとテーブルを滑ってこちらに伸びてきた。

　俺の視線は猫のようにそこに引き付けられる。

　エレノアの綺き麗れいに磨みがき上げられた爪つめと、細い指の下にあるそれ。

　月面最高の銀行、Ｅ・Ｊ・ロックバーグのロゴが入った、小切手だった。

「ラッツィンガー経済研究所のデータを拝見しました。素晴らしいですね」

「えっ」

「川かわ浦うらヨシハルさん」

　俺は銃を突きつけられたことなど一度もないが、多分、銃を突きつけられた人間は、こんなふうに固まってしまうのだろうと思った。

「私には、あなたの力が必要なのです。ですから、その、十万ムールであなたを雇いたいのです」

　俺の前に差し出された小切手には、六桁けたの数字が書かれていた。

　四年前、俺が命を削るようにして稼かせいだのは七万ムールだった。

　それをあっさり上回る金額に、俺は言葉を失っていた。

　エレノアを見て、隣となりのクリスを見る。

　クリスは、なにか思いつめたような顔で、俺おれのことを見つめていた。

「いかがでしょうか」

　俺の視線はエレノアに戻される。

　しかし、頭の中が真っ白になって、なにも言うことができなかった。あまりにも唐突だったということもある。

　ただ、金額に驚おどろいたというのは本当のところではない。そうではなく、自分のような人間が評価される理由がわからなかったのだ。

　なにせ、自分は、あの世界で負けて、そのまま逃げ出したような人間だ。普段は役所の出張所で、意味を見いだせないデータの下処理をし、福祉団体用の補助金申しん請せいの虚偽を暴くのが関の山。

　なにより、自分にはもう二度とあの世界に戻る資格がないと思った。あんな過ちを犯した自分は、絶対に近寄るべきではない場所だった。

　エレノアは辛抱強く俺の言葉を待っていてくれたが、ふと、視線を玄関のほうに向けた。

　遠くからどやどやと声が聞こえてくるので、酔っ払いたちが戻って来たのだろう。

　その音に押されるように、エレノアが口を開く。

「至極個人的なお願いであることは承知しています。要するに、敗者復活戦ですからね。でも、幸い私には多少の資本があり、手を貸してくれる人もいます。こちらの」

　と言って、クリスを見る。

「クリスさんも、その一人。そして、クリスさんのお話では、あなたは本当にすごかったと」

　だから、俺に来いって？

　だが、それは四年前の俺だ。

　失敗する前の自分なのだ。

「あなたに来ていただければ、私たちにとってとても大きな戦力になります。いかがでしょうか」

　エレノアは重ねて問うが、俺は誰だれの話をされているのかすら見失いそうだった。

　口を開くことなどできず、目を逸そらすしかなかった。

　そうこうしているうちに、玄関のほうからはっきりと酔っ払いたちの声が聞こえてきて、エレノアは椅い子すから立ち上がった。

「私たちの形態は私募ファンドです。この世界ではあらゆる手段を使える、身軽なシステムだと思いますし、手伝ってくれる人たちには高いインセンティブを振る舞まえます」

　金に糸目をつける気はないということ。

　だが、俺にはやはり返事をすることができない。

「本当はもっときちんとお話ししたかったのですが……」

　がたん、ごん、という音と、笑い声。

　彼らが部屋に入ってきたら、話どころではないだろう。

「今日は、とりあえずのご挨あい拶さつということで。これで失礼いたします」

　エレノアは上段から軽く会釈をして、すらりと伸びた背筋のまま、廊下を歩いて行った。

　クリスが慌てて後を追い、ちょうど教会に入ろうとしていた酔っ払いたちとかちあったようで、何事か言葉を交わし合っている。

　ただ、俺おれの耳にはそのすべてが入ってこなかった。

　目は、十万ムールの小切手へと向けられていた。

　昼に安物のチキンサンドをかじりながら、どれだけやっても報われない仕事をし、汲きゆう々きゆうと小銭にしがみつくような世界の話ではない。十万ムールもの小切手はあの世界の象徴であり、あの投とう資しの世界への切符なのだ。

　俺の憧あこがれた世界であり、はじき出された世界でもある、役所の出張所で幅を利かせているだけの、矮わい小しような連中とは比較にならないような、本物のエゴイストが跋ばつ扈こする世界。

　そして、前人未み踏とうの地に行くために、莫ばく大だいな富を築くんだという無む謀ぼうな夢すらを許容する、素晴らしい世界だった。

　そこにあるのは、『平へい穏おん』という言葉とは全く逆のことばかりで、めまぐるしく動く数字を追いかける感覚と、自分の予測が当たった時の興奮に、外れた時の絶望感の記き憶おくが頭の中で噴ふん出しゆつする。あれらを思い出すだけで毛穴が開き、呼吸が浅くなり、鼓動が速くなっていく。

　あの時の自分は夢中だった。確かに楽しかった。だが、自分は取り返しのつかない大失敗を犯したのだ。

　もう、戻れるわけがない。戻っていいわけがない。

　口元が急にかゆくなり、手で触れたら鼻血が垂れていた。

　投資。

　俺は、その単語にギュッと目をつぶる。俺はバートンに嵌はめられて、完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶされて、ほうほうの体で逃げ出して、怯おびえながら逃げ込んだ先があの役所の出張所だった。

　そんな俺が、また、投資の世界に戻っていいわけがない。

　だが、この興奮はなんなのだ？　この飢き餓が感はなんなのだ？　自分が四年前のあの時に、なにをしたのか忘れたのか？

　苦しいほどに高鳴る心臓の辺りをぎゅっと握り、椅い子すの上で体を丸めていた俺は、ふと人ひと影かげに気がついた。顔を上げれば、そこにいたのはリサだ。

　ただし、いつもなら優しく俺の体調を気遣ってくれるはずの姉のようなリサは、無表情に俺のことを見下ろしていた。

「やっぱり、四年前のことに折り合いをつけられていなかったのね」

　リサは、ひどく乾いたような声でそう言って、目を細めて玄関のほうを見た。

「別に、あの娘の申し出を受けろというわけではないけれど」

　そして、俺おれのことを見る。

「きちんと、鏡は見るべきなのよ」

　リサはそう言ってから、ため息をついた。

「とりあえず、静かなほうに行きましょう」

　リサは俺を抱えるようにして、酔っ払いたちが入ってくる前に、隣となりの聖堂のほうに肩を貸して運んで行ってくれた。

　そして、興奮と混乱とで俺はろくに礼も言えないまま、長なが椅い子すに腰かけると、リサの持ってきてくれた濡ぬれタオルと水を受け取った。鼻と口元を拭ぬぐい、不器用に水を口に含む俺を見ながら、リサはようやく口を開く。

「昔のことを考えるとどうかとも思ったけど、過去はきちんと清算するべき。そのために、必要だと思ったの」

「……」

「お節介だった？」

　半分ほど水の減ったグラスを受け取りながら、リサはそんなことを言う。

　俺にはそんな言葉が、冗談なのか本気なのかすらわからない。

「まあ、お節介よね。でも、最初にあのエレノアをあなたに会わせようとしたのは、私じゃないの」

　口を開けない俺は、一体どこの誰だれがこんなことをしたのだと、目をすがめた。

「クリスよ」

「っ」

　俺が息を吞のむと、驚おどろきは十分リサに伝わったらしい。

　リサは俺の手をそっと握り、どこか仲間を励ますように、その手を小さく上下に振った。

「私たちだけじゃ、あなたの目を覚ますのは無理だと思ったんでしょうね。私もそう思う。けどね」

　それからリサは、聖堂の壁かべに掲げられた十字架上のキリストに視線を向けた。

「一番あなたの側にいたクリスは、あなたが自分をどれだけ責めながら生きているかよくわかっていたのよ。だから、きちんと四年前のことに折り合いをつけて生きて欲しいと真剣に願ってた。そして、行動に出た。あの、クリスがね。意味がわかる？」

　引っ込み思案で小心者。ほんの少しでも懸け念ねんがあれば、いつまででも考え続けて足を止めるタイプ。

「皆、きちんと前に進んでいるのよ。止まっているのはあなただけ。いえ」

　視線を俺に戻し、呆あきれたように笑う。

「迷ったままなのはあなただけ。一時は立ち直ったかと思ったけど、さっきのあなたを見て確信した。あなたは自分で自分を誤ご魔ま化かしていただけ。しかも、強烈にね。違う？」

　困った人を助けるために、法律を学ぶ。もしもその目的が、前人未み踏とうの地に立ちたいというあの時の純粋な夢と同じなのだとしたら、俺おれはレナを騙だましてでもあの移民たちの補助金申しん請せいを通しただろう。

　だが、現実は違う。俺は原理原則にしがみつき、レナに責任を押しつけた。

　リサはこの月面で、シスター服を身にまとい、教会を開き、道に迷った人をかくまう筋金入りの支援者だ。俺の欺ぎ瞞まんなど、ほどなく嗅かぎつけていたはず。

　リサの目は、もちろん怒っているような目ではない。なのに、俺はその目を見られず、思わず伏せてしまっていた。母親が怖くて仕方がなかった五歳の頃ころに戻ってしまったような気がした。

　この四年間、俺は誰だれかを傷つけていたわけではない。誰かに迷惑をかけたわけでもない。法律を学んで困っている人を助けるという目的が偽善的な理由からでも、結果として困っている人のためになるのであれば、リサはきっとなにも言わなかっただろう。

　だが、俺は誰よりも自分に噓うそをつき、必死に首を絞めて組み伏せていた。

　お前は失敗した人間だ。失敗した人間なのだ、と。

　そして、リサは誰であれ、誰かを傷つけることは許さない性格だった。それがたとえ、自分自身を傷つける行為なのだとしても。

　リサの目が怖かったのは、そういうことだ。

　リサは、とても優しく、お節介だ。この月面なら誰もが見放すようなやつにも、本当に親身になって手を差し伸べてくれる。

　それから、どんな恥ずかしいことだって、くすりと笑って、受け入れてくれる。

　だから、俺は目を逸そらさないでいられたのかもしれない。

　だから、四年間の自分の噓を、認められたのかもしれない。

　俺は、四年前、リサに膝ひざ枕まくらをねだった時よりも情けない思いの中、それ以上に誰かに言いたかったことを、言った。

「……違、わない」

「うん」

　リサは短く言って、俺の頭を子供みたいに撫なでた。

「そしたらね、私は無理にでも背中を押したくなるの。お節介だから」

「……」

「まあ、エレノアも悪い娘じゃないし、あの娘の話は本当よ。地球の由緒正しい貴族の出で、月面の会社はほとんど乗っ取られたんだって。クリス自身、エレノアに大役を任せたのは、思うところがあったんでしょうね。ハルの目を覚まさせるのと同時に、ハルの力を借りたいというのも本当なんでしょう。私がクリスとエレノアから、今日のことを相談された時、同意したのはそれらの理由が一つ。それともうひとつ、現実的で重大な理由もある」

　これ以上、他になにが？

　俺おれが、半ば怯おびえるような目をリサに向けると、リサは俺のことなど欠片かけらも気にしていないように、気楽な口調で言った。

「ところでさ、ハル。ここの教会、どうやって運営しているか知ってる？」

「え？」

　どこか意地悪そうな笑みを浮かべるリサの言葉に、俺は完全に呆あつ気けに取られていた。

　ただ、問われれば頭は勝手に巡るし、俺はその問題に少なからぬ疑問を持っていたのだ。

「セローは結構な高給取りみたいで少なくない寄付をしてくれるけど、ここに迷い込む人の数もあの頃ころより増えたせいで、出費もまた大きくてね。とても寄付だけじゃ回らない」

　なら、どうする？

　それで、エレノアの言葉を思い出した。

　──クリスさんも、手を貸してくれる人のうちの一人。

「まさか……クリス、が？」

「そう。あの子が寄付してくれてるの。ハガナの残したプログラムを使って稼かせいでね」

　四年前、俺とハガナは協力して投とう資しをして、ハガナは投資プログラムを作っていた。その内容は、俺の投資の能力のすべてを自動化するような代物で、その完成度は一時俺が悪夢を見るほどに高かった。バートンにすべてを奪われなければ、きっと第三外区の連中全員を救うことができただろうと思う。

　ただ、ハガナはいなくなり、皆は散り散りになり、俺はストーブで火傷やけどをした犬みたいに投資の世界から遠ざかっていた。

　だから完全に忘れていた、正確に言えば、頭から無理やり追い出していたのだが、確かに夢中になったハガナは数学的な問題をクリスに相談したりしていた。

　それに、クリスもまたハガナに匹敵するような才能の持ち主なのだから、その可能性は当然あった。つまり、あのプログラムを使いこなし、あるいは改良を加えることで、投資の世界で金かね儲もうけをできる可能性が。

「私は、やめなさいって何度か言ったんだけどね、あの時のあなたみたいに虜とりこになってて聞く耳なんて持たないし、呆あきれるほどうまくいっているみたい。ただ、欲に突き動かされているというよりも、自分の能力を試せるのが楽しいって感じだからきつく言えないし、助けてもらってもいるから……」

「それ、で？」

　それで、どうして俺をエレノアに会わせる理由になるのか？

　俺はそう思ったのだが、すぐに気がついた。金を増やす装置を操る数学の天才少女と、会社を乗っ取られて、再起を誓う貴族の娘の組み合わせだ。

「クリスは、エレノアに協力しているのよ。エレノアの資産を増やして報ほう酬しゆうを受け取って、それをここに寄付してくれてるの。すごい金額よ。ただ、お金のことを抜きにしても、正直、私は自分がクリスの行為を止めるべきなのかどうなのか、未いまだにわからないの。クリスを動かすのは欲ではないし、エレノアの力になることも悪いことではないと思う。問題があるとしたらただ一つ、クリスはまだ十代の女の子なのよ」

　リサはそんなふうに苦しそうに言う。

「二は十た歳ちを過ぎたから突然大人になる、なんてことはないとわかってる。それに、クリスはそこらへんの大人よりよっぽどか大人だと私もわかっている。でも、不安なの。エレノアは私たちとは住む世界の違う人間よ。本物のお金持ちの、本物のお嬢じよう様さま。お祈りの仕方も見たでしょう？　彼女はいつも本気なの。意味がわかる？」

　リサのようなやつが言うからこそ、説得力を持つ。

　あの華きや奢しやな体に不似合いな目つきは、思い出すとどこか背筋が冷たくなる。

「クリスがそんなエレノアとどこかに行くっていうのは……いくらクリスがしっかりした子だとわかっていても不安になる。いや、ハルに、自分に噓うそをつくなと言った私が、噓をついちゃいけないわよね。正直に言うね」

　リサはいったん言葉を切って、続ける。

「私には、クリスをエレノアから引きはがすに足るまともな理由がない。でも、誰だれかがまた私の知らないところにどんどん進んで行って、ハルとハガナみたいなことになったらって思うと、いてもたってもいられないのよ」

　理屈抜きの、恐怖。

　だとすれば、俺おれをエレノアに会わせた理由は、自動的に導かれる。

「つまり……俺に、クリスを見張れって？」

「情けないけど、簡単に言えばそうね」

「でも……俺は失敗した人間だ。そんな俺が──」

「だからよ。だからこそなの。クリスはすごい子だし、広い目で見ればハガナよりすごい子だと思う。でも、これまでのあの子の人生で、努力して報われなかったことってなかったと思う。ハルや、ハガナと違ってね」

「……顔が動いたら、笑っているよ」

「嫌味でもなんでもない。ただ、だからこそ怖いの。私だってたくさん失敗してきたけれど、失敗を経験しなければ手に入れられない慎重さというものが本当にあるの。だから、クリスには失敗から学んでほしいと思うこともある。でも、大金が絡む場所では、取り返しのつかない失敗が起きやすい。十代の女の子が行く場所ではないと思う。それは、あなたもよくわかっているでしょう？」

　人の命は金より安い。

　俺はそのことを、ハガナと過ごした短い時間の合間に、とてもよく学んだ。

「それに、クリスは今もちょっとおどおどしてるところがあるけど、最近、時折はっとするほど鋭するどい目をすることがあるの。私がそれを怖いと思うのは、可愛かわいい子にはずっと可愛いままでいて欲しいと思う、身勝手な考えなのかもしれないけど」

「そう、かもな」

「うん。ハルならそう言ってくれると思ったわよ。だからね、私はこれを一つの神の采さい配はいだと思っているの」

「神……の？」

「そう。あなたには自分に噓うそをつき続けて生きて欲しくないし、怖いもの知らずでどんどん前に進むクリスの背中を誰だれかに見張っていてほしい。これって、運命だと思わないかしら」

「……でも、俺おれは──」

　ふさわしくない。

　そう言おうとしたのを、リサの言葉が封じた。

「それにね、ハル」

「……？」

「私は、いつもハガナが帰ってきたらって思いながら生活しているけれど、あなたはどうなの？　そう思ってる？」

「っ」

　俺は息を吞のんだ。

　ハガナが帰って来たとしたら、あの役所の出張所にしがみつき、法律を細々学ぶ俺を見て、あいつはどう思うだろうか。

「ハル。一生傷口をかばって自分に噓をつき続けることも可能かもしれない。でもね、人生は一度きりだし、あなたにそういう一生を送って欲しくないと願う人は、あなたが思う以上にたくさんいるものなのよ」

　俺は言葉を返せなかったが、リサは俺の頰ほおを指の背で撫なでて、にこりと微笑ほほえんだ。

「もちろん、今すぐこの場で結論を出せなんて言わない。でも、よく考えて。そして、目を逸そらさないで。クリスだって、自分の考えに従って、ハルにエレノアを会わせることを選んだの。ハルが昔のことにどんな思いを抱いているか、多分私よりも知っている。それはハルだってわかるでしょう？　だから、ハルが激怒したり、あるいはひどい発ほつ作さが起きたりする可能性だってあった。そのどちらであっても、クリスはハルと二度と会えなくなるかもしれない、と覚悟していた。決して、軽はずみなことではないのよ」

　俺は、クリスのあの思いつめた顔を思い出す。

　大胆な一歩は似合わない地味な娘だと思っていたのに、いつの間にか成長しているのだ。

「……そう、だな」

「そうよ。人は立ち止まることはできないの。でも、とにかく歩けば前に進むことはできる」

「……」

「それは、私も一緒なんだけれどね」

　そんな馬ば鹿かな、と俺おれがリサを見ると、リサは少し苦笑して、肩をすくめていた。

「それで、どうする？」

「え？」

「クリスは今いま頃ごろ、やきもきしているはずだけど。並々ならぬ覚悟をしていたはずだもの。ちょっと呼んでくるけど、どう？　大丈夫？」

　正直まだ頭は混乱している。四年間もずっとうずくまって頭を隠していたのだ。急に立ち上がって歩けるわけがない。

　だが、俺は自分の鼻をこすり、大きく深呼吸をする。

　眩暈めまいに似たものはあっても、目が覚めた直後のすがすがしさに似た感覚があった。

「一応。鼻血も止まったし」

「興奮して鼻血を出すなんてよっぽどよね」

「……自分でも、おかしいと思う」

「あら、そう？」

「え？」

「だって、それが本物の情熱と言うものでしょう？」

　リサは腰に手を当てて、にっこり笑いながら言ったのだった。







　そこが広い聖堂だったら、多分クリスは永遠に俺のもとに辿たどりつけなかったのではないか。

　それくらいに重い足取りで、俺の側までやってきた。聖堂に入るのもためらっていて、そこはリサが強引に背中を押し、クリスを押しこんだ瞬しゆん間かんに扉を閉じた。

　向こう見ずなことをするのに小心者。

　多くの人はこれを、若い、と言うのかもしれない。

「びっくりしたよ」

　俺がそう言うと、クリスはその言葉にびっくりしたように体をすくませた。

「怒ってないし、発ほつ作さも出なかった」

　俺が自分の口元を指で吊つり上げると、クリスは俺よりよっぽどかぎこちなく笑う。

　ただ、昔のクリスと違うのは、そこで目を伏せないことだ。

「リサさんは……なんて？」

「リサが怒ってたら、全部なかったことにって？」

　クリスは口をつぐんでも、幾分強く俺を見つめてくる。

「そ、そんなこと言いません」

　俺おれは、顔が動いていたならば、絶対に笑みを我が慢まんできなかっただろう。

「リサは、いつもどおりのリサだった。どちらかと言うと、怒られたのは俺だ」

「え？」

「クリスがああでもしてくれなければ、俺はずっと自分の噓うそに浸つかっていたかもしれないということ」

「じゃあ」

「でも、それですぐあの話に乗れって言うのは無理だ」

　目を逸そらすのは、俺の番だった。

「あの世界が怖いっていうのは、本当なんだ。俺は……バートンに復ふく讐しゆうしたいとすら思えない」

　俺たちのすべてを奪った人間なのに、俺は恨むことすらできなかった。

　憎むべきはずなのに、俺が傷つけたのは自分自身だった。

「けど、エレノアの話を聞いて、久しぶりにあの世界の興奮に当てられたのも本当だ」

　それこそ、鼻血が出るくらいに。

「今でもまだ好きなんだと思う。でも、そこであったことが衝しよう撃げき的てきすぎた」

　俺は話しながら、自分の右手を閉じたり開いたりしている。こんな話をしていたら、いつ発ほつ作さに襲おそわれるかわからない。

　しかし、そんな不安をよそに、右手は柔らかく、熱いままだ。

「ハガナのプログラム……使ってるんだって？」

　俺が尋ねると、これにはクリスの体が小さくなった。

「怒ってないよ」

　と、俺が思わず言ったくらいだ。

「単純に、驚おどろいた。まさかって。ここの教会が運営できるように支援もしてるんだって？」

「……はい」

「けど、リサは金かね儲もうけが動機ではないって言ってた」

「……はい」

「リサは、クリスがあの世界にのめりこんで、俺とハガナみたいなことにならないようにクリスのことを見張って欲しいってさ」

「……」

　クリスは、そこには返事をしなかった。

「俺は、その目的に対しては、やぶさかではない。あんな経験をする人間は、少ないほうがいい」

　口がからからに渇き、視界が狭くなり、膀ぼう胱こうが痛み、居もしない神に祈らざるを得ない窮きゆう地ちに立たされる。

　俺は、あの時の自分の様子をそう言語化してから、聖堂の奥にいるイエス・キリストに、失礼、と胸中で詫わびる。

「それに、大事な物を失うかもしれない。あの世界は、本当にすべてを差し出す必要に迫られることがある。もちろん……俺おれのような失敗はしない、と思うかもしれないけど」

「そんなこと──……そんなこと、ないです」

「リサは、心配してる。俺と、ハガナという例があるし。それに、投とう資しをして教会を運営する、というだけなら、セローの稼かせぎを種銭に使うことだってできたはずだ。そうしない理由が、クリスにはあるんだろう？」

　クリスはうつむき、黙だまってしまう。

　ただ、俺は少し驚いた。この期に及んでなお言いづらい理由というのが、ちょっと想像できなかったからだ。

「エレノアのため？」

　俺が尋ねると、クリスはためらいがちに、首を横に振った。

　そして、首の動きが止まると、かしいだようにうつむくクリスは、唇をきゅっと引き結んで、視線を上げた。その思いつめたような顔に、俺は一いつ瞬しゆん気け圧おされる。

　まさか、あの金持ちと組んで、昔の人たちすべてを救いだすとか、そういうことを想っているのだろうか？

　馬ば鹿かな、と笑うわけにはいかない。

　四年前、クリスと同じ年ねん齢れいだった俺は、髪の毛からつま先の先の先まで、本当の本気に、人類で一番金持ちになって、前人未み踏とうの地に立つんだと思っていた。

　そして、下唇を嚙かみしめたクリスは、握りこぶしを震ふるわせながら、言った。

「ハル、さん。あのブラシ、ありがとうございました」

「え？」

「一生、大事に使います」

　まるで別れの挨あい拶さつだ。

　俺がそう思った直後、クリスは俺のことをまっすぐに見たまま、はっきりと言った。

「私は、バートンのようになりたいんです」

　言葉の意味が、一度では摑つかめなかった。

「私は、バートンのようになりたいんです」

　クリスはもう一度言って、目め尻じりに涙を浮かべながら、大きく深呼吸をした。

「自分がなにを言っているかわかっているつもりです。でも、そうなんです。自分の想いを言葉にすると、それ以外で表現できないんです。気のせいだとか、頭がおかしいんだとか、何度も考えました。でも、でも、そうとしか思えないんです。私は、あんなふうに自由に生きてみたいんです」

　俺は言葉を継ぐことができない。呼吸すら、怪しかった。

「でも──」

　しゃくりあげるように言葉をつっかえさせながら、クリスは言う。

「でも、最初に私にそう思わせたのは、ハルさんです」

　クリスの綺き麗れいな青い目が俺おれを見る。

　涙で濡ぬれたその目の色は、多分、マリンブルーというのだと思う。

「信念があって、目的があって、手段があって、行動があって……誰だれかになにか言われるかもなんて全然気にしなくて、誰かがこう思っているから妥協するなんて全然なくて、鉄の塊みたいに進むのが本当に格好良かったです。私は、今でもあの時の衝しよう撃げきを覚えてます。ハルさんが、私のお父さんから預かったお金の儲もうけに対して、分け前が欲しいって言っていると知らされた時のこと」

　俺が無意識に鼻をこすったのは、さっきの鼻血があったからだ。

　そういえばそんなことをしたな、という懐なつかしさだけではない。頭のどこかに血がどくりと流れるようなこの感覚。

　リサは、鼻血のことを情熱と言った。

　あの時の自分のあの判断には、まぎれもない情熱と、信念があった。

「私はあの時、魂を抜かれたみたいになってしまいました。そんなことを言う人がいるだなんて、想像もできなかったんです。お父さんは呆あきれ、困惑していましたけど、私はその瞬しゆん間かんに夢中になっていました。自分がなりたいのはこれだって……それで……」

　クリスは服の袖そでで眼鏡もろくにとらず涙を拭ぬぐって、洟はなをすすった。

「でも……でも……ハルさんは……」

「あれ以来、この体たらく」

　俺が落ち着いた声音で言うと、クリスは俺が怒りださないか不安そうだったのに、うなずいた。それも、クリスにしては力強く、はっきりと、うなずいた。

「でも……バートンは違いました。ずっと、調べてたんです。こんなすごい……ひどいことをできるのはどんな人なんだろうって……。調べたら、多くはないですけど、話の断片がいくつも見つかりました。どれも、すごかった。震ふるえるほど、すごかった。私は自分が嫌だったんです。お父さんのために頑張ろうとか、皆が応援してくれるから頑張ろうとか、それで、そうやって、誰かのために頑張ってしまう自分が嫌だったんです。でも、それでお父さんが嫌いだとか、そういうことじゃなくて……」

　クリスは何度も袖で目を拭うが、多分それは涙を拭う以上に、混乱している自分が嫌だったのかもしれない。

「それに、私はお金が嫌いです。もう二度とあれに振り回されたくありません。だから、今度は私が振り回します。そして、そうして、本当に、自分が思うように……生きてみたいんです」

　その一言を絞り出すと、聖堂に響ひびくのはクリスのしゃくりあげる声だけだった。

　俺おれは、なんと言っていいのかわからない。クリスの頑張りを目まの当たりにしていた俺には、笑うなんてことはもちろんできなかったし、叱しかることもできなかった。そんな権利がないというだけでなく、理由が存在しなかった。

　俺は右手を見ても、右手は欠片かけらのこわばりも見せなかった。

　本当に自分が思うように生きてみたい。周りのことなど気にせずに、ひたすらに前だけを見て生きてみたい。

　その気持ちはわかる。悲しいくらいにわかる。

　俺はその言葉を繰くり返して、ギュッと右手を握りしめた。

　でも、もう俺はそうではないのだと、同時に悲しいくらいに理解できた。

「だから、そのためには大きな資本が必要……か」

　投とう資しの儲もうけというものは、ある程度までは、単純に運用する資金の大きさに比例する。スタートに大きな資本があるのとないのとでは、結果が全く違ってくる。

　エレノアのそれは、セローの稼かせぎの比ではない、ということだろう。

　そして、なにより重要なのは、エレノアが投資銀行を率いていた人間である、ということかもしれない。アマチュアではなく、プロとして向こうの世界にいた人間。

　ただ、俺はクリスの告白に、ものすごく不思議なものを感じていた。

　俺は確かにバートンをすごいと思い、一時は本当に師として仰ぎたいと思っていた。

　けれど、結果はこのとおりでそれですべてが終わったと思っていたのに、まさか自分のことを遠目に見ていて、その時の自分に憧あこがれていたやつがいるなんて、想像もしなかった。

「でも、俺をエレノアのもとに誘うのは？」

「それは……」

「プログラムのことなら、俺がどこまで力になれるかは本当にわからない。謙けん遜そんでも卑下でもなく」

　筋力だって、四年間動かなければ衰える。

「それは……でも……」

　ただ、クリスはもごもごとそんなことを言う。

　なにかほかの理由があるのだろうか。

　俺はそう思って、言葉を向けた。

「ほかになにかあるのか？」

　すると、クリスは涙で濡ぬれた袖そでの合間から、言った。

　いつの間にか、顔が真っ赤だった。

「ハガナ、先生が……」

「ハガナが？」

「う……」

「う？」

「羨うらやましかった、から……です」

　クリスはそのまま、袖そでで顔を隠してしまう。

　俺おれはクリスのことを、可愛かわいいと思う。好意を向けられたら、嬉うれしくないわけがない。

　でも自分がその期待に応こたえられないとわかっている時、それほど辛いこともないのだ。

「誘ってもらっても、俺は、もう昔のようにできないよ」

「わ、わかってます。でも──」

「それでも、誘ってくれて、嬉しい」

「っ……」

「本当に」

　自分がすごく残酷なことを言っていると自覚していても、誤ご魔ま化かしようがない。

　クリスはこれまで曖あい昧まいにしてきた一線を、半歩だけ越えてきた。

　でも、それで実感したのは、やはり俺の中にいる、ハガナのことだ。すごく大事な部分には、あの黒尽ずくめの少女が未いまだに収まっていて、クリスに手を伸ばすことに、ためらいがあった。

　俺は、それ以上言葉を重ねてもクリスを傷つけるだけだと思って、唐突に話題を変えた。

「エレノアと知り合ったのはどこで？」

　クリスはしばらく返事をしなかったが、もう一度ごしごしと袖で顔を拭ぬぐうと、ようやく口を開いた。

「それは、もう、一年くらい前です。勉強の合間に、あの時のコンテストのことを調べていて……それで、たまたまオンライン上の投とう資し関連のフォーラムで、コンテストのログを持っているという人がいて……」

「それが、エレノアか」

「はい。それがきっかけで、色々話すようになってたんです。投資の話ばっかりでしたけど」

　あんな勉強の日々を送っていて、なお時間を割いて投資の勉強をしていたらしい。

　俺は、単純に、人種が違う、とすら思った。

「ハルさんは」

「え？」

「あの世界では、尋ね人だったみたいです」

「……」

　不安そうに上目遣いで喋しやべるクリスを前に、俺はちょっと呆あつ気けに取られていた。

「俺が？」

「はい。あの時のコンテストで一位になった人は、今ではものすごい人になっています。だから、その人に負けたけれど一時は迫ったハルさんもまた……って」

　あのコンテストの一位は、バートンの言を信じるなら、地球育ちの超エリートだったらしい。

　それでなくても、上位入賞者は金きん融ゆうの世界で活かつ躍やくしている者が多いのだという。

　俺おれは、自分がそんなふうに評価されていたことに、嬉うれしさよりも、驚おどろきと、なにか妙な拍子抜けに似た感覚があった。そんなことでいいのか？　そんな簡単なことでいいのか？　と。

「それで、十万ムールか」

　エレノアの側にも、俺を雇いたいと思う理由が一応あったようだ。

　なんの投とう資し実績がなくても、とにかくいい大学でＭＢＡを取っただけのやつに、投資銀行やらは軽くそれ以上の金額を出す。少しでも実力を確認できたのであれば、お試しで十万ムールなら安いもの。多分、そんな単純な発想なのだろうが、いかにもあの世界らしいと思った。

　そして訪れた沈ちん黙もくの中で、俺は目を閉じて会話を反はん芻すうした。四年間、ほとんど泥の中に頭を突っ込んで寝ていたような自分には、刺激的すぎることばかりだった。でも、どういうわけか気分は驚くほど軽かった。

　それは、鼻血が出て、脳の血栓が取れたような感覚だった。多分、うやむやにしてきたことをすべて吐き出してしまったせいもあるのだろう。

　俺は目を閉じ、深呼吸を一度する。

　記き憶おくを検索して、最初に出てくる言葉は、何度やっても、同じだった。

　クリスの言った、「本当に自分が思うように、生きてみたい」という言葉。

　そして、俺はこの四年間、そうしてこなかった。

　本当に行きたいのは、どこなのか。

　自分すらを、騙だましていた。

「お前が俺に全部話してくれたのは、自分の夢の一いつ環かんか？　自分の思っていることを、相手に全部言ってみたい」

「……」

「それとも、あそこの髭ひげのおっさんの前だから？」

「違い、ます」

「なら、多分、俺がお前のことを見張っていようがいまいが、変わんないよな。人の言うことを聞くようじゃ、思いどおりには生きられない」

「あ、あの、でも──」

「それでも、そうやって進むやつを傍で見ていたいかもしれない」

　俺にはもう、あの頃ころの夢はない。残っているのは、あの世界が楽しかったということだけ。

　目的が消え、手段だけが残った。

　でも、鼻血が出るような衝しよう撃げきと、母親よりも怖くて親身なリサのお蔭かげで、目が覚めた俺が気がついたのは、目的がなくなっても、その手段は同じくらいに好きだったということだ。

　リサに言われた、ハガナが今の自分を見たらどう思うか、と想像してみればいい。

　役所の出張所で原理原則にしがみつき、必死に自分に噓うそをつき続けて身を守る自分を見たら、きっと失望するはずだ。でも、バートンに恨みすら抱けず、あの失敗が未いまだに恐ろしくて夢など欠片かけらも持てなくても、それでも投とう資しの世界に居続けている自分を見たら、きっとため息をついて、馬ば鹿かなの？　と呆あきれるように言ってくれるはずだ。

　俺おれが、ハガナの手を払ったことを謝るチャンスがあるとすれば、そのどちらだろうか。聞く耳を持ってくれると思えるのはどちらだろうか。

　だとすれば、答えはわかっている。過去の過ちを認めることと、過去の自分を否定することは違うのだ。

　そう考えれば、クリスのその華きや奢しやな体に秘められた、あまりにも大それた夢の旅路を隣となりで眺めるのは、最高の余興に違いない。

「どれだけ言い訳したって、俺はまだあの世界が怖い半面、好きらしいし」

　俺は興奮のあまり血が出た鼻をこすり、松まつ葉ば杖づえを手に立ち上がる。

　クリスは泣いた後の脱力感からか、ぼんやりと俺のことを見上げていた。

「神の采さい配はい……ってリサは言ってたよ。俺もまあ、そう思う」

　俺は右手を閉じたり開いたりしながら、言った。

「それに、あの世界に戻ったら、バートンにまた会えるかもしれないからな」

「えっ！　それ……は……」

「殺してやりたいとかじゃないよ。不思議なことに。俺は、聞いてみたいことがあるんだ」

「聞いて、みたいこと」

「一生聞く機会なんてないと思ったけどな……」

　呟つぶやき、自分の顔を撫なでて、クリスに言った。

「リサには言うなよ。心配されるから」

「あっ、は……はい。あの、なら……」

「クリスのことももちろん話さないよ。それに、俺はこのとおりの鉄面皮だから、リサの尋問にもひっかからない」

　俺が自分の頰ほおをつまみながら言うと、クリスはようやくぎこちなく笑った。

「それと、あのブラシ、別に一生かけて使わなくてもいいよ」

「へ？」

「壊こわれたら、また買ってやる」

　言いながらクリスの頭をかき混ぜるように撫でると、クリスは手で払って、ふくれっ面をした。

「自分で買います。同じのを」

「それがいい」

　俺は口元を指で吊つり上げ、歩き出す。クリスも立ちあがって、聖堂の扉を開けてくれた。

　ちょっとした期待もあって廊下の左右を見てみたが、リサが聞き耳を立てていたような感じはない。お節介で詮せん索さく好きだが、本当に大事なところは超がつくほど潔けつ癖ぺきだ。そのせいで四年前は事態が悪化した。

　でも、あの時のリサの判断を悪いなどと思ったことは、結局一度もない。

　そういうことなのだろう。

「ここ、月面なのにな」

「え？」

　俺おれの呟つぶやきにクリスは聞き返してきたが、俺はなにも答えなかった。

　ここは月面なのに、まるで一世紀前の地球のようだ。

　人は合理的になんかなれはしない。

　それでも俺は、キッチンのあるほうに行き、主役のクリスそっちのけで大おお騒さわぎする連中と、それを切り盛りするリサを見て、悪くない、と思った。

　レナは、月面が悪意で満ちているのが悲しいと言った。

　俺は、そのとおりだと思ったのだった。







　迷って結論が出るならいくらでも迷う。

　でも、投とう資しだって迷っているだけではなにもならなかった。

「多分やるよ」

　と、俺はクリスとの話し合いの後、酒宴を切り盛りするリサにすれ違いざまに言った。

　酒を割ったり、簡単な料理を運んだりするリサは、にっこり微笑ほほえんだだけだった。

　駄目なら帰って来なさいな、とその目が言っていた。

　ただ、俺は一応エレノアのことを検索にかけてみた。出てきたのは、貴族の末まつ裔えいが経営する小さな投資銀行が、トレーダーのミスによって大損害を食らい、結局買収された、というものだった。普通なら記事にもならないのだろうが、月面に進出した道楽貴族が最後の会社を潰つぶした、というのは月面ではちょっとしたゴシップになるのだろう。

　経営者で最大株かぶ主ぬしのエレノアが若くて綺き麗れいなのもあったかもしれない。顔写真は、つんと澄すました顔だったが、エレノア本人だった。

　俺は覚悟を決めて、クリスにメールをした。

　ただ、クリスを通じてエレノアに返事をする時、契約条件によっては断る可能性もある、とクリス自身にも念を押しておいた。いくら今の自分の生活が自分に噓うそをつき続けてきた結果だとしても、手を叩たたいてたちまちすべてがなかったことになるわけではない。リサが言ったように、人とのつながりは残るのだ。

　両親は、あの馬ば鹿か息子むすこが曲がりなりにも大学に行って法律を学んでいると、表には出さないが喜んでくれているのがありありとわかる。四年前は反抗心しかなかったのに、いつの頃ころからか、両親の気持ちが透けて見えるようになっていた。それに、奨学生とは言っても、勉強している合間は当然面倒を見てもらったし、親なのだから子の面倒を見るのは当たり前だろ、と思うには、俺おれは余りにも身勝手なことをして、抱え切れない失敗と共に帰ってきた。

　それでも受け入れてくれた両親だ。生活費とか諸もろ々もろは、エレノアと契約すれば多分一括で利子をつけて返せるだろう。でも、彼らが期待してくれているのなら、俺はこのまま形だけでも卒業するのがいいのではないか、と思ったのだ。

　クリスは、まさしくそんな誰だれかのために頑張ってしまう自分が嫌だと言っていた。その気持ちがわからなくはないが、今の自分は、それを無視することはできなくないまでも、難しかった。

　それに、と俺は朝の出勤の人の群れの中で思う。

　まだ始業前の役所の出張所の前には、寒い中朝から無料の法律相談所に並ぶ人の列がずらりと続いている。俺が法律学を志したのは、それまで全く目に入らなかったこういう人たちの存在に気がついたからだ。

　投とう資しに失敗し、ハガナと別れ、世話になった人たちの運命を変えてしまった俺が、逃とう避ひとして選んだ道なのは言い訳ができない。

　でも、電力が不足し始めて、ドーム内の気温が下がる中、他に行くところもなくて役所の無料法律相談所に来る人たちの力になれたなら、と思ったのもまた事実なのだ。

　そして、それ以外にも俺には考えなければならないことがあった。

　俺はいつもの守衛さんに挨あい拶さつをして、開門前なので人気がなく冷え切った出張所の中を歩いて行く。階段を上れば、すぐ目の前が仕事場だ。相変わらず閑散として、始業前に出勤してくるようなやつらはほとんどいないが、ほとんどいないというのは、例外がいるからだ。

　居眠りでもしているかのように顔を近づけながら書類仕事をしている、レナだった。

「おはようございます」

「ひっ」

　俺の挨拶に小さな悲鳴をあげて、レナは慌てて机の上の物をかき集めて引出しにしまおうとした。声をかけたのが俺だと気がつくと、そのまま体がバラバラになってしまうんではないかというくらいに、脱力していた。

「なにしてたんですか？」

　レナみたいな小心者が隠すことなんて、たかがしれている。転職先を探していたとか、私用のメールを打っていたとか、資格試験の勉強をしていたとかそんなあたりだろう。

　俺は大して気にもせず、自分の席につこうとして、目が勝手にそれを見つけていた。

　俺が押し付けた、あの移民夫ふう婦ふたちの、噓うその申しん請せい書しよだった。

「それ……」

「え？　えへ、へへ……」

「申しん請せい、するんですか？」

「……………………」

　レナは俺おれのことを見ず、手元に書類をかき集めたまま、たっぷり十秒は沈ちん黙もくした。

　そして、俺のことを見ると、無理やりに笑みを浮かべながら、返事をした。

「止め、ますか？」

　今度は俺が一いつ瞬しゆん言葉に詰まる番だったが、この話には自分なりにも結論を出していた。

　リサの叱しつ咤たやクリスの話を聞いて、俺は自分が許せる自分であろうと思ったのだ。

「いえ。止めません」

「……」

「むしろ、やっぱり通しましょう、って言おうと思ってたんです」

「……」

　レナは呆あつ気けに取られた顔をする。

「噓うそ」

「本当です」

「噓ですよ」

　レナは言うが、その頃ころには、ほっとした笑顔になっていた。

「でも、それが本当なら、嬉うれしいです」

「本当です」

「……」

　レナは俺のことをまだじっと見つめていたものの、その目にはどことなくいたずらっぽい色が浮かんでいた。一緒にちょっとした悪さをしようという、その仲間を見るような目だった。

「一晩考えて、私はやっぱり、規則と違ってもいいから、困っている人に支援できればいいと思いました」

「本当に、異存ないですよ」

「あ、その、ハル君のことを疑っているとかじゃなくて、私の気持ちです。報告です」

　少し恥ずかしそうに笑うその様は、見ているほうが不安になるくらいあどけない。

　けれど、そこには確かに勇気がある。俺がついぞ忘れていた、温かみのある光があった。

「ハル君に言われた言葉は、きちんと私も考えなければならないことだと思いましたから」

「……ルールは、ルール？」

「そちらではなくて、一度下した判断はなかなか取り消すことができない。少なくとも、自分の中では」

「……我ながら、いいこと言うなと思いますね」

　自虐の言葉でもあったのに、レナが言うと前向きに聞こえるから不思議だ。

「ふふ。でも、本当だなって思いましたし、だからこそ、これは自分の想いに従った行動なんだって自分でもわかります」

　手元の書類に視線を落とし、レナは慈しむように目を細めて言う。

「その判断に、自分以外の誰だれかの賛成があるというのは、とても心強いことです。ハル君」

「はい？」

「ありがとう」

　レナは書類から顔を上げて、俺おれのことを見てにっこりと笑う。

　リサの優しさには力強さがある。でも、レナのそれには甘さが残り、月面で生き残れるのは、リサのような強きよう靭じんな信念を持ったやつらだろうと思っていた。

　だが、その考えは間違っているのかもしれない。

　なんにせよ、俺がエレノアの誘いに応じる際の懸け念ねんの一つが、これだった。それは、もしも俺がここを辞めるのだとしたら、レナはこの職場でたった一人で戦うことになる。俺がいなくても大丈夫だろうか、ということだった。

　だが、それは、レナのことを見くびり過ぎだったかもしれない。

「それはそうと、ハル君」

「なんですか」

「昨晩は、なにか良いことがあったんですか？」

「は？」

　俺は自分の席に座ろうとしていたが、その動きが止まる。

　レナを見ると、レナはにこにこ顔で俺を見ていた。

「すごく、すっきりした顔してますよ」

「え」

　思わず自分の頰ほおを撫なでてしまう。表情を作ろうとしたって作れないこの顔だ。そんなまさかと思っていると、レナはまじまじと俺の顔を見て、もう一度うなずいた。

「うん。やっぱりそうです。憑つき物が落ちたような感じです」

「……」

「よく眠れたとか？」

　無邪気に笑うレナに、俺は肩をすくめて椅い子すに座った。

「自分の上司の意外な目ざとさに驚おどろいています」

「あら、ひどい」

「ただ……そうですね」

「うん？」

「良いことかどうかはわかりませんが、自分の人生に転機が訪れたような気がします」

「え……と、それは──」

　言いかけるレナに、俺は椅子を回し、誰もいないことを確かめてから、こう言った。

「ここを辞めるかもしれません」

「えっ」

「場合によっては、ですけれど」

「……それは……あの、どういう……」

「悪い話ではないんです。まとまったお金と、実入りのいい仕事にありつけそうで」

「危ない、話ではなくて？　あ、ごめんなさい。でも、ここを辞めるって……奨学金も返して、寮りようも出るってことでしょうし、ちょっと、私には想像できなくて……」

「言いたいことはわかります。昔の縁えん、という感じなんです」

「昔の……」

　二は十た歳ちの学生がなにを言うのか、と世間の大人なら思うことだろう。

　そう考えると、四年前の俺おれは失敗したなりに、いっぱしのことをしていたのだなと、少しだけ誇らしかった。

「それで……生意気ながら、ここを辞めるとなると、懸け念ねんが一つだけあったんです」

「懸念」

　レナはその単語を繰くり返し、はて、と首をひねる。

　そして、すぐになにかに気がついたようだった。

「ハル君、それって私のことですか？」

「はっきりとは言いませんが」

「言ってますよ！　失礼ですねっ。確かに要領が悪いのは自分でもそう思いますけど、ハル君が来るまでだって一人でやってたんです。大丈夫ですよっ」

　怒る様もまた可愛かわいらしい。リサよりも、大きなクリスみたいな感じがする。

　だが、クリスがその心の中に鋼の芯しんを持っているように、このレナにも強さがあったのだ。

「ええ。自分も、今さっきそう思いました」

「もう……。でも、色々な人に心配されるんです。どんくさいのは自分でもわかってますけど」

「それだけ人に好かれやすいんですよ」

「まあ。そんなお世辞、ハル君の口から初めて聞きました」

「あまりお世辞でもないですけど」

　俺が言うと、レナはますます馬ば鹿かにされたと言わんばかりだったが、最後にはため息とともに小さく笑っていた。

「いいんです。それが私の人生ですから。けど、もう少ししたら私のほうもこんな仕事辞めてやるって言えるようになりますし」

「え？」

　レナは俺を見て、いたずらっぽく上唇を尖とがらせている。

　そして、視線をついと逸そらすと、ほんの数すう瞬しゆんなにかを迷うように視線を巡らせてから、おもむろに鞄かばんに手を伸ばしていた。

「誰だれにも言わないつもりだったんですけど」

「……なんですか？」

「さて、なんでしょう」

　鞄の中から小さなポーチを取り出して、ごそごそと中を漁あさっている。安さと頑丈さを兼ね備えた合革のポーチから出てきたのは、俺おれのまったく予想していないものだった。

「先立つものがないと、どうしても不安ですからね」

「それは……」

「でも、もう少しで目標に辿たどりつきそうなんです。そうしたら、こんなところいつでも辞めてやるって思うことができる。そうしたら、あと五年くらいは続けられると思います」

「……」

　呆あつ気けに取られる俺の視線の先で、レナはすっと誇らしげに左手の指を伸ばしている。子供みたいな丸い爪つめはなんの飾り気もなく、手だってきちんと手入れをしているようには思えない。

　それでも、その薬指には光り輝かがやくリングがあって、それがあるだけで、レナはどんな困難にも耐えられる、騎き士しに守られたお姫様のようだった。

「ふふ。ですから、ハル君」

「あ、はい」

　俺は思わず背筋を伸ばしてしまう。

　そして、散々胸中で繰くり返したレナに対する思い込みを、恥じながら叩たたき壊こわした。

「安心して、辞めてくださいね」

「……」

「ここは月面です。皆が夢を追いかける場所ですから」

　レナは勤労奨学生である俺の、直接の上司であり監かん督とく官かんだ。仕事を始めて以来、ずっとどちらが上司かと呆あきれていたものだが、俺はその時、本当に目の前のこの女性を、きちんとした上司だと認識した。

「わかりました」

「ふふ」

「ありがとうございます」

　俺が頭を下げると、レナは指輪を外して、肩をすくめてくすぐったそうに笑っていた。







「では、また明日」

　その日の業務が終わった夕方、いつになく元気な挨あい拶さつを残し、月面の重力下にしてもなお軽い足取りで、レナは雑ざつ踏とうの中に消えていった。

　まさかきちんと男がいて、婚約までしているなんて。

　俺おれは自分の顔が笑ってしまいそうなほど腹の奥がくすぐったくて、多分、これは嬉うれしいんだろうと思った。月面にもこういう話がある、というそれだけのことで、頑張れる気がした。

　自分の転機に際してこんな話が待っているなんて、おあつらえ向きのようでいて少し怖い。

　ただ、リサの言葉はきっとどこまでも正しい。

　チャンスを逃してはならない。

　俺は、そのチャンスとは、きっと今なのだろう、と思ったのだった。







　レナの背中を見送ってから、いつもとは違う道を歩いて行った。ニュートンシティを中心に放射状に広がる都市の中は、地球の潮の満ち引きみたいに人の動きが決まっている。朝は中心部のニュートンシティに向かい、夜はその周りの住宅部に散る。

　俺は人の流れとは逆に、夕焼けを演出する月面都市を覆おおうドームを眺めながら、ニュートンシティに向かう電車に乗り込んだ。

　昔は週末ごとにニュートンシティに向かい、文字通り英気を養っていたのに、ずいぶん久しぶりのことだった。自分はここで成功し、数年後には肩で風を切って歩くのだと息巻いていたことがあまりにも懐なつかしすぎて、恥ずかしいとすら思えない。リサがあの時の俺を子供扱いして可愛かわいがってくれた理由が、多少わからないでもない。

　だが、あれ以来、俺はニュートンシティに足を運んだことがなかった。月面都市なら、どこにいても少し見晴らしの良い場所に行くだけで摩ま天てん楼ろうを眺めることはできるし、それで十分すぎるほどだった。そこで繰くり広げられる戦いに参加するつもりはなかったし、もう二度と関わることもないだろうと思っていた。

　何年かぶりに降り立ったセントラルステーションは、昔となにかが変わっているわけでもない。鮫さめは進化において完成された形なので、何万年かしてもあのままの形だろうと言われているらしいが、月面もまたそうなのかもしれない。

　ただ、少しだけ古くなったかな、とは思った。

　そんな俺が人でごった返すセントラルステーションに来たのは理由があった。待ち合わせ場所の、巨大銀行Ｅ・Ｊ・ロックバーグ創始者の胸像の周りに行くと、すぐに目的の人物が見つかった。

「あ、ハルさん」

「少し遅れたかな」

「いいえ。私、道に迷いやすいんで早めに来たほうがいいかなと思って」

「……道案内大丈夫か」

「大丈夫ですよ。多分……」

「……」

「ま、まあ、行きましょう。ちょっと歩きますので」

　クリスは聖堂で見せた気迫などどこへやら、いつもの気弱そうな感じで歩きだした。

　やれやれと思うものの、そんなクリスのほうが可愛かわいいかなと思うので、自分もリサのことをとやかく言う資格がない。

　松まつ葉ば杖づえの俺おれのことを気遣いながら先導してくれるクリスについて行き、ほどなくしてシュレーディンガーストリートが見えてきた。月面のみならず、地球を含めてもなお最大規模の金きん融ゆう街がいだ。

　俺は懐なつかしさに皮肉な想いを抱きながら、今も変わらず鎮ちん座ざしている猫のブロンズ像に立ち寄った。こすっからそうに眼を細めている猫は、四年前より少し瘦やせたような気がする。人に撫なでられすぎて削れてしまったのかもしれない。

　月面は未み曾ぞ有うの好景気で、株かぶ式しきブームに沸わき立っている。レナですら株かぶを買っているのだから、幸運を授かろうと考える連中が大挙して押し寄せているのだろう。

「アニーちゃん、可愛いですよね」

「……そんな名前なのか、これ」

「みたいですよ。でも、マネーから来ているみたいですから、いかにもな感じですよね」

「だったらラッキーにでもすればいいのに」

「それだと犬みたいじゃないですか？」

「確かに」

　そんなやり取りをして俺たちが離はなれてからも、ひっきりなしに人が訪れては猫の頭を撫でていた。

　俺は、日が暮れて街灯がついたシュレーディンガーストリートを、クリスと一緒におのぼりさんのようにゆっくりと歩いた。地球上のどこよりも欲望にまみれた月面の、その台風の目になっているこの場所も、歩いている分には普通の道だ。

　もっとも、帰宅の時間とかぶっているせいか、豪ごう奢しやな建物の前では白い手袋をした運転手が、黒塗りのリムジンの前で主人を待ち構えている。気がつけば、あちらにもこちらにもという感じだった。やはり、ここは金が唸うなる場所らしい。

　そのことを実感すると、俺は階段で足を踏ふみ外した時のような緊きん張ちよう感かんで、心臓が大きく鳴る。

「どうしました？」

　立ち止まる俺に、クリスが声をかけてくる。

　俺は何度か深呼吸をしてから、再び歩き出す。

「大丈夫だ。なんでもない」

　四年前の興奮の一端に触れただけで、なんてざまだと思う。

　けれど、それはプレゼントの包み紙を前にした時の興奮と似ている気がした。

　クリスの案内で道を進んで行くと、賑にぎやかなところは過ぎて、建物の格も落ちてくる。入り口が大きな一枚ガラスのシャンデリアが見えるようなロビーではなくなり、地味で質素なものになってくる。このまま真っ直すぐ数キロメートル進むと、ニュートンシティの円周部に出て、そこはそこで見晴らしがいいために、また家賃が高くなっている。

　そのビルは、セントラルステーションと円周部の間、ちょうど谷間のような日の当たらない場所にあった。良く言えば、ハングリー精神に満ちた場所。

　悪く言えば、うだつの上がらない場所だった。

「ここの、地下十二階です」

　自動扉を抜けて、殺風景なロビーに入る。飾り付けなどろくになく、エレベーター脇わきには種々雑多なオフィスの名前がずらりと列挙されている。ニュートンシティは、グランドフロアーが地上百メートルを超える場所になる。

　それ以下は地下扱いになり、目当ての十二階はだいぶ地面に近く、家賃もそれなりというわけだ。月面のインフラを支配するエメラルドインダストリーのロゴが入ったエレベーターに乗り込み、クリスが慣れた感じで百個近くボタンがあるパネルの、十二階のボタンを押す。

　扉が閉じ、ひゅいいん、という音を聞きながら、俺おれはぼんやりと思った。

　ビルの大きさというのは、実のところエレベーターの効率によって制限されていると聞いたことがある。エレベーターの効率が悪いのにビルを際限なく高くしていくと、上から下まで行くのに何時間もかかってしまうからだ。だからエレベーターの速度をどのくらいにし、何階のどの場所に何機を配置し、どのエレベーターを急行にして、どれを各駅にするかと、そんな組み合わせのプログラムを延々と組む専門家もいるらしい。

　月面の摩ま天てん楼ろうが途方もなく高いのは、重力が低いお陰でエレベーターがかなりの速度を出すことができるからと、エメラルドインダストリーが秘密のアルゴリズムを握っているかららしい。

　もっとも、あまりに速いエレベーターだと、下りの場合はどこかに摑つかまっていないと体がふわふわ浮いてしまうことになるらしいのだが。

　俺はちょっとした無重力を期待していたが、大したこともなく地下十二階に到着した。

　扉が開くと、なんとももっさりとした場所に出た。建設から二十年も経たてば、どこも雰囲気は外区のぼろビルに近付いていくらしい。大して高くない天井に、クリーム色の壁かべで挟まれたベージュの廊下が延び、型遅れの武骨な自動販売機が、じじじ、と音を立てている。遠くからは、建てつけの悪い扉を乱暴に閉じる音が聞こえてくる。

　窓は一応取り付けられているが、空はすべてふさがれているのでほとんど明かりが入ってこない。その上で四方をビルで囲まれているため、まるで地中の世界だと評したやつがいる。

　全くそのとおりで、窓から覗のぞいてもなにも見えやしない。せいぜい、隣となりのビルで死にそうな顔をしながらディスプレイを見つめている、ワイシャツ姿の男が見えただけだった。

「外区のほうがましだな……」

「ふふ。でも、慣れるとこの雰囲気が落ち着くんです」

　さすがに電気代が払えなくて真っ暗、というわけではないのだが、節電なのだろう、いくつかの電灯は明かりがついていなかった。

　フロアーの案内図が途中にあったが、しばらくは迷いそうだ。

　クリスはさすがにここまでくれば慣れているのか、足取りに迷いもなく進んでいき、ほどなく一室の前で立ち止まった。

　シュバイツェル・インベストメント。

　元が投とう資し銀行だったらしいが、未練をうかがわせるネーミングだった。

「おや、お早いお着きですな」

　ノックしようとしたところにいきなり声をかけられ、俺おれとクリスは驚おどろいて声のしたほうを見る。すると、二十世紀初頭の地球の映画から抜け出して来たような髭ひげの紳士が、じっとこちらを見つめていた。

「こんばんは。ル・ゴッフさん」

「こんばんは。ミス・クリス。ほう、ということは、こちらがミスター・ヨシハル・川かわ浦うらですかな」

　無表情なら俺にも自信があるが、ポーカーフェイスとなるとまた別だ。

　ポーカーフェイスは、無表情の中に感情を織り混ぜることで、相手を翻ほん弄ろうする技だ。

　紳士は値ね踏ぶみするように瞼まぶたを動かして、少しだけつんと顎あごを上げる。

「川浦ヨシハルです」

「よろしく。ですが、自己紹介はまた後で。中でお嬢じよう様さまがお待ちです」

　扉を開けたそこは殺風景な正方形の部屋で、安そうなスチール製の机が向かい合って四つほど置かれている。ガラスの張られた戸棚には昔のリサの部屋みたいに本が並び、そのうちの一角に電子表示板があった。撮とった写真や、インテリア用の画像を次々に自動で表示していくものだ。

　ただ、それは写真でも絵でもなく、なにかと思えば、新聞かなにかの記事のようで、その正体に気がついたら、なるほど、と思う。

　ツームストーン広告と呼ばれる、投資銀行が社債の発行などを取りまとめた際に発行される、ある種の記念碑のようなものだ。在りし日の栄光が忘れられないのか、それとも、ツームストーンの名のごとく、墓標としてそこに飾っているのか。

　俺がそんなことを思っていると、奥に続く扉をノックする音が響ひびいた。

「お嬢様、ミス・クリスが」

　老執事が、お嬢様、と呼ぶ。

　エレノアというのは、第一印象に違たがわずの貴族なのだろうなと確信する。

「ちょっと待ってください」

　しかし、扉の向こうから聞こえてきたのは、貴族的な優雅さとは違う、忙しそうな声だった。

「とのことです」

　ル・ゴッフとやらの言葉に俺おれたちはうなずいて、しばらく。

「お待たせしました……。ちょっと、電話会議が長引いてしまって……」

　扉を開けて、エレノアが出てきた。

　電話会議、という単語が気になりつつ、俺は可能な限り愛想よく振る舞まう。

「こんばんは」

　俺が言うと、エレノアはぱっと顔を輝かがやかせて、思わずといった様子で口を開く。

「ハルさん」

　エレノアは老紳士の紹介の素振りを前に、俺の名を気安く呼んだ。

　そして、言ってしまってから、気安さが過ぎた、とでも思ったのかもしれない。

「で、よろしかったでしょうか」

　と、はにかみながら尋ねてくる。

「……構いませんよ、なんでも」

　初めてリサにその名前を呼ばれた時の、くすぐったさみたいなものはもうとっくにない。

　俺はそれよりも、エレノアが出てきた部屋の中が気になった。わずかに垣かい間ま見みえたそこは薄うす暗ぐらく、ディスプレイの明かりだけがぼんやりと光っていたのだが、その明かりに照らされて見えた物は、足の踏ふみ場もないゴミの山のようだった。

　しかし、一いつ瞬しゆんの後、エレノアは上品に扉を閉めてしまう。

「今日はようこそおいでくださいました」

　どこまで本気なのかわからないが、エレノアはスカートをチョンとつまみ、膝ひざを軽く折って挨あい拶さつをしてくる。隣となりの紳士は背筋を伸ばしてあくまでも真ま面じ目めな顔だし、やっぱり本気なのだろう。

「狭くてびっくりしましたでしょう？」

　笑いながら問いかけてくるが、十万ムールの小切手を軽く切るような身分としては、決して謙けん遜そんではないだろう。

「ええ、まあ」

「ル・ゴッフはもっと広い部屋をと言うのですけど、固定費は極力減らすべきですから」

「おほん」

　エレノアの言葉に紳士がわざとらしく咳せき払ばらいをする。

「それに、ゼロからの出発、という感じがしてよろしいでしょう？」

　俺はその言葉になにも返事をしなかったが、エレノアが本物のお嬢じよう様さまというのは、どうやらまぎれもない事実のようだ。

「改めて紹介を、と言いたいところなのですけれど……まだ人が揃そろっていないみたいですね」

「おや、マルコはまだ来ていないのですか」

　紳士、ル・ゴッフは、月面ではまず実用的なものではない懐かい中ちゆう時計を取り出して、そう言った。これで片眼鏡でもしていれば、完かん璧ぺきに映画の中の人物だ。

「ですが、来たようですな」

　ル・ゴッフが言った直後、扉の外から走る足音が聞こえ、ほとんどノックと同時に扉が開けられた。

「こんにちは！」

「十八時ちょうど。五分の遅刻ですな」

「ええー……」

　どんな罰則があるのか、ハンチング帽をかぶっている少年は、落胆と疲労で両膝ひざに手をついている。年の頃ころはかなり若く、十二とか十三だろうか。

　俺おれがじっと見下ろしていると、少年、多分マルコは、俺の視線に気がついて、顔を上げた。

「お客、さん？」

「これから紹介しようと思っていたところです」

　エレノアがマルコの言葉に返事をすると、少年マルコはル・ゴッフよりも背筋を伸ばして直立した。

「で、揃いましたので、紹介いたしますね」

「え、これだけ？」

　思わず俺が声を上げると、エレノアは微笑ほほえみを笑みに変えて、小首を軽くかしげていた。

「驚おどろかれますか？」

「……多少……」

「これで、今のところは勢ぞろいです」

　俺は、エレノア、ル・ゴッフ、マルコ、クリス、そしてまたエレノアと見て、少しだけ顎あごを引く。十万ムールの小切手を軽く切るエレノアの率いる部隊が、たったのこれだけというのはやはり驚きだった。

　それに、言葉を選ばずに言えば、誰だれがどう見たって、素人しろうと集団としか思えなかったからだ。

「ふふ。順次大きくしていけばよいのです」

「なりますよ！」

　マルコが言って、エレノアが笑う。ル・ゴッフは今にもため息をつきたそうな顔をして、黙だまっている。クリスもまた、教会ではあまり見せないうきうきした笑みを浮かべている。今にも不敵ななにかが出てきそうなそれは、リサが見たら十字を切るかもしれない。

「では、それぞれ紹介いたします。まず、私、エレノア・シュバイツェル。シュバイツェル家の二十九代目当主です。よろしく。ハルさん」

「……よろしく」

　俺おれはエレノアとそっと触れるような握手を交わし、エレノアは次にル・ゴッフを見る。

「こちらは、ジャン・ル・ゴッフ。当シュバイツェル・インベストメントの、企業倫理とリスク管理の最高責任者です」

「企業、倫理？」

「煙草たばこと武器の会社には投とう資しをしないと言えば、わかりやすいですかな」

「……よくわかりました」

「ジャン・ル・ゴッフです。お嬢じよう様さまの資産を守る全責任を、二十七代目当主直々より負っております」

　ダークブラウンの目は、くすんだ琥こ珀はくのような妖あやしい迫力がある。握手をするその手も老ろう齢れいに相応ふさわしく皺しわが刻まれてはいるが、そこにはしっかりとした骨がある。

「ル・ゴッフはおじい様の代から当家の資産を預かってくれています。元はスイスのプライベートバンカーで、シュバイツェル家のお金のことなら、私のお小遣いの額まで知っています」

「そのとおりです」

　伝統と格式。月面にはないすべてが、ヨーロッパの山中にはある。

　彼ら二人がここでものすごく浮いているのも、そういうことなのだろう。

「それで、こちらが──」

「マ、マルコ・シュナイアーです！」

　がちがちに緊きん張ちようした少年が、天井になにか居るのかと思うほどに視線を向けながら、そう言った。紹介を遮られたエレノアは少しびっくりし、ル・ゴッフはしかめっ面を隠そうともしない。
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　ただ、エレノアは静かに腰を折ると、マルコの頭をちょっとつついて、囁ささやくように言った。

「マルコ、帽子、帽子」

「あ、わ、あ」

　ハンチング帽を慌てて取るマルコに、エレノアはにっこり微笑ほほえんでいる。

「それで、こちらが当シュバイツェル・インベストメント秘書長の、マルコ・シュナイアーです」

「マルコ・シュナイアーです！」

　秘書長とはまた大げさだが、要するに雑用だろう。

「よろしく」

「よろしくお願いします！」

　俺おれはマルコの手を握って、おやと思った。

「君、月生まれか」

「え？　はい、そう……ですけど」

　マルコはきょとんとして、視線をエレノアに向け、エレノアもちょっと驚おどろいている。

「どうしてわかるんですか？」

「……なんとなくですよ」

　俺はマルコから手を離はなし、そう言った。本当は、かすかにだが月生まれと地球生まれには違うところがある。手を握った時の感触が、どこか頼たよりないのだ。

「ハルさんも、月生まれと聞きましたが」

「そうですよ。うちの母親が、第一次移民団として月面に降りたその日に生まれたんです」

「月面の生き字引ですね」

「歴史なんてものがここにあればの話ですが」

　俺がそう言ってマルコを見ると、マルコは俺の無表情にたじろぎつつも、曖あい昧まいな笑みをぎこちなく向けてきた。

「マルコは前の会社のメッセンジャーボーイだったのですが、今回のことに志願してくれて」

「はい、頑張らせていただきます！」

　精いっぱい背筋を伸ばして言うマルコに、エレノアはくすくすと笑っている。

　ル・ゴッフは笑っていないが、その理由もわかる。

　マルコはエレノアにべた惚ぼれなのだろう。

「そして……クリスさんは、大丈夫ですよね」

「ふふ。私はハルさんの先せん輩ぱいになるんですね」

「一応そうかな。まだわからないけど」

　俺おれがエレノアに視線を向けると、エレノアは自信ありげに微笑ほほえんでいる。

「でもまあ、よろしく」

「よろしくお願いします」

「そして、皆さんに紹介いたします。四年前のラッツィンガー経済研究所のコンテストで、あのジェレミー・ボッツマンに肉にく薄はくした唯一の投とう資し家かハルこと、川かわ浦うらヨシハルさんです」

　ずいぶん気恥ずかしい紹介のされ方だったが、気になることがあった。

「ジェレミー・ボッツマン？」

「あら、御存じありませんでしたか？　確か、ミスター・トローチという名前だったかと思います。あの時、風か邪ぜをひいていたから、という逸いつ話わがありますけど」

「ああ」

　コンテストで凄すさまじい成績を残した男。

　バートンの情報が正しければ、地球生まれ地球育ちの、超エリートだったはずだ。

「今や彼は、株かぶ式しき市し場じようの英雄の一人なんですよ」

　そういえば、そんなようなことをクリスが言っていた。

「アバロン、という会社を御存じではありませんか？」

「いや……」

　どこかで聞いたことがあるような気はするが、わからない。

「月面の電力事業最大手で、最近は複数のインフラ関連の企業も所有しているコングロマリットです。社是がすこぶる勇猛で」

「エメラルドインダストリーをぶっ潰つぶせ！」

　マルコが言って、ル・ゴッフがため息をつき、エレノアが微笑む。

　俺はようやく記き憶おくがよみがえる。多分、テレビや新聞などで視界に入っていたのだろう。

　人工物の塊である月面都市を、ほとんど物理的に支配するエメラルドインダストリーに立ち向かう、ゴリアテに挑むダビデのような会社があると一時話題になっていた。

「そういうことです。そして、そのアバロンを引っ張る三人のうちの一人が、ジェレミー・ボッツマンです。二十六歳で売上高四百億ムールの会社のＣＩＯ兼ＣＴＯですから。さすが月面というところですね」

　最高投資責任者、最高技術責任者。

「彼に肉薄した人間ならば、金きん融ゆうの世界で華々しく活かつ躍やくしているに違いない。今の株式ブームが始まった二年くらい前は躍やつ起きになって皆探したものですけれど、誰だれも見つけられなかった。連絡先はとっくにつながらなくなっていましたし、ハルさんの使っていた証しよう券けん口座は解約され、記録も会社の整理統合で消えてしまっていました」

「……自分が尋ね人だったと、クリスから聞きました」

「ふふ。世の中とは案外そういうものなのでしょうね。去年、私が偶然クリスさんと知り合って、ハルさんのことを知った時は、神の思おぼし召しだと思いました」

「リサの教会でも祈ってましたね」

「ええ。月面ではまともな教会がありませんから、とても助かっています」

　にこやかに話す様は、会話好きのお嬢じよう様さまだ。

　その隣となりで爺じいやが時計を睨にらんで咳せき払ばらいをするところまで、映画的だった。

「おほん。お嬢様、具体的な話に入りませんと、お時間が」

「あら、ごめんなさい。それで、ハルさん、契約条項については確認されましたか？」

　ヨーロッパのお茶会みたいな雰囲気の中、強欲の世界に続く切符の注意書きを思い出す。

「年俸制で初年度は十万ムール。これと合わせて取引の儲もうけに対する二割の請せい求きゆう権けん。ただし、損を出した時は、それを取り戻すまでボーナスは支払われない。典型的な金銭インセンティブですが」

　と、俺おれが途中で言葉を切ってエレノアを見ると、エレノアは「？」と笑顔で小首をかしげておきながら、すぐにこう言った。

「私の個人的な目標についてですね？」

　ここのボスはエレノアだ。そのエレノアが目標を持つのなら、下の人間はそれを気にかけるべきだろう。少なくとも俺にできることは単なる金儲けであって、エレノアの会社を取り戻すとか、新しく再建するといったことには力になれそうもない。

「その点については、あまり考えていただかなくても結構です。投とう資しをし、資産を増やしてパフォーマンスを上げてもらえれば、それは自然に私の目的に合致します」

「わかりました」

「ほかになにか、懸け念ねんされていることはありますか？」

　聞き方に笑いそうになる。

　しかし、俺がこの契約にうんと言いにくい懸念は、いくつかある。

「勤務形態については？」

「いつ来られて、いつ帰られても構いません。ここに泊まり込まれても、もちろん構いません。寝るのは机の下になりますけど……」

「なかなか悪くないですよ？」

　マルコが冗談ではなさそうな、人ひと懐なつっこい笑顔と共にそう言った。

　ただ、そうなると理屈の上では生活を激変させなくてもいいということだ。

「ただし、取引額については、上限を設けさせていただきます。それを超える分については私がその都度決裁を出します。よろしいですかな？」

　ル・ゴッフが有無を言わせない口調でそう言った。

「ええ……。それと、自分がやる金儲けの種類についてですが」

　その質問には、エレノアが答える。

「ハルさんは、株かぶ以外にも？」

「いえ、確認です。多分、自分は株のみになると思います。慣れ親しんだものですし」

「それが良いかと思います」

　慣れ親しんだ株取引。でも、それは四年前の話で、果たして自分が今でも役に立つのかどうかはわからない。と同時に、不安がありながら、実はそれと同じくらい、楽しみだという気持ちもあった。

　そんなことを思っていると、こちらをじっと見上げてくるマルコの視線に気がついた。

　その目は、憧あこがれのスポーツ選手を見るかのようだ。俺おれが口元を指で押し上げ、笑みの形を作ってやると、マルコはびくりと肩をすくませたが、口元は好奇心が今にも溢あふれ出しそうにぴくぴくとしていた。

「どうかしました？」

「いいえ。それで、試用期間はいつまでですか？」

「今日までと言ったら？」

　エレノアはためらいもなくそんなことを言う。どことなくリサのような匂においがするあたり、その目つきのとおりに、ただのお嬢じよう様さまではないのかもしれない。

　俺は肩をすくめて、ため息をつく。

「とりあえず、一ヶ月」

「早まることを願うばかりです」

　こうして、仮ではあるが、俺のシュバイツェル・インベストメントの一員としての生活が、始まったのだった。







「それでは、私はちょっと所用に出てきます。なにかありましたら、ル・ゴッフかマルコまでお願いします」

「はい」

「まさか、試用期間の初日に大規模取引はしませんよね？」

「今の地球時間だと……アジア市し場じようですね。お望みなら」

　そんな返しをされるとは思っていなかったようで、いたずらっぽく微笑ほほえんでいたエレノアは目を見開いていた。

「……ふふ。ハルさんは『２３』のディナーでも通用しそうね」

「『２３』？」

「良い成績が出たら皆で行きましょう」

「お嬢じよう様さま、車が参りました」

　携帯端たん末まつをチェックしたル・ゴッフが言って、エレノアは最後にうなずくように会釈して部屋を出て行った。エレノアがいなくなると、急に部屋の密度が下がったような気がする。

　多分、あれが存在感というものなのだろう。

「高いレストランのことですよ」

　俺おれがエレノアの出て行った扉をぼんやり見ていると、マルコが不意に言った。

「え？」

「『２３』」

「……ああ」

「元はニューヨークにある『２１』というお店らしいんですけど」

「ウォール街の連中が使うって評判のあれか。月面にもあるのか」

　俺がそう呟つぶやくと、マルコは急に目を輝かがやかせた。

「知ってるんですか？」

「ああ、まあ……その手の本だとたまに出てくるから。もちろん、現物なんて見たことないが」

「わあ、嬉うれしいな。ハルさんも『そう』なんですね」

　その『そう』がなにを指し示すのか一いつ瞬しゆんわからなかったが、尻尾しつぽが生えていれば子犬みたいにぴゅんぴゅん振ってそうな様子のマルコを見て、察しがついた。

　ハンチング帽に薄うすい茶色のチョッキ。チェック柄のシャツ、焦げ茶色のズボンに、丸い革靴。

　俺は肩をすくめて、尋ねた。

「お前のその格好、地球にだっていないんじゃないのか」

「え？　えへへへ……」

　そう言われるのがたまらなく嬉しい、といった顔のマルコに、俺はため息をつく。

　あからさまに地球贔びい屓きの地球野郎はちょっとむっとするし、そういう月野郎はもっと嫌いだ。

　しかし、ここまで徹てつ底ていしていると逆に愛あい嬌きようがある。

「アメリカ移民の人には笑われて写真を撮とられます」

「人の趣しゆ味みにとやかく言わないが、俺は『そう』じゃないよ。『２１』もたまたま知ってただけ」

「えー……？」

「金きん融ゆうの話と歴史が少し好きだってだけだ」

「でも、この格好がどうかとか、わかってるじゃないですか」

「まあ、クリスよりかはわかると思うけど」

　俺がクリスに視線を向けると、自分の机に座って俺とマルコの会話をぽかんと聞いていたクリスは、ちょっと緊きん張ちようしたように体をすくませていた。

「クリスさんは、僕よりかよっぽど月野郎です」

「言いたいことはなんとなくわかる」

「……な、なんなんですか？」

「なんでもない。こいつが地球かぶれ、いや、二十世紀かぶれってだけだ」

　俺おれの言葉にマルコは不満げだったが、それを示すためにハンチング帽の向きをくいくいっと両手で直すしぐさなんか、まるっきり古い映画の中の少年そのものだ。

「それより、俺はまずなにからすればいいのか……」

「端たん末まつとかなら、ありますよ」

　クリスがようやく自分にもわかる話題になったとばかりにそう言った。

「そうじゃなくて、四年間もずっと市し場じようのことなんて見てなかったからさ」

「シュレーディンガーストリート・ジャーナルなら、有料サービスに入ってますから過去数年分を見れます」

　マルコが言って、自分の机なのだろう、端末を開きながら言った。その机の上には小さな卓上時計と、ペーパーナイフ。それに、ペン立てとインク壺つぼまである。幾分かはル・ゴッフとエレノアの影えい響きようもありそうだが、かぶれすぎだろう、と思う。

「デイリー・ポストは？」

「ありますけど……一般紙ですよ」

「業界人は業界新聞だけ読むって？」

　俺が言うと、マルコは目をしばたたかせてから、なにかすごい含蓄を見つけたようにうなずいた。四年前の自分を見ているみたいだな、と思っていると、マルコは端末のキーを数回叩たたいてから、席を譲ゆずってくれた。

「過去十年分が見れます」

「ありがとう」

　マルコの椅い子すに座ると、マルコは横でしっかりと端末を見つめている。俺がなにをするのか、一挙一動見逃すまい、としているらしい。

　ただ、俺はマルコのことなどすぐに頭から追い出した。投とう資しの世界に再び戻るその緊きん張ちように、少しだけ大きく息を吸って、吐いた。その後にしたことは、一週間おきの、記事の一面の見出しだけを見ていくことだった。

　一面には当然、月面の人間にとって重要だと思われる関心事が取り上げられている。四年前は、月面第一都市の大規模再開発の話が多かった。それにまつわるエメラルドインダストリーのお決まりの談合の疑いや、独占禁止法に抵触しないかどうかなどの話。俺たちのいた第六外区でなにが起こっていたかなんて、もちろん欠片かけらも触れられない。それらの騒さわぎがひと段落すると、移民の増加や、それにまつわるこまごまとした問題の話になる。途中、大統領選挙があってその話になったが、政府が頭からバカにされているここでは、あっという間に消えてしまう。話題は概おおむねループしている。開発、移民の増加、問題、開発、移民の増加、問題……。

　たまに混じる話題と言えば、地球上のどこよりも治安が良いとされる月面では珍しい殺人事件の話や、軌き道どうエレベーターの故障、月面に長期間住んだ人が地球に戻ると健康問題を抱える話は、一時かなり話題になった。騒さわぎの内容は、歳をとると、低重力に慣れた筋肉では地球での生活に耐えられなくなるケースがあるらしい、というどこかの研究機関の報告だった。特に呼吸器系に問題が出るようで、研究者の一部から死亡の可能性もありうると報告が出て火がついた。今のところ、月面に長期間住んでいる高こう齢れい者しやがまだ少ないから、地球での死亡例はなく、騒ぎも一時的なもので消え去った。俺おれは当時、へえ、としか思わなかったはずだ。

　電力問題は一昨年あたりから取り上げられ始め、アバロン、という会社名も出てきた。

　アバロンは、そもそもの起こりは十年ほど前に規制の隙すき間まに窮きゆう屈くつそうに設立された独立系電力会社だったらしい。それが、買収に買収を重ねて大きくなり、ついにはエメラルドインダストリーを倒そうとするダビデになった、と簡単な社史には書いてあった。

　一面の半分のトップ記事に取り上げられたのは去年のことで、月面の基準に照らしても若いジェレミー・ボッツマンが、売上高三百億ムールを超えるアバロンのＣＩＯ兼ＣＴＯに就任した、というものだった。エレノアの話では今はすでに四百億ムールの売り上げを誇っているし、当時でもアバロンは株かぶ式しき市し場じようでは最も出来高の大きい銘めい柄がらだったようだ。増収に次ぐ増収で、誰だれもをハッピーにしてくれた銘柄というわけだ。

　そして、それ以降、一面の記事には過熱する株式市場の話が多くなる。

　それをやらないやつは馬ば鹿かか？　それとも、のめり込んでいる連中が馬鹿か？

　トップ記事に何度も大統領や銀行の代表などの対談や、市場の規制問題が取り上げられていた。ほかにも、月面の第三都市の完成式典とお披ひ露ろ目め。第四都市着工。住宅戸数が五十万戸を超えたという記事。その直後に、貧困層の住宅問題、『俺たちに家を！』のスローガンと共に、月面最初のデモ行動と、それを率いる髭ひげ面づらの男の写真。髭面の男の下には、フィデル・ガザニカ氏吠ほえる、とのキャプションがある。どうやら月面ではただ一人の、どこの会社からも献金を受け取っていない、独立系の政治家で、大統領候補者だという。しかし、そういう社会的な運動も、金かね儲もうけこそが正義の月面ではすぐに下火になったらしい。次の記事は月面在住のＸ氏、人類最高の給与所得である三十二億ムールを記録、というものだ。それに関係してなのか、地球にてカトリック教会の教皇が、月面を欲望の場所、と非難する回勅の記事。続いて、月面は統計開始以来、未み曾ぞ有うの好景気を記録、と政府発表。移民の増加に拍車。貧困の拡大。税制改定の閣議。そして、改定見送り……。

　月面が地球上のどこよりも金持ちが多い国に、という見出しがあったのは、先月のことだ。

　ほとんど内容なんて読まずに見出しとちょっとした写真だけ見ていたので、十年分といっても大した時間ではなかった。

　月面は地球の六分の一の重力だから、月面では地球の六倍の速さで物事が進むと言われている。見出しだけをざっと見ていったら、確かにそんな感じだった。

　これだけ動きが速く強烈な月面で、役所に申しん請せいされた福祉団体の補助金申請の虚偽を見つけるなど、心底無駄で無力な行為に思えてくる。

　比較的お堅い一般紙でこれだから、もっと大衆向けの物は輪をかけて賑にぎやかなどんちゃん騒さわぎに感じるだろう。いわんや、金、金、金、のシュレーディンガーストリート・ジャーナルで同じことをしたら、目がちかちかするに違いない。

　なにはともあれ、いくら俺おれが市し場じようから離はなれていたって、その大まかな雰囲気を摑つかむのにあまり苦労はいらなかった。四年間、地面を見つめながら暮らしていても多少は情報が入ってきていたが、新聞の見出しがこれだけ強気なら、株かぶ式しき市場は言わずもがなだろう。

　マルコが喜びそうな言い方を借りれば、金ぴか時代よこんにちは、というところだ。

「……こういうやり方があるんですね」

「ん？」

「学校の歴史の授業より百倍面白いです」

　二十世紀かぶれの変わった少年は、俺がしていたことをすぐに理解したらしい。

「客観的であれ、がエレノアさんの口くち癖ぐせです」

「こういうことを、市場にどっぷり浸つかりながらもできればな」

「難しいですか」

「難しかった」

　のめり込めばのめり込むほど、俺の視界はどんどん狭くなっていった。針のように細くなった視界の中では、周りなんて見えるはずもなく、思いついたことの是非を問うこともできず、実行した。その先に、なにがあるかなんて、欠片かけらも考えなかった。

　泰然自若。明鏡止水。

　実家に帰った俺に、無口な親父が拳こぶしの代わりに俺にお見み舞まいした言葉だ。

　多分、一生かかっても本当のところを理解することはできないだろう。

「まあ、燕つばめの一羽で夏はこない。暑い一日だけでは夏にはならない」

「え？」

「毎日の心がけ次第ということ。俺は、燕も夏も知らないけどな。ただ、もう一度昔のような失敗はしたくない。今のところ願うのは、それだけだ」

　無邪気に話をするマルコと、それに答える俺を見て、クリスが少しはらはらしているのがわかる。それでも、俺の右手はスムーズに動き、端たん末まつのニュース記事をフリックしていく。

「……ハルさんは、どうして、投とう資しをやめてたんですか？」

　疑問に思ったことをすぐに口にするのは、好奇心旺おう盛せいな小僧の特権だと思う。

　俺が口元を指でにゅっと押し上げると、マルコははっと気がついたらしい。

「ごめんなさい……」

「気が向いたら話すよ」

　俺はそう言って、心配そうな視線をこちらに向けていたクリスに、肩をすくめて見せた。

「あ、そうだ、クリス」

「はいっ」

　俺おれのことを見ていたクリスは、声をかけられてぴっと背筋を伸ばして驚おどろいていた。

「クリスの投とう資しデータを見せて欲しいんだけど」

「え」

　クリスは丸い眼鏡の向こうで青い目をまん丸くしていた。

「えっと……あの……」

「ん？」

「恥ずかしいん……ですけど……」

　あまり冗談でもなさそうなくらいに首をすくめ、クリスは上目遣いになっている。

　自分の投資データを見られるのが恥ずかしいというのは、実際にやったことのある人間でなければ、理解できない感情だろう。しかし、クリスが使っているのはハガナのプログラムで、もしそうならその根幹には俺の投資判断がある。ならば、見る必要がある。

「クリスの成績は良いって聞いたからな。俺の昔の判断が、どれくらい今に通用するのか知っておきたい」

「…………」

　クリスの視線が逸それる。

　できれば、断りたい、と頰ほおに書いてある。

「秘密なら、いいけど」

「あ、いえ……わかり、ました……」

「取引記録だけ、こっちに欲しい」

　俺はそう言って、仕事場に持ち込んでいる鞄かばんから、自分用の端たん末まつを取り出してクリスに渡す。

　ひどく事務的に言ったのは、クリスのためらう気持ちがわかるからだった。不思議なことだが、株かぶ取引の取引履り歴れきを人に見られるのは本当に恥ずかしいものなのだ。百発百中の天才でもなければ、まず間違いなく失敗がそこにはあるからだろう。しかも、それは真ま面じ目めに取引に臨んでいればいるほど、ただのミスではない。普通、自分の判断が正しいと思って株の売買をするのだから、ミスはその判断が間違っていた証拠になる。そして、振り返るとどうしてあんなミスをしたのかと頭を抱えることが少なくない。欲に駆られて買いすぎたり、恐怖に駆られて売りすぎたり、そんなことがざらにある。要するに、そこには自分の感情や能力のすべてが詰まっているので、恥ずかしいのだろう。

　クリスは無線通信でデータを移す間、膝ひざの間に手を挟んでもじもじとしていた。そのデータは、クリスがなにを考え、どんなミスをして、どんな成功をしたかの思考と感情の履歴だ。

　あのバートンは、俺のコンテストの取引履歴を見てこんなことを言った。

──意志が感じられる良い取引だ。

　株かぶ取引をギャンブルだと言われて怒る人がいるのは当然だと思う。株は確率の問題ではない。

　人が自分の思おも惑わくによって他人を出し抜こうとする、純粋な知的挑戦の営みなのだから。

「あの……」

「ん？」

「笑わないで、くださいよ？」

　データの送信完了と共に、クリスはそう言った。

「パンツを見せてくれって言っても、そこまで恥ずかしがらなそうだな」

「っ！」

　今度はわかりやすく顔を赤くするクリスに、俺おれは肩をすくめて隣となりのマルコを見た。

「クリスさんは……恥ずかしいパンツを穿はいてるんですか？」

「違います！」

　マルコは機転の利くやつだ。俺は顔で笑えない代わりに、肩を揺すって笑いを示す。

　クリスはむくれてそっぽを向き、マルコは一丁前に歯を剝むいてにししと笑っていた。

　そうこうしていると、扉を開けてル・ゴッフが戻ってきた。

「ずいぶん賑にぎやかですな」

　振る舞まいと格好のせいで嫌味にしか聞こえないが、さして悪意があるわけでもないらしい。

「しかし、セクシャルハラスメントは企業倫理担当として見逃せないことですが」

　至極真っ当な懸け念ねんであったが、真ま面じ目め腐り過ぎていて、久しく忘れていた四年前の反抗心がむくりと頭をもたげてくる。

「下着メーカーへの投とう資しの際には、重要なことかと」

「ふむ。しかし私は最初に言いましたよ」

「なにをですか？」

「武器を取り扱う会社への投資は認められないと」

　こっちが呆あつ気けに取られている間に、ル・ゴッフは銀色の髭ひげを軽く吊つり上げ、すぐに元の無表情に戻る。

「マルコ、笑っていないで作業は進んでいるのですか？」

「あ、あ、いえ」

「お前には、お嬢じよう様さまは格別期待を寄せられている。失望させることのないように」

「はい！」

　背筋を伸ばして返事をして、そういうわけなので……と、俺に椅い子すを立つように促してくる。

　もちろん、マルコの机なので俺は従ったが、マルコは引き出しからさらに二つの端たん末まつを出して、電源を入れていた。

「ご両人はいかがしますかな」

「は？」

「あ、いえ、帰ります」

　聞き返す俺おれをよそに、クリスがそう返事をする。初日から取引でもないし、そうなるとできることもない。ル・ゴッフはうなずき、クリスはぱたんと端たん末まつを閉じた。

「教会に寄って行きませんか？」

　クリスが俺のことをそう誘う横で、ル・ゴッフが電話でデリバリーの注文をしていた。

　食事を摂とって、この時間からさらに一仕事。月面では珍しくないし、シュレーディンガーストリート以上に過剰労働が存在する場所はなかなかないだろう。

　しかし、残業に対する雰囲気が、役所の出張所とは大違いだ。ル・ゴッフにもマルコにも気負いが全くないし、嫌そうなそぶりもない。むしろ、これからが本番だと闘とう志しがみなぎっているようだった。

　俺はその様子が頼たのもしく、また、うきうきした。

「どうしました？」

　挨あい拶さつの後に部屋を出て、薄うす暗ぐらい廊下を歩きながらクリスが尋ねてきた。

「いいや？」

　俺が答えると、クリスははぐらかされたと思ったのか少し不満げだったが、それも俺が端末を取り出すまでの話だ。

「あ、あの」

「ん？」

「本当に、見るんですか？」

　取引履り歴れきのこと。

「往生際が悪いな。元は俺たちのプログラムだろ？　ミスしてたって、恥ずかしいのは俺だよ」

「それは……まあ、その……」

「もちろん、クリスがどれだけ大胆でも、驚おどろかない」

「もうっ！」

　クリスはもしゃもしゃの金髪を両手で押さえるように頭を抱えていたが、エレベーターに乗り込むと、データをロードする俺の横で、小さく言った。

「でも、確かに刺激的かもしれません。そこには、ハルさんとハガナ先生のすべてが詰まっていますから」

「……」

　俺が、すぐ左ひだり隣どなりにいるクリスを見下ろすと、クリスは俺を見上げてくる。

「ですから、その……ほ、発ほつ作さが起きませんように」

　そう言って、俺の松まつ葉ば杖づえを持つほうの腕に、軽く自分の腕を絡ませてくる。

　顔をうつむかせて、そっぽを向いているが、耳の縁ふちまで真っ赤なのがわかる。

　ともすれば、腕に当たっているクリスの胸から、心臓の動きが伝わってきそうだった。

「……」

　自分の思うように生きてみたい、とクリスは言った。それは、奥手でいるような自分も嫌だ、ということかもしれないし、俺おれが未いまだにハガナを忘れられないなんて事実も気にしない、ということなのだろうが、なんにせよ、勇気のいることだと思う。

　俺はため息にならないよう、細心の注意を払いながら咳せき払ばらいをして、こう言った。

「なあ」

「っあ、は、はい──」

「両手がふさがってるからさ、キー押してくれないか」

　俺は端たん末まつ画面をクリスの目の前に向け、クリスは俺の左手に絡ませたのとは違うほうの手で、おずおずとキーを押したのだった。







　リサの教会に行くまで、俺たちはほとんど会話を交わさなかった。クリスは男の手を取って人前で歩くという緊きん張ちようでそれどころではなかったみたいだし、俺のほうもそれどころではなかった。クリスはハガナのプログラムを使って取引をしているということだったが、そのデータはクリスが言うように、実に刺激的だった。

　知識のない人間が見れば、それは単なる数字の羅ら列れつだろう。企業コード、株かぶ価か、株かぶ数すう、損益。煎せんじつめれば、手元のデータはそこに集約され、なんとなれば株数と損益の二つだけでも十分だろう。しかしデータ数は膨ぼう大だいで、取引時間を見ると数秒から、長くても数十分で取引が終わっている。クリスの手法は典型的なプログラムトレードで、人間の限界を超えたスピードと計算能力で小銭をかき集める方法だった。

　一日に数百回、数千回の取引を行う中では、企業コードも、株価も、株数もデータ一覧の中では気ままに現れる乱数にしか見えないが、その中で唯一法則性を感じさせる数字がある。

　それが、損益だ。

　データ一覧をスクロールさせると、その欄らんだけは面白いように増えていく。つー、と画面をスクロールさせていくと、文字どおり見る見るうちに利益が膨ふくらんでいくのがよくわかった。

　現在値は、プラス百四十四万八千二百八十一ムール。種銭は、半年前の二百万ムール。桁けたの見間違いかと思ったが、間違ってはいなかった。

　もちろん、種銭はクリスの物ではなくて、エレノアから提供された物だろう。

　それでも、いくら数学の才能があるとはいえ、たかが十六歳の女の子に二百万ムール。

　リサが言ったように、これは遊びではない。エレノアたちは、本物の上に、本気なのだ。

　そして、その数字を見て、クリスが大胆な一歩を踏ふみ出す勇気を得た理由もわかった気がする。基本の年俸と儲もうけの二割を足せば、クリスはこの年で一気に、月面の中でも一ひと廉かどの収入を得ていることになる。四年前、俺が必死にかき集め、貯め込んで、ここから世界の果てに手を伸ばすんだと意気込んだ金額など、取るに足らないものだった。

　きちんと努力ができて、月面都市大学に飛び級で合格するような天才が本気を出すと、結果はこういうことになる。もしも四年前の俺おれに二百万ムールを渡されても、こうはいかなかったと思う。図ずう体たいがでかくなるとどれほど動きにくくなるかは、投とう資しコンテストの中ですら実感した。なにか大きな物を置くには、大きな器が必要なのだ。

　俺は、自分の凡人さ加減を今さらながらに嚙かみしめつつ、同時に、四年前の自分の世間知らずさに愛いとおしささえ感じてしまう。

　でも、悔しくはない。

　それどころか、俺は素直に、クリスの才能の軌跡を見るのが楽しくてしょうがなかった。

「ハル！」

「っ！」

　俺はその声で我に返り、顔を上げる。気がつけば、箸はしで持っていたはずのジャガイモのニョッキがテーブルに落ちていた。俺は自分の顔が動かないことを知ってはいるが、それでもなおなに食わぬ顔でつまみ直し、食べる。柔らかくクリームで煮てあって、うまい。

　多分、クリスがその稼かせぎの中から出した寄付金で作られた晩飯だろう。

　俺とハガナがいた頃ころは、リサがバイト先から持ち帰る飯が主だったのに。

「……ハールー？」

「……」

　そして、再び注意を受けて、さすがに無視できなかった。

「わかったよ……」

「なにが？」

　リサに聞き返され、肩をすくめてから、答える。

「食事中は、見ない」

「なら、消しなさい」

　俺が端たん末まつを手元に置いて、しかし往生際悪く画面を映しっぱなしにしているのを見て、リサははっきりと言う。まるで子供の躾しつけだが、あまり間違ってもいないかと思う。

　そのデータは、四年間俺が忘れていたものを、すごく強く揺さぶるのだから。

「猫にマタタビね」

「？」

　リサが呟つぶやき、クリスは箸ではなくフォークの先を咥くわえながら、首をかしげている。

「クリス、フォーク」

「あっ……」

「その咥え癖ぐせも直しなさいね」

「ごめんなさい……」

「猫はね、マタタビっていう植物で酔っ払うのよ。知らない？」

「……えっと……テストに出ないことは、あまり知らなくて……」

「ふふん？　でも、そういう謙けん虚きよさもテストには出ないけどクリスは持ってるでしょ？　だから大丈夫。猫にね、マタタビをあげるとこんな感じになるの」

　リサは俺おれのことを顎あごで示し、呆あきれたようにオリーブの酢漬けを食べる。

「マタタビの実はこんなオリーブみたいなやつなんだけど、もう、これを見ると猫は釘くぎ付づけ。涎よだれもだらーって垂らして、本当よ？　だばだば垂らして、うにゃうにゃ言って、ごろんごろん。頭叩たたこうが尻尾しつぽ引っ張ろうがだめ。取り上げるしかないわけね。こういうふうに」

「あっ」

　俺がそわそわちらちら見ていた端たん末まつを、リサが取り上げてしまう。

　俺の視線は端末を猫のように追いかけて、最後にリサの視線に行きついた。

　ばつが悪くて、もそもそとニョッキを食べる。

「ここに来る途中もこんなんだったの？」

「え……」

　クリスは俺のことを見て、それから、少し申し訳なさそうにうなずいた。

「まったく……車の少ない月面でも事故に遭うわよ」

　ため息をつくリサに、うなだれる俺。

　クリスははっきりそんな俺とリサを見比べて、数すう瞬しゆんためらってから、結局こう尋ねた。

「以前も、こんな感じ、だったんですか？」

　リサはクリスをちらりと見て、それから俺を呆れるような蔑さげすむような、とにかく冷ややかな目で見て、答えた。

「そうね。まったくそう。それどころか、昔のほうが聞きわけのない小僧だったからね。もう生意気一直線。せっかくの食事も、いちいち私に言われるのが鬱うつ陶とうしくて口に詰め込めるだけ詰め込んで、ハイ食べた、ハイ終わり、って感じよ。やんなっちゃう」

「……くす」

　クリスは我が慢まんしていたが、最後に小さく笑みが出てしまい、慌てて鼻をこすって誤ご魔ま化かしていた。

「男の子って成長しないのよね」

　リサは言ってから、大げさにため息をついたのだった。







　食器を洗う音を聞きながら、俺はクリスのデータを相変わらず眺めていた。

　躍り狂う数字の羅ら列れつの全体の傾向を把握してから、もう少し詳しく中身を覗のぞき始めていた。

　企業の選考基準、価格の決定基準、そして最も重要で、最もハガナが手を焼いていた、売買のタイミング。

　クリスの投とう資しデータは、すごいとかそういうものではなくて、心地よいものだった。俺おれが思っていたこと、感じていたことが、なんの障害もなく目の前で実現されている感じ、と言えばいいだろうか。それどころか、うすぼんやりとしかわからなかったなにかに、スポットライトが当てられているようですらあった。

　俺は四年前のあの時、少なくともある瞬しゆん間かんまではハガナととてもわかり合えたと思っていた。

　寝食を共にして、なにを考え、なにを思うのか、そのすべてをさらけ出していたのだから、それはあながち妄想でもないはずだ。

　しかし、ここには洗練があった。クリスの使用するプログラムは、磨みがき上げられていた。

　俺が鉄を用意し、ハガナが溶かして形にして、それをクリスが研とぎ澄すませていた。

　クリスが言ったように、ここには当然ハガナの面おも影かげがある。いくつかの判断基準は、俺が雰囲気としか伝えられず、あの頭の固いハガナと散々やり取りしたことだ。意味がわからない、もっとはっきり言って、馬ば鹿かなの？　というハガナの言葉が今まさに耳の奥で聞こえるようだった。

　けれど、クリスのプログラムに感じられるのは、ハガナ自身の息遣いではない。ハガナの面影であり、四年前の幼さと拙つたなさだけだ。クリスが刺激的だと言ったのは、ある種の自信だったのだろう。

　自分が新世代だという自負。

　俺は少し右手の引きつりを感じたが、それはデータのフリックのしすぎだったのかもしれない。

「その癖くせも」

　不意に声をかけられて、視線をそちらに向ける。

　他に誰だれがいるわけもなく、洗い物を終えて手を拭ふいているリサだ。

「直るといいけどね」

「……癖？」

「ハガナのこと考えてたでしょ？」

　噓うそだろ、と息を吞のんだところに、リサが言う。

「右手を見る癖よ。ハガナのことを考えてるって丸わかり」

「……癖……になってるか？」

「まあね。それに、ハルが自分の右手を見る時は、とても自分の右手を見るような感じじゃないもの。なにか得体の知れない物。怖い物。自分の制御できない物を見るような感じ。すぐわかるわよ」

「でも、初めて言われたけど、そんなこと」

「当たり前でしょう？」

　リサは苦笑して、手を拭ぬぐい終わるとシスター服の袖そでを留めていたたすきを外し、ため息をつく。

「言えたもんじゃなかったわ。あまりに痛々しくて」

「……今は？」

「うん？　まあ、だいぶまし」

　リサは喋しやべりながら、戸棚を開けてなにかを漁あさっている。取り出したのは褐色の瓶で、四年前は酒だとしかわからなかったが、今ではそれがブランデーだとわかる。

「飲む？」

「子供だから」

「ふふ。じゃあ、飲むってことかな」

　背伸びばかりしていた四年前の俺おれへのあてつけだ。

　肩をすくめると、リサは嬉うれしそうにくつくつ笑った。

「いらないよ」

「わかってるわよ」

　リサはグラスに少しだけ入れて、瓶に蓋ふたをする。

　そして、椅い子すに座りもせずに、かっと一息で呷あおってしまう。

「俺のイメージの中のシスターって、そんなことしないんだけど」

「っ～～……ふう。ここは月面だからね」

「もう少しで、顔が笑うところだったな」

「あらら、失敗しちゃった」

　感情も気持ちもまったくこめずにリサは言って、閉じた瓶の蓋をすぐに開けて、さっきよりも多めに注ぐ。

「なんてね。でも、いいの。これはやけ酒だから」

「やけ酒？」

「そ。私の助けと支えと慰なぐさめがなければ歩くこともままならなかった傷ついた子羊が、ついに自分の足で立って歩いて、ここを出て行ってしまった、ね」

「……そういうの、やめろよ」

「ん？　だってこれくらい言わないと、あなたすぐ忘れちゃいそうだもの」

「忘れねえよっ」

　四年前に口に馴な染じんでいた言葉が出て、俺ははっと我に返る。

　リサはそんな俺を見て、本当に嬉しそうに眼を細めていた。

「わかってる。でも、その端たん末まつを見ているハルは、宝の地図を見ている男の子そのもの。もう私が抱きしめてあげたって、うるさい離はなせババア、って感じじゃない？」

「……」

　俺おれが無表情の下でどれだけ嫌そうな顔をしているか、リサは察したのかもしれない。

　ついに肩を揺らして笑っていた。

「でも、膝ひざ枕まくらなら歓迎かもな」

　せめてものやり返しとして俺が言うと、リサはきょとんとする。それでも、慣性の法則のように笑みがまたじんわり顔に浮かび、氷も入っていないのにグラスを揺すって、その中身を覗のぞきこんで、言った。

「膝枕なら、されててもなにか思いついたらそのままぱっと飛び出していけるものね」

「お……本当だ」

「もう、感心しないでよ。でも、もう膝枕も難しいかな」

「は？」

「だって、私はクリスと仲良くしていたいもの」

　今度は本当に俺の顔ですら嫌そうに動きそうだった。

　ただ、俺を見るリサの顔はいつのまにか笑みが消えていた。

　俺を見る目には、少し鋭するどさすらある。

「気がついてないの？」

「……な、なにが？」

「あなたの見てるやつって、クリスの取引のなんかなんでしょ？」

　いかにもその手のことに疎い、という言い方のリサは相変わらずだが、俺は気け圧おされてうなずく。

「ハルが夢中になって見ている横に、クリスもずっといたでしょ？」

「あ、ああ」

「どんな顔してたか少しでも覚えてる？」

　言われ、俺は記き憶おくを探るが、まったく出てこない。

「これだもの……。クリスはね、あなたの側にいて、あなたが深呼吸したり、体を起こしたりするたびに、すっごい期待してたわよ」

「期待？」

「期待よ。わからないの？」

「いや……」

「もう……。あのね、あなたからの一言を待ってるのよ。すごいとか、すげえとか、やっべえとか」

　俺は呆あつ気けに取られ、思わず視線が風呂場のほうに向いてしまう。

　クリスはシャワーを浴びにそっちに行っている。

　ハガナみたいに裸のまま外に出てきて平気な顔をしているようなやつではないので、しばらくは出て来ないだろう。

「とにかく。いいこと？」

「え、あ？」

「あの子が出てきたら、なにかしら言うこと。わかった？」

「あ……ああ……」

「まったく……私のほうが見てて心が痛むわ」

　リサはそんなことをぶつくさ言って、酒を呷あおる。

「けどまあ、本当に、よかった」

「……なにが」

「楽しそうで」

　リサに言われ、俺おれは視線を手元の端たん末まつに向ける。確かに、俺はあれだけ市し場じようを怖いと思っていたのに、いざデータを見れば飯を食うのすら面倒だった。

　でも、俺は四年前の俺とは違う。

　少しでも成長したのだとしたら、それは、こういうことだ。

「外から見るのと、中にいるのは違う」

「ふん？」

「金を賭かけてなお楽しいと思えるようだったら、リサに礼を言いに来る」

「……そうじゃなかったら？」

「そうじゃなかったら？　まあ……苦しむ俺を助けて、慰なぐさめて、支えになって欲しい」

「……なんか、可愛かわいがり甲が斐いがなさそうかなあ……」

「だとしたら、それが大人になる、っていうことなのかもしれない」

　俺はリサのグラスを手に取って、軽く酒を口にする。四年前にリサの部屋で飲ませてもらった時ほどではないが、やはりきついアルコールの刺激はあまり好きではない。

「苦い物がうまいなんて、おかしいだろ」

「しかも、それに酩めい酊ていするのよ」

「リサは、完全にそのタイプだからな」

　俺が言うと、リサは俺の手からグラスを取り返す。

　そして、もそもそと胸元を探ると、中からロザリオを取り出した。

「主は我に試練を与えたもう」

「試練なんてないほうがいいよ」

「そう？」

「ああ。だって、すべての人間が悪あく魔まの誘惑を振り払えるわけじゃない」

　麻ま痺ひによる無表情ではなく、本当にその時は無表情だった。

　リサの目をじっと見ていると、リサはもちろん少しも逸そらさなかった。

　そうしていてなお優しげな眼でいられるのは、リサのすごいところだと思う。

　リサは手を伸ばしてきて、俺おれの前髪に少し指で触れ、頰ほおを撫なでた。

「そのことを知っていれば、今まさに悪あく魔まに惑わされようとしている人を救えるかもしれない」

「でも、俺自身は救われないのか？」

　ハガナはいなくなり、見つからない。ハガナが帰ってきたら？　と思うことで四年ぶりに立ち上がることができたのに、手を握りたい相手は存在しない。

　これがリサへの八つ当たりに近い甘えだとわかっていたが、リサもまたそのことをわかってくれているようだった。

「救われないと思っているうちは無理ね」

　冷たく突き放すような言葉を、笑顔で。

　俺はこういう時に、リサと知り合えてよかった、と思うのだ。

「肝に銘じておくよ」

「食事中の行ぎよう儀ぎのよさも、ついでに銘じておいてほしいものだけど」

「……悪かったよ」

　そこだけは反論も茶化すこともできず、言う。

　リサは俺の前髪を指ではじいて、テーブルの上の酒瓶を手に立ち上がる。

「でも、噓うそでもない」

「え？」

「神はいないと思っていれば、たとえ神が目の前に現れたって、これは神ではない、と思うでしょうね。そういう意味で、世界はその人の願う形になるものなのよ。信じる者は救われる。これが、その言葉の意味。だから、ハガナがいない事実は同じでも、ハガナが帰ってくると思うか思わないかで、ハルの見ている世界は全く違うはずよ」

　悔しいと思うことすらできない。

「……リサって」

「なにかしら？」

「シスターみたいだな」

「まあっ」

　リサに睨にらまれて、俺はせめて悔しがっているそぶりを見せるために、口元を指で吊つり上げた。

　リサはやれやれと肩をすくめ、戸棚に酒をしまっていた。すると、ちょうど廊下のほうから浴室の扉の開く音がした。寝巻用なのだろう、よれた薄うすいシャツの裾すそをパタパタさせながらクリスがのんびり出てきて、俺がいることをようやく思い出したらしい。

　慌ててシャツの裾から手を離はなし、わたわたとタオルで顔を拭ぬぐっていた。

「あ、ハ、ハルさん、ま、まだいたんですね……」

　クリスは言い訳がましく下手な笑みでそう言って、風紀担当のリサはうなだれがちに首を横に振っている。

「そろそろ帰ろうかと思ってたけど」

　と、リサがちらりと俺おれを見ているのがわかる。

　でも、さすがに俺もそこまで抜けてはいない。

「聞きたいことがあってさ」

「っというのは……」

「すごい改良のされ方だからな。色々教えて欲しい」

「っ[image: !!!]　もちろんです！」

　洗いたての金髪と同じくらい顔を輝かがやかせて、クリスはそう言った。

　ただ、クリスとすれ違いざまに廊下のほうに行こうとしたリサが、クリスの肩にかかっていたバスタオルを、そっと動かして胸の前に垂らした。

「その前に、着替えてね？」

「っ、っ、っ!!」

　いつものことなのだろうが、薄うすいシャツ一枚は育ち盛りの乙女おとめを隠しきれるものではない。

　クリスはなにをどうしたらいいのかとパニックになって、結局リサに指示されるがままに自分の部屋に駆け戻って行った。

「なんでうちに来る女の子って皆ああなのかしら？」

「リサがそうだからじゃないかな」

[image: ]

　繊せん細さいなように見えて、その実やっぱりリサは豪放磊らい落らくだと思う。

　風呂上がりに肩も露あらわにしたまま、水を飲んでいるところをよく見たものだ。

「……言い返したいけど、ちょっと心当たりがあるかもしれない」

「リサらしくていいと思うけど？」

「……。言うわね」

　リサは俺おれのことを指さして、それからやれやれと廊下を歩いて行った。

　そんなリサと入れ違いに、とにかくなんでもいいから羽織ってきたといった感じのクリスが、湯上がりの汗もひかないままに戻ってきた。四年前はハガナもこんな感じで取引プログラムの作成に夢中になっていたことがあったし、あいつはなにかを思いついたら素っ裸だろうと気にせず風呂場から飛び出して来た。それを思うとクリスはおとなしくて恥じらいがあって、付き合いやすい常識的な女の子の範はん疇ちゆうだろう。

　それに、体つきはハガナの華きや奢しやで栄養不足な物とはちょっと違う。洗いたての体からは石せつ鹼けんの甘い匂においが漂ってきて、髪が濡ぬれているせいか大人っぽさの増した顔は、父親のごつさが想像できないくらいに細くて端整だ。

　ハガナと出会わなければ、と思わなくもない。

　しかし、クリスがこんなふうに俺のことを想ってくれるのは、まさしくそのハガナがいたからなのだ。俺とハガナが夢中になってなにかをしているのを見て、羨うらやましいと思ったのが一つのきっかけなのだそうだから。

　世の中というものは、なかなかうまく回る物ではない。

　それでも、少しは歳を取った人間として、剝むき出しの真実を隠すくらいの度量はある。

「明日は休みだから、そんな慌てなくてもすぐに帰らない」

　俺が言うと、ちょうど濡れた前髪から雫しずくが落ちたクリスはきょとんとして、恥ずかしそうに笑ったのだった。







[image: 第三章]







　休みの日、俺おれは大抵、寮りようの部屋で大学の課題をこなしたり、読書をしたりして過ごしていた。金もないし、この足では、地球の六倍の速さで動く月面では文字どおりのお荷物だったからだ。

　なので、朝ご飯を食べながら、一度もキャンパスに行ったことのない通信制の大学の課題を適当に終えれば、端たん末まつで図書館にアクセスし、人類の叡えい智ちをダウンロードして、窓際の椅い子すに腰かけてゆっくりと昼まで読む。その後は、昼ご飯を食べてからうたた寝したり、また本を読んだり、外を眺めたりしていた。住宅事情の悪い月面の中で、役所が借り上げる寮などろくなものではないが、その部屋からの眺めは嫌いではなかった。窓の下にはすぐに大きな水路があり、曲がりくねるそれは両側を汚い住居やビルに囲まれて、谷川のようだった。また、狭いながらも水路の上の空間は開けていて、ともすればそこをすうっと飛べそうな気すらした。水路を行く船は、さながら鳥のように見えたものだ。

　俺は窓枠に頰ほお杖づえをつき、眼下の月面の下層階級の暮らしを眺めていた。

　ただ、考えていたのは学校の課題とか、そんなことではない。頭の中は、昨日、結局深夜まで続き、リサに追い立てられてようやく腰を上げたクリスとの会話でいっぱいだった。

　確率論。微積分。整数論。そして、誰だれにでもできる四則演算。

　クリスの用いる道具は概おおむねそんなところで、そのすべてがそれほど難しくない教科書におさまっているレベルの物らしい。

　しかし、クリスはそれらを組み合わせ、俺の判断を数式化したハガナのプログラムをさらに改良した。元データは、ハガナが残していった俺おれの投とう資しデータだと言う。俺と会話もせずに、よく俺の思おも惑わくをこんなにも再現できるものだと感心したら、クリスはトイレを我が慢まんしているみたいに膝ひざ頭がしらをくっつけて、背中を丸めて笑みを作っていた。

　たくさんデータを見た、らしい。何度も何度も見た、らしい。

　その結論が、ホワイトノイズのように揺れ動く数字の群れの中に、どんなパターンを見み出いだして、それがどれだけ市し場じようと適合するかの問題だとクリスは言った。

　いつものおどおどした態度とは違い、語尾は断定的に区切られ、文節はしっかりと秩序だっていた。

　その姿は、油が馴な染じみ、スムーズに動き続ける機械のようで、その機械は、正確無比に市場から莫ばく大だいな量の小銭をかき集めていた。

　俺の率直な感想は、清すが々すがしいだった。

　俺は、ハガナがプログラムの精度を向上させるに従って、自分の存在は必要なくなるのではないかと恐れたことがあった。そして、クリスのプログラムはほとんどその恐れを実現したものだった。自分が判断の根拠にする、市場や株かぶ式しきの情報を機械的に休みなく検索し続け、銘めい柄がら分析は瞬しゆん時じに全銘柄を縦断して行うことができる。反応速度は千分の一秒を切っていて、同時に取引できる最大枠数は五百を超えている。

　疲れず、飽きず、恐れない。

　俺は、とても静かな心持ちのまま、眼下を流れる川を見つめながら思う。

　だとすれば、自分にできることはなんだろうか？

　なにせ、自分にできることはすべて、クリスのプログラムが、限界の正確さで実行することができる。四年間眠り続けていたら、いつの間にか完かん璧ぺきな別の自分が生活をしていたようなものだ。俺は二十四時間起きていることなどできないし、ましてやクリス以上に数学に習熟することなどもっとできやしない。なのに、俺はハガナがプログラムを開発していた時のような、恐れや焦しよう燥そう感かんは抱かなかった。

　なぜだろうか、と思うが、よくわからない。合理的に考えれば、クリスのプログラムを改善するというのは、四年前の自分に勝つということだ。そんなことが今の自分に可能だとはとても思えないが、どこか気持ちは吞のん気きだった。あるいは、それはまだ自分が四年間眠り続けていたせいで、寝ぼけているのだろうか、とも思う。

　だが、それもなにかしっくりこなくて、俺はそのことに少しだけいらいらする。

　やはり、自分の金を賭かけていないからだろうか。

　俺はしばらく部屋の中でぼんやり外の景色を眺めてから、おもむろに上着を手にとって立ち上がる。土日もあの事務所は開いているとクリスが言っていた。その場に身を置けば、昔の緊きん張ちよう感かんが戻るかもしれない。

　俺はそんなことを思いながら、同時に、こんなことを思うこと自体が懐なつかしいなと、苦笑いに似たものが胸中に広がるのを感じ、宿舎を後にしたのだった。







　車は、月面ではそのまま高級をイメージする代名詞になっている。

　そのおかげで、広がり続ける月面都市の主な移動手段は、水路を行く船か、路面電車だった。

　まるで百年前の自分たちの町みたいだ、と観光客が驚おどろくのは、自分も映画で見たような光景なので納得ができる。

　そんな具合に、俺おれが使った交通機関は、水路、路面電車、また水路からの、ニュートンシティに向かう主要電車で、最後に徒歩だった。

　とどめに地中にでも潜もぐるかのようなエレベーターに乗って辿たどりついた秘密基地には、土曜日だというのにエレノア以外の全員がいた。

「おはようございます」

　真っ先に挨あい拶さつをしてきたのは、入り口の扉を拭ふき掃除していたマルコだった。

　今日は学校が休みなのだろうが、朝から友達とつるむわけでもなくこんなところで生き生きと掃除している姿を見ると、本当にこの世界と、あるいはエレノアが、好きなのだろう。

「おはよう」

「おはようございます」

　ル・ゴッフの糊のりの利いた挨拶に返事をしてから、昨晩のことがあるせいか、ちょっと恥ずかしそうにはにかむクリスには、肩をすくめておいた。多分そこが俺の席なのだろう、という綺き麗れいに片づけられた机に杖つえを立てかける。

　そして、向かいの席のマルコに言葉を向けた。

「お姫様は？」

　すると、一人だけ窓際に離はなれた場所に机を構えているル・ゴッフが、聞き咎とがめるように言った。

「お嬢じよう様さまは、外出されています」

「そうですか」

　低血圧で天てん蓋がい付きのベッドから起き上がれない、というわけではないらしい。

「なにか用件が？」

「一つは、すごく事務的な用件です」

「私が受けましょう」

「僕の、受け持てる資金はどれくらいになりますか？」

　さすがに、俺、とは言えずにそう言った。

「お嬢様から言付かっております。まず、三十万ムール」

　クリスの七分の一。過去の市し場じようのデータを使って、プログラムの有用性をある程度測れるものとは違うので、妥当な金額かとも思う。恐ろしいのは、三十万ムールか、となんの感慨もなく思ってしまったことだろう。

　自分の血肉と感じるほどの金でなければ、やはり昔の緊きん張ちよう感かんは戻らないのだろうか。

「儲もうけが出るようならば、順次引き上げていく形になります。ほかには？」

「とても個人的な質問ですが」

「……お嬢じよう様さまのプライベートな質問には答えかねますが」

「いえ、エレノアさんは、どんな投とう資しをしているのかと思いまして」

「お嬢様は、投資をされておりません」

「……投資を、していない？」

「ただ、この組織を大きくするために日夜奮ふん闘とうされております。その業務の性格上、お嬢様がそのことを他人に話すのを喜ばれませんので、私の口からは申せません。また、それはすでに知らされているマルコと、クリス嬢についても同様です。どうしてもお知りになりたければ、お嬢様に直接お聞きください」

　視線をクリスとマルコに向けると、そういうわけなのですみません、とばかりにどちらも頭を低くしていた。

「了解しました。それで、机はここで合っていますよね？」

「はい。端たん末まつのパスワードは自分で設定してください」

　答えたのはマルコで、俺おれはうなずきながら席についた。

「あ、それと、取引内容の報告は毎日ですか？　一週間ごと？」

　その質問には、ル・ゴッフが答える。

「会社の資金以外の取引については、責任を負いかねます。そして、会社資金での取引はその端末でしか行えません。したがって、出勤の形態はいかようにしてもらっても結構ですが、取引を行うにはここに来てもらわなければなりません。もっとも、クリス嬢のようにプログラムで全自動取引の場合、その限りにありません」

「つまり、取引データは常に見られていると」

「ご不満ですかな」

　威い嚇かくするような物言いだが、俺は小さく肩をすくめた。

「いえ。大失敗をした時に、一人の責任にならなくて済むのかとほっとしました」

「……なるほど。大きな失敗をすでに経験されているわけですか」

「ええ。それこそ、一人で抱え切れないほどの」

　俺が答えると、クリスが少し不安そうにこちらを見ているのがわかる。

　ただ、クリスをちらりと見返して、軽く首をかしげるくらいの余裕はあった。

「成功を独り占めするよりかは、失敗を分かち合ってくれたほうがトータルでプラスのような気がします。成功をするのが難しいということは、失敗は容易だということですから」

「私が諭さとす手間が省けそうで、なによりです」

　真ま面じ目め腐った顔だが、多分、ル・ゴッフなりの冗談だろう。

　俺おれは、端たん末まつの電源を入れながら、短く言った。

「リスクとリターン」

「永遠の問題ですな」

　横目にル・ゴッフを見て、中々楽しそうな職場だな、と思ったのだった。







　昼になって、ル・ゴッフがデリバリーで中華料理を注文し、その間にマルコが食器を用意して、皆で大きな皿から取りわけて食べた。その後に食器は事務所の外にある共同の給湯室でマルコとクリスが洗い、帰ってくると盆には紅茶のセットとコーヒーが載せられていた。

　ル・ゴッフは自分の席で紅茶の葉を量り、湯を注ぎ、懐かい中ちゆう時計で時間を計りながら淹いれていた。そういう儀ぎ式しきそのものが、食後のリラックスなのだろう。マルコとクリスはコーヒーで、クリスは砂糖だけ、マルコはミルクと砂糖を入れていた。

　それをすすりながら、マルコはどうやら学校の宿題を。クリスはその宿題についての質問を受けながら、自分もなにか大学関連の物を端末で見ていた。

　俺はそんな様子を前に、自分の投とう資し手法について考えていた。しかし、この雰囲気に、ここが大金を稼かせごうと野心に燃える連中ばかりが集まる、シュレーディンガーストリートの一区画なのだということを忘れてしまいそうだった。こんな緩ゆるやかな牧歌的な雰囲気の中で金かね儲もうけができるなら、それはクリスでなくたって休日でも顔を出したくなるだろう。

　ただ、この場の雰囲気は俺が求めていたものとはまったく逆だった。俺はクリスのデータを眺め、市し場じようデータを眺め、自分の中のもやもやとしたなにかに形を与える手がかりを探していたのだが、出てくるのはあくびばかりだった。

　午後を回ると、それでもル・ゴッフやマルコは仕事をこなし始めていた。聞くともなしに電話のやり取りを聞いていれば、ル・ゴッフが受け取るのはどこかの投資銀行が取引執行業務を外注しないかと勧誘してきたり、まとまった量の株かぶが売りに出ていて時間外取引ならば安く売れるから買わないかという、売り込みの電話だった。

　マルコが受け取るのは、事務所の備品納入の電話だったり、事務所を移転しないかという不動産屋の売り込みだったりした。

　とにかくほとんどがなにかの売り込みで、月面は沸ふつ騰とうしているのだな、と漠然と思う。

　俺が眺めていた株の中でも、暴ぼう騰とうを続ける銘めい柄がらが四年前の基準では考えられないほど多くなっている。数ヶ月で二倍、というのはざらにあって、極端な物では一ヶ月で三倍や四倍というものもあった。

　しかもそれらの会社の財務はお世辞にも安定的とは言えず、自暴自棄ともいえる設備投資の金額は狂気の沙さ汰たとしか思えない。ほとんど、お金をあげるからうちの製品を買ってくれ、と頼たのみこんでいる姿にしか見えない会社もあった。

　ただ、そういう会社のホームページに行くと、例外なく強気だった。自分たちが月面の覇は者しやになり、地球の常識を覆くつがえす、と臆おく面めんもなく言ってのけていた。

　曰いわく、地球では実現できなかった根本的に新しい輸送技術によって効率性が飛ひ躍やく的てきに跳ね上がるとか、地球では実現不可能だった理論上の建築技術を月面ならば応用できるために、増え続ける建築件数に対応するためには月面の建築業者は当社の特許を利用せざるを得なくなるだろう、などなど。

　実際にそういう会社は大言壮語に見合った成長をしているし、これからも成長しうるように見える。恐ろしいのは、そのために普通では考えられないような借金をして広告を打ったり、業務を拡大していることだ。

　リターンのためにはリスクを負うべきだ、ということはとてもよく理解できる。そういう意味では、正しいのかもしれない。

　だが、俺おれがその無む謀ぼうともいえるリスクの取り方に眉まゆをひそめてしまうのは、自分が歳を取ったからだろうか？　と思う。それとも、負け犬根性が染みついてしまっているのだろうかと。

　時折電話が鳴り、ル・ゴッフやマルコが対応し、クリスはディスプレイに釘くぎづけになったまま、時折思い出したかのように手元の端たん末まつでなにかの計算式を解いている。彼らはこんな市し場じようの様子の中に身を置いていて、違和感を抱いたりはしないのだろうか、と思う。

　俺は一人だけ今の時間軸に乗れていないような気がして、孤立しているように感じた。

　数少ない慰なぐさめは、クリスのプログラムを検証してみると、その手の沸ふつ騰とう銘めい柄がらからはうまく利益を引き出せていないことだろうか。つまりは、市場に没頭して誰だれよりも強気だった四年前の俺の判断でも、こういう会社は避さけて通っていたということだ。

　だが、株かぶ価かは目の前で月面ドームを突き破らんばかりの勢いで跳ね上がっている。クリスはこのことを、どう思っているのだろうか。

　俺はそう思い、考え直す。

　そうではなくて、クリスのプログラムの元になっている俺はこのことをどう考えるかだ、と。

　土日でも関係なく、市場のサイクルに合わせて午後五時に鳴った終業のベルで、俺は無機質なデータの海から顔を上げる。昔はひとたびデータの海に潜もぐれば、へとへとになるまで潜り続けたものだが、そういうこともなかった。深く潜ろうにも、手掛かりがなかったのだ。

　俺は小さくため息をついて、まったくベルに気がついていない様子のクリスの肩を叩たたく。

「帰り道、ちょっといいか？」

「え？」

　俺はきょとんとするクリスに、こう言った。

「ニュートンシティをぶらついてみたいんだけど、付き合ってくれるか？」

　クリスは一も二もなくうなずいて、たちまち片付けて準備を終えたのだった。







　月面都市は摩ま天てん楼ろうがそびえ建つニュートンシティを中心に、閑静な住宅街の広がるホワイトシティ、さらにその外側に外区と呼ばれる第一から第六まで区分けされた地区がある。

　月面の富と権力がニュートンシティに集まる構造になっているので、そこから離はなれるほど住民の富と地位も低くなっていく。外区の最も貧しい地区などは、建物が錆さびてから塗り替えるペンキも用立てできず、そのためにレッドバレーなどと呼ばれていた。

　ただ、最近では再開発の波がほとんど周期的に貧困地区を洗い流すので、レッドバレーという呼称も聞かなくなった。その代わり、再開発で立ち退のきを迫られた者たちは自然と地価の低いところ低いところへと向かうので、やがて一ヶ所に集められた後、次から次へと玉つきのように土地を転々とすることになる。彼らはニュースなどでは住宅難民と呼称されているが、経済紛争に巻き込まれて行き場を失ったという意味では、それが正しいかもしれない。あの役所の出張所にも、四年前の俺おれたちよりももっとあくどい方法で家を追われた人たちが、どうにかならないかと助けを求めて無料の法律相談所に詰め掛けていた。

　地球の人類史を含めてもなお未み曾ぞ有うの好景気だと言わしめる、月面の真の姿。

　俺は冷めたような気持ちでそう思っていたのだが、一日かけて株かぶ式しき市し場じようを眺めてみた結果、俺が悲観的にすぎるのかもしれない、とも思った。

　人が変わるように、市場も変化を続けていくのだとしたら、四年前の俺と、四年間眠り続けていた俺こそが間違っているのかもしれない。

　そのことを確かめたくて、ニュートンシティの中心部に来た。

「相変わらずここはすごい人だな」

「一日の乗降客数が百万人だそうです。総数だと地球の大都市に負けますけど、単位面積当たりの人口密度では勝っているそうですよ。上の階層も下の階層もこんな感じですから」

　立りつ錐すいの余地なし、とまでは言わないが、肩が触れ合うほどの人の密度で、まるで粘性の流体のように人の塊が駅の構内を進んで行く。

　俺は当然周りの速さに合わせられないので、流体の中の異物感丸出しだ。それでもなぜか先導していたのは俺だった。クリスが方向音痴の上に人の流れが読めないらしく、ぶつかったり足を踏ふまれたりと、散々だったからだ。

「もっと数学者らしく、効率的な歩き方をしたらどうだ？」

　エアポケットのように人の波が途切れていた構内の隅っこにようやく辿たどりつき、一息つきながら俺は言った。クリスは今にもずり落ちそうになっていたショルダーバッグをかけ直し、人いきれで曇くもった眼鏡を外し、横着して袖そでで磨みがいていた。

「た、多体問題を解くには、計算的な限度があります……。量子コンピューターが必要です」

「けど、実際に人はもつれあわずに進んでる」

「……人が多いと、混乱しちゃうんですよ……」

「別に責めてないよ」

　俺おれは口元を指で押し上げて、笑みの形を作る。

「からかっているだけ」

「うー……」

　クリスは恨めしげに唸うなってから、「もう、行きますよ」と歩き出す。

　俺はそんなクリスを追いかけながら、視線は人の頭の上に向けている。

　この四年間、ずっと足元ばかりを見つめていた。

　視界に入る広告の数々は、それだけで新しん鮮せんだ。

「節電の広告が多いな」

「え？」

「節電の広告が多い。少し意外だ」

　電気を示す記号が、通行止めを示す赤い交通標識で上塗りされている。

　そして、ストップ浪費、の文字。

　月面と節約、という文字が今いちしっくりこない。

「ああ……あれは節電じゃないですよ」

　駅の改札を出て、巨大な駅ビルの通路をしばらく来たせいか、かなり人の波も緩ゆるくなってきている。クリスは俺の松まつ葉ば杖づえを持つほうの側を歩きながら、説明してくれる。

「電力取引の広告です」

「……」

　俺はもう一度広告を見る。

　まさか、とクリスを見ると、クリスは楽しそうに笑っていた。

「個人用の電力取引に参加して、タイミング良く安く買って電気代を安くしましょうってことです。この手のものは全部アバロンの広告ですね」

「そういう意味か……」

「月面の電力生産は太陽光発電がメインですから、発電量とコストはほとんど固定ですけれど、需要は変数です。しかも、都市全体が一斉に停電に陥るのを避さけるために、かなり細かく区分けされて電力が供給されてます。よって、需要と供給の法則に従い月面のあちこちで局所的に価格が変動し、価格が変動する場所では必ず投とう資し機会が発生する、だそうです」

　普通の会話の時はすぐしどろもどろになるのに、教科書に書かれていそうなことはすらすらと話すことができる。恐ろしく頭がいいはずなのに、嫌味な感じや冷たい感じがしないのは、クリスのこういうところに起因しているのだろう。

「なるほど。隣となりは？　映画の広告か？」

「あの機関車のやつですか？　いえ、今度、ここの駅の下のさらに下の階層に、新しい路線ができて、あれが走るらしいんです。ニュートンシティの地下層を走るトラムですね」

「……マルコが喜びそうだな」

「移民はどんどん増えていますし、長くこっちに住んでいる人も多いですから、最近、古めの地球の文化が流は行やってるんです。リサさんも、炬こ燵たつが欲しいとか言ってましたよ」

「炬燵？　実家にあったな……あれはいいものだ」

「確か、日本では炬燵にオレンジをお供えするんですよね？」

　クリスは、冗談を言っているわけではないらしい。

「ああそうだ。しかも、本場の日本では夏になったらグレープフルーツをお供えするらしい」

「へー……。あれ、でも、夏に炬燵？」

　月面都市大学に飛び級入学する天才をからかうのは、とても楽しいことだった。

「投とう資し銀行の広告も、以前より増えたな」

「今は大ブームですからね」

　クリスはなんの感慨もなく、さらりと言う。

　俺おれは、同じくらい無関心を装って、聞いてみる。

「バブルか」

「バブル？」

　ガムがどうかしましたか？　とでも言いそうなくらい、きょとんとした顔だった。

　そして、ようやく市し場じようのことだとわかると、いつもの困ったような笑みを浮かべていた。

「実体がありますから。バブルではないですよ」

「かの有名なオランダのチューリップバブルでも、チューリップの球根はホログラム映像ではなかったと思う」

「うー……」

　クリスはちょっと唇を曲げて、視線を逸そらして考える。

　なにかを考えている時のクリスには、凛り々りしさと無邪気さが同居する不思議な魅み力りよくがある。

「月面都市の企業は毎年莫ばく大だいな金額を稼かせぎますし、移民や観光客は増え続けています。地球から稼ぎ上げた資金は月面のインフラに投資され、住宅やビルが建築され続け、月面都市は第三都市まで竣しゆん工こうして、第四、第五も計画中です。確かに、前世紀末の地球で起こった根拠なき熱狂は、本当に根拠がない虚構の騒さわぎだったみたいですけれど、今の月面は違いますよ」

　根拠なき熱狂とは、地球の伝説的なセントラルバンカーが発した、バブルをこれ以上ないまでに的確に言い表した言葉だ。

　その時のことは、コンピューターや通信技術が飛ひ躍やく的てきに進歩した時期に起きた未み曾ぞ有うのＩＴバブルと呼ばれている。バブルの語源になり、あのアイザック・ニュートンすらも騙だまされて大金を賭かけて大損した、南海泡ほう沫まつ会社も真っ青な詐欺企業が乱立した狂きよう騒そうの時代。そんな詐欺企業の株かぶのどれもが記録的な高値を更新し、最後には一いつ瞬しゆんで莫ばく大だいな富が泡と消えた。その額、当時の米国の通貨で三兆ドルとも四兆ドルとも言われている。それだけの金額が、投とう資し家かの財布から消え失うせたのだ。

　すべては、通信情報技術が世界のすべてを塗り替える、という誇大妄想的な熱狂故。

　そして、確かに人類は月まで来たが、『世界』はそこまで変わらなかったのだ。

「ほら、広告でも、住宅や新都市への誘致がたくさんあります。住宅や新都市は虚構ではありませんよ」

「確かに」

「それに、月面はまっさらな土地ですから、地球ではなかなか実用化できない新技術を最初から盛り込めます。未いまだに地球では、先進国なのに電信柱を立てて、銅線で通信をする未開文明の地がたくさんあるみたいですけれど」

　すごく非効率ですよね、とクリスは肩をすくめる。

　俺おれは、似たような宣伝文句を、数時間前に企業のホームページで眺めていた。

「だから、月面は地球上のどこよりも素早く、どこよりも効率的に発展しています。そして、目に見える経済発展がこれだけすごいんですから、株かぶ式しき市し場じようも同じなのではないでしょうか」

　長い台詞せりふを最後まで嚙かまずに言えることができて、クリスは少し得意げだった。

　あるいは、喋しやべっている内容そのものに興奮していたのかもしれない。

　この月面の発展が、人類の未来に直結していると信じて疑わない顔は、月面を自信満々に闊かつ歩ぽする人々の顔だ。

　俺とクリスはごった返す通路を進み、駅と渾こん然ぜん一体になっているショッピングモールの入り口まで来ている。相変わらず壁へき面めんはショーウィンドーと広告で彩られていて、人々の購こう買ばい意欲を刺激し続けていた。

　道行く人たちの両手にも荷物が増え始め、恐らくは本物の毛皮なのだろうと思われるコートを着ている人の姿も目についた。

「着実な発展。ただ、月面では発展が早すぎてバブルに見える？」

「だと思います。ここは新世界ですから、地球の尺度では測れません。人間は地球で何千万年も暮らしていましたから、月生まれの人でも月面の速度についていくのは遺伝的、認知機能的に難しいんだとか」

　クリスはにっこりと、頰ほおを膨ふくらませるようにふくふく笑いながら答えていた。

　月生まれのマルコが言うよりも、クリスは月野郎だ。月面に流れる本流に乗り、これからまさにその先端に躍おどり出ようとする月市民。対する俺は、七十％オフ！　と攻こう撃げき的てきな赤色で書かれたテープが巻かれる裸のマネキンが飾られたショーウィンドーを眺めている。

　クリスの言うようなことは、俺も嫌いではない。

　ただ、やはり手放しでのめり込むには、なにかが邪じや魔まをしていた。

「お前、リサの前だと、相当我が慢まんしてるんだな」

　そして、なんの気なしに言った言葉に、クリスはぎくりと笑みをひきつらせている。

　しかも、その笑みはゆっくりと苦笑いになる。

「セローさんは、相手してくれますけれど……」

「ああ、それで仲いいのか」

「リサさんのことを悪く言うわけではない……ですよ？　でも、ちょっとだけ、リサさんは頑固だと思います」

　クリスはリサを責めるのではなく、この興奮を共有できない、ということをとても残念そうにしていた。

「何事にも好き嫌いはあるだろ」

　俺おれがそう言うと、クリスは子犬みたいな目を向けてくる。

「それに、全速力で走っているやつを見ると、どんなことだろうとはらはらするよ。いつか転ばないかって」

「……私は、よく転びますしね」

　ぷいとそっぽを向いて、クリスは言う。

「まあ、転んだらリサのところに行けばいい。俺くらいひどい転び方をしても、優しかった」

「……」

　俺が自虐じみたことを言うと、クリスは自分が傷つけられたような顔をする。俺が発ほつ作さから立ち直るとほっとしたような笑みを見せたのも、クリスが俺に憧あこがれていたからなのだろう。

　ただ、俺はその期待に応こたえられるかどうか自信がない。この四年間は、少なくともその期待を裏切ってきた。

　なので俺は、困った挙句に唇の端を指で押し上げた。

　するとクリスもまた困ったようにくすりと笑い、わざとらしくため息をつく。

「私も、ハルさんのお家に行きましたよ」

　俺が発作を起こすたびに、大丈夫です、と言ってくれた時の笑顔。

　俺は、こう言った。

「じゃあ、今度は俺が教会に住もうかな」

「え……ほ、本当に？」

　急に真顔になって聞き返すクリスに肩をすくめると、クリスは頰ほおを膨ふくらませて、俺の腕をわざとらしく叩たたいてきた。

　そんなことをしながら俺たちは歩を進め、ショッピングエリアに辿たどりつく。すると、それまで頭を押さえていた天井が急になくなった。視線を上げれば、上の階にもモールがあって、左右の谷間をつなぐように空中廊下が配置されている。どうやら、谷間の底を流れる川のようになっているらしい。

　両りよう脇わきの谷はかなり上の方まで続いていて、さらにその先には巨大なガラス張りの天井と、その向こうにはうっすらとだが、茜あかね色いろに染まった都市のドームが見えている。

　屋上屋を重ねる、という言い回しがあるが、まさしくそんな感じだった。

「ここが、なんだっけ、ニュートンシティ最大の？」

「ニュートンシティ最大にして、売り場面積では地球を入れても世界最大のショッピングモール、クラプトンスクエアの、ほんの一部ですね」

　クリスは両脇に並ぶ、いかにも高級そうなブティックのショーウィンドーから視線を戻し、自慢げに答えた。

「けど、この先に行ったら、もっとびっくりすると思いますよ」

「へえ？」

　ここの時点で、両脇にはもちろんびっしりと店が並び、視線を上げれば優に十階かそれ以上の階層が見て取れる。横道ももちろん無数にあって、その奥にもずっと店が続いている。

　すべてを数え上げたら、千や二千は軽く超えるのではないか。

　俺おれはそんなことを考えながら、黒や金や銀の色合いが多いショーウィンドーの前を通り過ぎていく。値段こそわからないが、入り口に黒服の執事然とした店員が背筋を伸ばして立っていたりするあたり、安い物ではないだろう。だというのにそこから店員に見送られて出てくる客がちらほらいて、どうやら頻ひん繁ぱんに売れているようだ。

　ここの家賃は？　人件費は？　原価は？

　そんなことを考えていたら、ふっと足を踏ふみ外したような感覚に襲おそわれた。

「っ!?」

　そして、そうではないと気がついた時、俺は眩暈めまいに似たものすら感じていた。

　くすっという、柔らかな綿を押したような含み笑いの後に、クリスのはつらつとした声がこう言った。

「ここが、クラプトンスクエアの大ホールです」

　そこは巨大なホールだった。いや、滝たき壺つぼと言うのが正しいのだろうか。

　オペラやクラシックといった類たぐいの劇場で、舞ぶ台たいを中心に半円形に座席が並び、後ろに行くほど高くせりあがっているような構造がある。ここはそれを極端にしたもので、強化ガラスの柵さくから身を乗り出して下を見れば、斜面の一番下では人が豆粒ほどにしか見えていない。左右を見れば扇形になっていて、それが傾斜して下まで続いている。またその斜面部分にはエスカレーターが設置されていて、まるで水が流れる滝のような様相を呈している。

　そして、なによりも圧巻なのは、それらの半円形に階層を成しているモールの向かい側が、見ている者を不安にさせるほどの広大な空間を持った吹き抜けになっていることだった。

「地上七十一階、地下三十四階、三千六百十一軒のお店と、二十四の映画館と、九つのホテルと、二つの水族館と、五つの大劇場があるらしいです。ここだけを管かん轄かつにした警察署と消防署がそれぞれ三つもあって、クラプトンスクエア全体を見て回るツアーでは、丸一週間かかるらしいです」

「……」

　俺おれはその説明に、言葉もない。

　地球から、ちょっとした天体望遠鏡なら観測可能なのではないか。

　そう思わせるほど、広大な吹き抜けのホールだった。

「ここ、迷子の案内とか道案内とか、係員の人が懐かい中ちゆう電灯の明滅で連絡を取り合うんですよ」

「……」

「ほら。今だと、あっちのほうで赤い光と緑色の光が交互に光っている場所がありますけど、多分、誰だれかが道に迷って、向かいたかった場所があそこなんですよ」

　確かに、言われて注意深く見てみれば、気にならない程度の光量であっちこっちがひかひかしている。時折淡いビームが伸びるのは、道案内のための道しるべなのだろう。

　まさか人類のフロンティアと言われる月面で、手作業による信号が活かつ躍やくするなんて誰が思うだろうか。

　人の手て垢あかのせいで反応の悪くなったタッチディスプレイに、いらいらしながら行き先を入力して検索しなくても、人のほうが断然早い。なにより、ヴァーチャルな道案内はしょせんヴァーチャルの域を出ない。人に指差され、柵さくから身を乗り出して自分の目で見れば、どこに向かうべきかは一目瞭りよう然ぜんなのだ。

「地球よりも人間らしく、がコンセプトらしいです」

　誇らしげに語るクリスの気持ちがわからないでもない。

　俺は言葉も継げず、ただただこの圧倒的な光景を眺めることしかできなかった。

「ほら、ハルさん、行きましょう」

「……」

「見て回る場所は、たくさんありますから」

　いつになく楽しそうにクリスは言って、歩き出す。俺の手を取るのも、とても自然な動作だった。

　多分、こここそクリスのいる世界であり、気兼ねなく振る舞まえる、月面の最先端なのだろう。

　そんなクラプトンスクエアは、およそ生活に関わるものならなにもかもが揃そろっているようだった。服や宝飾品、家具、雑貨を扱う店は、本当に呆あきれるほどある。ほかにも、地球旅行を取り扱う代理店があるかと思えば、月面新都市への移住案内をする政府の出張所や、ペットショップに、絵画を扱う画廊や陶器を扱うアンティークショップが並ぶ区画もあって、本物の書しよ籍せきを扱う店もあった。スポーツジムまであって、硝子ガラスの向こうで運動する人々の姿が見えたのだが、どうしてここで運動する必要があるのか少しだけ疑問だった。

　とにかくすべてに共通しているのは、どこも客付きが良く、暇そうにしているような店は一つもないということ。しかも、ここは外区の建物とは違って空調がしっかりとしているせいで、暑いくらいだ。それを見計らってか、アイスクリームショップやフルーツパーラーがあちこちにあって、俺おれとクリスも誘惑に勝てなかった。ただ、アイスが一つ十五ムールもしてぎょっとした。外区なら、平均的なアルバイトだと二時間分の時給になる。

　だというのに客は次から次へとやってきて、引きも切らないとはこのことだ。

　俺とクリスは結局コーンに山盛りになったブルーベリーとカシスのアイスを購こう入にゆうし、二人がかりでスプーンで食べることにした。

　その間も、俺は一分間にどれくらい客が来るのか数えていて、一日の売り上げと、店てん舗ぽ数を概算して、儲もうけの巨大さを想像する。おいしいですね、というクリスの言葉にも生返事だ。

　外区とは、全くの別世界。俺の知らない月面が、ここにはあった。

　半分ほどアイスを食べてから、俺とクリスは再び歩き出す。歩いても歩いても店があり、世の中にはこんなにもたくさんの経済活動が存在するのだと、眩暈めまいがする思いだった。

　そんななか、ふと足が止まったのは、不動産屋の前だった。

「あ、そう言えば、寮りようはどうするんですか？」

「役所を辞めるなら、出る必要があるんだが……」

「教会に来ればいいんですよ」

　さっきの冗談を引っ張り出す。

「それとも、この辺で家を借りるつもりなんですか？」

　クリスにしては珍しく、正気か？　と言わんばかりに怪け訝げんな顔だ。

「……安い部屋があるかもしれない」

　さすがにこの近辺で家を借りることがどれほど無む謀ぼうかは、俺だって心得ている。

　棒読みの俺の言葉に、クリスは肩をすくめていた。

　不動産屋は通路に面した硝子ガラス窓まどがすべて電子ディスプレイも兼ねていて、様々な住宅やオフィス情報が流れ続けている。広告に指で触れればそのまま詳細が出てくる仕掛けで、真剣な顔であれこれ見ている客が他にもたくさんいた。

　ただ、俺が真剣になれなかったのは、相そう場ばが高いからではない。ほとんど、常軌を逸いつしていたからだ。

　セントラルステーション徒歩圏内、がうたい文句のマンションがあったが、どこも２ＬＤＫからの間取りで、最低価格が八百万ムールからだった。ディスプレイの上方に行くほど値段も高くなるようで、一番上にはコンドミニアム形式の売り広告があり、一棟二千二百万ムールからになっている。

　恐ろしいのは、売約済み、と赤く表示されていることだ。

　それに、この情報はすべての店舗とつながってでもいるのか、見ている間にも赤く売約済みと表示される広告が少なくなかった。そのたびに、周りで同じように見ている客が、「あー」とか「早く決めないと」といった会話をしている。どれも二十代後半か三十代前半の若いカップルで、格別身なりが良いようには見えない。

　四年前、俺おれの常識では、月面のホワイトカラー層の平均的な生涯収入は、二百万ムールから三百万ムールだった。月面は人口が爆ばく発はつ的てきに伸びているうえ、収入が高くなってがっぽり稼かせいだ連中はさっさと地球に帰ってしまうので、月面で働く人間の所得はさほど変化していないはず。

　なのに、彼らが見ているのは八百万とか一千万ムールの豪ごう奢しやなマンションで、焦った顔で店てん舗ぽ内に駆けこむ者もいる。

　それに釣られて店の中を覗のぞけば、窓口にはびっしり人がいて、店員が忙しそうに対応し、客と一緒に出てくるのは実際に家を見に行く人たちだろう。

　賃貸の情報もあったがほとんどが契約済みで、そもそも数が少なかったし、賃料が月額五千ムールを下回る物件など皆無だった。

「不動産投とう資しも、儲もうかりそうだな」

「すごいみたいですよ？」

　ディスプレイをちょいちょいとつついていたクリスが、中腰のまま顔を上げて答える。

「高級住宅は、数年で二倍、三倍が当たり前みたいです」

「不動産会社の業績が右肩上がりなわけだな」

「けど、株かぶではいまいちです。すでに上がりすぎちゃっていて」

「だろうな」

「代わりに、不動産価格総合指数で儲けてます」

　にんまり笑うその笑みは、教会では見せない笑みだ。

　個別の建物に投資して値上がりを見込むのが石器時代だとしたら、それらの建物をまとめて取り扱う不動産業者に投資するのは産業革命だろうか。現代の投資の世界にはさらにその上があって、そんな不動産業界全体の動向を示す、住宅価格や地価から算出した抽象的な指数に投資する手段もある。

　洗練されたカジノほど、洗練されたプレイヤーがスマートに儲けていく。

　クリスの編み出した抽象的な数学アルゴリズムで動くプログラムには、そんな抽象的な指数取引の世界のほうが似合っていると言えなくもない。

「リサには見せられない顔をしているぞ」

　俺が言うと、クリスははっとして、両手でごしごし顔を洗っている。

「しかし、外区と同じ月面とはとても思えないな」

　リサのことを口にしたせいか、頭には教会が入るあのぼろい建物があった。ろくに電気も通らず、エレベーターは止まりっぱなしで、壁かべやら床やらは朽ちるに任されている。あそこの家賃はいくらになる？　多分、それほど安くはない。あんな場所ですら、住めない人間が大勢いる。

　なにせ、この狂気の沙さ汰たのような値段ですら、早く買わないとと焦っている連中がいる。月面の土地は限られているのだから、のんびり屋台で饅まん頭じゆうを売るような地区の連中が、陣取り合戦で勝てるわけがない。

「新都市のほうでも、住宅は建設が始まる前に完売しちゃうみたいですからね」

「どうしてそんなに売れるんだ？　皆……そんなに金持ちには見えないが」

　さすがに声をひそめて尋ねると、クリスは息が耳にでもかかったのか、くすぐったそうに首をすくめていた。

「借金です。どうせ値上がるからということで、皆借金して買うみたいです。金利さえ支払える程度の収入があれば、銀行も簡単にお金を貸してくれるそうです。そして、買ってから値上がりしたら転売して、元本を返済して利益を得る。つまり、ほとんどコールオプションの世界ですね。ある種の金きん融ゆう工学です」

　ある株かぶそのものを買うのではなく、未来の決まった日に、特定の値段で株を買う権利のことを、コールオプションと呼ぶ。たとえば三ヶ月後に千ムールで株を買う権利を二十ムールで買うとする。その場で支払うのは二十ムールだけだ。三ヶ月後にその株が値上がりして、千と百ムールになっていたとしよう。本来なら千と百ムールを支払わないと買えない株が、コールオプションを行使することにより、千ムールで買うことができる。これをすぐに市し場じようで売れば、百ムールの儲もうけだ。そこから最初に支払ったコールオプション代の二十ムールを差し引いた、八十ムールが、最終的な儲けになる。これは、投とう資しした金額の四倍の儲けだ。普通に株を買っていたら、投資金額の十％の利益だったのに、儲けが四百％に膨ふくれ上がっている。しかも、普通は株の売買は実際に行われず、取引をしたと仮定したうえでの差額が現金で支払われる。

　つまり、本当なら株を買うために千ムールを用意しなければならないのに、株を買うようなまとまった金がなくても、株の値動きに賭かけを行うことができ、儲けも莫ばく大だいな物になるという、素晴らしい仕組みと言える。

　そして、家の値上がりを見越して金を借り、金利だけ支払うというのはこの仕組みとほぼ同じだ。家の値上がりに投資したいが家を買うだけの金がないやつでも、金利を支払えれば賭けに参加することができる。

　だが、家とはそういう代しろ物ものだったろうか？

　俺おれは、自分が月生まれであることに自信がなくなりかける。

　そう思って少し辺りを見回してみれば、ホラー映画のように、銀行の広告があちこちあることに気がついた。

「恐ろしい話だ」

　俺はそう言ったが、胸の内は冷えるどころか、ゆっくりと熱くなっていた。

　四年間ずっと忘れていたなにかがようやく熱を帯びてきたような、そんな感覚があった。

　無機質なデータの暗くら闇やみの中で、とぐろを巻く渦を見つけたような気がした。

　クリスが言うように、これは本物だ。

　月面を取り巻く好景気という熱病は、まぎれもない本物だったようだ。

「家が売れれば家具も売れる。それを運ぶ業者も要いる。植林事業も儲もうかり、足りない分は当然輸入業者が代行する……」

「取引が増加すればマネーサプライが増えて、信用も増えます。新規の設備投とう資しは増え続け、けれど移民が増えるお陰で労働力は安く抑えられ、しかも購こう買ばい層そうまで増えていきます」

　俺おれの独り言に接つぎ穂ほを当てたクリスは、ディスプレイをつついて５ＬＤＫのメゾネット形式のマンション情報を出す。

「地球のように政府の規制もほとんどありませんから、自由に、効率的に、物事が進みます。企業が豊かになれば社員も豊かになって、彼らがお金を使うことでさらに経済が回ります。あまりお金がない人でも……」

　一千六百万ムールのそのマンションも、クリスが見ている目の前で売約済みになった。

「投資をすれば、きっとお金持ちになれます」

「株かぶがブームになるわけだ」

「今、とてもたくさんの風が吹いているんだと思います」

「風？」

　俺が聞き返すと、クリスは体を起こし、アイスをかじっている。

　そうしていると、ただの無邪気な少女にしか見えないのに、その頭脳が生み出した数学アルゴリズムは、あの場末のビルの一室で大金を稼かせぎ続けている。

「両手いっぱいに広げれば広げるほど、その風を受け取れて高くまで飛べるんです」

　クリスのその目は、投資ツールを見つめている時のような無機質なものだった。合理的に、論理的に、どこまでも冷れい徹てつに、抽象的な概念を駆使し、現実の摩ま擦さつの一切を省き、ただひたすらに目的地を目指す、あの投資の世界を見る目つきだった。

　俺ですらぞっとしたのは、アイスのせいではないだろう。クリスのように才能と機会さえあれば、一いつ瞬しゆんで高いところにまで飛ぶことができる。そして、その才能がないやつらですら、莫ばく大だいな借金を引き受ける覚悟さえあれば、それと同じくらいの利益を得ることができる。

　ただ、そのぞっとした感覚は、恐怖よりも、興奮に近かった。

　俺は、重要な手掛かりを手に入れたと確信した。この感情は本物だ。あのプログラムに追加すべき物があるとしたら、この不動産屋に詰め掛ける連中の、『感情』という要素だった。

「なあ、あの投資プログラムについてだけど」

　俺が勢い込んで話しだすと、クリスはきょとんとしていた。手に持っていた溶けかけのアイスが手に垂れて、それでようやく我に返っている。

　そして、慌てて舐なめ取ってから顔を上げると、そんな不作法な、とリサに怒られた時のように、恥ずかしげに笑っていた。

「やっぱり、そうですよね」

「は？」

　クリスは不意に言って、上目遣いに見る。

「投とう資しのための市し場じよう調査、なんですよね？」

　かじりかけのコーンを手に、クリスは俺おれのことを見上げてくる。

「ずっと、のんびりお散歩、という感じじゃなかったですから、まあ、そんな感じはしていたんですけど……」

　困ったような笑顔はいつものことだが、少しだけ寂しそうに見えたのは気のせいか。

　いや、気のせいではないと気がついたのは、クリスがそんな自分の表情をかき消すかのように、コーンにがぶりと嚙かみついたからだ。

「でも、投資の話は私も嫌いではありません。いくらでも案内します」

　勝気そうに笑うクリスの笑顔に、少しだけ胸が痛くなる。デート、のつもりだったのかもしれない。事務所を出る時も、確かに素早かった。

　そして、今さらながらに気がついたが、クリスは髪型を少しだけ変えてお下げにしていた。多分、事務所を出る前にトイレに寄った時のことだろう。

　それが実際に来てみれば、俺は人の動きや街の様子に気を取られてばかりで、アイスも結局クリスが一人でほとんど食べていた。

　さすがに、罪悪感を抱いてしまう。

「……映画でも観みて行くか？」

　俺は必死に考えた末にそう言ったのだが、クリスは小さく吹き出していた。

「ハルさんは、本当にハルさんですね」

「……」

「無理しないでください」

　クリスは見た目ほど幼くもない。

　どうしても幼く、子供のように思ってしまうのは、昔のクリスを知っているせいだろう。

「どうせ映画に行くなら、教会に行きませんか？　それと……」

　そして、秘密基地に行こうと誘うように、こっそりとこう言った。

「教会は、部屋が空いてます」

「……」

「それなら、投資の話もずっとおつきあいできます」

　二人の共通項は投資であり、それならばクリスは胸を張って対等に付き合うことができる。

　引っ込み思案でおどおどして、人の顔色をうかがって行動してしまうような自分とはおさらばできる。

　俺おれは、クリスの手からコーンを受け取って、半分ほどいっぺんにかじった。

　うまいな、と初めて感想を言うと、クリスは呆あきれるように笑っている。

「なら、教会に行こうか」

「はい！」

　クリスは元気良く返事をして、周りの客の視線を集めている。いつもなら顔を真っ赤にしてうつむきそうなものなのに、クリスはまったく平気な様子で、俺の手を取った。

「土曜なら、セローもいるよな？」

「へ？」

「ちょっと頼たのみたい分析がある」

　クリスに本格的な分析を依い頼らいする前の下調べ。

　俺はそういうつもりで言ったのだが、俺の手を取ったクリスは、むくれた顔を向けてくる。

「なにかあったら、私に言ってくださいよ」

「雑用みたいなもんだよ。セローよりお前のほうが稼いでるだろ？」

　ならば、クリスに頼むのは非効率。

　俺はそう思ったのだが、クリスは俺の手を握りしめながら、はっきりと見据えて言う。

「私は、ハルさんの考えていることを追体験して、今ここに立っているんですよ」

　だから、私に頼め。

　クリスは着実に大胆になっている。

　リサは、クリスの成長そのものが寂しいと言っていたが、俺はその言葉の意味が、少しだけわかったような気がした。

「まあ、確かにそうだ」

　と、歩き出した俺は、隣となりのクリスを見て言った。

「あと、その髪型似合ってるよ」

　そう言った瞬しゆん間かん、スイッチでも押したかのように、一瞬でクリスの顔が赤くなった。

　俺は、もう少しでこの鉄面皮が動きそうに感じるほど、笑いたくなる。クリスはクリスでなにをどう対処したらいいのかわからないようで、うつむいて髪の毛をいじりながら歩いている。

　クラプトンスクエアは月面の最先端。

　隣を歩くクリスも、そうだ。

　俺は人の多い賑にぎやかな通路を歩きながら、そのことをずっと考えていたのだった。







　効果はすぐに現れたらしい。

　初日はまだテスト始動という感じだったが、二日目、三日目から、四日目の今日、クリスのプログラムでは最高の、一日でプラス十三％を記録したと言っていた。

　俺おれが四年前にやっていた取引からすると、さほど驚おどろくべき数字でもないと思うが、クリスのプログラムの中で真に驚きよう嘆たんすべきは、そのボラティリティの低さだ。

　ボラティリティとは、言うなれば価格変動の大きさのことで、どれくらい波が大きいかを示している。つまり、クリスの取引は、十三％を儲もうけた翌日には、かなりの確率で十三％の数％前後の儲けに収まるということだ。それがいつまで続くかは当然神のみぞ知るだが、とにかくここ数日、役所での終業と同時に、クリスからの景気の良い報告メールが来ていた。

　しかも、ここがいかにもクリスらしいところなのだが、メールを送った後で、大抵は本人もやって来た。どうせ会うのなら口頭で伝えればいいのにと、近くのカフェで落ち合うたびに思いつつ、口にはしなかった。

　そんな健けな気げなところがあるクリスだが、クリスの運用額で投とう資しリターンが毎日十％超えというのは、もはや子供の火遊びの領域ではない。数十万ムールの儲けは、やがて数百万ムールに膨ふくれ上がり、さらにその上の桁けたが顔を出したっておかしくはない。

　成功は金を呼び、その金がまた成功を呼ぶ。

　投資では、特にその傾向が顕けん著ちよだ。

　俺がクリスのプログラムに組み込んだのも、要するにこれだった。

「モーメンタムの手法」

　俺とクリスが居るのは、外区の中でも比較的落ち着いた場所にあるカフェの、通りに面した四階の窓際だった。並んで座る形式の席からは、家路を急ぐ人たちの茜あかね色いろの姿がよく見える。

　ホワイトカラーとブルーカラーの中間みたいな職種の人たちが多いせいか、皆コートやジャケットを着ているものの、どこか野や暮ぼったい。

　けれども、俺は彼らの地に足のついた恰かつ好こうを見ると、ほっとするところがある。ニュートンシティのクラプトンスクエアも悪くはないが、もう、俺はあそこで楽しくはしゃげるほど無邪気ではないらしい。

　クリスからの報告メールを受け取る時も、自分の考えがすこんと市し場じようの間かん隙げきを打ち抜いた爽そう快かい感かんはあっても、小こ躍おどりして儲けを計算するようなことはない。

「モーメンタム……もちろん、概念はわかるんですけれど……」

「これから先に値が伸びる銘めい柄がらは、今まさに値が伸びている銘柄である。トートロジーのような気は、確かにする」

「数学的にも相関性は導けますが……比較的新しい方法なんですよね？」

「手法そのものは古代からあったろうけど、俺がその言葉を目にするようになったのは前世紀のバブルについての本の中だ。数学的な裏付けも、企業の財務的な裏付けもない。その手法の裏付けになるのは、投資をする連中の『楽観』だ」

「ＰＥＲが百倍を超えている銘柄に重みづけするなんて、怖くてできませんよ……」

　株かぶ価か収益率と呼ばれる指し標ひようを、クリスは口にする。株かぶが割高か割安かを判断する時に用いられる目安の一つで、現在の株かぶ価かに対して、どれくらい会社は利益を出しているか、を表している。これを理解するには、株かぶのことを、金の卵を産む鶏にわとりだと思えばいい。金の卵とは、会社の利益だ。養よう鶏けい場じようにはたくさんの鶏がいて、それぞれが色々な大きさの金の卵を産む。

　ここで、隣となりのケージにいる鶏が、同じ値段なのに自分の鶏より大きな金の卵を産むとなれば、どう考えても隣の鶏を所有すべきだ。自分の鶏を売り、隣の鶏を買う。こうしていくと、割高な鶏は売られて安くなり、割安な鶏は買われて高くなり、やがて適正な値段に近づいていく。

　すると、あえて割高の鶏を持つ理由は、二つしかない。

　そいつがこれから先大きな金の卵を産むと期待できるか、さもなくば、そうだと期待している誰だれかに転売できると確信がある時だろう。

　問題は、確かに鶏は毎年大きな金の卵を産むことがありうるが、何事にも限度があるということだ。

　ＰＥＲは、経験的には、十倍から二十倍が適正とされている。鶏の卵には色々大きさがありつつ、ある程度常識的な大きさというものがあるのと同じだろう。今、市し場じようではそのＰＥＲが百倍に達している株がごろごろある。鶏の尻しりの穴から、いくらでもでかい金の卵が出てくると、本気で信じ込んでいるのだ。

　クラプトンスクエアでも、家の値段は上がり続けると信じた者達が、分不相応な借金をして家を買っていた。

　だから俺おれは、四年前の自分に対し、市場に群がる連中の狂気レベルの目盛りを、かちりと一つ前に進めたのだ。

「まあ、この手法が正しいとわかったなら、もっと銘めい柄がらを増やすべきだな」

「そうですね。ただ、それも数学的に抽出できればいいんですけど……」

　クリスはしょんぼりと肩を落とす。ここ数日躍やつ起きになって、俺が言う『楽観』にまみれた銘柄を数学的な手法で割りだそうとして、すべて失敗していた。

　それで出てくるのは、単に右肩上がりの銘柄だけだった。業績が良くて、財務状態が良くて、二十年後も安心して持っていられるようなものばかり。

　しかし、俺が見つけたいのはそういうものではなくて、今は大赤字でボロボロだけれども、間違いなく数年後に大化けしそうな会社で、だから早く買っておいたほうがいい……そんなふうに思わせる銘柄のこと。あるいは、人がそう考えると誰かが考えそうな銘柄のこと。そして、これがなによりも大事なのだが、その思おも惑わくが呆あきれるくらい日々変化するものだった。

　なぜなら、価格の変化とは、結局その思惑の変化のことに他ならないからだ。

　たとえば、ある株を満足する価格で買って、ずっとその価値が変わっていないと思うのなら、どうしてそれを売る必要があるだろう？　特に、これは値段が上がっていく株を買う人間について当てはまる。

　ある投とう資し家かがある株を、百ムールで買わなかったとする。この時、この投資家は百ムールの価値はないと判断したことになる。なのに、その株かぶが一日ごとに十ムールずつ上がっていくとする。それが一ヶ月続き、四百ムールになる。百ムールで買わなかった投とう資し家かは、我が慢まんができず、四百ムールで買うことになる。よくあることだ。しかし、なぜ？　と問うべきなのだ。百ムールでは買わなかったのに、四百ムールで買うのはどうしてか？　と。

　それは、もっと値が上がると思ったからだろう。この投資家の中で、その株の価格ではなく、価値についての思おも惑わくの変化があったからだ。

　つまり、売買が頻ひん繁ぱんに行われるということは、価値を見直す人間が多いということの現れでもある。

　だから、株かぶ価か予測とは、企業の業績の変化を予測するのと同じくらい、人の思惑の変化を予測することでもある。

　そして、それができるのは今のところ、人間だけなのだ。

　俺おれがクリスのプログラムの洗練を前にしても平気でいられたのは、多分、そのことを肌で理解していたからだろう。数学的にはどれだけ明確に誤りだと示されていても、人はそれに従えないことがたくさんある。だから、自分にも仕事が残されていると、感覚的にわかっていたのだ。

　もちろん、そのことを理解するためには、ものすごい代だい償しようを支払うことになったのだが。

　それで、あの土曜日のクリスとのデートの後に俺がしたことは、企業のホームページやその会社にまつわる話を集め、楽観という重みづけをして取引すべき銘めい柄がらを見つけ出すことだった。馬ば鹿かな連中が好きそうな銘柄を見つけること、と言ってもいい。

　株かぶ式しきの銘柄には、好み、というものが実際にある。あいつが好きそうな銘柄はこれだろう？　と指摘できることがままある。

　それは別段珍しいことではなく、百年以上前の偉大な経済学者が、すでにその真理を美人コンテストになぞらえて説明している。

　ジョン・メイナード・ケインズは言った。

　株式投資とは美人投票で誰だれが一番になるかを当てるゲームのようなもので、決して自分が一番美人だと思う人に投票するべきではない。だが、周りが誰が一番美人かと考えるような人に投票することですらない。投票すべきは、周りがこの人を一番美人と考えるだろう、と人々が考えることの「平均」なのであり、場合によってはその平均の平均、あるいはさらに高次の判断が必要かもしれない、と。

　もちろん、人の思惑を見抜くのは、とても難しい。

　アイザック・ニュートンが株で大損をした時の有名な台詞せりふは、私は惑星の軌き道どうを計算できても、人の狂気は計算することはできない、だった。

　だが、それでも、人は付き合いの長い相手ならば、そいつの好みを言い当てられる。その点、株式市し場じようというやつとはそれなりに長い付き合いだったし、四年間市場から離はなれていたのも、むしろ良かったのかもしれない。

　ずっと水の中にいると、茹ゆだっていてもわからない蛙かえるの喩たとえに近い。ゆっくり水を加熱されると、湯が沸ふつ騰とうして死ぬまでそのことに気がつかない蛙の実験のことだ。

　ある日、久しぶりにひょいと覗のぞいたからこそ、その狂気の度合いを冷静に推おし量はかることができたのだろう。外区でずっと貧困層の暮らしぶりを眺めていたからこそ、ニュートンシティの狂気の大きさを理解することができたのだ、と。

「まあ、数学では難しい問題だろうな」

　いつかはそういうことも可能になるのかもしれないが、今のところは、人間に敵かなわない。

「うーん……ハルさんは、ホームページを見ただけで、それだ、とわかるんですよね？」

「まあな。企業の理念だとか、目標だとか、うちはこういう会社だとか、あとはその会社の株かぶ価かの動きを見れば、大体わかる」

「うー……？」

　クリスは唸うなり、カフェオレのカップを両手で包むように持っている。俺おれは甘ったるいキャラメル味のコーヒーをすすり、小さくため息をつく。

　懐なつかしいな、と思う。

　四年前、俺とハガナもこうして会話をしていたのだと。

「ポルノの定義と一緒だろ」

「ん？」

　不意にかけられた声に振り向くと、町のチンピラにしか見えないセローが、四年前のアフロみたいに生クリームが盛られたコーヒーカップを持って立っていた。

「未いまだにポルノの取り締しまりの際に出される判例は、アメリカの有名な判事が言った言葉に集約される」

「なんだそれ」

「芸術とポルノの違いはなんなのだ？　アーティスティックなエロチシズムの追求と、下げ賤せんで卑しむべき肉欲との境目はどこにある？　人類が文明を持って以来の難しい問題だ。しかも、文明人を気取る連中は定義を定めなければ議論ができないと本気で思っている。だが、当時の判事は、臆おくすることなく言って退のけた。すなわち、それがポルノかどうかは、見ればわかる」

　セローは俺を挟んでクリスの反対側に座り、カップを掲げて俺越しにクリスに挨あい拶さつをする。

「見ればわかるものを見ないで判断しようとするから、問題がややこしくなる。定義論争というのは常にそうだ。で？　頼たのみたいことはなんだって？　画像認識か？　語句検索か？」

「その両方かな」

「雰囲気ってのはデジタルと一番相性が悪いんだよ。お前からメールされた案件ってあれだろ？　短い文章がどういう文脈で語られているかとか、そういうのをさくっとネットから拾ってこいとか言うんだろ？」

「なんだ、直接会って話さなくても通じてるじゃないか」

「馬ば鹿か野郎。そんな面倒な案件をメール一つでお願いします、わかりました、で済ませられると思ってるなよ。俺おれが会って直接伝えたかったのは、これは面倒な仕事の中でも特に面倒な一つなんだ、というこのニュアンスだ。オーケー？」

　俺の首に腕を回し、顔を近づけてセローは言う。

　俺は元々顔が動かないのは別にしても、無表情のままセローを見返して、言う。

「もしもその手法が全自動で確立されたら、儲もうけは途方もないものになるだろうな。それは延ひいてはクリスの収入につながり、教会運営につながる」

「俺がこのくそ忙しい中に時間を作って会社を抜け出してここに来たのは、お前がそういう理屈を盾にしてくるとすぐにわかったからだっ」

「俺は自分にできる最善手を取っているだけだよ。人とのつながりは活いかすべきだ、とリサに教わったからね」

「確かに俺はスーパープログラマーだがな、日々の仕事というものが……」

　セローが俺に額をこすりつけるように睨にらんでいるさなか、不意にその言葉が止まった。

　その視線は、俺を越えた向こう側に向けられていた。

「あの……すみません……私が至らないばっかりに……」

「や、クリスちゃんは悪くないよ」
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　セローはぱっと俺おれの首から腕を離はなし、体を起こしてにこやかに言う。

　ハガナの時もそうだったが、とにかく女に弱い性格だ。

「こいつが気取って、雰囲気だとか見ればわかるとか、いい加減なことばっかり言うんだろ？　それをプログラムで全自動にしろなんてね、悪いのは全部こいつだよ」

「えっと、でも……」

「あー、大丈夫、大丈夫。俺の知り合いに文脈解析の専門家とか、画像認識の研究者とかいるから。ちょちょーって頼たのめば一発だ。格安で引き受けてくれる」

　俺の頭をばしばし叩たたき、調子が良さそうに言うセローに、クリスはあわあわとしている。

「格安って……あの、お仕事ですからきちんと対価は──」

「なに、皆金なんてたいして興味ないんだよ。金を積んであいつらのモチベーションを上げるより、もっと有効な方法がある。クリスちゃん自身にね」

「は、はい？」

　ポルノがどうこうという話をしていたせいか、クリスが少し顔を赤くして肩をすくませている。ほとんど無意識なのだろうが、肩をすくめて両手を胸の前に当てるいかにも女の子らしいしぐさは、やめたほうがいいと俺は思う。セローの顔が、瞬しゆん時じにだらしなくなる。

　一体どんなことを要求するつもりだ、とセローを睨にらみつけた。

　しかし、出てきた言葉は異国の言語だった。

「リーマン予想かゴルディオスの結び目かなんでもいいけど、その手の話につきあってやってくれないかな」

　俺だけでなく、クリスもぽかんとした。

「……は、はい？」

「クリスちゃん、純粋数学の方面に強いだろ？　あいつら筋金入りの変態だからさ、自分の数学がどこまで到達しているかを人に喋しやべりたくて仕方がないんだよ。それも、きちんとその評価をできるような相手にね。ボディビルダーが筋肉自慢をしたがるようなもんだ」

「は、はあ……」

「で、評価してくれるのが可愛かわいい女の子なら、なおのことよし」

　セローは片目を閉じ、親指を立ててそう言った。

　クリスは呆あつ気けに取られているが、俺だって呆あきれる。

「あの子のためなら！　って気持ちは、馬ば鹿かにするべきじゃないよな？」

　セローは俺を見て、嫌味ったらしく言う。

　だが、否定できないのもまた事実。

「人は案外くだらない理由で動くものだ。まともに開発しようと思えば企業が本腰入れて投とう資ししないとならないようなものでも、あっさり作れるかもな。なにせ、結局物を作るのは人なんだから」

　セローにしてはいいことを言うと思う。

　俺おれがクリスを見ると、クリスは少しびくりと体をすくませてから、視線をスライドさせるようにセローに向ける。

「あの……本当に、それだけで？」

「ああ。多分、あいつらやばいくらい本気になると思うぜ」

　セローは月面でも屈指のソフトウェア会社に在ざい籍せきしている。一時、不可思議な図形が小さく描かれただけの広告を出して、それが入社試験の日にちと連絡方法になっていたことがあって話題になったような会社だ。なんの予備知識もなくその暗号を解読し、連絡をしてきた人間だけを試験して、さらにふるいにかけていったらしい。

　俺もそれを見たことがあるが、なにを手掛かりにしていいのかすらわからなかった。ハガナはすぐにわかったらしいが、ほとんど宇宙から不思議な電波を受信するシャーマンとしか思えない。そういう連中なら、確かに俗世の金などという物質には、ほとんど興味を示さないかもしれない。

「ま、その報ほう酬しゆうさえ飲んでくれれば、俺は声かけて人集めて、開発に乗り出すよ。なにせ、残念ながら……」

　と、セローは言って、恥ずかしそうに笑う。

「金が儲もうかりそうだしな」

　自分の会社を乗っ取られ、ふてくされるように外区の片隅で違法なネットカフェを営んでいたセローが、心を入れ替えて勤めに出たのは、必要な時に必要な金がなかったことを悔いてのことだった。

　俺や、クリスや、セローや、あるいはリサや、あの時、俺たちと関わっていた者たちは、皆、金という物に振り回され、散り散りになった。金に魂を奪われなくても、生活を奪われることはあり得るのだ。

　俺たちはそのことを、深く理解している。

　セローは着実に稼かせぎを得る道を選び、クリスは金をねじ伏せる道を選んだ。

　だから、セローのその言葉には、茶化すこともなくうなずいた。

「よろしく、お願いします」

「ああ」

　クリスの言葉にセローは言って、俺を見る。

　俺はセローを見返して、言った。

「頼たのむ」

　短く言った俺には、やれやれと肩をすくめて、椅い子すから立ち上がった。

「まあ、たまにはこういう遊びがないとな」

　そう言って歩き出そうとするセローに、わざわざ来てくれた礼を言おうとして、俺は不意に聞いてみたいことが頭に浮かんでいた。

「あ、ちょっと」

「あん？」

「聞きたいことがあったんだ」

「へえ。なんだ？　珍しいな」

　振り向いたセローに、俺おれは少し口ごもる。

　この三年間、聞くチャンスはいくらでもあったのに、聞いてこなかった質問だ。

「あまり、気安く聞くようなことでもないと思うんだが」

「なんだよ、お前にしちゃあ珍しいじゃないか」

「会社が潰つぶれるっていうのは……どういう気分だったんだ？」

　俺の言葉に、クリスがちょっと驚おどろいたような顔をしている。

　俺は取り返しのつかない失敗をした。そして、セローもまた、そうだった。だから単なる好奇心とは思われないはずだし、実際、俺は人生の先せん輩ぱいに一つの意見を聞きたくて口にした。

　俺がじっとセローの目を見ると、セローはふっと口角を緩ゆるめ、腰に手を当て、言った。

「子供を殺されるってのが、あんな感じなのかもしれないな」

「……子供？」

「手塩にかけて育てた、かけがえのない存在」

「……」

「会社の経営ってのは、サラリーマン的な視点とは全く別の世界になる。手のかかりようが半端じゃない。当初の予定どおりにいくことなんてひとつもなくて、部下は自分勝手なことばっか言い募るし、トラブル、トラブル、またトラブル。なんでこんなことしてるんだ？　て自問したことは一度や二度じゃない。けど、一緒に事業を立ち上げたやつらと仲なか違たがいしたり、裏切られたり、ろくでもないことがあっても守ったのは、愛着があったからだ。法人格、なんてよく言ったもんだと思うぜ。会社はただの入れ物のはずなのに、そこにははっきりと、人格があったんだ。確かに、名前があって、顔があって……血が、かよっていたんだ」

　喋しやべるセローは、いつものかったるそうな目つきではなくて、どこか優しげな顔をしていた。

　それは、過去を懐なつかしむ顔だ。

「……だから、それを潰され、奪われた時には、ひどく落ち込んだけどな……。結局、なんだかんだ俺は今もこうして立っている。だったら」

　と、セローは言って、コーヒーを飲んだ。

「お前に、できないことはないだろ」

　取り返しのつかない失敗の後に、自分の足で立ち上がること。

「あんたに……そんな言葉をかけられるなんて思わなかったよ」

「俺も、お前にこんな質問をされるなんて思わなかったからな」

　セローはにやりと笑い、心配そうにしているクリスに向かい、わざとらしくウインクする。

「そういうわけだ」

「ああ……」

　俺おれは答え、それから、咳せき払ばらいをして、付け加えた。

「ありがとう」

「なあに」

　セローは笑い、俺もまた、照れ隠しに唇の端を指で吊つり上げた。

「じゃあ、諸もろ々もろ、そういうわけでな」

　そう言うセローに、それまで二人のやり取りを見ていたクリスが、はっと我に返ったように言った。

「あ、あの、セローさん、今日は教会には？」

「ん？　いや、行けないや。仕事があるからね」

　セローはカップのコーヒーを一気飲みして、口の周りに生クリームをつけている。

「リサによろしく言っといて。スーパープログラマーセローが、スーパープログラムを作って教会のためにスーパー金を稼かせぐって」

「わかりました」

　クリスは残念そうにしながらも、セローのわざとらしい言い方にくすぐったそうに笑っている。

「じゃ、詳しいことはメールでね」

　セローは手を振って、カフェを後にした。忙しいのは本当なのだろう。

　身長の高いセローがいなくなると、ちょっとした空虚感が漂ってしまう。

　俺とクリスはわずかな間、互いにどちらが口を開くべきかと探り合うかのような沈ちん黙もくを経て、結局クリスが先に口を開いた。

「ハルさんはこの後、どうしますか？」

「ああ、俺も今日は帰るよ」

　日曜日以来、連日のように教会に行っていた。主に、クリスがプログラムの改良のためと称しては、役所の出張所近くのこのカフェで待ち合わせるからだ。ただ、そのたびに帰りが遅くなり、睡眠時間が減ってきている。今日あたりは少しゆっくりしたかった。

「せっかく教会の部屋が空いているんですから、泊まっていけばいいのに……」

「俺よりそこを必要としている人が来るかもしれないだろ？」

「そ、その時は……私の部屋にでも……」

　クリスはごにょごにょと言うが、リサがきっと怒るだろう。

「どんな楽しいことも、毎日やってたら飽きてしまう」

　俺はクリスの頭を撫なで、クリスはむずかる猫のように顔を背けるが、手の下から逃げようとはしなかった。

「いつも子供扱いなんですね」

「クリスと同じ年の時、俺おれもリサによくそう言っていたよ」

　俺は肩をすくめ、口の端を指で吊つり上げたのだった。







　エレノアのもとに試用期間として入り一週間以上が経たっていたものの、俺は結局まだ一ムールも投とう資しをしていなかった。

　投資をしてみたい銘めい柄がらはいくつかあったし、昼間仕事があって事務所に行けなくても、注文そのものをすることはル・ゴッフなりに頼たのめばいくらでもできた。だが、俺は投資をする気がどうしても起きなかった。

　決して金かね儲もうけに興味がなくなったわけではなく、むしろ、四年前よりももっと広い視野で眺められるようになって、興味も広くなっていた。レナと一緒に昼ひる休きゆう憩けいの時には株かぶ式しき情報番組も観み始はじめるようになって、意外な面白さに驚おどろいたりもした。

　クリスのプログラムは市し場じようの軟調もあって、週の後半ではやや速度を落としていたが、それでも着実に利益を伸ばしている。エレノアの個人資産がいくらなのかはわからないが、決して悪くない儲けになっているだろう。その投資パフォーマンスをもって資金勧誘に赴けば、凄すさまじい金額が集まるのではないか。

　そう考えると、もしかしたら、俺が投資する気にならないのは、クリスのプログラムがあるから俺は投資したってしょうがない、という気持ちがどこかにあるからなのかもしれない。楽観を手掛かりに銘柄を選ぶといっても、選んだあとの取引は、クリスのプログラムに従ったほうが、俺自身がやるよりも有効なはずなのだから。

　俺が投資をしないのはクリスも気にしていて、そのせいか、クリスは俺のアドバイスに従ってプログラムが改善されたことをル・ゴッフに伝えてくれたらしい。ル・ゴッフはそれはそれで結構だが、そうなるとこちらとしては個別に報ほう酬しゆうを支払うことが難しいとメールで送ってきた。

　至極当然のことだと思うし、俺としてもこのまま役所を辞めてまで投資に没頭したいかというと、そういう気持ちではなかった。

　クラプトンスクエアでの狂気は本物だったと、クリスのプログラムが証明した。だとしたら、自分はなるべく市場の狂気から距きよ離りを置くべきではないのかとすら思っていた。ミイラ取りがミイラになっては、四年前の繰くり返しになるからだ。

　だが、俺は雇われの身としてあの場にいる。試用期間が終わる前に、エレノアとはきちんとそのあたりのことを話すべきだと思い、一週間ぶりにエレノアの事務所に行った。

　の、だが。

「あれ、お前だけ？」

　狭い事務所に入ると、クリスだけがぽつんと椅い子すに座っていた。

　昼過ぎにのんびりと行ったので、事務所に入ると唐辛子みたいな残り香があった。

　エスニック系のデリバリーを頼たのんだのだろう。

「皆さん外に出てしまってますけど……来るなら言ってくださいよ……」

　髪の毛を押さえながら、少し恨みがましい目で見られる。

　目の下には、クマもできている。

「ろくに寝ないでプログラムいじってて、リサに怒られて逃げ出して来たって感じだな」

「うー……」

「精度は上がったか？」

　俺おれが尋ねると、クリスはぱっと顔を輝かがやかせて、ディスプレイをぐいっと俺のほうに向ける。

「ハルさんから送られて来た銘めい柄がらを過去に遡さかのぼって解析してみましたが、理論上七十％以上の利益を追加で取れそうです」

　満面の笑みでクリスは言う。ディスプレイには複数の折れ線グラフが描かれていて、どれも右肩上がりになっているが、なにを示しているのかは正直俺にはわからない。

「ネックはやはりボラティリティと時間軸における連続性です。特にハルさんの選定する銘柄はボラティリティが大きい物が多いですからね。過去データにモデルを当てはめてバックテストするとうまくいきますが、多分、現実に適用させようとするとかなりリスクが増えるでしょう。特に、株かぶの希少性のせいで値動きが荒くなっている物はすごく大きいはずです。あまつさえ、運悪くその日のうちに手じまいできなくなると、翌日悲惨な目に遭う可能性がすごく高くなります」

　寝不足のせいか、いつもより早口で興奮気味だ。

　俺は、とりあえず返事をしておく。

「つまり？」

「つまり、方程式上は値段は連続していますが、現実は離り散さん的てきで、しかもどこでそうなるかはまず予測ができません。取引モデルにそぐわない結果になってしまう原因なので、効率のボトルネックになってしまっています。どうにか取り除のぞけないかと試しているんですけど、建玉の厚い銘柄でも、月面証しよう券けん取とり引ひき所じよからここまで、データ転送が平均で〇．〇五秒かかりますから、その間は目隠しされているのと同じで、手に負えないんです。今は通信関連のノイズ除去に使われている方法を応用できないかと思っているんですけど……」

　早口でまくし立て、最後に悲しそうに肩を落としてため息をつくクリスに、俺は水を差さないように返事をしておく。

「なるほど」

　全然わからない。

　その一言をそっと脇わきに置き、話題を変える。

「セローのほうはどうなってる？」

「食事する場所はお肉がいいか魚がいいかって聞かれました」

　順調だということだろう。

「まあ、しばらく俺おれが自分の目で探すよ」

　俺がそう言うと、夢中でまくしたてていたクリスは、反転、気落ちしたように肩を落とした。

「お願いします……」

「で、他の人はいつ帰ってくるかわかりそうか？」

「ル・ゴッフさんは夜まで帰ってこないみたいです。マルコ君は、しばらくしたら帰ってくるかと思いますけど、なにか御用でしたか？」

「ああ、今後のことについて」

　と、俺が言うと、クリスは呆あつ気けに取られたような目をして俺のことを見る。

「えっと、それは……」

「俺は、自分自身で投とう資ししてないだろ？　それでもいいのかってこと」

　クリスは薄うす々うすそのことを心配していたからこそ、ル・ゴッフに注進してくれたはずだ。

　すぐにこう言ってくる。

「ハルさんも投資すればいいんですよ」

「クリスのプログラムがあるのに？」

「う……」

　クリスは唸うなり、おもむろに言う。

「長期投資、とか」

「地球の六倍の速さで進む月面で？　投資資金が百億ムールとかそういう大規模な連中なら、それでもいいかもしれないけど」

「数日から数週間のスイング取引とかでもいいじゃないですか」

「それにしたって、クリスがプログラムの時間軸を長めにとればいいだけのことだろう？」

「うー……時間軸を長めにとると、リスクばかり増えて儲もうけが激減するんです……」

「だったら余計に俺がやる必要ないだろ。それに、豚みたいにディスプレイに頭を突っ込んで食い漁あさるのも楽しいけど、一歩引いたところから全体を眺めたり、向かうべき大きな方向はどっちかなんてことを考えるのも楽しいって、気がついたんだよ」

「……アナリストみたいですね」

「かもな。最近は、その手の番組も観みてるし」

「え、そうなんですか？」

「職場でも人気でね。プラチナブロンドとサングラスの、なんてったかな……」

　俺は名前を度忘れしてしまう。

　クリスが妙な顔をしているのは、俺おれがああいう番組を見るのかと驚おどろいているからだろう。

「でも、そうですね……」

「ん？」

　クリスは思案顔で視線を落としたまま呟つぶやき、ふと、顔を上げる。

「そういうハルさんも、かっこいいと思います」

　照れくさそうな上目遣い。

「テレビに出て、推奨銘めい柄がらを喚わめき散らす？」

「違いますっ。もっとこう、物静かな感じも似合うと思ったんです」

「物静かね」

　俺は肩をすくめて、そう言った。

「昔はなんであんなに熱かったんだろうな」

　そして、俺は市し場じようの一体なにをあれほど恐れていたのだろう？

　昼食の残り香が漂う静かな事務所の一室で、なんのリスクもない大金を好き放題に動かして報ほう酬しゆうだけはがっぽりもらうことができる。頭がぼんやりしているのは、そういう環かん境きようのせいだろうか？

　俺はそう思うが、それも少し違う気がした。あるいは、もしかしたらこれは、過去に抱いていた夢をなくしたせいで、その穴に虚無感を抱いているだけなのかもしれない。

　そこに収まるべき物はすでになくて、ずっと喪失感だけを抱えて生きていくような。

　俺はそう思ってから、宇宙文学の読みすぎかもしれない、と思った。

　広大な銀河に抱かれ、永遠の時を生きる宇宙の物語。あまりに目まぐるしく移り変わる月面の生活のせいか、最近はそういう極端に幻想的な文学がもてはやされている。

　まだ四年前のショックから立ち直りきれていなかった頃ころ、俺は精神安定剤代わりにそんな本を結構読んでいた。

「また、そういうのを見つければいいんですよ」

　この四年間、何度も見せてくれた慰なぐさめるような顔ではなくて、むすっとむくれた顔でクリスは言った。

　まさか宇宙文学的な、精神安定剤ではないだろう。

　クリスは月の子だ。

　持てばたちまち瞳どう孔こうが開き、髪の毛が逆立つような、燃え盛る目標のことだろう。

「まあな」

「……」

「できれば、毒にも薬にもならないようなことで夢中になれるといいんだけど」

　四年前の俺は、俺という器には大きすぎる海に飛び込み、そのすべてを掬すくおうとしていた。

　溢あふれてひっくり返るのも道理というものだ。

　そして、そのせいで押し流してしまった物も、膨ぼう大だいだった。

「次はどれだけ夢中になっても、人の縁えんだけは見失いたくない」

　俺おれは自分の右手を見て、裏、表とひっくり返す。

　クリスがそっと触れてきて、久しぶりにこういう触られ方をしたな、と思った。

「私の見張り役、なんですよね？」

　自分の強烈な夢には同調してもらえなくても、自分からは離はなれないでいてくれる、ということを期待している目だった。

「ああ」

　その一言に、たちまち、ほっとしたような笑みになる。

「リサに厳命されているからね」

　俺がそう付け加えると、素直なクリスはぷくっと頰ほおを膨ふくらませて、そっぽを向く。

　俺は肩を揺らして歯を見せる。あるいは、本当に笑えていたかもしれない。

　狭い事務所に、リンという無機質な音が響ひびいたのは、そんな瞬しゆん間かんだった。

「あ、電話」

　クリスは言って、慌てて椅い子すから立ち上がり、壁かべに掛けてある電話を手に取った。受話器というのもなくしてハンズフリーにすればいいのに、とも昔は思ったが、内緒話がしづらいので結局この形に落ち着いているらしい。

　リサなどは、コード付きの受話器じゃないと落ち着いて電話ができないとか言っていた。あのコードを指に巻きつけるのがいいらしく、そういう人向けにわざわざアタッチメントとしてコードが売っているというから信じがたい。

「はい、こちらシュバイツェル・インベストメントです」

　そう言えば、クリスと初めて会った時も、クリスはこんな名乗り方をしていたような気がする。外区の貧困層で、家業の宅配専門の雑貨店を手伝っていた時のことだ。

　そこからすると、話し方もだいぶ落ち着いている。

　あの時は本当に、暗記した台詞せりふをただ繰くり返すだけの感じだったのだが。

「あ、エレノアさん？」

　俺はその声に、少しだけクリスを見る。

「はい……はい……あの、でも、ル・ゴッフさんもマルコ君も出てしまって……」

　ティーパーティーに扇子でも忘れていったのだろうか。

　そんなことを思っていると、クリスが肩越しにこちらを振り向いた。

「はい……ハルさん？」

「ん？」

「はい……、あの、ちょっと待ってくださいね。ハルさん、グランドセントラルホテルってわかりますか？」

「ああ……セントラルステーションの近くのやつだろ」

「わかるみたいです……はい。Ｃキャビネット四段七列ですね？　わかりました」

　クリスはそう言って、受話器を戻した。エレノアとの会話だったようだが、肩が小さくなるくらい大きく息を吐いている。

「電話、相変わらず苦手そうだな」

「……顔が見えないのが怖くって」

　俺おれがうなずくと、クリスは「それで」と言った。

「あの、エレノアさんが荷物を届けて欲しいと」

「ああ、グランドセントラルホテル？」

「はい。私はマルコ君が帰ってくるまで電話番しないと……」

　確かに、大金の絡む場所で、試用期間中の人間に電話番を任せて留守にするのはさすがにまずいだろう。

　椅い子すから立ち上がって、上着を手に取った。

「それくらいなら俺にも役に立てる。なにを持って行けばいい？」

「えっと……エレノアさんの部屋の、Ｃキャビネット上から四段目の七列目にあるファイルです」

　そういう数字だけはすっと言える。

　得意不得意は面白いな、と少しだけ思う。

「……入っていいのか」

　そう聞き返したのは、ここに初めて来た時のことを少し思い出したからだ。

　エレノアが部屋から出てきた時、扉の向こうに垣かい間ま見みえたのはうす暗い部屋だった。

　こことは違う、なにかもっと、様々なものが凝ぎよう縮しゆくされたような部屋だったし、どこか人を寄せ付けない雰囲気のようなものがあった。

　それに、クリスが数字だけを言って動かないのも、入ってはならないと言われているからだろう。

「ハルさんなら、と」

「……」

　どういう意味かはわからないが、クリスはあまり疑問に思っていないようだった。

「まあ、頼たのまれたなら持って行くよ。急ぎのようだったし」

「あ、それは、はい」

　俺は松まつ葉ば杖づえをついて、鍵かぎのかかっていないドアノブを回して扉を開ける。途端に目に入るのは、大量のアナログデータの山だ。ブラインドが閉じられているせいでひどく暗いが、圧倒的な量の資料が、壁かべと言わず床と言わず、積み上げられていた。

「すごいな」

　手探りで壁際のスイッチを探し、ぱちんと押すが、反応がない。何度かぱちぱちしたが、灯あかりがつかなかった。

「スイッチ壊こわれてるのか」

　振り向いて尋ねると、クリスは首を横に振った。

「エレノアさんは、考え事をする時は暗いほうがいいからって」

「……」

　投とう資しの世界に身を置く連中には、縁えん起ぎを担ぐ人間が少なくないらしい。頼たよるものがもう神しかない、という感覚は自分にもわかる。

　エレノアのこれがその手のことかどうかはわからないが、妙なこだわりはいつだって自分の弱さを克服するためのまじないだ。俺おれが四年前、投資がうまくいかなくなったのは風ふ呂ろに入ってベッドでのんびり寝たからではないかと真剣に考えたのと同じことだろうから、灯りは諦あきらめて、部屋の中に入る。

　エレノアは部屋に人を入れたくないようだから、扉は一応閉じておいた。ブラインドの向こうからも向かい側のビルの明かりが少し入り、部屋の四隅には埋もれるようにして常夜灯のような淡い明かりがあった。それでなんとか目が慣れてきて、言われたとおりのキャビネットを探す。鉄かアルミかはわからないが、無機質な骨組みだけのもので、そこにはびっしりと分厚いファイルが並べられていた。背表紙にはアルファベットや数字が振ってあり、なにかしらのデータを分類整理してあるらしい。手間をかけてこんなことをするのなら電子データにすればいいのに、と思う。それならばすべてのデータを持ち運べるし、万が一忘れても、オンライン上に保存しておけば月面上どこにいてもダウンロードできる。

　さすがは、地球生まれの貴族様というところか。

　そんなことを思いながら、目当ての物を見つけた。

「これか」

　分厚い、ほとんど箱のような厚さのファイルを引き抜いた。

　背表紙にはｇ１とだけあり、表紙にはｇａ～ｇｋとある。ｇ２は四段目の八列にあるので、これで間違いないだろう。

　ファイルを小こ脇わきに抱えて部屋から出ると、眩まぶしさに少しだけ目が痛い。

「わかりましたか？」

「多分これだ。ホテルの部屋は？」

「受付で言えばすぐにわかると」

　すべての部屋が一泊千ムールを超える、という謳うたい文句のホテルなら、当然かもしれない。四年前に行った時も、さすがと言えるサービスだった。

「じゃあ、ちょっと行ってくるが……」

「はい？」

「一人で大丈夫か？」

　クリスはその言葉に苦々しげに笑い、言う。

「私の台詞せりふです」

「なるべく早くに帰ってくるよ」

「あ、そうだ。エレノアさんが、タクシーを使ってくださいって言ってました。もちろん、経費で」

　それほど急ぎなのか、こちらの足の具合を考こう慮りよしてくれたのかはわからないが、ありがたくその申し出に甘えることにした。俺おれはうなずき、事務所を後にする。

　金の唸うなるニュートンシティでも、最も金が集まるシュレーディンガーストリートだから、辺へん鄙ぴな区画でも客待ちのタクシーがすぐに見つかった。こんな辺鄙なビルに入るところでも、エレノアのように数百万ムールを扱っている会社がいくつもあるはずだ。月面では贅ぜい沢たく中の贅沢に入るタクシー代の経費など、本業の浮き沈みからすれば、誤差みたいなものなのだろう。

「セントラルホテルまで」

　俺は生まれて初めてタクシーに乗り込み、映画で観みたまんま、そう告げた。

　乗った瞬しゆん間かんに二十ムール取られるはずだが、乗り心地はバートンが乗せてくれたリムジンには程遠いな、と思ったのだった。







　タクシーを降りると、少しだけ昔の記き憶おくがよみがえる。振り向けば車の座席には、腕を組み、不敵に笑っているバートンがいるのでは。

　そんな馬ば鹿かなとわかっていても、俺は振り向かざるを得なかった。

「なにかお忘れ物ですか？」

　古い映画の中では、タクシー運転手と言えば労働者階級の中でもかなり下のほうになる。特にニューヨークでは、英語もできない移民ができる仕事の三つ、「３Ｃ」の中に入っている。タクシーのｃａｂと、残り二つは床屋のｃｕｔと洗せん濯たく屋やのｃｌｅａｎｉｎｇだ。

　しかし、月面ではそもそも車を用意する時点でかなりの資本が必要になるし、運転免許をどうやってとるのかすら俺は知らない。

　だから、運転手は洗練されていたし、映画の中で観たように、料金について揉もめることもなかった。

「いえ、大丈夫です」

「またのご利用を」

　にこやかに言われ、俺は少しどぎまぎしながら体を引いた。そんなことをしていると、ホテルのポーターが、凄すご腕うでの掏す摸りのように荷物をさらってしまう。掏摸と違うのは、恭うやうやしく傍そばに控えてくれているところだ。

「ご宿泊ですか？」

　相変わらず観光スポットにもなっているし、各種セレモニーも頻ひん繁ぱんに行われている。

　俺おれが首を横に振ると、にっこり笑顔を返される。

「こちらに滞在している人に荷物を届けに来たんですが」

「かしこまりました。お部屋番号はおわかりになられますか？」

「あー……名前を言えばわかるとしか聞いていないんですが」

　実際に、月面最高のホテルにやって来てその言葉を口にすると、それがいかに傲ごう慢まんな台詞せりふなのかひしひしと実感できた。ポーターは一分の隙すきもない身なりをしていて、常に微笑ほほえみを絶やさない。辺りを行き交うのは平均以上の収入があるだろう人間ばかりで、少なからぬ要人がしょっちゅう出入りしているはずだ。

　四年前よりかは身なりも綺き麗れいになったと思うが、それにしたって場末の役所が似合っているという自覚くらいある。顔が動いていたら、多分情けない苦笑いをしていただろう。

　だから、鉄面皮でいられたことには、少しだけほっとする。

　真顔で言えば、大抵のことがそういうものかと納得されるからだ。

「ご宿泊客様のお名前をお伺いしても？」

「エレノア・シュバイツェル」

「シュバイツェル様ですね。承うけたまわっております。ご案内いたします」

　ポーターは言って、歩き出す。俺は呆あつ気けに取られてしまった。ポーターやその他の人員はざっと見まわしただけでも結構な数がいる。まさか全員で同じ情報を共有しているのかと、そのチームワークのすごさに恐れ入る。

　しかも、俺はポーターの後を追っていくが、遅すぎず早すぎず、ちょうどいい速度だった。

　さすがだな、と思っていると、連れて行かれたのは四年前、バートンと出会ったあのカフェだった。

「ここより先は、係の者がご案内いたします」

　と、俺が記き憶おくの中に引き込まれそうになっていると、荷物をバトンのように受け取った給仕が俺に向かって微笑んでいた。

　天井は吹き抜けというのもおこがましいほどに高く、すべてを吸い上げるような開放感をもたらしている。そのせいか、人の数は恐ろしく多いのに不思議とざわめきを感じない。このカフェの作りも、四年前ともちろん変わらず、一般席とＶＩＰ席のような区分けがなされている。

　給仕は当然のように数段高い場所にある席に俺を案内していく。そして、その中でも一番奥まった場所にある、壁かべがすべて水すい槽そうになっている区画で立ち止まった。ブースを区切る壁がすべてそうなっているらしい。いかにもな成金趣しゆ味みに感じたが、給仕は座席のほうを見やって、少しだけ驚おどろいていた。

　それからちらと俺のことを見て、また、迷うように席を見る。何事にも動じなさそうなほど洗練された人なのに、席にいる人物に声をかけようとしてためらい、半ば降参するように、俺おれのほうを見た。

「シュバイツェル様はお休みのようなのですが……」

　昼過ぎのうたた寝、ということらしい。

　確かに、こんな場所で眠りこけている客の相手は、なかなかしないのだろう。

「急ぎの用だって言われたので、自分が起こしますよ」

「……かしこまりました」

　給仕はそう言って、水すい槽そうで区切られたブースに入っていく。俺も水槽の前を横切り、水草の色なのだろう、淡い緑色に染まったそこに入ると、確かにエレノアが椅い子すにもたれかかって眠りこけていた。

　給仕には、礼を言って下がってもらう。

　俺は床に置かれた荷物、水槽と眺め、テーブルに視線を向けた。

　そこには、手のつけられていないコーヒーと、水のほとんどなくなっているグラスがあった。

「う……え……？」

　と、エレノアは人の気配でようやく目を覚ましたようで、もぐもぐ呟つぶやくようにそんなことを言っている。

「お休みのところ申し訳ありませんね」

　俺の一言に、頭痛を堪えるように額に手を当てて、目もまだ開ききらない。

「……失礼……」

「頼たのまれていた荷物です」

　俺は、努めて平静に言った。

「……ごめんなさい。眠ってしまっていたようで……」

　一週間ぶりに見るエレノアは、ひどく縮んでいるように見えた。あるいは、狭い事務所と、広いこことの差だろうか。

　なんにせよ、気分爽そう快かい、という感じではない。エレノアはずっと額を片方の手で押さえながら、もう片方の手で、対面の席を示す。荷物をそこに置けということなのか、座れということなのか。

　荷物より俺が重要ということもあるまいと思って、ひとまず鞄かばんからファイルを出して、テーブルに置いた。

「これであっていますか？」

　俺が尋ねると、エレノアはしばらく目頭を押さえたまま動かず、ようやく動き出すと、たちまち眠そうな様子は引っ込んだ。

「ｇ１……これで間違いありません。わざわざありがとうございました。夕方の会議で資料が必要だったのですが、間違えてしまって。取りに行ける時間もありませんでしたから、助かりました」

「電子データにすることをお勧めしますよ」

「ふふ。いつも言われます。あ、どうぞお掛けになって」

　どうやら一応俺おれに席を勧めていたらしい。

　椅い子すに座ると、エレノアの後ろに顎あごのしゃくれた真っ赤な魚が見えた。

「こんな席があったんですね」

「え？」

「水すい槽そうに囲まれた場所。隠れ家みたいですね」

「ええ、我わが儘ままな客が何人かいるんですよ。それで、まあ、その人たちでシェアしているような」

「……そのうちの一人？」

　エレノアは首をすくめ、俺のほうを指さす。

　しかし、指はさらに後ろを示していて、振り向くと水槽の中の巨大な鯰なまずが大きく口を開けて欠伸あくびをしていた。

「レッドテールキャットが好きなの。力強くて、肉々しくて」

　確かに、尻尾しつぽの赤いその巨大な鯰は、みっちり肉が詰まった独特のフォルムと質感がある。

「上を泳いでいるのが、スポテッドガーパイクに、ナイフフィッシュ。どちらも投とう資しファンドのマネージャーさんの趣しゆ味み。いかにも攻こう撃げき的てき。私の後ろのアジアアロワナは、銀行屋さんの趣味。東洋風の成金趣味が拭ぬぐえませんけれど。そちらの、プレコストマスやシクリッド類が泳いでいる水槽は、なにかのコンテストで優勝したデザインみたいです」

「……芸術的価値はわかりませんが、どれも高そうですね」

「え？」

　俺が値段のことを言うと、しばらくなにを言われているかわからなかったようだ。

　本物の金持ちは、金銭で物ごとを計らない。

「後ろのアジアアロワナは……まあ、そうですけれど、ほかのはそうでもありません。ですから、本当にここを利用する人の趣味ですね」

　そう言って小首をかしげるように微笑ほほえむが、同意していいのかどうかよくわからない。

　ここではコーヒー一杯が三十ムールを超えるはずだ。スーパーでのレジ打ちが時給七ムール、万引き防止のための警備員が時給九ムールであることを考えると、ここのカフェに無理を言って水槽と魚を置かせるようなことを趣味と言ってのけていいのかどうか。

　特に、こういう場所は店のイメージを作るためにデザインに莫ばく大だいな金をかけるし、ホテルの格式やらとの兼ね合いもあるはずだ。それを捻ねじ曲げてしまうのは、常連だからつけが利くとか、そういうレベルではないし、金があればいい、ということでもないだろう。

　月面の上流世界に、然しかるべき影えい響きよう力りよくを有している。

　それは途方もないことだろうに、エレノアはぽやんとしたいかにもお嬢じよう様さまみたいな雰囲気で、のんびりファイルをめくっている。

「あの事務所では飼わないんですか？」

　いきなり自分の雇用契約について話を切り出すのも無粋かと思い、そう言葉を向ける。

　すると、エレノアは困ったように笑った。

「自分では世話をできませんし、趣しゆ味みのことに他の人の手を煩わずらわせるわけには」

「そう……ですか？　喜んでやる人がいそうですが」

「マルコですか？　やっていただけるでしょうけれど、皆さんは、魚の世話をさせるにはもったいない人たちばかりです」

　とは言うものの、今あの事務所で電話番をしているのは、半年で投とう資し資金の七十％を稼かせぎだすトレーダーだ。市し場じよう価値にしたら、とんでもないものになるだろう。ヘッドハンティングの人材会社なら、七桁けたの給与を用意しかねない。

「それに、ぼんやりできるのはここだけなんです。ほかの人たちも大体そうですね」

「へえ？」

「ふふ。意外ですか？」

　エレノアは微笑ほほえみ、ファイルを閉じた。

「私はこれでも働いている身ですから。事務所にもなかなか帰れなくて……。それで、ちょっとした合間にぼんやり魚を見るのは結局ここ。それで、また頑張ろうって」

「忙しそうですね」

「お陰さまで」

　そんな綺き麗れいな返しをして、そのタイミングに給仕が水とおしぼりを持ってくる。

「なにか頼たのまれますか？　これを届けてくれたお礼、というわけではありませんけど」

「じゃあ、ブレンドを」

　迷いもせずこんなことを言えるくらい、俺おれは世間並みに落ち着いた。

「かしこまりました」

　給仕が下がり、わずかに沈ちん黙もくが生まれる。

　俺はテーブルの上のコーヒーを見て、言った。

「冷めますよ」

「え？」

「コーヒー」

「ああ、本当は苦手なのですが、香りが好きなので」

　高いアロマだなと呆あきれつつも、魚を眺めて飲みもしないコーヒーの香りを楽しむつかの間の休きゆう憩けいというからには、どうやら本当に忙しいらしい。

「一つ、お聞きしたいんですが」

「はい？」

「エレノアさんは、どんな仕事を？」

　てっきりカクテルパーティーで資金集めかと思いきや、そういう感じではなさそうだ。

　もっと分刻みのスケジュールに追われるタイプの仕事に思えたし、最初にエレノアの事務所に行った時も、電話会議がどうこうと言っていた。

　しかし、うるさい資本家を山ほど抱えているのでもなければ、そんな会議など不要な気がする。そして、クリスの運用額を見る限り、今のところシュバイツェル・インベストメントは、すべてエレノアのポケットマネーで運営されているのではないかと思う。

　一体なんの仕事なのか。

「ただ、言いたくないということであれば、もちろん無理には聞きませんが」

「……ル・ゴッフですね？」

「というのは？」

「いえ……ル・ゴッフから、なにか言われたのでしょう？　妙な気の遣い方をするんです」

「言われましたね。お嬢じよう様さまはそのことをあまり話したがらないからと」

「もう……なんでもないことです。ただ、おおっぴらに言われると困るというだけのことで」

　俺おれは純粋な疑問形で尋ねた。どんなことなのか、まったく想像できない。

　しかも、一応その業務はあのシュバイツェル・インベストメントを大きくするためのことらしい。俺が持ってきた資料も、その業務の一いつ環かんだとしたら、あの真っ暗にしてあるアナログデータの山の部屋も、その業務のためということになる。

　エレノアが投とう資しを行っている、というのならまだ理解できる。だが、エレノアは投資はしていない、とル・ゴッフは言った。

　俺が思案していると、エレノアはふっと微笑ほほえみ、脇わきに置いてあった鞄かばんの中から妙なものを取りだした。髪留め？　と気がついた時には、エレノアは自分のプラチナブロンドの髪の毛を手でまとめ、攻こう撃げき的てきなまでのアップにしていた。頭の上にこんもり髪が盛られたかと思うと、エレノアはそのままもう一つ取りだした物を身に着けた。

　サングラス。

　俺はそれで、文字どおり呆あつ気けに取られていた。

「え、それっ……」

「スージー・ウーの、株かぶ式しき情報番組っ！」

　胸を張り、両手を腰に当てて右肩をぐいと突き出すその姿勢に、その台詞せりふ。場末の役所の出張所にあるＰＣ画面ですら見かけるので、世事に疎い俺だって知っていた。民衆の財布の守護神と崇あがめられ、この欲望渦巻く月面ですら、株式投資を煽あおっていると非難される有名人。本来は株式の良し悪しを分析し、顧こ客きやくにその情報を提供する株式アナリストと呼ばれる連中の、総本山。働いて金持ちになれなければ株かぶで一発当てて金持ちになろう、という人間で溢あふれかえっている月面では、ロックスターよりも人気者だ。
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　俺おれは、エレノアがその場で下着姿になったよりも、よっぽどか驚おどろいていた。

「人に言われると困る、というのはこういうことです」

　髪留めを外し、サングラスを取ると、途端に柔らかなお嬢じよう様さまに戻る。道を歩いていて、まさかあのテレビ番組に出ている人間がエレノアだとは、とても思わないだろう。

「テレビの時はパンツルックで、裾すそで隠して思い切りヒールのある靴を履はいていますし、肩にもこれでもかとパッドを入れますから、普通にしている分にはまず気付かれませんけど」

「……スージー・ウー……」

「いかにも金きん融ゆうの世界でご活かつ躍やくなさっていそうな女性名でしょう？　香港ホンコン生まれで大学はアメリカ経由の月面移民、といったところでしょうか。たくさん考えたんですよ」

　エレノアが少し楽しげに話している一方で、俺はあまりのことに言葉を継げないでいる。

　そこにコーヒーが運ばれて来て、エレノアは少しスンと鼻を鳴らし、言う。

「グアテマラとホンジュラス」

「うちのコーヒーマイスターも脱帽でございます」

　給仕はにこりと微笑ほほえんでいる。俺は、香りだけでブレンドに使われている豆がわかるのか、と驚いた。給仕が下がると、エレノアはふうっとため息をついて、椅い子すに深くもたれかかった。

　背筋を伸ばし胸を張って、疲れたのかもしれない。

「本当は、詳しい人にブレンドの中身を教えてもらっただけです」

　茶目っ気たっぷりに微笑ほほえむエレノアに、俺おれは軽く肩をすくめた。それからコーヒーをすするが、当然、苦い酸っぱいとしかわからない。

　それと、スージー・ウーの仕事も、俺にはよくわからない。

「テレビに出て、資金稼かせぎを？」

「いえ、まさか」

　エレノアは苦笑いして、鞄かばんから櫛くしを取り出して少し髪の毛を梳すいていた。

「ああ、でも、ある意味ではそうかもしれません」

「……ある意味？」

「聞きたいですか？」

　上品な顔つきというのは、どこか人を見下すような顔つきに通じるものがある。エレノアのような娘には、いつもどこかいたずらっぽいような、相手を挑発するような雰囲気がある。

「株かぶに関わる人間でしたら、超人気アナリストとの会話を断るとは思えませんが」

「からかうなら、やめておきます」

「失礼しました」

　俺がそう言うと、エレノアはくすくすと笑っている。

「いえ、本当は、このお話にハルさんが興味を持ってくれるのなら、是非したいと思っていました。聞けば、ハルさんはまだ投とう資しをされていないということですから」

　エレノアの顔から表情が抜ける。

　ただ、それも一いつ瞬しゆんのことで、すぐに笑顔になる。

　エレノアは、俺があそこにとどまるかどうか迷っているのを見抜いているようだった。

「ハルさんの決断をお聞きする前に、先に、私にお話をさせてもらえませんか？」

　エレノアは、やはり俺がなにを言おうとしていたのかわかったのだろう。

「……職場説明の一いつ環かん、ということですか」

「超人気アナリストと一緒に働ける職場、ということかしら」

　どことなく皮肉っぽい返しが似合うのは、さすがヨーロッパの貴族というところだろうか。

　エレノアは笑いながら櫛を鞄にしまい、背もたれに体を預けて、やはりどこか億おつ劫くうそうにため息をつく。

　体調が悪いのか、それほど疲れているのだろうか？

　俺がそう思うのと同時くらいに、エレノアは俺の後ろのほうを力なく眺めながら、言った。

「元は、好きでやっていたことです。おじい様が体調を崩されて……地球に帰って以降の代理として、シュバイツェル＆ゼルガを経営していた時から、ずっと」

「ずっと？　アナリスト業務を？」

「投資銀行内部で言うアナリスト、という役職とは違いますが……。平たく言えば会社の分析がものすごく好きで、それだけを。社内の調査チームのミーティングなんかにも顔を出したりしていました。とても嫌がられましたけれど」

「まあ、でしょうね」

「ただ、そういう趣しゆ味みが実益にもなっているところもありました。私はこれでも経営者でしたから。若さと性別のせいで軽く見られることが往々にしてありましたけど、これだけ会社に詳しい人間が率いている投とう資し銀行なら、お金を預けても悪いようにはならないだろう、と」

　投資の世界では、クリスとハガナみたいなのは、年ねん齢れいを除いても例外的だ。

　四年前、俺おれが名前を知っている偉大な投資家はすべてが男性だったし、今でも大して状況は変わっていないだろう。

「じゃあ、事務所のあの部屋のアナログデータは、全部？」

「そう。会社について、あるいは、業界事情についてのデータです。持って来ていただいたこれも、私が独自に集めたデータを編へん纂さんしたものです。ご覧になりますか？」

「興味……ありますね」

「どうぞ」

　地球の六分の一の重力下でも、エレノアはファイルを重そうに持ち上げて、手渡してくる。

　超人気アナリストが会社を分析した生データ。それは、株かぶの投資手法の三本柱の内、会社の状態を分析し、それを基に投資するファンダメンタルズ投資に少なからぬ関心があれば、大金を払ってでも見たくなるものだろう。

　そして、実際に金を払ってアナリストに助言を仰ぐ連中がいる。テレビにかじりついて、そのご託宣を拝はい聴ちようする信者がたくさんいる。俺はそこまで思って、はたと気がついた。プロの分析データを無料で見せてもらっていいのか、などというケチなことではない。そうではなく、エレノアはクリスたちを自分の部屋に入れないようにしていたはずで、その理由はまさしくこの手のデータがあったからではないのかと。

　俺は開こうとしたファイルに手をかけたまま、エレノアを見た。

「見てもいいんですか。部屋が立ち入り禁止なのって、これらのせいでしょう？」

「私はハルさんのものをたくさん見せてもらいましたから」

　ラッツィンガー経済研究所の、投資コンテストのログデータのことだろう。

「それに、他の人には、害にしかならないと思って、立ち入り禁止にしているんです」

「害に？」

　俺は、言葉の意味を測りかねた。

「ル・ゴッフは先入観なく、ある投資が倫理に適かなっているか、適度なリスクかを判定してくれなければなりません。会社の状況などを知ってしまったら、判断が曇くもることもあるでしょう」

「クリスはそうでもないのでは？」

「クリスさんは、ハルさんの投資手法に磨みがきをかけ続けています。でも、このデータは私の主観で築かれています。私の言葉を聞いたら、迷いが出てしまうかと思います」

「マルコは？」

　俺おれが尋ねると、エレノアはまた小さく微笑ほほえんだ。

「小さい頃ころからお酒を飲むと、アルコール依存症になりやすいと聞きますから」

　背もたれに体を預けながら、ゆっくりと、ともすれば今にも眠りに落ちそうに目を閉じながら語るエレノアからは、並々ならぬ自信が感じられた。

　容易には揺るがぬ、己の仕事のなんたるかを心得た、プロフェッショナルの余裕があった。

　俺は、エレノアのデータファイルを開く手を止め、一つ、尋ねた。

「エレノアさんが自分で投とう資しをしないのはなぜですか？　アナリストで人気が出るからには、それだけ分析が正確だからでしょう？　スージー・ウーはザ・ウィザードだと聞いていますよ」

　ならば、人前で喋しやべるよりも、黙だまって自ら投資をするべきなのではないか。

　それこそ、俺など必要がないだろう。

　そう思って尋ねると、エレノアは目を閉じたまま、その細い指を膝ひざの上で組んだ。

「私の目的は、そこにはないからです」

　耳を疑った。

「投資が？　目的ではない？」

　エレノアはうなずこうとして、途中で止める。背中と背もたれの間の長い髪の毛が引っ掛かったのかと思うくらい、機械的な止まり方だった。

「投資が目的ではない、というのは語ご弊へいがありますね。自分の持てる財を投入し、大きな見返りを得るのが投資というのなら、私は間違いなく投資をしています。ただ……株かぶにお金を投資して、お金で見返りを得ようというのは、私の主な目的ではないんです」

　完全な謎なぞかけだった。

　人の恩も、信しん頼らいも、絆きずなも、なにもかもを金で換算するこの月面で、金による見返りを期待しない投資などというものがあり得るのだろうか。しかも、スージー・ウーであるエレノアは、まさしくそんな金こそが正義の世界の、ど真ん中で声を張り上げる人間なのだから。

「では……なにを？」

　俺が尋ね返すと、エレノアはゆっくりと目を開く。その視線はかなり上に向けられていて、きっと水すい槽そうを越えている。俺はその視線の先を思わず追いかけたくなった。

　リサの教会で見かけたことのある、窓の外を見るために腰を浮かしている聖職者の絵画のように、その視線の先になにを見ているのかとても気になった。

「私の知識をもって、自分のお金、あるいは人から集めたお金を投資するのも、悪くはないと思います。人脈を使ってせっせと広報に勤いそしめば、この狂った月面なら、数億ムールならあっさり集まるでしょう。クリスさんのプログラムによる支援があれば、大きい資金でも五十％や六十％の利益は簡単に出せるような気さえします。そうすれば、百億ムールだって見えてくるかと思います」

　百億ムールで五十％の利益を出せば、五十億ムールの儲もうけになり、取り分が二十％ならば十億ムールになる。

　十億ムール。

　今となっては、使い道すら思い描けない巨大な金額だ。

「でも、それでは全然お話にならないんです」

　エレノアは、微笑ほほえみながら言った。

「そんな金額では、私の願う目的からは程遠いのです」

　あまりにも遠くを見ていたエレノアの目が、俺おれのところに戻ってくる。

「十億ムールで、実現できない目的？」

「ええ」

「それ、は」

　死者ですら生き返りかねない金額だった。

「驚おどろかれますか？」

　エレノアは、微笑みながら小首をかしげて尋ねてくる。とても上品で、言葉を選ばなければ、本当に優雅で可愛かわいらしいと思う。

　なのに、そこには疑う余地もない、本気さがあった。

「前人未み踏とうの地に立つ、という夢を抱かれていた人らしくもありませんね」

「なっ」

　俺は胸を射い貫ぬかれたように体をすくませ、エレノアを見る。直後、魔ま性しようを秘めた宝石のようなエレノアの目を覗のぞき込んだ瞬しゆん間かん、強烈な光を目の奥に受けたように感じた。

　どくり、と濃こい液体のような物が鼻の奥を通過し、思わず手を当てる。

　鼻血は出ていない。けれど、鼻の奥が、ひどく薬品臭かった。

　人は興奮すると、アドレナリンを分泌する。

　戦地に赴いた人や、大事故で九死に一生を得た人は、後に言う。

　それには、はっきりとわかるほど、独特の薬品臭があると。

　どくん、どくん、と音が聞こえるほどに高鳴る心臓が口から出ないように、固かた唾ずを吞のんでから、言った。

「俺の夢の話は……クリス、から？」

「リサさんからも」

　エレノアの言葉に、俺は自分がなにか思い違いをしていたのではないかと思った。エレノアの目的は現金を凄すさまじい勢いで増やし続けるクリスのプログラムであって、俺はその改善のために雇われたのだと思っていた。

　だが、エレノアは自分の資料をクリスには見せていないのに、俺には見せようとした。

　しかも、エレノアは途方もないなにかを見つめている。

　それこそ、俺おれが夢見ていた場所で漸ようやくピントが合うような、そんな途方もないなにかを。

「百億ムールでも、怪しいです。一千億ムールあったら、あるいは？　でも、そんなふうに金額がどんどん跳ね上がるのは、そもそもお金で解決するのが難しい問題だからです」

　エレノアは俺から視線を外し、うつむきがちに喋しやべっている。微笑ほほえんでいるのに悲しそうなのは、長い睫まつ毛げが影かげを作っているからだ。

　だが、依然として俺には、エレノアの言う言葉の先になにがあるのか皆目見当もつかなかった。一千億ムールあってもなお成しえないこととは、一体なんなのか。

　人類最高の富を持つ、ミスター・無む謬びゆうとまで言われる伝説的な投とう資し家かですら、個人資産は八百億ムールで止まっている。もはやそこまで行くと、それ以上富を増やすことにどんな意味があるのかは誰だれにもわからない。

　なぜなら、富とは使い道を定めてこそ、意味を持つものだからだ。

「でも、そんな大金が必要なことも、スージー・ウーの仮面があれば、可能になると私は信じています」

　エレノアはなにをやろうとしているのか？

　俺の視線を受け、エレノアは楽しそうに微笑んで、言った。

「正義」

「え？」

　聞こえなかったのではなく、意外すぎて、聞き返していた。

「正義の実現です。聞く人が聞いたら、目を剝むいて怒ると思いますけど」

　エレノアはまた目を閉じて静かに笑う。

　俺は、大金持ちたちがこぞってやる、新しいステージのゲームのことを思い出した。

「慈善、事業？」

「それは違います」

「なら、輪りん廻ね転生の研究？」

　莫ばく大だいな富を築いた大富豪の行き着く先は、このどちらかだ。世界を良くすることに興味のないやつは、生まれ変わった自分に富を残すために、輪廻転生を研究する。

　半ば混乱する俺に、エレノアはひどく皮肉気に、唇の端を歪ゆがめた。

「慈善事業とは違います。もっと、とても個人的なことです。ですが、輪廻転生の研究みたいな、私利私欲に限ってのことではないとも信じています。それは、正義の実現としか表現できないことなんです」

　ドームの外を飛ぶ鳥を見た、と主張する人が時折月面にはいる。それはほとんどが勘違いなのだろうが、ある種の願望の表れなのかもしれないとも言われている。

　自分たちの住む都市の外は、生命が生きていくことのできない絶対零度の世界ではなく、鳥が飛ぶことができて、兎うさぎが駆け回ることもあるところなのだと。

　月面で語る正義というものは、ドームの外を飛ぶ鳥に近い。

　そのことがわからないはずもないエレノアは、目を閉じ、大きく息を吸って、背筋を伸ばしたまま、ためらいもせずに後を続けた。

「この月面に巣食う悪を、一掃したいと思っています。そのためには、個人の力では足りません。たくさんの人たちの資金だけでも足りません。悪を悪と暴くには、たくさんの人々がそれを悪だとみなさなければなりません。ですから、クリスさんのプログラムでは、力不足なのです。もっと大きな力と、もっと広大な影えい響きよう力りよくとが必要なのです」

　エレノアの顔は悲痛だった。

　悲しみに暮れるように瞼まぶたは落ち、必死に胸を張ろうとするのに体は震ふるえている。

「ですから、私は……ハーメルンの笛吹きと呼ばれようとも、スージー・ウーを演じなければなりません。そして、いつか、決定的なその日に、悪を糾きゆう弾だんするのです。そのためには、ハルさんのような力が必要なのです」

　俺おれは茫ぼう然ぜんとしたまま、独白を続けるエレノアに、かすれた声で聞き返す。

「俺、の？」

「そう。ハルさんのような、投とう資しスタイルを持つ人の力。数字の向こうに、数学のような法則ではなく……もっと、有機的な、人の思おも惑わくを、見抜ける、ような……」

　目を閉じながら喋しやべっていたエレノアは、言葉がどんどんゆっくりになり、最後に少しだけ口を開けたまま動かなくなる。

　物想いにふけっているのとは違うような気がする。

　俺は、場の雰囲気に吞のまれたまま、その名を呼んだ。

「エレノア、さん？」

「っ……あ」

　声をかけると、ふっと眼を開けた。それから、こちらを見ると少し恥ずかしそうに微笑ほほえみ、細い指で目頭を揉もんでいる。まさかとは思ったのだが、寝ていたらしい。

「あの、体調が？」

「あ、いえ……もう少し、大丈夫かと思ったのですが……」

　話しながらまた眠りに落ちそうになるが、うつむいていたせいでがくりと頭が落ちて、その拍子に目を覚ましていた。明らかに、様子がおかしい。

「あの、部屋に戻ったほうがいいのでは」

「でも、お話が……」

　言いながらも、もう瞼は張りついたように開かない。

　尋常ではなかった。

「後で聞きます。一旦部屋に戻ったほうが」

「……すみません」

　大丈夫です、と言う余裕もなかったのだろう。傍そばの鞄かばんを手探りで摑つかみ、立ち上がろうとする。

　ただ、目を閉じたままそんなことをしてどこに行こうというのか。足にもほとんど力が入っていないらしく、よろめいてテーブルに手をつき、残る手は椅い子すの背もたれを摑んでいる。

　倒れないようにバランスを取っているというより、睡魔に目隠しをされているように見えた。

「っ……」

　そして、立ち上がりきれずに、結局腰を落としてしまう。

　泥酔しているようにも見えた。

　いつの間にか顔が真っ白になっていて、陶器の人形のようだった。

「人を呼びます。そのまま、じっとしていて」

　俺おれは見ていられずにそう言って立ち上がったが、思わぬ強い声に呼び止められた。

「大丈夫ですっ」

「でも」

「大丈夫、ですから……お薬のせいで……すごく……眠いんです」

「……」

　俺はそれで、ふとテーブルの上の様子に気がつく。

　飲めないコーヒーと、水の減ったグラス。

「手だけ……貸して、もらえ、ませんか？」

　口調は弱々しいが、話す内容はしっかりしている。酩めい酊ていしているわけでも、深刻な体調不良というわけでもなさそうだ。

「……本当に大丈夫ですか？」

　ファイルを鞄に入れ直し、肩にかけてから、エレノアに手を貸した。ついでに、エレノアの鞄も自分の肩にかける。

「歩けますか？」

「……ええ……いえ……」

「？」

「すみません。エレベーターまで頑張ります」

　不意に力強くそう言って、エレノアは急に背筋を伸ばした。それまでの様子が噓うそのようにしゃっきりとし、目を丸くする俺の肩から、自分の革の鞄を受け取った。

「心配されるといけませんから」

　そして、にこやかに微笑ほほえむ。事実心配されるべき体調なのではないのかと思うものの、エレノアはそう言ってさっさと歩き出す。俺はついていくだけで精一杯の速さだったが、それは自分があと何秒起きていられるかを理解しているからだったのかもしれない。

　カフェの給仕ににこやかに挨あい拶さつをし、紳士淑女の行き交うロビーを抜け、部屋まで案内しようとするホテルマンを、エレベーターのところまでで大丈夫と穏おだやかに断る。重厚な装飾が施されたエレベーターは、扉が開くと緋ひ色いろのカーペットが敷しかれ、壁かべは姿が映りこむほどの金だった。ホテルマンが白手袋をはめた手で五十階のボタンを押し、他の客を入れないままに扉を閉じる。当然、扉が閉まりきるまで笑顔だった。

　エレノアの腰が抜けたのはその瞬しゆん間かんだ。あまりのことに俺おれも動けなかった。ふんわりとスカートが膨ふくらみ、プラチナブロンドの髪の毛が広がる様を、幻想的ななにかのように眺めていた。

　はっと我に返ってしゃがみこみ、その体が倒れる前に抱きとめるように支えた。顔を覗のぞきこめば、エレノアはどこか苦しそうに寝息を立てている。薬と言っていたから、睡眠薬の類たぐいだろう。病気やらではなさそうだが、それで不安が晴れるわけでもない。

　エレベーターはさすが超高速なようで、あっという間に五十階に着く。俺はエレノアを右肩に担ぐようにして、左手で松まつ葉ば杖づえをつきながら、エレベーターから運び出した。片足で、四年間ろくに運動をしていないといっても、月面の重力ならそれなりに体は動いてくれる。

　ただ、緋色のカーペットが続く廊下に出たものの、部屋番号もわからなければキーもない。

　やはり人を呼ぶべきかと思うと、小さなうめき声の後、エレノアの体が一瞬強こわ張ばった。

「鞄かばん……に……」

　そして、一言だけ残して、また糸の切れた人形に戻ってしまう。鞄にキーが入っているということだろう。とはいえ、他人の鞄、しかもこんなお嬢じよう様さまの鞄を開けるなど抵抗があったが、どうしようもない。俺はエレノアの鞄を開け、中を探るとそれらしいカードキーが出てきた。

「５００２……奥か？」

　俺は廊下を進んで行く。廊下の片側に設けられた巨大なガラス張りの窓から見える景色は、ニュートンシティの摩ま天てん楼ろうを見下ろす神の視界だ。札束を積み上げた者にしか見れない光景に、思わず目を奪われる。

　ただ、エレノアのうめき声で我に返り、俺はその細い体を片腕で抱え直し、歩いて行く。

　廊下には、子供なら中に隠れられそうなほど大きな壺つぼや、どうやって磨みがくのだろうと気になるほど複雑なシャンデリアがぶら下がっている。それどころか、宝石があしらわれた短剣や、年代物のオイルライターの入ったガラスケースも陳列され、博物館の様相を呈している。

　ここはホテルだよな？　と疑問に思う。それに、ホテルといえば壁にはずらりと扉が並んでいるような気がするのに、そこはどこまで行っても壁ばかりが続いていた。

　それだけ一つの部屋が広いのだと気がついたのは、ようやく５００２の扉に辿たどりつき、カードキーを差し込んで開いてからのことだった。

「なん、だ、これ……」

　部屋の様子に呆ぼう然ぜんとしたのは、その広さだけが原因ではない。その客室はどれくらいの広さがあるのかすぐには見当もつかないのと同時に、一瞬では把握しきれないほどの物で溢あふれかえっていたのだ。

　それも、書物が大半で、月面の摩天楼のミニチュアみたいに、あっちこっちに積み上げられ、そのすべてに膨ぼう大だいな量の付ふ箋せんが貼はられていた。新聞、雑誌の類たぐいも多い。ＰＣのディスプレイでしか見たことのない旧時代の遺物がこんなにもあると、タイムスリップでもしたかのようだ。

　しかも、どれもが投とう資しに関係する物のようで、最初の衝しよう撃げきが落ち着いてくると、少なからぬ興味を惹ひかれたが、まずはエレノアのことが先決だ。それに、エレノアがどれほど妖よう精せいのように軽くても、片腕で支えるには限度がある。

　とにかくそんな遺跡の中を抜け、まったく体に力が入っていないエレノアを運んで行く。途中、松まつ葉ば杖づえでいくつか本の山を崩してしまったが、どうしようもない。床もほとんど見えないような状況なのだ。

　リビングを抜け、扉が開けっ放しの寝室に入れば、キングサイズのベッドの周りも惨状は同じで、むしろひどいくらいだった。

　読みかけの本や、折りたたまれた新聞だけでなく、ピザと飲み物の空き容器、スナック菓子の袋などが散乱し、枕まくら元もとには毒々しい色のグミキャンディーの袋が口を開けたままになっている。服もあちこちに散らばっていて、目のやり場に困る。綺き麗れいなのは眠る場所だけで、その形から、きっとエレノアは体を横にして、胎児のように体を丸めて眠るのだろうと想像ができるほどだった。

　ただ、そんな部屋の汚さはまだなんとなく理解の範はん疇ちゆうにあった。綺麗な格好をして、一分の隙すきもないようなお嬢じよう様さまの意外な一面、と思えば微笑ほほえましくすらある。

　エレノアをベッドに横たえ、汚いというよりも、凄すさまじいという表現の似合う部屋の様子を眺めていた俺おれが息を吞のんだのは、窓際の大きな執務机の上に置かれていた物を見つけたからだ。

　大量の、薬だった。錠じよう剤ざい、カプセル、粉薬と、杜ず撰さんな様子でまとめられていた。白い紙袋には、俺が四年前の一件以来、一番ひどかった時期にいくつか処方された薬の名前があった。抗うつ剤。向精神薬。睡眠薬。そして、この部屋の様子。

　ベッドのエレノアを振り向くと、毒どく林りん檎ごをかじって眠りについた姫のように、静かに眠っている。

　俺は、この部屋の様子に問わざるを得ない。

　ここまでして実現しようとする正義ってなんだ？

　ひたむきとか、努力とか、そういう生易しい表現が似合う場所ではない。薬がばらまかれたような机の上にも本が積みあがり、周りは大型クリップでまとめた書類の山だ。コーヒーカップも置かれていて、奥を覗のぞきこめば、椅い子すの隣となりにはポットとインスタントコーヒーの容器があった。それも、大量に、カフェインの錠剤の空き箱と一緒に。

　苦手なのではなくて、飲み過ぎで胃が荒れているのだろう。

　狂気。あるいは、執念。

　正義とは、悪なくして成立せず、正義の実現とは、悪を倒すことに他ならない。

　なら、これほどの熱意に値する悪とは、一体なんなのだ？

　シュレーディンガーストリートの事務所の穏おだやかな様子とは、あまりにもかけ離はなれていた。

　エレノアの部屋は確かに凄すさまじかったが、あそこにはまだ理性が感じられた。データを整理分類し、収納するという理性がある。実際、恐らくあそこは倉庫として使っているのだろうが、それでもなお滲にじみ出てしまう狂気が、つかない電灯と、あの机の周りなのだろう。

　だが、ここには遠えん慮りよがない。剝むき出しの狂気が嵐のように部屋の中を吹き荒れている。よく見れば、壁かべのあちこちにも付ふ箋せんが貼はってある。前衛的なデザインかと思ったら、壁にルージュで書しよ籍せきかなにかの引用先がメモしてあった。

　俺おれも四年前、自分の夢を追いかけるために自分のすべてをつっこんでいた。ただ、あの時に動かしていたのはせいぜいが七万ムールだった。エレノアは、七万ムールなど鼻紙のような単位の世界で生きている。そうすれば、命の値段はそれに応じて安くならざるを得ない。

　俺は、ベッド脇わきに戻り、自分の鞄かばんからエレノアのファイルを取り出した。適当に開けば、手書きでびっしりとレポートが記されている。開いた瞬しゆん間かんに、ヘッドホンで大音量を聞いた時のような衝しよう撃げきがあった。あまりのことに思わず閉じると、途端に嵐が耳元を通り過ぎ、静寂が戻ってくる。

　俺はベッドで眠るエレノアを見た。リサの言葉がよみがえる。

　彼女はいつも本気なの。意味がわかる？

　わかりすぎるほどに、わかる。

　俺は、ふとファイルから顔を上げ、エレノアが眠るベッドの上の壁を見た。しばらく、自分の見たものがなにかわからなかった。本当なら、そこにはなにか趣しゆ味みのいい絵画でも飾られているのだろう。

　しかし、それがなんであるか気がついた時、俺の足は震ふるえていた。しかも、震えたのは四年前以来、動いていないほうの足だった。

　そこには絵画などという生ぬるいものは飾られていなかった。そこにあったのは、両手をいっぱいに広げたくらいの古びた旗だ。鷲わしと、盾と、剣の描かれた真っ赤な旗は、貴族の証あかしの、紋章旗だった。その下には、厳いかめしい刺し繡しゆうで文字が記されている。

　神と、正義。

　地球で生まれ、地球で育った人間たちは、月生まれの俺からすれば嫌味なほどに地に足のついている人間だった。だが、その旗にあるのは単なる月の六倍の重力からくる重さではなく、何百年と連綿と続く、歴史の重みだった。

　エレノアは、自分の家名が入った最後の会社を、潰つぶしてしまったと言っていた。俺からすれば、それは、不運だったな、程度の認識だった。セローの話を聞いてもなお、会社が潰れるかどうかは、あくまでも個人的な話にとどまるものだと思っていた。

　けれども、これはそんな簡単に済ませられる話ではなかったのだ。連綿と続く家業の会社を潰すとは、いわば、この紋章旗に凝ぎよう縮しゆくされた、数百年分の歴史に傷をつけてしまったことになる。自分だけではない、もっと多くの人の、もっと大事な人たちの、取り返しのつかない──。

　ト、リ、カ、エ、シ、ノ、ツ、カ、ナ、イ、コ、ト、ヲ。

　俺おれは、右手を誰だれかに小突かれた気がして、そちらを見た。ここしばらく、あまりこわばりも見せなかった右手が、歪いびつに固まり、震ふるえていた。鼓動が高鳴り、呼吸が苦しくなる。発ほつ作さだ。

　まずいとわかっていても、視線は再び紋章旗に向けられる。

　真っ赤な旗。

　取り返しのつかないこと。

　正義の、実現。

　俺の右手は、それだけが別の生き物みたいにがくがくと動いている。止めようと思って止められるものではない。何度もそれで発作を起こしていた。しかも、今、傍そばにはその発作を止めてくれるクリスがいない。

　なのに、俺にはさらなるひどい予感のようなものがあった。

　鼻の奥に、鉄のような匂においがつんとくる。

　トリカエシノツカナイコト。

　神に祈らなければならないような、その世界。

　そう胸中で呟つぶやいた直後、右手の動きが止まる。

　神と、正義。

　俺は、その旗の横に貼はられた、ある企業の財務諸表と、組織図に気がついた。

　ＣＥＯ、最高経営責任者と書かれた横には、アッシュグレイの髪を撫なでつけた、エリート然とした五十代くらいのきつそうな性格の男の顔写真が貼られている。

　ＣＩＯ、最高投とう資し責任者、ＣＴＯ、最高技術責任者と書かれた横には、金髪をオールバックにした、鋭するどい目つきで獲え物ものを狙うような青年の顔写真があった。

　そして、その隣となり。

　ＣＦＯ、最高財務責任者と書かれた名前の横に貼られた写真に、俺は目玉の奥を、強烈にノックされた。

「これ……」

　カメラに向かって不敵に笑うその笑みは、記き憶おくの中のものと全く変わっていなかった。

　ケビン・レイス、ジェレミー・ボッツマン、そして、グレイブ・ゴールドシャワー。それは、月面最強のコングロマリット、エメラルドインダストリーに挑む唯一のエネルギー会社、アバロンの面々だった。

　だが、俺の脳裏では、グレイブ・ゴールドシャワーと書かれた写真を見た瞬しゆん間かん、真っ赤なディスプレイの画像がフラッシュバックしていた。そこに映る男こそ、俺たちのすべてを砕いた死神の顔だったのだから。

「バー……トン」

　バートン・クラドヴィーゼン。

　組織図と財務諸表からは無数の矢印が直接壁かべに引かれ、いくつもの資料に向けられている。

　金の流れ、資産の流れ、あるいは、情報の流れのフローチャートらしい。

　いくつも矢印が延びている中、シュバイツェル＆ゼルガの文字もある。矢印を辿たどると、エレノアの投とう資し銀行はアバロンの巨大な組織図の中に埋もれている。代わりに延びるのは、資金・情報、という文字がバートンからタックスヘイヴンと書かれた一覧に、そして、その中から大手投資銀行、プラチナ・スミスに向けられ、そこにももう一枚写真が貼はられている。

　その男の顔は俺おれも見たことがある。スージー・ウーと同じ人気アナリストの一人だが、『月面で唯一の本物』と呼ばれる男だ。

　その男の下には、エレノアのものなのだろうルージュで、虚偽、と走り書きされている。その文字からさらに延びた線は、シュバイツェル＆ゼルガへと戻り、撃げき墜つい、とあった。

　俺はその瞬しゆん間かん、口の中に苦い物が広がった。この大きな一連の流れは、なにかひどい行為の縮図なのではないかと勘が告げていた。俺は、ルージュを持って、人の写真の下に虚偽と殴り書きする気持ちを理解できるとは思えない。

　だが、エレノアは、汚い方法で会社を買われたと言った。そして、正義の実現を願っている。あの、真っ赤な旗に誓ってそう願っている。

　俺は、部屋の中を見回した。

　ここまでして、実現しようとする正義。

「まさか」

　俺は、思わず呟つぶやいていた。

　ベッドの上で、いつのまにか胎児のように丸まっているエレノアの横顔は、クリスですら恥じ入りそうなくらいに無邪気な寝顔だ。

　だが、そうとしか思えない。疑う余地なんて、ありえない。

　エレノアの戦うべき相手とは、国家の税収入と比肩しうる売り上げを誇る、魔ま神じんのような大企業にして、月面の投資の熱狂を一身に体現する太陽王、アバロンだ。

　そう考えれば、エレノアがアナリスト業務に身をやつす理由が理解できた。

　アナリストとは、市し場じようにおける預言者であり、そして、古代以来、王の没落を予測するのはいつだって、預言者だったのだから。

　スージー・ウーは民衆の守護神であり、株かぶ式しき市場の預言者と呼ばれていた。個人的、あるいはひとつの会社として顧こ客きやくのお金を預かって投資するような規模の金では、力不足だと言っていたその意味。ハーメルンの笛吹きと呼ばれても、人々を扇動するその目的。

　エレノアはアナリストとして名声を築き、その名声によってアバロンを倒そうとしている。

　あいつは悪なのだぞ、と糾きゆう弾だんすることによって。

　前人未み踏とうの地に立つという夢を本気で願っていた俺ですら、いや、それが破れた今だからこそ、その無む謀ぼうさが理解できた。

　だが、俺おれはその場を立ち去ることができなかった。

　ここには、目的がある。信念がある。

　俺の胸の中にぽっかりと空いた穴を埋めていた物である、泣きたくなるほど立ち去りがたい懐なつかしさが、ここにはあった。

　俺の右手の疼うずきは、いつの間にか、止まっていたのだった。
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　エレノアを一人にできなかったし、なにより俺おれはこの部屋から立ち去ることが結局できなかった。エレノアと話をしたい。頭の中はそれでいっぱいだった。

　それに、一体エレノアはどれだけ無む謀ぼうな試みに向かって進んでいるのか、それも気になった。

　なので、俺は薬だらけの執務机でエレノアのファイルに目を通していた。収まっているのはｇで始まる会社の分析レポートで、文字どおり目が覚めるようなものだった。

　手に入るデータはすべて手に入れているというのはもちろんのこと、その元データになった媒体についてのデータも途方もない量だった。たとえば、それが地球に本拠を置く会社であれば、当然報じるメディアは地球の現地の国の新聞が多い。エレノアは、その新聞の、その時期の記者が、他にどんな記事を、どんな文脈で、どういう意図を持って書いたかまでも相対的に判断して、分析していた。

　つまり、大企業に好意的な記者が書いたのか、環かん境きよう問題に関心のある記者が書いたのか、労働問題に関心がある記者が書いたのかで、同じ記事でもかなりニュアンスが異なってくる。

　エレノアはそんなことを、恐らくは体力と時間の許す限りに行っているのだろう。

　ファイルには会社役員の名前や出身校に、記号が割り振られていて、別のファイルと思おぼしきナンバリングに矢印が引かれている。多分、誰だれと誰が同窓生で、どういう人脈構造になっているのかということまで調べているのだろう。それが大げさでないのは、エレノアの覚書の中に見たことのある単語があったからだ。Social　Capital。人間関係を資本ととらえる社会学の理論の一つ。なにより、バートンは、この世界は狭いと言っていた。

　だから、そこを調べるのは当然で、世の中思いつくことのほとんどは学者がすでに研究を重ねている。そう言わんばかりの圧倒的なデータ量と、それらを見事にまとめきる分析力。

　そして、なによりもそんな作業を可能にする気力と体力。

　俺おれはそこまで思って、いや、と考え直す。気力と体力はとっくに尽きかけている。カフェインによる覚かく醒せいと、睡眠薬による強引な睡眠でどうにか補っているとしか思えない。

　エレノアを部屋に運びこんで一時間ほどした頃ころだろうか。耳鳴りがしそうなほどの大音量で目覚ましが鳴り、心臓が止まりそうなほど驚おどろいていると、ベッドの上で布団がもぞりと動くのに気がついた。やがて、エレノアがふかふかの布団の中から、ゾンビのように起き出していた。

　まだ脳が半分寝ているようなエレノアは目覚ましを止め、ほっと息をつくかのように肩を落とし、のろのろと起き上がろうとして、息を吞のんでいた。

「……すごい目覚まし時計ですね」

　ベッドの上でぎょっとしていたエレノアは、それでようやく俺だと気がついたらしい。

「あ……運んで……もらったのでしたね……」

「びっくりしましたよ。突然眠ってしまうので」

「ごめんなさい……習慣でお薬を飲んでしまって……本当はもう少し起きていられると思ったのですけれど」

「仕事のしすぎではないですか」

　俺が言葉を向けると、エレノアはなにかを言おうとして、諦あきらめるように周りを見回して苦笑した。

「隠しようがありませんね」

「好きでこういう部屋にしているのかも」

「そこまで道楽者ではありません。この部屋、まともに宿泊しようと思えば一泊十万ムールはしますから」

「十……」

　俺が全力をかけて稼かせいだ七万ムールが一日で消し飛び、ハガナが自分を売るとか、リサが大切な稀き覯こう本ぼんを売るとか騒さわいでいた金額は、たった一日分にもならない。金貸しのトヤマが幽ゆう鬼きのようにやせ細り、それが原因で何人もの人間が住居と財産を奪われた金額が、せいぜい百万ムール。それが、たったの十日分？

　この部屋をここまで汚すのに、一体どれだけかかることか。二ヶ月か、三ヶ月か。いや、半年は下るまい。

　クラプトンスクエアの一件で、月面の貧富の差は多少なりとも理解しているつもりだったが、金持ちとの差というものは、もっともっと凄すさまじいのかもしれない。

　理不尽に似たなにかに衝しよう撃げきを受けていると、エレノアは淡々と言葉を続けた。

「もっとも、正規料金なんて、あってないようなものです。ここは長期で借り上げているので正規料金の三分の一か、四分の一か、もしかしたらほとんどタダかもしれませんけど」

「……」

「それと、誤解なきよう申し添えておきますが、私のお金ではありません。私……スージー・ウーを雇うプラチナ・スミスが用意した……牢ろう獄ごくですね」

「牢、獄」

「これだけの場所なら文句は言わせない、ということなのでしょう」

　エレノアは言いながらベッドから出て、自分が普段着のまま寝ていたことにもようやく気がついたらしい。皺しわだらけになったスカートやらを見て、疲れたように溜ため息いきをついていた。

「それより、ごめんなさい」

「え？」

「帰るに帰れなかったでしょう？」

　この部屋の惨状と、その宿泊料金と、この部屋を長期契約する会社のすごさと、エレノアのとても人間的な気遣いを、さすがの俺おれも一いつ瞬しゆんでは処理し切れない。

　しばらくの間、間抜けのようにエレノアを見つめ返し、それからようやく、手元のファイルに目を落とした。

「確かに、これをめくってしまったので、帰るに帰れませんでした」

　俺はファイルを軽く掲げる。

　エレノアは、疲れたように笑い、そして、小首をかしげる。

「真顔で冗談を言うのは、ずるいですよ」

　エレノアは言ってから、視線を枕まくら元もとの壁かべに貼はられた旗と、醜しゆう悪あくな相関図に向ける。

　この部屋に来た人間で、まさかそこに気がつかない者もいまい。

　そして、バートン・クラドヴィーゼンに関わった者で、その顔を忘れる者はいまい。

「それでも、お帰りになられなかった、と解釈してよろしいですか？」

　俺は閉じたファイルの裏と表を意味もなく見返して、視線を上げないままに、答える。

「過去に帰ることはできませんからね」

　俺が顔を上げると、エレノアは困ったように笑っていた。

「……先に、シャワーを浴びてきてもよろしいですか？　まだ眠気が取れなくて……」

「どうぞ」

　俺が言うと、エレノアは小さな欠伸あくびを手で上品に隠し、滲にじんだ涙をこすりながら、ふらふらと隣となりの部屋に行った。

　俺はそれで、エレノアはカフェにいた時からずっと眠そうだったのに、今、初めて欠伸を見たことに気がついたのだった。







　素っ裸のまま風ふ呂ろから飛び出してきたり、薄うすいシャツ一枚だけだったり、二の腕を露あらわにしてふらふらその辺を歩く、というようなことはエレノアにはなかった。

　隣となりの部屋から戻ってくる時には、きっちり髪の毛を乾かし終わり、完かん璧ぺきな出いで立ちだった。

「迎えが来るまでにあまり時間がないのですけれど」

　エレノアはまず、申し訳なさそうにそう言った。

「迎え？」

「収録です。スージー・ウーの」

「ああ。大変そうですね」

「取り扱っている内容が内容ですから、強気のキャラクターを演じないといけないのが辛くて」

「胸を張って、肩をいからせて？」

「そうです。結局、テレビで伝えられる情報などとても少ないですから、もう後はどれだけ怒鳴り声が大きくて、押し出しが強いかになってしまいます」

　アール・デコ、とでも呼ぶのだろうか。曲線的な装飾がごてごてと付いた古めかしい椅い子すにちょこんと座っていると、エレノアは等身大のフランス人形のようにも見える。そんなエレノアが怒鳴るとか押し出しとか言うと、奇妙な感じさえする。

　けれども、カフェで垣かい間ま見みせてくれたあれは、紛れもなくテレビ画面の向こうの人物のものだった。

「確かに、番組では資料を振りまわして怒鳴り散らしていました」

「ふふ……改めて言われると、とても恥ずかしいですね」

　白手袋の似合いそうな手で、頰ほおを押さえている。

　困ったように笑って小首をかしげている様は、虫をも殺さぬ深窓の令れい嬢じようの御姿だ。

「ただ、無理が生じているのでは、とも思います」

　俺おれが机の上の薬に視線を向けると、エレノアは恥ずかしそうにはにかんだ。

　起きていられる間はカフェインの力を借りて限界まで起きて、眠る時は睡眠薬で無理やりに眠る。人間が睡眠と覚かく醒せいを繰くり返す生き物であることを、極限まで否定しようとする行為だ。

　体に良いとは、とても思えない。

「それだけのことを、しようとしているわけですから」

　エレノアは短く言って、俺のことを見た。

「最初にお伝えできなくて、申し訳ありませんでした」

「バートンのこと？」

「バートン……ええ、表の名前はグレイブ・ゴールドシャワー。ちょっと前までは、ジャック・ラニーという名前もよく使っていました」

「その名前は、知っています」

　俺おれが言うと、エレノアはゆっくりとうなずいた。

「バートンの名前は、親しい人にしか教えないとか」

「胸が痛みますね」

　冗談めかした台詞せりふがつい口を衝ついて出たのは、実際胸が痛かったからかもしれない。

「もしかしたら、あそこの壁かべに貼はり付けられている写真はハルさんだったかもしれない……ということでしょうか」

「さあ……今となっては。でも、そうですね。もしもあの時罠わなに嵌はまらなければ……」

　嵌らなければ？

　ハガナは教会に残り、教会はあの町に残っただろうか。

　そして、俺は、バートンの片腕として？

「いえ、やめましょう。歴史にｉｆはありません」

　エレノアは言って、小さく咳せき払ばらいをする。

「私には、目的があります。あちらのフローチャートをご覧になられたら、詳細はともかく、大まかなところは察していただけるかと思うのですが」

「なにか、大掛かりな構造のような」

「巨大な詐欺構造です」

　エレノアは、短く言ってのける。

　だが、その顔には怒りでも嘲あざけりでもなく、疲れの色が濃こく出ていた。

「一言で説明するのが不可能なくらいです……」

「アバロンと、ハラルド・ブロスがありましたね」

「ええ。でも、ハラルド・ブロスは単なる入れ物ですね。本当は、その中のアナリスト、ピーター・アイスマン」

　写真が貼られ、虚偽、と書かれていた男。

　エレノアの表情はピクリとも動かないが、それが逆に根深いなにかを感じさせる。

「月面で唯一の本物、と聞いたことがあります」

「ザ・インスティトゥーショナル・インベスターズ・マガジン、年間アナリスト番付二年連続一位。月面の賢けん人じん、ピーター・アイスマン」

　エレノアは、視線を落とし、どこか楽しそうにうっすら笑いながら言う。

　インスティトゥーショナル・インベスターとは、つまり、機関投とう資し家かのことで、大手年金基金や、財団、保険会社など、百億ムールを超えたり、それに匹敵する巨額の投資資金を持つ連中のことだ。個人投資家など束になっても敵かなわない金額を動かすことから、投資市し場じようでは『本物の金』と呼ばれることもある。

「リアル・マネーを扱う機関投資家からは絶大な人気がありますね」

「スージー・ウーは民衆の守護神とか」

「ええ。『おじ様方』にも多少は人気がありますが、雲泥の差ですね」

「その、ピーター・アイスマンとアバロンが？　バートンから、線が引かれていましたよね」

「そうです。私の会社は、アイスマンとバートンの作り上げた構造に飲み込まれたのです」

　バートンから延びる線には、資金と情報が、アイスマンから延びる線には、虚偽があった。

「アナリストは預言者と呼ばれることがありますが、今の月面では、大おお袈げ裟さなことではないんです」

　そう言って、エレノアは語り出した。

「老いも若きも投とう資しをする現状では、当たるアナリストの言辞は本当に相そう場ばを動かします。上がると言えば上がり、下がると言えば下がるんです。では、ここに賢けん人じんと呼ばれる、凄すさまじいまでの的中率を誇るアナリストがいるとします。そのアナリストのレポートを読んで参考にする人は、軒並み巨額と言って差し支つかえない資金を動かせる人たちばかりです。なにせ、そこには上がる株かぶがなにか書かれているんですから、読まないわけがありません。そして、皆が買うから実際に上がります。素晴らしい、あの人についていけば間違いがない、となります」

　エレノアは薄うすく笑い、小首を悪戯いたずらっぽくかしげた。

「そんななか、とある企業の分析レポートを出したとします。利幅は少なく、売り上げはさして増加せず、つまらない小さな会社です。どうしてこんな老いさらばえたロバみたいな会社が月面にあるんだ？　と言われるような会社です。賢人の賢人たる所以ゆえんは、小さきを怠らないこと。彼は熱心にその会社を分析し、前四半期の特別損失に気がつきます。これはまずい。この損失がこの後一年続いてみろ。この会社のキャッシュフローでは、まず間違いなく潰つぶれてしまう！」

　手元を見ながら話していたエレノアは、膝ひざの上からなにかを放るように、手を動かした。

　俺おれには、床に落ちたなにかが潰れる音すら聞こえそうだった。

「取るに足りない会社でも、取引相手というのは意外に多いものなのです。そして、あれほど当たる人のレポートだから注意してしかるべきだと思う人はもっと多いのです。人々は一斉にその会社に預けていた金を引き揚げたり、売掛金の回収に走ります。ロバが実は健康であるとわかっている人でも、万が一ロバになにか問題があったのだとしたら、レポートが出ていたのに動かなかったという間抜けのレッテルを貼はられることになります。銀行の取り付け騒さわぎと一緒ですね。会社というものは、たとえ黒字だろうとも、送り出す血液がなければ止まってしまうという意味で、心臓と一緒です。その哀れなロバは、道の上のちょっとした石に躓つまずいたところ、一斉に血を抜かれて、二度と立ち上がりませんでした。そして、人々は賢人に感謝するのです。おお、本当にあの会社は潰れてしまった。なんと素晴らしいご託宣だったのだろうと」

　予言の、自己実現。

　そして、その哀れなロバとは、エレノアの会社だったのだろう。

「哀れなロバの死体を買い取ったのは、よくわからない投資会社でしたが、追いかけたところ、最終的にはアバロンのもとに収まったそうです。彼らが欲しかったのは、ロバの強きよう靭じんな骨格です。アバロンは電力取引で莫ばく大だいな利益を上げていますが、取引の事務処理を行うバックオフィス業務を整えるのが急務だったらしいのです。そこで、動きが鈍い代わりに、たくさん餌えさを食べてしっかり体を育てていたロバに目をつけたのです。利益を直接に生み出さない事務処理部門を一から育てるのは大変ですからね。事実、とても大変でした。事務処理部門は誰だれからも感謝されないけれども、無くてはならない部署ですから」

　俺おれの脳裏を、役所の出張所で働くレナの姿がよぎる。

　この世には、必ず誰かがやらなければならない、つまらない仕事というものがある。

「丹精込めて育てた骨格は、魔ま術じゆつ師しに買われ、今では大きなホムンクルスの一部だそうです」

　話し終え、エレノアはゆっくりと大きく息を吸い、ため息をついた。

「預言者の預言を注意深く使えば、欲しい物をいくらでも安く手に入れることができるでしょうね。ただ、その預言者が預言者たり得るためには、神からのご託宣を『本当』に受け取らなければならないのですが、その神というのが」

「バートン？」

「そうです。アイスマンの伝説的なデビューは、今でも語り草です。アバロンが月面証しよう券けん取とり引ひき所じよに上場する時、市し場じようからの期待はまさしく爆ばく発はつする寸前でした。売上高が半年ごとに倍増しているような会社でしたからね。そして、ケネス・ルイスが口にする、誰もが机の上でしか見ることのできなかった『効率性』というものを、この月面に実際に実現させることで利益を上げる会社を正しく評価できる人は、当時いませんでした」

　俺の頭の中で、バートンからの線が再び蘇よみがえる。

　資金。もう一つは、情報だ。

「アイスマンは、上場前のそんな会社の利益を、一ムールの単位まで言い当てました。それは、神をも恐れぬ前四半期の利益の二．七倍です。人じん智ちを超えた未知の領域にアバロンが入っていく中、人々は道しるべとすべき、偉大なる賢けん人じんを見つけたわけです。ですが」

　エレノアは膝ひざの上に両手を置いて、立ち上がる。あまりにも端整な顔立ちと雰囲気から、ショーウィンドーの中でじっとしていたら、誰も人間だとは思わないだろう。

「そんなこと、普通に考えて不可能です。その後もアイスマンは十指に余る会社で似たようなことを行いますが、その会社の株かぶ主ぬし名めい簿ぼを洗えば、出てくるのはタックスヘイヴンに本拠を置く投とう資し会社ばかりです」

　ケイマン諸島やカリブ海に浮かぶ、税金のかからない脱税天国のことだ。

　役所の補助金申しん請せいの詐欺でも、そこを踏ふみ台にしているところがいくつもあった。

「その会社の持ち主のいくつかはバートンだと確認が取れていますし、それらの会社の主要取引先はアバロンです」

「つまり、バートンはインサイダー情報を流し、アイスマンはそれで預言者になる？」

「その見返りに、アイスマンはバートンの欲しがる会社を名指しで糾きゆう弾だんして死に追いやり、バートンは死体を安値で買い漁あさる。誰だれもが幸せになるわけです。殺される人を、除いては」

　セローは、会社を乗っ取られるのは、子供を殺されるようなものだと言った。儲もうかるかどうかもわからないのに、借金を背負い、事業を起こし、予想もしないような困難や、仲間だと思っていた人間が裏切ったりする中でも、とにかく前を向いて突き進む。そうやって育てた会社は、自分の子供のようだと言っていた。その会社を、蟻ありを殺すかのようにあっさりと殺し、いいようにしゃぶりつくす。

　俺おれはエレノアに見つめられたまま、動くことができない。

　だが、頭が空転しているような気がするのは、その話があまりに精せい緻ちなフィクションのようで、うまく飲み込めなかったからだ。

「そんなこと……ですが、証しよう券けん取引監かん視し委員会が黙だまっていないのでは」

「政府が頭から馬ば鹿かにされているここで、法務局の下部組織のおまけみたいな監視委員会が役に立つわけありません。証券詐欺とくくられる事件の持ちこまれる件数だけで、年間に一万件を超えるのに、立件件数はたったの十七件。その中で有罪に至ったのは、〇件です。なぜなら、人員が事務員と警備員を含めて十一名だからで、フルタイムの法律家はたったの二人です。ハルさんは役所に勤められているそうですが、現状が想像できるのではないでしょうか」

　エレノアに言われるまでもない。あの出張所だって、本来ならば規模的には三倍から四倍の人員がいて、ようやく回せるかどうかの仕事量なのだ。

　レナがどれだけ一生懸けん命めいにやろうとも、ほとんどの仕事は素通りさせざるを得ず、未処理の件数はどんどん増えていく。それが破は綻たんしないのは、定期的に、忘れ去られたデータを消去して、なにもなかったことにしてしまうからだ。収集したデータをきちんと表にできているかどうかをチェックするといった、基本的な機能すらが回らないほど人が足りていない。なので、そうそう問題が露ろ呈ていすることはないのだ。

　役所の出張所であれなのだから、多分、監視委員会の内部はもっとひどいだろう。

　そもそも、政府による規制は悪である、とみなされている月面のこと。

　そこに加えて、監視委員会で仕事をする弁護士は薄はつ給きゆうなのに、取り締しまられる側の人間につく弁護士は、似たような仕事をしているだけで政府の給与の何倍、何十倍、あるいは何百倍も稼かせぐのだから、真ま面じ目めにやるのが馬鹿らしくなるはずだ。

　エレノアは、両腕をだらりと垂らし、うつむいてスカートを小さくつまむ。

「アイスマンとアバロンの作り上げたシステムは、きっと氷山の一角でしょう。でも、悪が悪だとはっきり暴かれれば、多くの人が正気に戻るはずです」

「そして、あなたはその告発をしようとしている？」

　役に立たない監視委員会の代わりに、スージー・ウーとしてたくさんの人の注目を集めてから。

「もちろん、個人的な復ふく讐しゆうの意味がないとは言いません。ですが、アバロンは遠からずエメラルドインダストリーに比肩すると言われるほどの成長を重ね、今や立派な月面の巨人です。そういう会社の不正義を正す意義は、とても大きいと思います」

　この凄せい惨さんな部屋の中で、うつむきながらスカートをつまむエレノアの姿は、ほとんど、置いてきぼりにされて癇かん癪しやくを起こした女の子のようだ。

　その口が紡ぎ出すのは、人が一生かかっても稼かせぎきれない金額を、何百、何千と積み上げた巨欲の城を吹き飛ばすという、そういう夢だ。

　その小さな体にあるのは、正義感？　あるいは復讐心？　なんにせよ、目には見えない感情だろうが、人は感情だけで生きられない。生身の肉体から逃れる事はできないのだ。

　俺おれが座る机の上には、その肉体と感情のギャップを埋める薬が、山積みになっている。

　孤軍奮ふん闘とう。

　普通に考えれば、不可能だと笑うはず。ドン・キホーテが現れたと、指をさして笑うはず。

　だが、俺は四年前のあのおんぼろの教会で、黒尽ずくめの少女を前にこう言った。

　笑わないか？

　自分の本気の夢を人に話すのは、とても恥ずかしいことだ。笑われるのがわかりきっている、馬ば鹿かにされるのがわかりきっている、そういう夢であればなおさらだ。少なくとも、自分はそうだった。

　では、エレノアの夢はどうだろうか。笑うには、足るだろう。馬鹿にするには、足るだろう。

　だが、見上げるのにだって、ふさわしい高さだろう。

「できると思いますか？」

「もちろん、あいつらはこういうことをやっている、と叫ぶだけでは無理でしょう」

　途方もない夢の途方もなさは、理解している。

　だが、手掛かりがあるからこそ、手を伸ばそうと歯を食いしばるのだ。

「アバロンの会計には、ずっと疑惑があるんです」

「疑惑」

「アバロンの売り上げと利益はとても巨大ですが、詳しい中身を説明したことがないんです。アバロンはそれを、電力取引市し場じようをはじめとした各種取とり引ひき所じよでの利益と説明しますが、私には理解ができませんでしたし、多くの人間ができていません。あのアイスマンも、決算の数字以外の詳細については分析手法上の秘密として語りません。決まり文句は、市場を見ればわかる、です」

「つまり、その……」

　俺が口ごもったのは、途方もない夢の片棒を担がされようとしていることに、初めて実感が湧わいたからだ。

「俺に、疑惑を暴け、と？」

　そして、その疑惑と共に不正行為を糾きゆう弾だんし、アバロンを粉砕する。

　俺おれの呟つぶやくような言葉に、エレノアはスカートをつまみながら、はにかむように顔を上げた。

「初めて、俺、と言ってくれましたね」

「俺のことを、数字の向こうの思おも惑わくを見てとれる、と言ったのは、こういう意味ですか」

「クリスさんのプログラムを一週間足らずで劇的に改善するなど、普通の人にはできないことです。投とう資しの才能というのは、本当にあります。人の思惑を数字に変え、数字から人の思惑を見抜く能力です。不思議なものですが、なぜか動物を手なずけられる人と同じだと思っています」

「でも、俺はその才能とやらの勘所を、バートンから学んだんです」

　人の思惑を俺よりも深く見抜くバートンが造り、市し場じようの動きを俺よりも鋭するどく捉とらえていたミスター・トローチことボッツマンが管理する会社の噓うそを、バートンに嵌はめられ、ボッツマンに負けた俺が暴けると？

　俺の視線を受け流し、エレノアは辺りを見回して、笑顔のまま小さく言った。

「もう、一人では無理なんです」

「っ」

　それを、ほかの誰だれが言っても俺は信用しないだろう。

　だが、この部屋には、一朝一いつ夕せきでは体現できないような狂気が吹き荒れている。

　できることはすべてやった。考えつくことはすべて考えた。もう後は、神に祈るしかない。

　四年前に二度と行きたくないと思った、あの場所の匂においがした。

「スージー・ウーと、エレノア・シュバイツェルの両立は、もう難しいんです」

　事務所のアナログデータの山。

　考え事をするためには、電気をつけないほうが効率的と言わしめるような部屋。

　なのに事務所があんなにも牧歌的なのは、自分のことを見失わないための、最後の命綱なのだろう。

「もちろん、ハルさんにお願いすることの途方もなさは理解しています。本来ならその手の専門家を雇うべきなのでしょう。会計士でも、会計学の教授でも。でも、彼らは信用できないんです」

「信用、できない？　それは──」

　アバロンに懐かい柔じゆうされている？

　そう思って、すぐに、違う、と思った。

「ですが、私よりも大きな夢を本気で抱いていたあなたなら」

　エレノアの手がぎゅっとスカートを摑つかみ、俺はその手に心臓を握られたような気がした。

　かつて途方もない夢を見ていた人間にしか、まともに取り合ってもらえないとわかっているのだ。

「どうか……力を貸してください」

　そして、エレノアはその場で頭を垂れた。

　気楽な職場で他人の金で賭かけごと遊び。そんなことを思っていたのは、つい数時間前のことなのだ。

　四年前の人の絆きずなは、決して消えさりはしない。俺おれのあずかり知らないところでつながり続け、ついにはこんなところに引っ張り出してくる。

　だが、俺は壁かべに貼はられたバートンの写真を思い出す。あの瞬しゆん間かん、俺は目の奥をノックされた。それは決して悔し涙ではなかった。信じられないことに、俺は懐なつかしくて、泣きそうになったのだ。

　アバロンがエメラルドインダストリーに挑む英雄としてもてはやされるのだとしたら、そんな大企業の不正を暴こうと奮ふん闘とうする、たった一人の少女はどれほどのものだろうか？

　そんな目的に向かって力を貸して欲しいと頼たのまれる。その理由が、俺が途方もなく大きな夢を見ていた経験を持つからだ、と言う。

　そして、取り返しのつかない失敗を取り返すには、この方法以外にないのだと、貴族の末まつ裔えいは本気で思っている。部屋とはその主の内面を映し出す鏡だ。エレノアの心がどうなっているのか、この部屋を見ればわかりすぎるほどにわかる。

　取り返しのつかないことを、絶対に取り返す。この、手と、この力と、あなたの協力で。

　そしてその到達点を、正義の実現と言ってのける！

　俺は、胸が痛く苦しくも、同時に笑ってしまいそうになる。きっと、俺の夢を聞いた時のハガナは、こんな気持ちだったのだろうとわかったからだ。

　だとすれば、俺がするべきことはなんだ？　この四年間で学んだことはなんだ？　金は吹き飛んだ。皆が住んでいた町はなくなった。大事だと思っていたハガナはいなくなった。

　でも、残ったものがあった。

「途方もない夢ですね」

　俺が言うと、エレノアは、はっとなって顔を上げた。本当ならきっと、一生関係もなく過ごしただろう、貴族のお嬢じよう様さまの顔だ。しかし、エレノアは四年前から続く人との縁えんを辿たどり、俺の前に現れた。なにもかもをなくした俺のもとに残ったのは、人との縁。目の前のエレノアは、それが形を取ったものだ。

　そして、四年前の縁を辿って現れたのは、もう俺が二度と見ないだろうと思っていたような夢を描く、一人の少女だった。

　あの時、ハガナは俺の手を握ってくれた。だから俺は今、机越しに右手を差し出していた。それは、四年前の自分に差し出した物なのかもしれない。

　広い部屋なので、短くない距きよ離りがある。

　エレノアは戸と惑まどったように俺の右手を見て、それからスカートを摑つかんだまま、四歩前に出た。

　そして、俺おれの手をしっかりと、力強く握りしめたのだった。







『こんばんは。リッチー・ギャレットと振り返る、シュレーディンガーストリートの一週間の時間ですっ。市し場じようがいつになく荒れたこの一週間、皆さんは儲もうかりましたか？　損しましたか？　あの銘めい柄がらのあのニュース、こんな値動き、市場の見所、勘所、諸もろ々もろいつものように見ていきましょう。ただ、その前にゲストの紹介です。今日のゲストはなんと、あの、名門投とう資し銀行、プラチナ・スミスのトップアナリスト、スージー・ウーさんでーす！』

　割れんばかりの拍手とともに、カメラが移動し、スモークの向こうから現れたのは、威い嚇かくするようにプラチナブロンドを盛り上げた女性だった。細身のパンツスーツ、トレードマークのサングラスに、唇をぼってりとした濃こいピンクに塗りたくったスージー・ウーは、片手で書類を持ち、残る手は常に腰に当てられている。

　サングラスのせいなのか、不機嫌そうに見える顔は、自信がみなぎっているようにも見える。

　これがあのエレノアだとは、言われてみても確かにわからない。

『今日はお忙しいところをありがとうございます。今日も株かぶ価かのごとく髪の毛がもりもりですね！』

　金色の服を着た司会のリッチー・ギャレットが、わざとらしくマイクを盛られた髪の毛のほうに向ける。客席から聞こえる笑い声に、スージー・ウーは肩をすくめている。

『ははは。なにはともあれ、今日はよろしくお願いします。さて、今日は大人気アナリスト、スージー・ウーさんを迎えての六十分。皆さん、投資ツールを立ち上げながら、楽しみましょう！』

　両手を広げたオーバーアクションと共に、カメラが後ろに引いていき、スタジオ全体が映し出される。同時に画面にはカートゥーンアニメのキャラクターのように跳ねまわる株かぶ式しきチャートが乱らん舞ぶして、派手なＣＧのオープニング画面に切り替わる。

　俺はそのあたりでストリーミング配信の音声をミュートにし、ディスプレイの隅っこのほうに小さく追いやって、投資ツールを開く。そこにはただ一つだけの銘柄が登録されている。

　証しよう券けん番号３２２７、識別タグＡＢＬＮ。複合エネルギー会社、アバロン。

　昨日の株価終値は六百二十二ムールで、前日比一．二％高。取引量の多さを示す出来高は三位で、一位がエメラルドインダストリー、二位がタンパク質構造決定ソフトウェアの特許申しん請せいが認められた製薬会社となっている。

　財務状態はぴかぴかの健全、というわけにはいかないが、これは今まさに成長中ということを考えればおかしくはない。借金は成長のための肥やしであり、内部留保している暇などない、というわけだ。

　利益の大半は電力取引部門から上がり、関連事業からの利益が後に続く。

　この電力取引部門というのは、文字どおり電力を取引するための部門なのだが、エレノアが言った『アバロンは詳細を語らない』ということの意味もこの部門にこそあった。

　アバロンがただ電気を作って売っているだけの会社なら、疑問もなにもないのだろうが、アバロンは月面に流れる電気を皆が自由に売買できる、電力取引市し場じようの開設者でもあった。

　アバロンはその市場で取引する人から手数料を取る一方、自分でも取引をして莫ばく大だいな利益を上げているらしい。

　そうなると、どこからどこまでが電力会社としての利益で、どこからどこまでが博ばく打ちの儲もうけなのかわからない。普通なら本業とそれ以外の収入は決算書で別に記載されるし、アバロンも一応はそうしているのだが、エレノアはそこに欺ぎ瞞まんがあると見ていた。要するに、誰だれが取引をしているのかよくわからない電力取引市場を隠れ蓑みのに使って、利益や売り上げを水増ししているのではないかと疑っているのだ。

　俺おれはそれで、ひとまず電力取引市場のことを調べてみた。

　まず、月面では電力事業が自由化されていて、誰でも発電してその電気を売ることができる。しかし、発電したはいいが、末端の顧こ客きやくに自分で届けるのは発電業者には至難の業わざだ。そこで、月面で最大の送電設備を持つアバロンが、電力取引市場を開設しているらしい。

　発電業者はそこで電力の先物を売る。つまり、何月には必ず電力をこれだけ発電する、という取り決めだ。顧客はその先物を買い、アバロンが送電する。

　これだけなら話は簡単なのだが、問題は、電力価格が不安定なことだ。

　発電所での発電は太陽光発電なのでほぼ確定した発電量がある一方、月面は開発や人口移動が激しいので、各地区の電力需要には不規則な波がある。

　そして、需要と供給の不一致は、必ず価格の変化によって埋め合わされる。

　しかも、価格が変動するところには投とう資しの機会が生まれるので、アバロンの取引市場では、電力需要の変化に賭かけを行いたいだけの、発電とも送電とも関係のない連中が大挙して押し寄せている。

　アバロンはその市場で自分でも取引をしているので、なにか胡う散さん臭くささを感じるのはおかしなことではない。カジノの経営者が自分の店のスロットを回して大勝ちしていたら、誰もが疑惑の目で見るのと同じことだ。

　しかし、値段変化の原因である電力の需要をアバロンが操れない以上、不正を行うのは難しい。なぜなら、電力は貯蔵するのが不可能な代しろ物もののため、金とか石油とかのように、買い占めて値上がりさせてから、後で売り捌さばく、ということが非常に困難だからだ。

　アバロンは実際、疑惑に対して、以上のような説明をする。

　俺も、その説明には一理あると思う。胴元であろうが無かろうが、未来の価格がどうなるかについては皆と同じ条件なので、トレーダー連中が本当に優秀なのだろう、と。

　そして、アバロンはそうして稼かせいだ金で発電所や送電インフラを建設し、月面を流れる電力はさらに多くなり、電力取引市し場じようはさらに活発になる。すべてがうまく回っている。

　あるいは、うまく回りすぎているからこそ、エレノアのような者が疑いのまなざしを向けるのかもしれないのだが。

　概観は、ざっとこんな感じだった。なお、エレノアがアバロンの会計に疑惑を抱いているのは、アバロンのほうにも会計を弄いじって利益を粉飾するための大きな動機があるからだった。

　エレノアの会社は、潰つぶれた後にいくつかの会社を経て最終的にアバロンに買われたらしいのだが、その時の代金の支払いには、アバロンは現金ではなく自社の株かぶ式しきを用いていたらしいことがわかっている。その後の買収も、軒並み株かぶを用いて行っているらしい。

　現金の代わりに株を用いる買収方法は珍しくない。なにせ、株を受け取った側は将来株かぶ価かの値上がりでさらに儲もうけを追求できるかもしれないし、株を支払う側としては大事な現金を失わなくてすむ。エレノアの会社は黒字だったのに、まさしく現金がなくなったからこそ潰れてしまっていた。

　だから、アバロンは株価が高値であればあるほど、他社を買収しやすくなる。こういう構造なら、自社の株価を吊つり上げる誘惑に負け、不正に手を染めることは十分にあり得るだろう。

　まるっきり、紙し幣へいの輪転機を所有しているのと同じことだからだ。

　俺おれは、椅い子すに座りながらそんなことを考えて、頭の後ろで手を組んだ。

　株式取引ツールを立ち上げて、数字から数字を引き出すだけの取引とは違う、大人の世界の匂においがする話だった。

　エレノアとあのホテルで握手をしてから、一週間が経たった。

　エレノアは言に違たがわず激務に身を晒さらしているらしく、シュレーディンガーストリートのあの事務所にはほとんど来ていないらしかった。らしかった、というのは、俺自身、役所を辞めたり、寮りようを引き払ったりする手続きが忙しく、あまり事務所に顔を出していなかったからだ。

　それに、不動産市況の熱狂のせいで手ごろな家も見つけられず、結局リサの教会に間借りする羽目になった。新しい道に行こうとする子羊たちのために、とかなんとか言って、玄関で出迎えてくれたリサの笑顔には、鼻の辺りがむずむずした。

　クリスはクリスで喜びを隠そうともしなかったが、俺がどうして役所を辞め、本気で取り組むようになったかは言ってはいない。クリスは、グレイブ・ゴールドシャワーがバートンだとは知らないらしい。アバロンのＣＦＯはずっと地球にいることになっていて、一度も公式な場に出てきたことがないという。エレノアは自分に持ち得る限りの伝つ手てと金を使ってアバロンを調べ上げる中、バートンをグレイブ・ゴールドシャワーであると結論付けたらしい。

　そんなわけだから、クリスには知りようもない。クリスはジャック・ラニー＝バートン・クラドヴィーゼンのところで止まっているし、エレノアは自分の真の目的をクリスには伝えていないようだった。

　多分、伝える相手を選んでいるのは、自分の目的が誇大妄想的なものだと理解しているからだろう。

　あのホテルの部屋のフローチャートが正確な事実だとしても、それでアバロンの会計にも疑惑があるからそこを突破口に打倒する、というのは、控えめに言っても突飛な考えだった。普通なら妄想だと切り捨てられるし、エレノアが専門家を雇わず俺おれにそのことを打ち明けたのは、まさしくそれが原因だった。俺がエレノアに勝るとも劣らない夢を本気で追いかけていたと知っているから、俺ならば本気になってくれると思ったのだ。

　いや、あるいは力になってくれ、なんてのは遠まわしな言い方なのかもしれない。

　自分が本気なのだと誰だれかに信じて欲しい。

　ただ、その一点だった可能性もある。

　俺がエレノアの手を取ったのは、そんなエレノアに協力したい、と思ったからなのは間違いがない。だが、そこには、妄想的な思い込みだった場合にエレノアを一人にしない、という意味合いもあった。なにかに没頭した時、人がどれだけ視野狭きよう窄さくになり、その結果どんなひどい大惨事を巻き起こすか、俺は自分の身をもって嫌というほど知っている。

　だから、この話をクリスはともかく、リサには言っておくべきか迷ったのだが、今のところはまだ伝えていなかった。エレノアは確かに凄すさまじい執念だったが、自分を見失うような人間には見えなかったからだ。

　あいつはちょっとやばいかもしれない、なんて誰かに相談するのは、本気の夢を打ち明けてくれた相手にとても失礼だと思った。

　そんなわけで、俺はエレノアとのことなどおくびにも出さずリサの教会で寝起きしている。

　また、投とう資しのほうは相変わらず手をつけていない。クリスのデータの改善用に銘めい柄がらを人力抽出しているだけで、ほかのことはアバロンの下調べに費やしていた。

　そんな折り、教会の居間の、廊下に続く扉が開けられた。顔を上げてそちらを見れば、クリスだった。手には野菜や肉が巻かれたトルティーヤが二つある。教会の近くに安くてうまい屋台が出ているのだ。

「お待たせしました」

「ああ」

　俺は、ストリーム配信の株かぶ式しき情報番組を消し、椅い子すから立ち上がってコーヒーを淹いれた。

「で、リサはどこ行ったんだって？」

「幼稚園です。最近、そこでちょっとした勉強とか教えてるみたいですよ」

「幼稚園か……なんかいかにも保母さんって感じだしな」

「すごい人気みたいです。帰ろうとすると、ローブを引っ張られて離はなしてくれないって」

「お前は行かないのか？」

　リサのもとに十分すぎるほどの寄付をしているらしいクリスだが、なにかにつけリサの教会運営の手伝いをやっている。てっきりそっちも手伝うのだと思っていたが、クリスは疲れたように笑った。

「どうしてか、私がいくとすごく意地悪されるんです。髪の毛引っ張られたり、言うこと聞いてくれなかったり……」

　俺おれはクリスを見てから、手元のコーヒーカップを見る。

　幼稚園児のガキ共に苛いじめられるクリス、という図が、とてもよく想像できた。

「動物の群れみたいなものだろうからな。本能的に格下を嗅かぎわけるんだろ」

「動物……。そうですね、動物、本当にそうでした」

　嘆息しながら椅い子すに座るや、肩を落としてトルティーヤをかじっていた。

　月面都市大学に合格するクリスでも、それは文明圏でのみ通用する金看板だ。

　平日は、欠伸あくびをしている合間にも全自動で動くプログラムが目も眩くらむような大金を稼かせぎだしているのに、そのすごさが全く通用しない場所があるのは、なんとも不思議なことだった。

「で、何時からだっけ？」

　ひき肉がこぼれないように注意するのが難しく、俺はいくらかこぼしてしまったのを指で拾いながら、そう尋ねた。

「十四時の回ですから、ゆっくり出ても間に合いますね」

　クリスは口も手も小さいのに、どういうわけか大きなトルティーヤをこぼさず上手に食べている。ただ、口の周りにソースがつくことだけは避さけられないらしく、じっと見ていると栗り鼠すかなにかの食事シーンを見ている気がしてくる。

「本当に来るのか？　クリスが見てもあんまり面白いところじゃないと思うけど」

「そんなことないですよ。この月面で肉にく食しよく獣じゆうを自称するなら、その巣を見ておくのはとても良い勉強になるかと思います」

　バートンのようになりたい、と言うクリスがトルティーヤを食べる様は、やっぱり肉食獣からは程遠い。ただ、話題にしている『そこ』が肉食獣の巣であるのは、間違いない。

　そして、エレノアの弁では、そこはまやかしと偽りで作られた、虚構の楼閣ということだった。

「むしろ、私のほうが驚おどろきました」

「そうか？」

「そうですよ。どちらかというと……ハルさんはアバロンみたいな会社はあまり興味がなさそうだったので」

「利益を伸ばし、売り上げを伸ばし、規模を拡張し、常に前進するから株かぶ価かが上がるのは当たり前。とりあえずアバロンを買って、後は寝て待てばいい。まあ、これを買って儲もうけたからといって、なにか人に自慢できるような銘めい柄がらではないよな」

「ですです」

　俺たちがこれから向かうのは、アバロンの会社説明会だった。就職希望者やそういう人向けではなく、投とう資し家かに向けた企業からの説明会、しかも、個人株かぶ主ぬしに、というものだ。

　ほぼ毎週催されていて、月面でアバロンが辿たどってきた成功の軌跡や、今どれほど力強く成長しているかを知ってもらい、末長く株かぶを保有してもらう。そんな目的があるらしい。

　建前としてはわかるし、企業イメージのアップという意味では、やる意味があるのかもしれない。工場見学ツアーを頻ひん繁ぱんにやっているメーカーは多いし、特に食品関係ではとても多い。

　ただ、アバロンの場合は別の側面もある、とエレノアはメールで言っていた。

　アバロンはエネルギー総合商社だとかなんとか言っているが、結局は電気屋だ。

　月面で電力が足りなくなり始めたのと時期を同じくして勃ぼつ興こうしてきた会社であり、電力の値段が上がれば上がるほど儲もうかるのだから、月面の気温が下がる一方でますます熱くなる会社だ。

　批判はとても多く、そういう人たちの懐かい柔じゆうや、世間のイメージを少しでも良く保とうとするための戦略の一いつ環かん、とエレノアは見ていた。

　俺おれも、そう思う。

「けど、月面のいかにも月面らしい成功を体現している会社だからな。実際に目にしてみたいとは思う」

「私も、世界最高峰を謳うたうトレーディングルームというのを、実際に見てみたいんです」

「建設費二億ムールっていうあれか」

「そこに勤めるトレーダーの人たちの給料をいれると、地球を含めた全世界で、単位面積当たり最もお金のかかる場所、だそうです」

「最高の知性には最高の場所を？」

「いかにも月面っぽくて、わくわくしませんか？」

　口の端にちょっとだけチリソースをつけたクリスは楽しそうに言う。

　だが、アバロンの人気は、そういうところにこそあるのだろう。

「するね」

「ふふ」

　クリスは首をすくめて、くすぐったそうに笑っている。

　賢かしこく、ちょっとこまっしゃくれた、月面の女の子。

　俺は一足先にトルティーヤを食べ終わり、ディスプレイを見る。

　アバロン。

　今のところは、俺に含むところはない。

　けれども、もしもバートンが本当に関わっているのなら、どんな魔ま法ほうがそこにあっても、驚おどろきはしないだろう。







　アバロンの本社は、ニュートンシティのセントラルステーションから、歩いて十五分ほどのところにあった。だが、それはあくまでも不動産業界が定める徒歩十五分で、地図上の話にすぎない。日曜午後のセントラルステーションはほとんど殺人的な混みようで、途中で息が切れて気分が悪くなってしまったクリスのための休きゆう憩けいも入れて、結局一時間近くかかってしまった。

「気の弱い観光客が、あそこでパニックの発ほつ作さを起こすって記事が新聞にあったな」

「過呼吸ですね。こんなに人がいたら酸素がなくなるかもしれないって……」

「馬ば鹿かに出来ないな」

「すみません……」

　月面生まれの天然水、と本気なのか冗談なのかわからない売り文句が書かれた缶の蓋ふたを閉じ、クリスは鞄かばんにしまっている。

　原油で動く地球はペットボトルが主流らしいが、原油の産出しない月面では、飲み物はスチール製の缶か、瓶に詰められて売られている。鉄も、ガラスの原料のケイ素も月面で採取できるし、太陽光エネルギーがあればいくらでもリサイクルが可能だからだ。

　ただ、最近では電力料金の上昇で、軌き道どうエレベーターで輸入するのとあまり変わらなくなっていると聞く。そのうち、飲み慣れた鉄製のマグもなくなって、あの無機質でのっぺりとしたプラスチック製品にとって代わられるのかもしれない。

　電力料金の上昇は、月面に色々な影えい響きようを及ぼしている。

　そのせいだろう。

　アバロンの本社前に来ると、そこはちょっとしたお祭り騒さわぎになっていた。

「電力を買い占める大企業を倒せー！」

「企業は説明責任を果たせー！」

「住民に電力を！　月面に太陽を！」

　地上九十二階建ての、月面で第三位の高さを誇るニューワールドゲートという直ちよく截せつ的てきな名前のついたアバロン本社ビル群の前では、プラカードを持った人々が声を張り上げていた。

　人相風体は、俺おれが役所の出張所前でよく見たような人たちで、三十歳から五十歳くらいの、枯れ草色の服を着た人たちだ。

　ただ、いつものことなのか、警官ではなく警備員が数人、彼らの周りで暇そうに突っ立っている。道行く人たちも彼らの意見を聞いているというより、テレビで見た光景が本当にあるぞ、というのを確認でもして楽しむかのように、デジタルカメラにその様子を収めていた。

「受付はどっちだ？」

「ええーと、メインゲートから入って、三十二番出入り口のほうってありますね」

「迷いそうだな。時間大丈夫か？」

「あ、でも、案内出てますよ、ほら」

　不安そうだったクリスは、いかにも冷たそうな鉄を思わせる、深い蒼あおの建材と大量のガラスでできたメインゲートの途中で、アバロン会社説明会会場、という案内を見つけていた。

　ホログラムで表示されたそれの横には、明らかにアンドロイドだとわかる昔風のアンドロイドがいて、滑こつ稽けいな様子でお辞じ儀ぎをしていた。

「ホンジツハ、オコシイタダキ、アリガトウゴザイマス。コチラノツウロヲ、ミギニススンデクダサイ」

　わざとらしい合成音声でガイドをしてくれるが、クリスは楽しそうににこにこしている。

「アーブ君ですって」

　俺おれと並んで長い通路を歩きながら、クリスはそう言った。

「アーブ？　アバロンだからか」

「裁定取引かもしれません」

「……なるほどね」

　同じ商品が、Ａという場所で百ムール、Ｂという場所で百二十ムールなら、Ａで買ってＢで売れば、リスクなしに儲もうけることができる。こういう行為を裁定取引、アービトラージと呼び、それらを専門にするトレーダーのことを、アーブと呼ぶ。電力取引市し場じようを開設している会社としては、確かにそっちのほうがしっくりくる。

「しかし、すごい中庭だな」

「本当ですね。ニュートンシティじゃないみたい」

　俺たちの歩く通路からは、丘や池や、滝まで備えた広大な中庭と、その向こうに大きな本社ビル群が見えている。

　通路は緩ゆるやかに左に曲がっているので、どうやら、本社ビル群前方に扇形に中庭が広がり、さらにその中庭を外界から仕切るように、今のこの通路を含む建物が建っているのだろう。

「アバロンって、設立から十二年だそうです」

　ふと、中庭を見ていたクリスがそう言った。

「十二年で、小さなビルの宅配ピザ屋の二階で始めた会社が、ここまで大きくなったそうです。すごいですよね」

　どこか遠い目をしながら、クリスは夢でも見ているかのような目で喋しやべっている。

　目に入る光景は、実際に夢だと言われてもおかしくはない。

「地球で肉牛は、二週間ごとに体重が倍になるらしい」

「え？」

「そして、たったの百日で体重が地球換算で五百kgになるという。生物でもそのくらいの速度で大きくなれるなら、会社はもっと早く、金ならそれ以上の速度で増殖する」

「……すごい、ですよね」

「お前も同じくらいの速度で増やしてるだろ」

　俺が言うと、クリスは悪いことを咎とがめられたような顔をして俺を見て、それから、苦笑した。

「数字の上のことだと、わかりにくいんですよね。リサさんからたまに怒られるんですけど。自分のやっていることをきちんと理解しなさいって」

「俺おれは、お前とハガナの会話でそれを実感したよ」

「そう……なんですか？」

「ああ。お前の家から預かった金が、いくら増えたか初めて伝えた時のことだ」

　クリスはそう言われても、思い出せないらしい。眉み間けんに皺しわを寄せて唸うなっている。

　当人には、その程度のことなのかもしれない。

　いや、普通の人ならば、過去とは基本的にそういうものなのかもしれない。

「このお金で新しい靴と服が買える。ハガナはそう言って、お前は腰を抜かしてたんだよ」

「あ。そう……いえば、そうでしたね……」

「それが四年前のことだ。成長ってのは恐ろしいものだな？」

　俺が皮肉交じりに言うと、クリスは困ったような笑みを消し切れていなかった。

「でも、そうですね。思い出しました。あの頃は、たくさん荷物の詰まった鞄かばんの中身を全部売って、一日の儲もうけが七十ムールとかでした」

「七十ムールって、多分あのアーブの一日の電気代にもならないんじゃないか」

「あ……」

　クリスは通路を振り向いて、悲しげに笑った。

「確かに、きっとそうですね」

「でも、その七十ムールがあれば、多分リサの手作りの料理が三日は食える」

「……」

　クリスは、俺を見てから、視線を中庭に向けた。

　言葉を探しているのだろう。

「別世界にいるみたいです」

　そして、出てきたのは、そんな一言だった。

　そうこうしていると、ちょうど通路の先が見えてきた。ちょっとした広場になっているようで、そこには子供連れや、旅行者と思おぼしきツアーの一団がいた。俺とクリスがのんびり近づいていくと、スーツをピシッと着て、いかにも潑はつ剌らつとした笑顔の似合うアバロンの社員が、颯さつ爽そうと歩み寄ってくる。

「いらっしゃいませ。本日は当社の案内会にご参加ですか？」

「あ、はい」

「参加証をよろしいでしょうか」

　クリスが端たん末まつでそれを見せると、笑顔と共に、会社案内のスケジュールデータを端末に送ってくれた。希望者は現物の冊子でも受け取れたらしく、紙のパンフレットを眺めているのは、地球からの連中だろう。

「もう間もなくのご案内となりますので、今しばらくお待ちください」

　笑顔を残し、グランドセントラルホテルもかくやという恭うやうやしさでその場を後にする。

　このちょっとした広場は天井がドーム形になっていて、機械仕掛けの鳥がかたかたと音を立てながら旋回している。

　空調がしっかりしていて、こんな効率の悪そうな場所でも暖かい。

「実際に、別世界だ」

　俺おれが呟つぶやくのと時を同じくして、鐘かねの音と共に、会社案内が始まったのだった。







「アバロンは、当社ＣＥＯ、ケビン・レイスが始めた小さな電力仲買業が始まりでした」

　そんな説明と共に、社員を先頭に会社の中を練り歩く。そういう企画らしい。

　どうやら結構な距きよ離りを歩くらしく、俺の松まつ葉ば杖づえを見た社員が、車くるま椅い子すを勧めてきた。

　俺は特に必要もないと思ったのだが、クリスもまた勧めるので、仕方なく借りることにした。

　なので、今はクリスが俺の頭の上でにこにこと笑っている。

　どうやら、俺を押して運びたかったらしい。

「そして、こちらがその実際の建物になります」

　おー、というどよめきと共に、聴ちよう衆しゆうの目の前に、本当におんぼろビルが現れた。

　外区に行けばどこにでもありそうな三階建てのもので、ピザ屋の中にはご丁てい寧ねいに人形まで置かれている。

「ケビン・レイスの機を見るに敏な行動、月面都市政府の規制緩かん和わ、電力需要の上昇、インフラへの膨ぼう大だいな投とう資し、それらすべてが合わさり、当時はこのピザ屋のピザすら買えなかったケビン・レイスは、今や月面屈指の本社ビルを構えるまでになりました」

　案内員が後ろを示すと、ガラス窓の向こうには光り輝かがやく超高層ビル。

　その対比は、やはりなにか魔ま法ほうのようなものを感じさせた。

「では、いかようにしてケビン・レイスはアバロンをここまで大きくしたのか。順を追って、実際に社内の各部署を例にとって説明していきましょう。まずは、電力仲買業務。今もまだ古き良きこの体制は残っておりまして、市し場じようを通さず、長期契約で電力を供給したい発電所と、長期で安定した価格で供給されたい工場などをつなぎます」

　こういう案内用なのだろう、観葉植物や大きな時計、人のいない受付などが配置された、つまらないフロアーだ。

「当時は規制が残っていましたから、発電所の数も少なく、発電、送電、売電の業者がそれぞれてんでんばらばらで、いかにも非効率だったんですね。ケビンは、そこで足を使って情報を集め、それをもとに人々に効率性をもたらしたわけです。まるで地球でのお話みたいですね」

　聴衆はどっと笑う。

　規制と重力の虜りよ囚しゆうでのろまな地球と、自由闊かつ達たつに動きまわる効率性の月。

「次にケビンが手をつけたのは、送電業界でした」

　巨大な総ガラス張りの屋内エレベーターで、五階へと上がる。一階からずっと続く吹き抜けと、壁かべや柱のない造りのせいで、ショッピングホールかコンベンションセンターみたいな雰囲気だ。

「当時の送電業者は、Ａ地点からＢ地点へと電力を送る送電線だけを持ったり、あるいは、Ｃ地区だけならどこにでも届けられる。そんな風なへんてこな状況だったんですね。それでも皆さん利益が出ていましたから、安あん穏のんとしていた。しかし、動く人ケビンは、ＡからＢ、ＢからＣ地区へと縦横無尽に電気を送れたほうが、一番必要とする人のところにより効率的に電力を送れるため、とてつもないコストダウンを実現できることに気がつきました。そして、足で情報を集めていたケビンは、不動産業者顔負けの都市の知識を利用して、どこが一番儲もうかる組み合わせかを的確に見つけたわけです」

　送電課、と書かれたプレートが嵌はまるフロアーには、網の目のような送電線の模型がある。一部が金色に光っていて、ケビンを模しているらしい人形の横で、ムールを示すマークに灯あかりが点灯している。

「この組み合わせがうまくいったのなら、発電所だって押さえたほうがいい。しかし、ここで法の規制が立ちはだかります」

　おおぅ、というような呻うめき声。

　動く人ケビンになりきった聴ちよう衆しゆうは、行く手を遮る馬ば鹿かな政府を罵ののしっている。

「発電、送電、売電を一社で同時に行えない規制は、そもそもエメラルドインダストリーが月面を支配しないために設けられた策でした。しかし、広がり続ける月面都市を、たった一つの企業が支配するかもなんていうのはもう昔の話。当時ですらその不便のほうが大きくなっていて、時宜に適かなっていませんでした。そこで、すでにいっぱしの企業家になっていた動く人ケビンは、議会で居眠りをこいている政治家どもの尻しりを蹴け飛とばしに行きます」

　俺おれたちが再び乗り込んだエレベーターは不自然なほどにゆっくりと上り、途中で法務課、政策課、というフロアーを通過する。すると、エレベーターのシャフトを支える柱のところに、空を飛ぶケビン人形と、馬鹿な規制もひとっ飛び、という落書きが見えた。

「このまま非効率なことをしていたら、月面の電力料金がドームを突き破って地球まですっ飛ぶぞ、というケビンの議論に目を覚ました役人は、ようやくこの規制を撤てつ回かいします」

「いいぞ！」

　地球からのツアー客の一人がそんなことを言う。

　俺がクリスを見ると、クリスはくすぐったそうに笑っている。

「そして、その規制が撤回され、発電所を所有したケビンは、月面最高の電力会社を作り上げます」

　発電課、と書かれたプレートの貼はられたフロアーに到着すると、エレベーターはそこで終わっている。すでにかなり上まで来ていて、硝子ガラスの壁かべの向こうには、グランドセントラルホテルのスイートルームから見たよりも高い視界が開けている。

「そう。後ろの景色をご覧になられましたか？　ケビンはこの時点で、すでにここまでの展望を手に入れていたのです」

　俺おれが景色を見ていたせいだろう。案内人はそう言って、聴ちよう衆しゆうの視線を景色に誘導させる。

　感嘆のため息が漏れるのは仕方がない。ここから眺めればドームの端まで見渡せて、その先は広くて冷たい、神秘的な宇宙空間だ。

「だが、動く人ケビンは止まらなかった。彼は自分がここまで来たすべてのことを振り返り、儲もうけとは結局、電力がスムーズに皆さんの家、職場、工場にまで届くことをお手伝いすることだったと気がつきます。そこでケビンはさらに考えを進めました。これまでは自分が効率性をもたらしてきた。しかし、限界がある。ではどうすればいいか？」

「取引市し場じようを作ればいい！」

　ツアー客の一人が叫び、案内人が満面の笑みで指をさす。

「そう。株かぶ式しきや原油を見ればいい。あんなにも複雑な市場に効率性があるのは、たくさんの人の知恵を少しずつ借りるからだ。ケビンは、立ち上がります」

　案内人は、一階から続く吹き抜け沿いのテラスのような廊下を進んで行く。クリスが俺の肩を叩たたくので見れば、壁には「そして、新世界へ」とあり、ケビン人形が満面の笑みで前に突き進んでいた。

「しかし、そのような取引インフラを作り上げるのは並大抵のことではありません。皆さんも想像してみてください。共同のリビング、あるいは職場の休きゆう憩けい室しつ。綺き麗れいなほうが生活や仕事にも効率がいいのはわかりきっていますが、皆自分だけが掃除をするのは絶対に嫌。そんな彼らを動かすために、声を張り上げます。掃除をして！」

　休日の社屋に声が響ひびき渡り、むなしさをうまく強調する。

「人々は互いに顔を見合わせて動きません。第一、電力取引市場という場所すらなかったのですから。市場を作るには莫ばく大だいな資金が必要です。特に電力は売った人から買った人に電気を送る必要がありますが、段ボールに詰めて送るわけにはいきませんからね。送電網の巨額の買収も必要です。それに、複雑で膨ぼう大だいなシステムを作る頭脳も要いります。その二つは、普通はそれぞれ別々の大企業が所有し、何年もかけて構築するようなものです。では、ケビンは諦あきらめたのか？　いいえ、そんなことはありません。なぜなら、そのようなケビンの前に、やはり運命というのはあるものですね、二人の協力者が現れます」

　案内人は立ち止まり、振り返る。そこからまた別のエレベーターがあり、屈強な警備員が二人、両りよう脇わきに控えている。俺はすぐに気がついた。エレベーターの入り口の上の梁はりの部分に、人形が置かれている。金髪の青年の人形と、五十代くらいの中年の男性の人形だ。

「それは、地球で数々の企業の財務を手掛けてきた現ＣＦＯのグレイブ・ゴールドシャワーと、教皇様に強欲と言わしめるこの月面で、当時最もトレードがうまいと評されたジェレミー・ボッツマンの二人です」

　エレノアの話では、片方はバートンのはずだが、そちらの人形は似ても似つかない。

「ゴールドシャワー氏はずっと地球にいるという話ですが？」

　誰だれかが、そんな質問をした。

「ええ、そのとおりです。ゴールドシャワーは持病を抱えており、軌き道どうエレベーターに乗れないのです。地球で資本提供を呼びかける遊説中のケビンと知り合い感銘を受けたゴールドシャワーは、君となら木星にだって行けるだろう、と言ってＣＦＯを買ってでて、およそ百五十億ムールと言われた巨額買収資金を調達し、ケビンの夢に命を吹き込みます」

　電力取引市し場じよう開設に先立って、エメラルドインダストリーをこの業界から締しめだしたという、送電網の巨額買収のことだろう。図ずう体たいの二倍、三倍の借金を平気でする。この時は確か十倍以上の借金だ。

　強引な力技。だが、目的と、信念がうかがえる力技。

　百五十億ムールという巨額資金を集めたのがバートンなのだとしたら、実に相応ふさわしい一手だ。

「道具は揃そろった。舞ぶ台たいも整った。だが、運用する技術者がいない。そんな時に颯さつ爽そうと現れたのが、ＩＱ２３０とすら言われる若き天才ジェレミー・ボッツマン。彼がケビンの夢をコンピューターの中に再現します。そして」

　案内人はそこで言葉を切り、警備員に目配せをすると、警備員はパネルを操作してエレベーターの扉を開く。壁かべ沿いに作られたそれは、ガラス張りではなく鉄で覆おおわれ、まるで襲しゆう撃げきに備えているようにすら見えた。

「はは、武骨で驚おどろかれますか？　ですが、これは我らがアバロンの心臓部につながるエレベーターです。頑丈にしないとね」

　カン、と壁を叩たたく案内人。

　エレベーターは急激に上がり、扉が開くと、全員が息を吞のんだ。

「アバロンの心臓は夢でできています。そして、ここがアバロンの心臓部、ケビンの夢、月面の電力を誰もが自由に売買し、神ですら匙さじを投げるほどの複雑性の中から、最高の効率性を生み出すトレーディングルームです！」

　エレベーターを出ると、巨大なホールの壁へき面めんだった。多分、床から天井までは、普通のビル七階分くらいの高さだろう。卵の内部みたいなそこには、びっしりトレードのための機器が配置されていた。机が向かい合ってずらりと並び、そんな列が数えるのも嫌になるほどある。

　威容だった。異様なまでに、威容だった。単位面積あたり、世界で最も金のかかる場所。

　休日なのに人がいるのは、電力市場は休日も関係ないからだ。ワイシャツを腕まくりし、ペンを嚙かみながらディスプレイを覗のぞきこんでいる青年の給料はいくらだ？　きっと、百万ムールや二百万ムールという単位なのだろう。そんな様子すべてが一望でき、さらに向こう側は一面ガラス張りになっていて、月面第三位の富の上から眺める光景が広がっていた。

　アバロン。

　異世界への、扉。

　そんな折り、どこからか歓声が聞こえてきた。聴ちよう衆しゆうの一人が「あそこだ」と指をさし、視線を向ければ、男たちが数人固まって肩を叩たたき合っている。

　案内人は携帯端たん末まつでどこかに連絡を取り、言った。

「たった今、価格が非合理だと信じて巨大なポジションを取っていたチームの苦労が報われたそうです。利益は二千三百万ムールだとか。彼らは今日は腰が抜けるほどシャンパンが飲めるでしょうね」

　あっさり言うそれが噓うそなのか本当なのか。半信半疑だが、こんなトレーディングルームを支えるからには、それくらい利益が頻ひん繁ぱんに出ていないとならないのは確かだろう。

「そして、我らがケビンのオフィスは、ここよりさらに上に位置する最上部のあちら。すべてを見下ろせる場所から、社員の猛もう烈れつトレーダーたちに発破をかけることもしばしばです」

　どこかの競技場の特別観覧席みたいな場所を指さして案内人が言う。

「ここでは主力の電力をはじめ、その他さまざまな取引をしています。その銘めい柄がら数、およそ千八百！　その中でも、変わった例としてよく出されるのが、天候デリバティブですね。来年の夏に雨が多く降るかどうかとか、そういうことに保険を掛かけ、その保険を売買すると考えてくれればいいでしょう。取引するのは、穀物を取り扱う業者など、天候に業績を左右される人たちです。もちろん、月面ではなく、地球の人たちが主力になりますが、我々も上手に利益を上げています。ここからなら地球のお天気がよく見えますからね」

　案内人は目の上に手で庇ひさしを作って、ガラス張りの絶景を見る素振りだ。

「なんにせよ、ここはケビンの発想と行動によって作り上げられた、月面最高の効率性を生み出す心臓部です。取引の障しよう壁へきを下げ、参加者を多くすることによって生み出される流動性は、そのまま効率性となります。こうすることにより、特に月面の電力は──」

　案内人が意気揚々と、そこまで言った時のことだった。

「けれど、電気代は高くなる一方じゃないか！」

　棘とげのある声が響ひびき、全員がギョッとそちらを振り向いた。

「外区じゃ、毎晩寒くて寝られないほど冷えるところだってある。それは電力不足が原因で電力が買えないからだ。あんたたちはそれをどう説明するんだ！」

　白鳥の群れの中に家鴨あひるが交じってしまったような、気まずい空気が流れる。

　全員が、案内人に視線を向ける。

　まるで、救いを求めるように、だ。

「ええ。電力料金が高こう騰とうしているのは事実です。ですが、我々がいなければもっと高くなっていた。これは間違いのないことでしょう」

「またその説明だ。騙だまされないぞ、ペテン師め！」

「と、申されましても、取引が迅速に行われれば価格は適正なラインに近づくと、経済学でも説明されています。我々が今すぐこの場から消えて見せれば、我々の言葉の正しさを証明できるかと思うのですが……なかなかできることではありません」

　聴ちよう衆しゆうはうなずき、案内人を睨にらみつける中年の男を、憐あわれみを込めた目で見る。

「月面は未み曾ぞ有うの速度で拡大しています。我々はその血液である電力が目詰まりを起こさないように、そのお手伝いをしているのです。皆さんの職場でもいらっしゃるでしょう？　その人がいないと実は回らない、書類整理の人たちを。あるいはご家庭なら、爪つめ切きりの場所や靴下の場所を知っているお母さんのような存在です」

　案内人はにっこり笑い、聴衆もにっこり笑う。

「それに、我が社を支える敏腕トレーダー諸君の平均ＩＱは１５０！　彼らが市し場じようから非効率性を取り除くことで、我々はそのささやかな手数料を、皆さんには効率性と価格の低下というサービスをお渡しできるのです」

　案内人はそう言って、恭うやうやしく頭を垂れた。聴衆の一人が拍手をし、多くの者がそれに続く。

　俺おれがクリスを見れば、クリスは目をキラキラさせて、月面最高峰といわれるトレーダー集団のトレーディング風景を眺めていた。

「アバロンとは、ご覧になったようなエネルギー総合商社です。いかがでしょうか。我が社の株かぶとは、この壮大なケビンの夢に乗る、チケットのようなものなのです」

　拍手。

「これはもちろん、ガチョウの口に株かぶ券けんを突っ込もうとする投とう資し銀行のセールスマンの文句とは違いますよ？　なにせ、我が社の社員におきましては、老後の蓄えである確定拠出型年金を、すべて我が社の株に投資し、運用していますからね。それが優雅な老後を保証する、最もすばらしい選択肢だとわかっているわけです」

　再びの拍手に、案内人は王の代官のように、下々の者を睥へい睨げいする。

「現に、我が社の年金制度の初期から、給与の一部を我が社の株で運用しているとある中堅配電技術工の社員は、これまで稼かせいだ給与すべてを足しても追いつかないくらいの利益が出ています。地球移民の彼は、それで最近ニュートンシティの区画にメゾネット型のマンションを購こう入にゆうしました。娘さんの大学通学にも便利ですからね。家族の喜びは彼の仕事の励みになりますし、仕事に励めば励むほど、会社の業績とともに株かぶ価かも上がるわけです。月面の企業においては最初期にこのシステムを導入した、ケビンの先見の明たるやいかに、と感服しないわけにはいかないでしょう？」

　そして、聴衆のため息。

「もちろん、そんな我が社の株は、社員でなくても購入することができます」

　笑顔。

　俺おれも、胸中で半笑いだった。投とう資し銀行の売り込み文句ではない、と言いながら、売り文句として最も強力な方法を持ち出している。

　株かぶ取引を煽あおる最良の手法とは、その株が貴重だと宣伝することではないし、実は、今後値上がりするということを声高に言うことですらない。最良の煽り文句とは、すでに儲もうけを手に入れている人がいて、それは、あなたと大して変わらない人物なのだと言うことだ。あなたは賢かしこく生きていませんよ、と言われるだけで、たいていの人間は焦りを覚え、思し慮りよ分別をなくしていく。加えて、笑ってしまうのは、トレーダー連中のＩＱの高さをさも誇らしげに付け加えたことだ。それ自体は事実なのだろうが、一つ重要な事実がある。トレーディングの成績と、ＩＱは比例しない、という有名な研究がある。だから、案内人も、高ＩＱだから取引がうまくいく、とは言わなかった。多分、案内人はそのあたりのこともわかって話している。

　投資銀行のセールスマン顔負けの案内人は、引き続き株購こう入にゆうのための話をべらべら喋しやべっているが、俺はそちらの話は右から左で、車くるま椅い子すの上からそのケビンがいると思おぼしきオフィスを眺めていた。あそこから眺める景色というのはどのようなものだろうか。バートンは、四年前、製薬会社のリング・テックという会社のビルを示して教えてくれた。そこに入居すると業績が悪くなる呪のろいのビルというのは本当に存在する。だが、そういうビルは往々にして、駄目になりそうな経営者が好むビルなのだ、と言っていて、そしてリング・テックは本当に潰つぶれてなくなってしまった。では、アバロンのこのオフィスはどうだろうか？

　一階から続く成功の軌跡は、確かに理に適かなったものだった。だが、理に適いすぎているような気もする。そして、案内人の自称。エネルギー、総合、商社。

　もしも主力業務がトレーディングであるのなら、ここは商社と名乗っていい場所ではない。博ばく打ちうちの集団であり、ヘッジファンドと変わらない。あのトレーダーたちが上げた利益は、決算書で電気会社としての利益に入るのか、それともたまたま手に入った特別利益に入るのか。ここが曖あい昧まいになってしまうのは、アバロンが発電も行っているからだ。もしも自分が発電した電気を、最も高値で売り抜けたのだとしたら、それはパン屋が自分の作ったパンを最も高値で売ったことと同じだから、本業の利益と胸を張っても誰だれからも文句を言われる筋合いはない。

　だが、パン屋の親おや父じが趣しゆ味みでやった株取引で出た利益は、本業とは関係のないことになる。

　アバロンは、そこのところを意図的にぼかしているようにしか思えない。少なくとも、エレノアはそう睨にらんでいる。急激な成長を可能にする買収のための資金として、自社の株かぶ価かを吊つり上げるために、利益構造をブラックボックス化しているのだと。

　詳しいことは未いまだわからないが、はっきりしていることがある。

　なんにせよ、案内人はここには博打など存在しないといった顔をし、アバロンの株を買うことすら、未来の幸福を手に入れる確実な方法だと言いかねない勢いということだ。

　だが、そんなことはありえない。完全無欠のトレーディング方法は、有史以来、一度も発見されていない。利益とは、損をする可能性への対価なのだ。だから、案内人が一貫して、トレーダーたちの存在を博ばく打ちうちではなく市し場じように効率性をもたらして手数料を稼かせぐ人、と表現するのは理解ができるものの、わからないのは、博打うち的なイメージを持たれたくないなら、どうしてこの威容を誇るトレーディングルームを殊更見せびらかすのか、だ。人は見えないものについてはなかなか考えられないのだから、黙だまっていればわかりようもない。あえて誇示するということはその逆で、ここを印象付けたいからにほかならない。

　なにかちぐはぐな気がした。

　エレノアからの話を聞いて、なんらかのバイアスが自分にあることはわかりつつも、アバロンには、どこか裏に隠された意図が存在するような気がした。

「では、これから下に降りまして、我が社自慢の社員食堂で、おくつろぎください」

　案内人はそう言って、俺おれたちをエレベーターに戻す。扉が閉じられ、月面で三本の指に入る富の上から見える光景も、消えた。

　鉄とガラスの箱の中で、聴ちよう衆しゆうはざわざわと興奮気味に話している。端たん末まつを取り出して、株かぶ価かをチェックしているやつらがいて、時間外取引で買えないか、なんて声まで聞こえてくる。

　なにかニュースが出ているわけではないのだから、焦って買う合理的な理由などなにひとつない。クリスのプログラムの狂気レベルを上げられたのは、今の月面証しよう券けん取とり引ひき所じよには、この程度の思おも惑わくのやつらが大挙して押し寄せてきているからだ。

「すごかったですね」

　ただ、クリスも上からそんな風にささやいてくる。

「ああ」

　夢中で携帯端末から注文を出している中年連中を見て、株かぶは上がるだけではないのに、と思う。取引では必ず、いつか、損を食らう時が来る。株取引とは、おそらく、そのいつか必ず食らう損に対して、どれだけうまく対処するかなのだ。

　俺は吹き抜けの頭上を見る。突き抜けた楽観性は、どこか作られたような匂においがする。それこそ、株を売りつけ、高値を維持するかのように。

　それとも、エレノアの言葉のせいで、そう思えるだけなのだろうか。

　考えてみるが、この手の疑いには、決定的な答えがない。

　ただ、少なくともクリスは疑問に思っているようではないし、他の客は言わずもがな。案内人に嚙かみついた男性はそうでもないようだが、大多数の人間は、アバロンは押しも押されもせぬ大企業で、大企業が胡う散さん臭くさく見えるのはいつものこと、と思っている節がある。

　そして、多分それは往々にして、正しいのだ。

　エレノアは被害者意識があるから、余計にバイアスがかかっているだろう。

　だとしたら、少なくとも俺くらいは冷静で公平でなければならない。

　俺はそう思い、社員食堂でなにを食べようかとはしゃぐクリスの相手をしながら、車くるま椅い子すに深く座りこむ。

　だが、人の行動には必ず思おも惑わくがある。そして、部屋とは主の心を映す鏡であり、ケビン・レイスの部屋からは、あのトレーディングルームが丸見えだったのだ。

　その意味を考えると……。

　月面には、悪意が渦巻いている。

　あるいは俺おれも、毒されているのかもしれなかった。







　アバロン見学から数日後、セローから新しいプログラムの試作品が送られてきた。

　クリスの写真とプロフィールを見せたら、俺も俺もと研究者が集まったとメールにはあった。

　そいつら本当に色々な意味で大丈夫なのか？　と俺は不安になったが、送られてきた試作品を教会のクリスの部屋で試したら、なかなかのものだった。

「アバロンが一位に来るのがさすがですね」

　市し場じようから楽観性を認識して抽出し、さらにクリスのプログラム内でも高評価の銘めい柄がらを表示するプログラムの最上位に示されたのは、アバロンだった。

「元になっているアルゴリズムも送ってくれたので、多分、私でも直接ハルさんの要望を入れられるようになると思います」

「いやあ、これでも十分すごいけどな」

　ディスプレイをスクロールすると、ここ数日でクリスに渡した銘柄リストとほぼ重なっている。だが、人力では当然限界があるので、知らない銘柄もたくさん載っていた。

「だめですよ。誰だれかがこの方法に気がついたらどうするんですか？　あっという間に追い越されて、儲もうけが出なくなっちゃいます。私たちがこのプログラムで利益を出し始めたら、影えい響きようが価格に現れますからね。データマイニングしている人たちに気づかれるのも時間の問題です。その前に」

　と、クリスは部屋の壁かべに巻き取り式の大型パネルを広げている。端たん末まつからのデータを表示でき、さらにタッチ式でパネルに直接文字などを書き込める装置だ。月面にオフィスを構える地球生まれの企業は、どういうわけかこういう物を競って揃そろえるので、中古市場には型落ちの物が格安で売られている。

　クリスはそこに数学系書しよ籍せきのデータを表示させ、待機させる。

　クリスもこういうギミックが好きで、よく、夜中までずっと、立ったまま壁に向かって絵を描くように数式をいじっているらしい。

「その前に？」

　俺が続きを促うながすと、クリスは女の子らしくない部屋の中で、にっこりと笑う。

「圧倒的な優位性を築きます」

　月面の肉にく食しよく獣じゆうを目指すクリスは、可愛かわいらしいくらい生意気に、そう言った。

「ハルさんの帰宅時間も気にしなくていいですからね。たっぷり議論できます」

「怖いリサが寝かしつけに来るけどな」

「うー……無線機器を買ってきて、つなげましょうか？」

「夜はきちんと寝ろ」

　クリスの椅い子すに座っていた俺おれは、呆あきれるように言いながら立ち上がる。

「利益の伸びと、お前の睡眠時間には逆相関があるらしいからな」

　パネルのために部屋の電気を暗くしているクリスの眼鏡には、光が当たって表情が見えにくい。だが、日の光の下で見ればはっきりわかるほどにクマがある。

　楽しくて楽しくてしょうがないのだろうが、リサでなくたって小言を言いたくなる。

「それに、悪いけどこの後は用事がある」

「え？　どこに行くんですか？」

　教会に泊まりに来てからこの方、外にちょっと買い物に行くのにもクリスがついてくるようになった。毎日のようにやっているプログラムのメンテナンスと修正を反映させ、取引を見守るために、クリスはシュレーディンガーストリートの事務所に通っているのだが、俺から離はなれるのはその時くらいのものだった。

　数年前、一番俺のリハビリに熱心だった頃ころを思い出す。

　あの時も、俺以上にクリスのほうが熱心だった。

「エレノアに呼ばれたんだ。グランドセントラルホテルに行ってくる」

「へ、これから？　あ、の、なら、私も」

「一人で、と言われている」

「え……」

　夜のホテルに、一人で。

　明らかに虚をつかれたような顔をして言葉を飲んだクリスは、ふらふらと歩き出そうとして、なにかにつまずいて転んだ。

「きゃうっ！　……あ、あの、それって──」

「銘めい柄がら分析についての話をしに行くんだよ。お前に聞かせると、お前の判断が鈍るかもしれないから嫌なんだと」

　俺は倒れたクリスの腕を取って起こしてやる。軽くて華きや奢しやな体だ。

　こんな華奢なクリスに支えてもらっていたのかと、ここ数年間の自分の情けなさに痛み入る。

「大体、なにを想像してそんなに動転してるんだ？」

　俺はわざとらしく尋ね、ずれたクリスの眼鏡を戻してやる。

　眼鏡の向こうにあるクリスの目は、被虐的な上目遣いだった。

「なんで、そんな意地悪言うんですか？」

「ハガナはそういう顔をしてくれなかったからかな」

　俺おれは肩をすくめ、クリスの額をちょいとつつく。クリスはたちまち、むーっと唸うなって頰ほおを膨ふくらませるが、ハガナの名前を出したこんな冗談でも、俺の右手は欠片かけらも強こわ張ばらない。

　それに、クリスがこういう冗談に嬉うれしそうなのは、いじられるのが好きな性格というのもありつつ、俺が四年前のことを克服しているのが見てとれるからかもしれない。

「何時に帰ってくるんですか？」

「遅くなりそうだったら連絡するって。リサがうるさいからな」

「起きて待ってますから」

「寝ろよ」

　そんなやり取りを玄関までする一方、我関せずのリサは廊下の向こうで、幼稚園児向けの教材みたいなものを熱心に作っている。こういう日常もいいな、と思いながら、俺はクリスの頭の上に手を置いた。

「大体、セローからのプログラムの解読があるだろ？」

「あっ」

「ざっと見た感じ、まだ怪しげなところもあった。話すことは嫌でもある。圧倒的な優位性を築くんだろ？」

　ぐりぐりと頭を撫なで、最後に押すように突き放す。クリスは目を回したようにふらふらして、最後には疲れたように笑っていた。
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「ハルさんは本当に意地悪ですね」

　嬉しそうに、そう言ったのだった。







　日が暮れてからの月面は冷える。俺おれはマフラーを口元まであげて、ニュートンシティを目指した。

　アバロンを見学した際の雑感と、いくつかの所感を書き記してエレノアにメールをしたが、返事が来たのが今日だった。時間が取れそうなので、食事でもしながらいかがですか、と。

　一億ムールの夜景、と謳うたわれたニュートンシティは電力不足でもお構いなしに光り輝かがやいている。電力不足とは、本当のところ、電力が絶対的に足りないのではないのだろう。足りないのは、貧しい者たちが灯あかりを買うための資金と、金持ちたちの優しさの精神だ。

　グランドセントラルホテル前も相変わらずの賑にぎやかさで、ファーのコートやステッキを持った御仁で溢あふれている。どうやらなにか大きなレセプションが開かれているらしく、夜のこの時間なのにひっきりなしに人が来ている。それも、かなり身なりの良さそうな連中が、正装でぱりっと決めている。

　ブラック・タイに、タキシードは、地球から続く、支配者たちのトレードマーク。

　対する俺は、松まつ葉ば杖づえをつきながらいつもの服装で、小こ脇わきには手て土産みやげのアップルパイが入ったババ臭い布袋を下げている。リサが、レディのところに手土産も無しに行くんじゃないと無理やり持たせたのだ。相手は一泊十万ムールの部屋に住む貴族だぞと思ったが、逆らっても面倒なので従うことにした。

　ロビーでも談笑している者たちが多く、男ならば肩を大おお袈げ裟さに叩たたき、女性ならば腰に恭うやうやしく手をまわしている。俺は気がつくと、心持ちうつむきがちに、背を丸めて歩いていた。ただ、圧倒されていたわけではなく、呆あきれていたのだ。

　俺はエレノアに指定されたとおり、フロントでエレノアの名前を告げる。すると、しばらく待つように言われた。その間にも目の前を通り過ぎて行く、紳士、淑女の群れ。

　月面は皆が酔いしれる好景気なのだ、と思い出させてくれる光景だ。

「お待たせいたしました」

　そんなことを思いながらぼんやり待っていたら、ほどなくエレノアが現れた。いつもの服に、ふわふわの毛が縁ふち取どりされたケープのような物を羽織っている。いかにもいいところのお嬢じよう様さまで、正装の面子メンツに交じっていてもなんら違和感がない。

　傍はたから見たら、俺はどんなふうに見えるだろう。お金持ちの世間知らずなお嬢様をたぶらかす、外区の下げ賤せんな男だろうか。

「今日はわざわざごめんなさい」

「いいえ。メールよりも会ったほうが早い話もありますし」

「ええ。そう思ってお呼びしたんです」

「……というのは？」

「ハルさんのメールの文章は、素っ気なさすぎます」

「わかりづらかった……ですか」

　俺おれが尋ねると、エレノアは小首をかしげて、こう言った。

「わかりづらい、というよりも、法律の条文みたいでした」

　わかりづらい、ということだろう。

「そのあたりのお話の前に、とりあえずお店に参りましょう。本当はホテルの中にお勧めのお店があるのですけれど、今日は人が多くて」

「いつもこんな感じなんですか？」

「ええ、最近は一週間のうちの五日間くらいは、こんな感じです」

　俺の前に立ち、率先して歩いてロビーから正面玄関に出ながら、エレノアは言う。そこではどうして車がつっかえないのか不思議なくらい黒塗りのリムジンがたむろしていて、正装の紳士淑女を吐きだしたり、飲み込んだりしている。

「今日は特に多くて、とある企業の新しん株かぶ発行と上場を祝うパーティーなんです」

「へえ」

　俺は改めて、正装した人々の顔を見る。新株発行、上場祝賀パーティーということは、にわか成金がまた新たに生まれたということだろう。

　どいつもこいつも欲が深そうに見えるのは、そのせいかもしれない。

「どこのホテルの会場もその手のイベントの予約でいっぱいですからね。私があのスイートルームにいられるのも、それが一つの原因です」

　俺がエレノアを見ると、エレノアは悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべていた。どうやら待ち時間の間の謎なぞかけらしい。俺は、素直に頭を巡らせてしまう。

　世の中、基本的な原理というものは数少ない。つまり、無い物の値段はいつだって上がるというわけだ。

「エレノアさんの雇い主は、あの信じられない値段の部屋を長期で契約する代わりに、大事なイベントの時、このホテルのレセプションホールを優先的に予約できるようになる」

「ふふ。そのとおりです。月面最高のホテルの会場を押さえられる、というステータスに比べれば、あの部屋を借り切るくらい、なんでもありません。それに、あの値段の部屋がいつも満室なら、ホテルも良い宣伝になりますし」

「宣伝？　部屋の中も？」

「まあ」

　クリスならきっとぷっくりむくれるか、恥ずかしそうにうつむくかしただろうが、エレノアはそんなふうに小さく笑っただけだった。

　上品な余裕。

　エレノアが少し動くたびに、ロビーからの明かりに照らされて、雪のような色合いに見えるプラチナブロンドの髪が揺れる。

「でも、どんな会社なんでしょう。こんなにたくさん人が来るなんてよっぽどですね」

　俺おれが辺りを見回しながらそう言うと、エレノアは口元に少しだけ笑みを残したまま、どこか冷ややかな目つきで同じように見回した。

「確か、革新的な手法で月面都市間の輸送を行うベンチャー企業です。新規に発行される株かぶによる調達金額は、二億ムールちょっとだとか」

　二億ムールという数字もすごかったが、もう少し気になるところがある。

「革新的な輸送法？」

「地球の六分の一の重力を利用し、都市間で積み荷を射出して運ぶそうです。時間は十分の一、コストは三分の一、渋滞もなく、今後はこの輸送法が主流になるだろうと」

　俺は素直に感心する。確かに、月面都市は第二第三と増え続ける一方、物資の運搬はどうしても車輪のついたなにかでやらざるを得ない。それならば、摩ま擦さつの存在しない宙に飛ばすのは、エネルギー効率的にも理に適かなっているのではないだろうか。

「詳しいですね」

　さすがスージー・ウー。

　リムジンを待つエレノアに俺がそう言うと、エレノアは俺のことを見もしないで、言った。

「最初は、私のところに持ちこまれた案件ですから」

「え？」

「新規に株かぶ式しきを発行したいので、と言って、私のところに来たんです」

　俺は、一いつ瞬しゆんエレノアの言っている意味がわからなかった。エレノアは株式の良し悪しを判断するのが仕事だったので、新規に株式を発行したいと思っているこの会社の分析を任されたのだろう。しかし、それならば、最初に、というのはどういう意味なのか。

　俺が混乱していると、エレノアは白い息を吐きながら、続けた。

「私は株の分析が生業です」

「です、ね」

「同時に、私を雇うプラチナ・スミスは、投とう資し銀行ですから、ある会社が新しく株式を発行したいと言ったらそのお手伝いをします」

　エレノアが喋しやべっていると、ちょうどリムジンが来た。エレノアは喋りながら乗り込むような無作法はせず、口を閉じると優雅に微笑ほほえんで、中身がクリーム色の黒い鉄の塊に乗り込んだ。

　六分の一の重力下でもなお、柔らかさを実感できる高級な革張りの座席に体を預け、外から扉を静かに閉じられてから、エレノアはようやく話を再開する。

「そして、新規に株を発行する会社は、少しでもたくさんの人に、少しでも高い値段で株式を買ってもらいたいと思っています。会社の株かぶ式しきを持っている創業者やベンチャーキャピタリストは、できれば上場した瞬間に華々しく、ロケットみたいに株かぶ価かがすっ飛んで欲しいと『ささやかな願い』を持っていますからね」

　行き先も告げていないが、リムジンは静かに走り出す。エレノアの口調も同じくらい静かでスムーズだが、最後に皮肉が混じっていて、その横顔もどことなく不機嫌そうだ。

「投とう資し銀行は株式発行がつつがなく進行するように取り計らうことで、手数料を得ます。そして、そのつつがなく、というのは、株価がつつがなく上がる、ということも含みます。つまり」

　ここまで言われたら、俺おれにもエレノアがどんな役目を果たそうとしていたのか、理解できた。

「スー……いえ、エレノアさんに分析させて、そのお墨付きが、欲しい」

「そうです。投資銀行部門の人間が新しん株かぶを売り込む時、この新しい企業はお勧めですと言うより、私がテレビで推すい薦せんするほうが効果百倍でしょうから」

「なるほど」

　毎日いくつも新しい会社が生まれては上場される中、耳じ目もくを集めて華々しくデビューするためには、笛と太鼓が必要というわけだ。それと同時に、企業が同じ手数料を支払うなら、強力な笛と太鼓のあるところに行きたがるのは道理だろう。

　そして、手数料を落とすのだから、甘く評価してくれとも、言いやすいのだろう。

「でも、さっきの、最初に、という意味は？」

　俺がそう尋ねると、エレノアははっきりと眉み間けんに皺しわを寄せた。

「次に、アイスマンのところに行ったからです」

「アイスマン？」

　虚偽、と書かれた男であり、バートンからインサイダー情報を受け取っていると目されているアナリストだ。

「そうです」

「なぜ？」

「私が拒否したからです」

　俺は、エレノアの横顔を、まじまじと見つめた。

「その結果、その企業はプラチナ・スミスではなく、ハラルド・ブロスを幹事にして、新株発行をすることにしました。発行説明会ではアイスマンが熱弁をふるったそうですよ。多分、しばらくしたら、アイスマンの凄すさまじい太鼓持ちレポートが出ると思います」

　あまり企業金きん融ゆうのことに詳しくないのだが、それでも拙つたない知識なりに、思うところがある。

「それって、プラチナ・スミスは仕事を逃したのでは？」

「そうですね。株式発行を取り扱うシンジケートの主幹事になれば、株式の種類にもよりますけど、新株発行なら大体、三から五％前後が手数料になります」

　俺は、エレノアの言葉を思い出す。あのロビーでなんと言っていた？

　調達金額は、ざっと二億ムール。

　その五％は、一千万ムールだ！

「私が『否』の電子印を捺おした書面を送ったら、投とう資し銀行部門の人たちは、ハルさんみたいな顔をしていました」

　そして、エレノアは挑発するように笑う。

　皮肉な言葉がよく似合うせいか、そういう笑顔もまた似合う。

「でも、なぜ、そんな」

　分析をして、ちょっといい感じに評価するくらい、難しくないことだろう。たったそれだけのことで一千万ムールの手数料ならば、勤め人としては、むしろして然しかるべきなのでは？

　そう思ったところに、エレノアの一言が突き刺さる。

「詐欺企業だからです」

　エレノアは、首に巻いたファーを撫なでながら、言う。

「ドーム間で射出して、荷物を輸送だなんて」

　まさしく貴族のように、顎あごを少し上げて、鼻で笑っていた。

「机き上じようの空論です。ドームに穴でも開けるつもりなのかしら？」

「あ」

「建築局に確認しましたが、確かにそんな建築計画が申しん請せいされていて審しん議ぎ中ちゆうですけれど、一企業のためにそんな砲台建築許可を出すとは思えません。月面の都市部以外の土地はすべて政府所有で、私的利用には制限が強いですからね。許可されるとしたら天文台や宇宙空間用の研究所、あとはせいぜい発電用電池パネルの設置くらいです。大体、弾が逸それたらどうするつもりなのかしら」

「……事情をよく知らない、あるいは調べにくい地球人をカモにしてるんでしょうか」

「カモにされてるのは月の人間も一緒ですよ。この会社はまだそんな砲台も、弾もないのに、売り上げと利益が出ているんです。どうしてだと思います？」

「は？　利益が？」

　そう言われればそうだ、と自分の迂う闊かつさに呆あきれた。アイデア一つ携えて会社を興おこすことはできても、それを上場させるにはそれなりの実績がないとならない。

　だが、射出砲台は申請中の段階で、どうして利益が出るのだ？　と困惑していると、エレノアは目を細め、頭痛を堪えるようにこめかみに細い人差し指を当てている。

「その砲台ができたらと仮定したうえでの、輸送スケジュールを売買する取とり引ひき所じよをオンラインに作り、そこからの売買手数料を得ているんです。私は、三回その会社の概要を読み返しました。なにを言っているのかわからなかったんです。これって、一体なんの会社なのかと」

「……」

　俺おれも、すぐにはなにを言われているのかわからない。

　まだ存在しない輸送システムの？　完成したと仮定したうえでの？　輸送スケジュールの売買？　そういえば、前世紀の末すえ頃ごろに、月面都市などまだ構想もないような時代、月面の土地を売るという会社があったらしい。それは一体どうなったのだろう？

「よくもまあ、という感じです。アバロンの輸送版と言えば聞こえはいいですけれど、でも、アバロンですら電気はきちんと作って、送ります。これは体のいいカジノ。実態は単なる詐欺。こんな会社を上場させるわけにはいきません。ましてや、良い評価を下すなんて論外です。そう思って、却下しました」

　自分の正義に従って。

　エレノアの横顔は、はっきりとそう言っていた。

「あの賑にぎわっていたロビーみたいに、月面のホテルでは毎晩あんなパーティーが開かれています。ほとんどが、似たり寄ったりの企業でしょうね。証しよう券けん市し場じようが沸ふつ騰とうしすぎていて、そんな銘めい柄がらも上場すればすごい値がつきます。創業者は大金持ち。新しん株かぶを事前に買うことのできた人たちも大喜び。手数料が入る投とう資し銀行も大喜び。レセプションやどんちゃん騒さわぎのために利用されるホテルも、そこに食事を提供するレストランも、服を新調してもらえる服屋も、新しい住居を購こう入にゆうしてもらえる建築業者も、皆が大喜び」

　一息に語る様は、胸の奥に渦巻いていた不満が堪えようもなく漏れ出ているようだった。エレノアが薬に頼たより、あのホテルで身を削っているのは、正義のためなのだ。

　エレノアは話し終えると、不意に口をつぐみ、目を閉じている。

　端整な顔立ちなのに、眉み間けんにだけ、皺しわが寄っている。

　そのままの姿勢でたっぷり三回は深呼吸してから、こう言った。

「後のことなんて、どうでもいいんでしょう。その頃には、大本の関係者は株を売り抜け、地球に逃げています。この世界には、そういった悪意があまりにも多すぎます」

　エレノアは目を開くと、スモークのかかった窓から外を眺めていた。

「私は抵抗しました。でも、結局ハラルド・ブロスのアイスマンが引き受けて、大成功。私一人がどうこうしたって、ほとんど無意味なのです」

　エレノアがやっているのは、レナや俺おれが役所の出張所でやっていた、補助金制度の悪用の摘発と同じことだった。あんなことこそ、多勢からすれば無意味だ。他の出張所にも似たような申しん請せい書しよが山ほどいっているし、そこは間違いなく素通りのはず。俺達が却下しても、向こうでは通り、結果は一緒。

　ただ、俺はレナとやっていたあの行為を、そこまで無駄なことだとは思わない。

「確かに、世の中のシステムには影えい響きようを与えないかもしれませんが」

「……」

「自分が正しいと思う行動を取ること、そのことにまで意味がないとは、思いません」

　エレノアは外の景色から俺に視線を向け、それから少しうつむき、微笑ほほえんだ。

「ごめんなさい。ありがとう」

「いえ」

　俺おれはそう言ったが、エレノアは再び頭を窓に預けるように、外を見る。

　その様はひどく疲れているように見えた。

「でも、この意地を通すことで、問題が起き始めているのも事実なのです……」

「え？」

　俺が聞き返すと、ちょうど車が停車した。

　エレノアは、俺を見て、こう言った。

「私が解決すべき問題です。とりあえず、今日はアバロンの悪口で盛り上がりましょう？」

　開けられた扉から入ってきた明かりに照らされたエレノアの笑顔は、なんとも小こ悪あく魔ま的てきなものだった。







　アバロンの悪口、というのは言い得て妙な表現の仕方だった。

　俺はエレノアに導かれるまま、うす暗い店内でもなお映えるほどの真紅のカーペットが敷しかれている廊下を進み、壁かべ一面に床から天井まで木箱入りのワインが並べられたところを通り抜け、ようやくたどり着いた個室で、コース料理を食べながらアバロンの話をした。料理で覚えているのは、メインの肉料理だけだ。あとは、なにが材料だったのかすらよくわからない。不思議なことに、それでもおいしいということだけは覚えている。まるで、会社の全ぜん貌ぼうはまるっきり謎なぞだが、価格だけはきちんと上がってくれる株かぶみたいなものだった。

　そんな皮肉なことを思いつつ、俺はアバロンの会社説明会に行った時のことを改めて話した。

　アバロンの底なしの楽観性と、トレーディングルームの存在。

　俺が抱いた違和感は、その二つだった。

　やはり気になるのは、自分は博ばく徒とではないと言いながら、博ばく打ちうちの鉄火場をあんなにも人目につくようにしていることなのだ。もしもあんな人目につく部門が損を出したら、一気にアバロンが傾くのは必至だった。なのに、そんなことを欠片かけらも恐れていないように思える。

　だとすれば、考えられる可能性は二つ。

　確実に儲もうけられる方法、つまりカジノのスロットマシンの不正や、ポーカーのカードカウンティングなどの必勝法を握っているか。さもなくば、一見矛盾にも見えるこの構図に、なにか別の目的があるかだろう。

　エレノアは確かにその可能性が考えられるという。アバロンは自社の資産、つまり発電所や送電網の内訳を正確には公表しておらず、電力会社としての利益が全体のどのくらいを占めるのかが著しく不透明だという。

　もちろん、町の小さな雑貨店ですら、そこそこの規模で営業していれば、自分たちがなんの在庫をどれだけ抱えているか、なんて正確に把握しているはずがない。大企業ともなれば、悪意がなくてもその度合いが一層ひどくなることは想像に難くない。

　だが、それにしたってアバロンは全体にものすごく違和感がある、と言っていた。

　エレノアは、月面に存在するすべてのアバロンの公式情報を集めてある、と言って、小さな記録メディアをくれた。可能な限り詳細な利益や財務の数字が入っていると。

　俺おれはそれを、冷たくて甘いバニラアイスに、熱くて苦いエスプレッソコーヒーをかけたデザートを食べながら受け取った。優雅な高級レストランの、見目麗うるわしいお嬢じよう様さまとの食事の席上で、大企業の粗あら探しをするという状況には、ぴったりのデザートだったろう。

　俺はその記録メディアのお礼というわけではないが、別れ際にリサから持たされていたアップルパイを献上した。貴族のお嬢様の口に合いますかどうか、と卑屈になる以前に、そもそも超高級レストランが似合うようなエレノアには、布袋に入った手作りアップルパイは不釣り合いだ。

　しかし、エレノアはものすごく嬉うれしそうに受け取って、お夜食に頂きます、と言っていた。あの時点で結構時間は遅かったはずだが、エレノアはまとめなければならないレポートがいくつか残っていると言っていた。

　本当に激務のようで、華きや奢しやな姿を見ていると、食べた物のカロリーはすべて脳が消費しているのだろうとしか思えない。たまには休んだほうがいいですよ、と別れ際に言うと、エレノアは微笑ほほえむだけで返事をしなかった。

　正義の実現のため、その来るべき日のために、スージー・ウーの影えい響きよう力りよくを増さなければならない。そんなエレノアには、休んでいる暇はない。そして、標的たるアバロンの不可解な謎なぞを暴く役目は、理由はどうあれ、俺が引き受けたのだ。

　アバロンに対する疑惑は気のせいだ、と伝えることになる可能性も含めて、頑張らないといけない。ただ、俺は別れ際のエレノアの姿がひどく弱々しく見えた。体力的に辛そうなのは、目に見えてわかる。

　そこに加え、エレノアが車の中でぽつりと言っていた『問題』について、俺はそのことが、眠る前に少しだけ、気になったのだった。
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　セローが人を集めて作ってくれていた例の「楽観測定プログラム」は、こちらがなにか言う前から次々改訂版が送られてきた。特に、開発者の連中が、クリスが数式やアルゴリズムを理解し、プログラムを読めると知ってからは容赦がなかった。らしい。

　らしいというのは、俺おれには詳しいことがわからなかったからだ。

　ただ、クリスは事務所に行く時間を減らし、壁かべにかけたパネルに映し出した数式やらプログラムやらを寝る寸前、つまりリサの堪忍袋が切れかかるまで見比べて唸うなっていた。食事とお祈りの時間以外は必ず端たん末まつを眺め、ペンタブレットを嚙かんだり顎あごの下の皮ひ膚ふを指で引っ張ったりしていた。

　ハガナのように病的に、という感じではないが、それでも夢中なのは確かだった。

　今も、スプリングが弱り、クッションがへこたれたソファーに座り、俺がプログラムによって抽出された企業をチェックしている横で、クリスは端末を複数開き、キータッチとペンタブレットの両方で次々改訂と解読を進めていく。参考用に専門の書しよ籍せきも開かれていて、中には一般に公開されていないマニアックな論文まであるらしい。

　どうしてそれが読めるのかといえば、月面都市大学で博士号を取り、今でも現役の研究者として登録しているらしいセローが、論文データベース用のＩＤとパスワードを貸しているからだ。コネというのは、こういうところで、一つの資産なのだと理解することができる。

「ネットをクロールして情報を集めるってのは、コンセプトはいいと思うんだけど」

　俺おれがそう言うと、膝ひざを立てて端たん末まつを抱え込むように眺めていたクリスが、きゅっとこっちを見る。その動きの速さから、頭の中の速度が窺うかがえる。

「扱いが難しいな。特に、匿名掲示板系は無理だな、これは」

「でも、暴ぼう騰とうと暴ぼう落らくの原因がいくつかここで特定されてますよね？」

「改訂版の二．二一で同じことが指摘されてる。書き込まれた噂うわさの数をすべて収集、分類して、その時系列に沿った株かぶ価かの暴騰・暴落の頻ひん度どと対比させてる。俺には、噂の数と暴騰暴落の頻度は相関しているようには見えない」

　つまり、そこに書きこまれた噂に人が踊らされるかどうかはランダムだということだ。

「でも、新規の噂が出た時点で、すべての噂に素直に従った場合の期待値を計算してみましたが、結果は、プラスです」

「噂インデックス指数？」

　すべての株かぶ式しきに投とう資ししたと仮定した場合の利回りは、株式インデックス指数として計算される。なので、すべての噂に投資したと仮定した場合のものは、噂インデックス指数とでも言えるだろう。

　だが、それは猿でも出せるパフォーマンスだ。人間が考えて投資をするなら、すべての株式の中から屑くず銘めい柄がらを除いていき、そのインデックス指数を上回らなければならない。

　とはいえ、なんであれ期待値がプラスの賭かけならばするべきではないのか？

　クリスは俺を見るが、俺は肩をすくめた。

「銘柄の数と、パフォーマンスは？」

「え、えーと、銘柄数が五百二十二、パフォーマンスが、半年で二十二％です」

　なにも考えず機械的に投資して、プラス二十二％なら悪くないかもしれない。

　普通なら、そう考えるだろうか。

「本物のインデックス指数の利回りがそのくらいだったろ。その噂と同じ数の銘柄を、噂とは関係なくランダムに選んで、期待値を計算してみればいい。多分、似たような数字が出てくる」

「あ」

「噂の数が多ければ多いほど、本物のインデックス指数に近づくだろうな」

「うー……」

　専門馬ば鹿か、と言う気はないが、思いつくアイデアの数や、それを実際に数学的に分析する能力には秀でていても、一歩引いて考えてみることがなかなかできていない。全体を見る、というのはとても難しいことなのだ。

　福祉団体のための補助金制度の申しん請せい書しよだって、書類上は完かん璧ぺきでも、明らかにその建物の大きさでは書類上の人数が入りきらないことに、レナはまったく気がつかなかった。

「けど、企業ホームページの分析の手がかりはようやくつかめた気がする」

「えっ」

　端たん末まつの縁ふちに顎あごを乗せて呻うめいていたクリスは、ぱっと顔を上げた。

「そこ、一番わからないところなんですよ。言葉のサンプル数も少なくて、統計処理に耐えないものが多いのに、ハルさんは本当に統計的に有意に銘めい柄がらを選べてます。皆、首を捻ひねってます。魔ま法ほうか？　って」

「このデータ」

「ええーっと……ああ、単語分析ですか？　でも、特にこれ、意味がありませんでしたよ」

「いいや、ある。俺おれも、漠然としかわからなかったけど」

「ええ？」

　クリスは俺のほうの端末を覗のぞきこんでくる。

　金色のふわふわの髪の毛が、少し鼻に当たってくすぐったい。

「全然、わかりませんけど……」

「言葉の数だけ数えるからだ。種類を見ろ」

「種類？」

「そう。文章を組み立てる時、単語がぶつ切りでも文になるだろ？　たとえば、オレ、オマエ、マルカジリ、とか」

　言いながら手でクリスの頭を摑つかむと、クリスはくすぐったそうに笑いながら体を引く。

「もうっ。ええ、でも、それが？」

「並んでるぶつ切りの単語を見て気がついた。こいつら、自分のことしか話してないんだ」

「……え？」

「たとえば、これ」

　俺がとある企業のページを呼び出すと、いかにも精力が強そうな、禿はげ上がった頭と、腹の突き出たＣＥＯが現れる。

「私は既存の企業のサービスに勝てる素晴らしい方法を見つけ、月面にやって来ました。それを実現できる我が社ならば、必ずや月面の効率性に貢献でき、会社もまた成長できると信じています」

「……はあ」

「これは、典型。狂気レベルを一目盛り上げてもいい」

　クリスはやっぱりまったくわかっていない。

　俺は、焦じらす理由もないのですぐに答えを教えてやった。

「もっとわかりやすい例がある。会社の顔役の名前を思い出せる企業を思い浮かべてみろ」

「え？　えっと……はい」

「じゃあ、業績が良くってよくお前のプログラムに名前が出てくる、つまり、俺好みの銘柄を思い浮かべてみろ」

「ええっと……あ、れ？」

「かぶらないだろ」

「……」

　クリスはきょとんとして俺おれを見る。

　データとは結局、どんな方法で結果を抽出するかの単なる集まりにすぎない。そして、投とう資しとはそんな銘めい柄がら群の中からなにかを選ぶ作業なのだとしたら。

　言われればほとんどの人が知っている会社だが、言われるまで思い出さない会社、というのがたくさんある。では、業績は大して良くないが、人々に思い出してもらい、株かぶ価かを上げたい連中はどうしたらいい？

　社長がしゃしゃり出て、喚わめき散らせばいい。

「俺がぱっと見で狂気ポイントを付与したくなる企業には、『私』『勝つ』『成長』『必ず』『信じる』という単語がある。並べ替えると、『私』『必ず』『勝つ』、『成長』『信じる』だ。こんなカタコトで喋しやべる外国人が企業ページのトップにいてみろ。どう思う？」

「……」

　クリスは俺を見て、口元が半笑いになっている。

「一方、俺が好きな銘柄についても、単語分析がなされていた。そこにあるのは、『我々』『皆さま』『着実』『発展』……そして、『努力』『改善』だ」

「……」

「というか、そもそも出だしが『我々』か『私』かで、全体の印象ががらりと変わる。力強くて皆が一丸となって進む企業か、部下を道具としか見ていない、一発逆転狙ねらいのワンマン社長かがわかるだろ？　だが、わかりやすいのは『私』のほうなんだ。俺を見ろ。俺を信じろ。俺は勝つ、と言われるのと、我々を見てください。我々を信じてください。我々は勝ちます、と言われるの、どっちに与くみしたくなる？」

　クリスは俺のことをちょっとびっくりしたように見つめながら、おずおずと答える。

「……お、俺」

「そう。組織より、人のほうに顔がある。だから、社長の名前を思い出せない会社は、その代わりロゴがとても印象的だ。だが、株かぶ式しき市し場じようで頭が沸ふつ騰とうしている連中は、わかりやすい物から、さらにわかりやすい物に流れていくだろう。その入り口が、『私』なんだ」

　俺の説明を聞き終わると、クリスは胸の中の物をすべて出してしまうような、大きなため息をついている。端たん末まつにゆっくり視線を戻すその様は、そんなこと考えたこともない、と言わんばかりだった。

「こんな、数字とは無む縁えんのこと、気がつけません。ハルさんは」

「ん？」

「やっぱり、すごいです」

　膝ひざを立ててソファーに座り、端末を抱えるようにしているクリスがそう言ってにっこり笑う。

　あどけないとか、無邪気とか、そういう表現ではくくりきれない柔らかさみたいなものがある。リサは、クリスのことを、お日様みたいよね、と言っていたことがある。

　俺おれは、その言葉の意味が少しだけわかったような気がした。

「いや……でもそれはな──」

「言葉遣いがその人柄を表す、というのは本当のことよ。ハルがそれを理解してくれるようになって、お姉さん嬉うれしいわ？」

　いつの間にそこに立っていたのか、リサが後ろから丸めたなにかで、ぼこんと俺の頭を小突いてくる。

「……今まさに、そのことを言おうとしたんだが」

「あら、それは失礼？」

　にこっと笑ってリサはそのまま聖堂のほうに行こうとする。いつまでも子供扱いするな、と思ったが、ちょうど思い出したことがあったのでその背中に声をかけた。

「あ、そうだ。エレノア、アップルパイおいしかったって」

「あら」

「また作って欲しいってさ」

「本当？　あっちにはおいしい洋菓子屋さんが山ほどあるだろうから、本当はちょっと不安だったんだけど」

「ああ、お世辞かもな」

　俺が言うとリサは少し顔をひきつらせながらも、肩をすくめて聖堂のほうに歩いて行った。

「リサさんのアップルパイ、本当においしいですよ？」

「エレノアが喜んでたのも、演技には見えなかった」

　クリスは俺の冗談をたちが悪いと思ったようで、少しむくれて、リサさんに言っておきます、と言っていた。リサに対して辛しん辣らつな冗談をしかけたくなるのは、我ながらリサへの甘えだとわかっている。

「まあ、そんな感じだ。この線に沿って情報収集すれば、かなり精度が上がるはずだ」

「はい。その旨伝えてみます。けど」

「ん？」

　俺がクリスを見ると、クリスはキーを打ちながら、またくすくすと笑い出していた。

「思い出したら、確かに四年前のハルさんは、本当にぶっきらぼうでしたからね」

「……そう、か？」

　口調が多少べらんめえだったのは認めるが、そこまでひどいとは思っていなかったのだが。

「そうですよ。すごく忙しそうで、急せかすような話し方でした」

「……そう言われると、心当たりがなくもないが……」

「それが四年前のこと。成長しているみたいですね？」

　クリスはそんなことを言って、悪戯いたずらっぽく俺おれを見上げている。

　アバロンでのやりとりの仕返しだろう。

　そのあまりの生意気さに、思わず手が出ていた。

　クリスのほっぺたをつまむと、クリスはきゃあきゃあ言いながら首をすくめて笑っている。

「いや、でも本当だ」

「ふえ？」

「少しでも成長している。一人じゃ無理だった」

　柔らかい頰ほおをつままれたクリスは、歪ゆがんだ鏡に映した顔みたいに間抜けなことになっている。

　けれども、その目はとても理知的で、綺き麗れいな青だ。

　優しそうに笑って、俺の手を取った。

「そうです。一人じゃありません」

　四年前に負け、奈な落らくの穴に嵌はまり、手をつないでいたハガナはいなくなった。俺はすべてを失ったような気がしたけれど、結局そんなことはなかった。リサは助けてくれたし、クリスは側にいてくれた。セローだってなにかと気にかけてくれたし、両親は俺のような馬ば鹿か息子むすこを見捨てなかった。

　一人の力でここにいるのじゃない。

　言葉についての分析だって、リサから言われたことが大きなきっかけになっている。自分が口にする言葉を時折真ま似ねされると、それがいかに見栄っ張りで馬鹿なふうに聞こえるかが、よくわかったからだ。それに、今クリスとあれこれいじっているプログラムだって、たくさんの人とのつながりがなければとても作れないような代しろ物ものだろう。クリスが楽しそうに端たん末まつになにかを打ち込むのも、それそのものが楽しいのと同じくらい、誰だれかと一緒になにかができているというのが楽しいからのはずだった。

　俺は、こういうのも悪くない、と思う。

　前人未み踏とうの地に行くんだ、という夢が壊こわれたから、ともあまり思わない。誰かが側にいたほうがいいし、なにより、前人未踏の地に行くのだって、後ろを振り向けばきっとたくさんの人に支えられているはずなんだと気がついたと言うべきだろうか。

　俺はそう思って、ふと気がついたことがあった。端末をいじり、メールをチェックする。

　エレノアから来たメールだ。

『昨日のアップルパイはとてもおいしかったです。結局一人で全部食べてしまいました。リサさんにお礼をよろしくお願いします。それと、例の件については、引き続き私もデータを集めてみます。なにか欲しいデータ、情報などありましたら、ご連絡ください。ハルさんの『目』があれば、私には見えなかったなにかが見えると信じています。追記：アップルパイ、また作ってもらえませんか？　本当においしかったです。お食事も急に誘ってごめんなさい。でも、久しぶりでとても楽しかったです』

　単語分析などする必要もない。俺おれはエレノアがこのメールをどんな部屋で打っているか知っている。ただ、改めて読み直してみると、痛感せざるを得なかった。

　エレノアは、本当に一人なのだ。

　きっと、リサが言うように探せばいくらでもうまいアップルパイの店などあるだろう。それでもリサに頼たのむその行為は、なにかもっと別のことを予感させる。

　食事についての言及もそうだ。恐らくは信じられないような値段の食事をごちそうになったのはこちらなのだし、忙しいのは間違いなくエレノアのほうだ。もちろん、リサに冗談で言ったように、社交辞令のメールの書き方、ということもあるだろう。

　だが、俺はエレノアの口から確かに聞いている。

　もう、一人では無理なんです。

　俺が四年前からいくらかでも立ち直れたのだとしたら、それは一人ではなかったからだ。

　だが、エレノアのあの部屋には、マルコやル・ゴッフはおらず、くつろぐのはカフェの水すい槽そうの前だった。

　そして、やはり思い出すのはレストランに向かう途中の、車の中の会話だ。

　エレノアは信念を持っていて、それを実現させるために歯を食いしばっている。けれども、現実というのはただ生きているだけでも摩ま擦さつが生じるものなのだ。そうすると、エレノアがあの机の上に並べていた大量の薬は、単なるハードワークだけが原因ではないのかもしれない。

　俺は、リサの管理する教会の、クリスがいてリサがいるリビングで、のんびりデータの検証などをやっている。対するエレノアは、巨額の資金が行き交う無む慈じ悲ひな世界で仕事をし、自分の性格とはまったく違うキャラを、テレビカメラの前で無理やりに演じている。

　エレノアの送る生活に無理が生じているのは、あの部屋を見るだけでわかった。

　けれども、俺はその全体像を見誤っていたのかもしれない。

　俺は、エレノアのことが急に心配になってきた。

「どうしました？」

　クリスが、不意にそんなことを聞いてくる。

　俺は無表情のはずなのに、やはりわかるらしい。

「いや……ちょっと思い出すことが」

「なんですか？」

　クリスが、無邪気な目を向けてくる。俺が言葉に詰まったのは、別にクリスに言えないことだからではない。エレノアを心配したとして、自分にできることというのはなんだろう？

　そう思うと、俺はエレノアがどんな仕事をしているのか、具体的なことをよく知らないのだと気がついたのだ。

「なあ」

「はい？」

「アナリストって」

「ああ、そのデータもありますよ。利回りはさすがというべきです。ええっと、確か……」

「いや、そうじゃなくて……」

「？」

　クリスはきょとんとして、俺おれを見る。俺はそれで、思い当たる人物が一人いた。

　ソファーから立ち上がり、聖堂のほうに向かう。

　すると、リサが日課の掃除をしていて、俺に気がつくと意外そうな顔をした。

「あら、なに？」

「ちょっと、連絡取りたい人がいるんだけど」

「あらあら。あなたにそんなに知り合いいたかしら？」

　アップルパイの仕返しなのか、リサも結構きついことを言ってくる。

　ただ、事実なので仕方がないし、俺が連絡を取りたいと思う人間は、とても限られている。

「トヤマ、さんの連絡先……知ってるか？」

　俺は少し迷って、敬称をつけた。あの時、リサたちに金を貸していた金貸しだ。

　リサは掃除の手を止めて、真ま面じ目めな顔で俺を見る。

「聞きたいことがあるんだ」

　リサはなにかを言おうとして、結局口をつぐむ。

　その目が俺の右手を見ていたことに気がついたのは、内緒にしておいた。







『おー、元気か』

　ディスプレイの向こうに、あのしけた面が現れた。

『今夜はこの部屋からでも月が見えるよ。月面都市は……ちょうど陰に入ってて見えないが』

　トヤマは数すう瞬しゆん画面から消えすぐに戻ってくる。部屋のカーテンを開けたのかもしれない。

「夜分にすみません」

『んー？　すみません、て柄かあ』

　トヤマは楽しそうに笑っている。初めてこのトヤマと出会った時、俺はその場で腕を極きめてねじ伏せた。それ以降も、年ねん齢れいも経歴もあるトヤマをなにかと下に見ていたが、今はちょっとだけ反省している。冴さえないのは確かだが、トヤマはそれなりに格好いい大人だった。

『で？　なんの用かな。金貸しにでもなるつもりなのか？』

「いえ、ちょっと銀行業務について聞きたいことが」

　トヤマは月面で金貸しになる前、地球で銀行に勤めていたらしい。

　俺が尋ねると、少しのタイムラグの後、驚おどろいたような顔をしていた。

『んー？　地球の銀行に投とう資しでもするのかい』

「投とう資し銀行の仕事というか、そういうのを聞きたいんです」

　若干のコマ送りになっている画面で、地球との通信ラグを考こう慮りよしてもなおわずかな間を開けて、トヤマが驚おどろく。

　ただ、俺おれの言葉には側にいるクリスとリサも、「？」と不思議そうにしていた。

『投資銀行か。俺は商業銀行だったからなあ。教えられるかわからないけど、多少のことは知ってる』

「アナリスト業務についてなんですが」

　クリスとリサが、後ろで顔を見合わせているのが気配でわかる。

『アナリストか。そっちでは大人気らしいな。こっちのテレビでもたまに見るよ』

「わかりますか？」

『まあ、多少は。でも、なにを聞きたいんだ？』

「えーと、なにをしているか……とか？」

　俺も、自分がなにを聞きたいのかよくわからない。そんな具合なのでトヤマも思案顔だったが、それでも思いついたなりに答えてくれた。

　とはいえ、その一言目はなかなか強烈だった。

『おおざっぱに言えば、奴ど隷れいだな』

「……奴隷？」

『ああ。投資銀行はセルサイドと呼ばれる。その名のとおり、なにかを売るんだな。そして、売るのは株かぶや債券だ。アナリストはその株や債券を売るために企業分析をするのが仕事だ。朝から晩まで窓のない部屋に監かん禁きんされ、企業の分析をやらされる。そして、誰だれも読まない、誰も見ないレポートを作成する毎日だ』

　俺の認識と少し違う。

「企業の格付けをやったりするのは？」

『それは奴隷から平民に格上げされた場合だな。格付けというのは、基本的には投資銀行の客のためにするものだ。あんちゃんなんかは、その手のものがメールで送られてきても読まないだろう？』

　笑いながら言われ、そのとおりなのでうなずく。

『多少とも話を聞いてもらえるくらいに腕のいいアナリストの場合、この株はこれこれこういう理由で儲もうかりそうだ、とレポートをしたためる。すると、銀行内のブローカーがそのレポートを基に、顧こ客きやくに電話をかけるんだ。うちのアナリストが良い株を見つけましてね、なんてな感じで』

「ものすごく腕のいいアナリストは？」

『ものすごく腕のいいアナリスト。それは、馬の巣を探すようなものだ』

「？」

『ありそうだけど、存在しないって意味だ』

「でも」

　現実に腕のいいアナリストはいる。エレノアみたいに、ロックスター並みにもてはやされている者たちが現にいる。アイスマンみたいな、インサイダー情報でもなければまず不可能なほどの分析力はともかく、人気者にはそれなりの腕があるはずなのだ。

　だが、俺おれの言葉に、トヤマは少しだけ、悪そうに笑った。

『腕のいいアナリストはトレーダーになる。なにせ自分でいい銘めい柄がらがわかるんだからな。あるいは、自らのレポートを引っ提げて、客に株かぶなりを売りに行って花形セールスマンになる。さもなくば、コンサルタント会社に転職する。普通、アナリストを続けるやつはいない』

「なぜ、ですか？」

『金を稼かせげないやつは、投とう資し銀行では偉くなれないからだ』

　わかりやすい論理。

　そう。あの世界では平等とか、筋が通っているとか、倫理に適かなっているとか、神がお定めになったからとか、そういうことが正義なのではない。

　金こそが、正義だった。

『あんちゃんがなにを聞きたいかなんとなくわかってきた。テレビに出るような人気アナリストのことを聞きたいんだろう？』

「っ……はい」

『あれは最近出てきた例外的な存在だろう。けど、内実は変わらないと思う。基本的には、投資銀行業務のための肥やしだ。テレビに出て人気を取るのは、主にその人気によって、ブローカーが顧こ客きやくに株を売りやすくなるためだ。こないだの日曜の情報番組を見ましたか？　うちの人気アナリストの誰だれそれが勧めていた銘柄なんですけれどね、と』

「……」

　詐欺企業が新しん株かぶを発行する時、エレノアとした会話と同じ内容だ。

　俺の聞きたかったことに近づいている。

『あるいは、最近だと新株発行やなんかでも、引っ張りだこなんじゃないか』

「！　そ、そうです。それ、そこについての話なんですが」

『さっきも言ったように、アナリストは投資銀行がなにかを売るためにレポートを作成する。投資銀行は新株を発行するために馬ば鹿か高い手数料を取るが、代わりに引き受けた新株をつつがなく売ることを求められる。そのためにアナリストは必死こいて良いレポートを書く。本当は、利益相反で褒ほめられたことじゃないんだがね』

「利益、相反？」

『ああ。そりゃあそうだろう？　銀行としては手数料が取れればなんでもいいわけだから、いくらでも噓うそを言って、顧客に新株を売りつける動機がある。新株を顧客にたくさん売りつけられれば、株かぶを発行したい会社もそこに頼たのむはずだ。しかも、株を買うのは自己責任だから、その後に値が下がったって、訴えられるわけじゃない。まあ、直接顧こ客きやくとやり取りするブローカーは気まずくなるかもしれないが、所しよ詮せん電話越しだ。怒鳴られたらそっと受話器を机に置いて、相手が怒鳴り疲れるまでソリティアでもやっていればいい』

　そういう場面が容易に想像できて、胸が悪くなる。エレノアはこの話を怒りを込めつつもまだ穏おだやかに話をしていたが、トヤマは外区にいたような人間だから、現場の悪意が直接響ひびいてくる。

　ただ、俺おれはトヤマの話を聞いて、確信する。

　やはり、どう見ても詐欺企業だから上場のための協力を拒否した、という話など、投とう資し銀行みたいな強欲の巣にはそぐわない。

「たとえばなんですが」

『ん？』

「人気アナリストのお墨付きが欲しくて、ある投資銀行に株かぶ式しきの新規発行業務を依い頼らいする会社があったとします」

『ああ。典型的な話だろうな』

「でも、その企業があまりにひどい内容なので、人気アナリストがその仕事を拒否したとします。どうなりますか？」

『はは。そんなことができれば、きっと気持ちいいだろうねえ』

　トヤマは、楽しそうに言った。

『無理難題ばかり押し付ける嫌な上司に、お前の言っていることは間違っている！　と言うようなものだ。その場は気持ちいいかもしれないが、翌日からどうなるかは、お察しくださいってやつだ。さっきも言ったろう？　金を稼かせげるやつがあそこでは正義だ。だとしたら、金を稼がないどころか、どぶに捨てるような真ま似ねをするとどうなるかは、考えるまでもない』

「……」

　想像はついていても、いざ第三者に言われると、その英雄的行為の馬ば鹿かさ加減がよく理解できる。

　トヤマも、顔を少し陰らせると、口調を落として、こう続けた。

『大人気アナリスト、なんて華々しく飾ってはいるが、間違いなく内部は悲惨だよ。月面では、新規上場や企業買収が盛んだろう？　絡む金の金額は一億ムールとか十億ムールの世界だ。巨額になれば百億ムールだって超える。投資銀行は、多額の手数料のためにその手の仕事がどうしても欲しい。だが、セールス部隊の増強といっても限度がある。他所の投資銀行と差をつけるのは難しい。そのために、人々に大人気で、実際に株かぶ価かを左右しうるほど顧客を動かせる人気アナリストを作り出したんだろうな。うちの銀行を使ってくれるということは、あのアナリストを自由にできるということです、とね』

　トヤマはそこまで言って、一息ついた。それから聞こえたのは、なにかを懐なつかしむような、あるいは、諦あきらめるような枯れた物言いだった。

『あそこはひどい世界だよ、本当に。月面を煮詰めたような場所さ』

　俺おれたちと一緒に外区を追い出され、トヤマは地球に帰った。

　月面は、地球のような母なる大地ではない。強欲と欺ぎ瞞まんの渦巻く、花も咲かない世界なのだ。

『実際、商業銀行は投とう資し銀行に比べれば眠たい場所かもしれないが、その代わり、顧こ客きやくとの信しん頼らい関係がある』

　金貸しとは金をやり取りするのではなく、信用をやり取りするのだ、とトヤマは言っていた。

『だが、投資銀行では、必ず誰だれかが誰かを騙だましている。企業は少しでも高い株かぶ価かにしたいからアナリストを騙すし、アナリストは評価されて奴ど隷れいから抜け出したいがためにブローカーを騙す。ブローカーは株かぶを売れば歩合制で儲もうかるから、顧客を騙す』

　嫌な食物連鎖に、俺はついまぜっかえしたくなる。

「騙されるのは、顧客だけ、というわけですか」

『いや？』

　トヤマは、ディスプレイ越しに真顔で俺を見て、言った。

『顧客は、自分を騙すのさ。どう見たっておかしい企業の株を買うのは、結局顧客だからね』

「……」

『悪いことは言わない。華やかな人気アナリストを見て、それになりたいのかもしれないが──』

「えっと、それは、違います」

『あ？　そうなんか。まあけど、金きん融ゆう業ぎようをやりたいなら、小さな銀行が苦しいなりに楽しいよ。顧客との関係は何十年。貸付先が飛べば銀行諸もろ共とも簡単に吹っ飛ぶからね。いきおい、関係は親しくなる。楽しいよ。誰かとなにかをするというのは。今も、結局その古巣に戻ったよ』

　トヤマは言って、笑っていた。昔ならば眠たいことだと思ったそれも、今は価値を理解できる。俺は少しだけ、成長しているようだった。

　そんなことを思っていると、画面の向こうでトヤマが短く欠伸あくびをしていた。

　それで、画面の先が夜だというのを思い出した。

「すみません。夜遅くに長話を」

『ん？　ああ、いや。けど、なんだな。あんちゃんにそんなこと心配されるなんて、やっぱり不思議な気分だな』

　トヤマは笑いながらそんなことを言う。俺は、トヤマをねじ伏せたり、生意気な口を利いていたことを思い出して、首をすくめるほかない。

『でもまあ、久しぶりに話せてよかったよ。で、最後に少しリサさんに代わってもらってもいいかな』

「はい。……ありがとうございました」

『なあに』

　手を振るトヤマに一礼して、俺おれは椅い子すから立ち上がり、部屋の隅で壁かべにもたれながら話を聞いていたリサに目配せする。リサは俺のことを少し不思議そうな目で見ていたが、椅子に座り、トヤマと話し始めた。

　俺は部屋から出て、少しため息をつく。遅れて出てきたのは、クリスだ。

「エレノアさんのことですか？」

「ああ」

　俺は短く答え、トヤマとの会話を反はん芻すうする。

　ひどい世界。

　大金が絡むのだから、そうでないはずはなかった。だが、俺はエレノアが取引案件を却下したと聞いて、せいぜい想像できたのは、どんな仕事でもそれなりの辛さがあるだろう、程度だった。それが、現実はどうだ。

　周りと摩ま擦さつが生まれる？

　馬ば鹿かな。その摩擦とは、一千万ムール分の重さなのだ。

　俺は、エレノアがアップルパイをものすごく喜んだことに、胸がひどく痛くなる。あんなにもおしゃれなレストランで、場違いにも過ぎる布袋をあほみたいにぶら下げる羽目になっても、少しも気にしたふうはなかった。ものすごく嬉うれしそうに、子供がクリスマスプレゼントを見るように中を覗のぞきこんでいた。

　エレノアは仕事に物量的にも押し潰つぶされそうになっていて、その上、さらに良心までも試されているのだとしたら。

　エレノアは、その立場故に、雇い主のためにひどい企業を良く評価することを求められている。だが、エレノアの会社が潰れたのはどういう経けい緯いだったかを思い出すべきだ。まさしくその手の怪しげなレポートによってではなかったのか。

　だとすれば、詐欺企業を良く評価し、手数料のために人々の口に屑くずを詰め込むような行為の片棒を担ぐことは、間違いなくエレノアの正義に反することだった。そして、エレノアは実際に否の判断を下している。

　だが、その判断がどのような結果を招くのか、俺は恐ろしく見誤っていた。あれだけ人気があるのだから会社内部でも神のような扱いだろうと考えていた。

　エレノアの、あの華きや奢しやな体つきと、机の上の薬。

　仕事の量と、なによりも、プレッシャー。

　俺は、あの部屋の惨状を思い出す。

　部屋とは、その住人の、心の内側を映し出す鏡にほかならない。

「ハルさん？」

「あ？　ああ……ちょっと、メールを出してくる」

　俺おれはいてもたってもいられず、自分の部屋に戻り、端たん末まつを立ち上げる。

　ただ、俺はメールを書こうとした時点で手が止まってしまった。エレノアの手伝いをしたいと思っても、自分にできることなど見当たらなかったからだ。俺にできるのは、せいぜいがアバロンを調べることだし、それにしたって、俺は会計の専門家でもなければ企業分析の専門家でもない。単に、株かぶの値動きの上下を言い当てるのがうまいだけだった。

　俺はいつもこうだ。相手の表面的なことを理解して、表面的な手助けだけを引き受ける。

　だが、相手のことを少しでも深く想った瞬しゆん間かん、自分の無力さに突き当たる。俺はハガナとこの世で一番親しくなったと思ったのに、結局ハガナの本名すら知らないのだ。

　それでも、俺はメールをしたためようとした。雑用でも、ホテルの部屋の掃除でも、なんでもいいから役に立てないだろうかと思った。なにか、ひどい焦しよう燥そう感かんみたいなものがあった。

　エレノアにハガナを投とう影えいしているのかもしれない。そんな思いが頭にあったが、一度湧わいた感情はなかなか消せなかった。俺はもう、自分の関わった人間が不幸になるのを見たくない。あの時ああすればよかったと、後悔をしたくないのだ。

　強こわ張ばる右手を無視し、左手で文字を打つ。急に迷惑かもしれないだとか、まったくの勘違いだとかそんなことは考えない。そうだとしたらそれでいい。それだけの話だ。

　俺は、なにか仕事で手伝えないか、それだけを記してメールを送信しようとする。

　部屋の扉が急に開いたのは、その瞬間のことだった。

「ハルさん！」

　俺は心臓が止まるかと思ったが、振り向けばクリスが端末を抱えたまま俺の部屋に入ってきて、机の上に置く。そこには速報と銘打たれたテレビ画面が映っていて、扇情的な書体でアバロン本社前のパニック、と書かれている。

「あの、て、テレビで、今っ……！」

　クリスは言って、端末を指差している。

　確かにそこには大勢の人が詰め掛け、それぞれ声高になにかを主張している。俺はその画像を見て、一瞬、どこのことかよくわからなかった。アバロンの本社前、と書かれているし、確かに奥の方にはあの印象的な建物が建っている。だが、そこにいる人たちは皆、ぶくぶくに着ぶくれていて、凍えそうなほどの白い息をたち上らせているのだ。

「夜間市し場じようがものすごく動いてて……でも、ポジションが手て仕じ舞まえなくて……」

　一方のクリスは言葉を詰まらせ、俺のことを見る。クリスの端末を見れば、損で数字が真っ赤になっている。ポジションが手仕舞えないのは、エレノアの事務所に行かないとプログラムを起動できないからだ。

「落ち着け、なにがあった？　なんなんだこれは？」

　おそらくは初めての損と市場の混乱で、クリスは心底取り乱していた。

「テレビをつけたら、え、エメラルドインダストリーの会見が開かれてたんです。でも、そ、そ、それ、より……」

「エメラルドインダストリーの？」

　俺おれはそれで、アバロンに敵対的買収でもしかけたのかと思った。しかし、それで夜間市し場じようの幅広い銘めい柄がらにわたって売りが出る理由がわからない。なにか、社会的に広こう範はんな影えい響きようが出るようなことが発表されたに違いない。

　俺は習慣に従って、端たん末まつの投とう資しツールを立ち上げ、ニュースをチェックする。画面は、「速報」の文字で埋まっていた。

　一つを開き、俺は息を吞のんだ。

『本日午後19：00に、エメラルドインダストリー、チェッカー・ＥＩＮＤ、銘柄番号２２０１が、月面政府より委託されている都市ドーム環かん境きよう維持方針に大幅な変更を発表。ドーム内温度を当面十度下げる見通し』

「十度？　十度って……」

「もう、空調の近い場所では氷点下だそうです。この辺りもすぐ寒くなるって……」

　言いながら、めまぐるしく動く市場の様子を不安げに見つめるクリスを横目に、俺は別のニュースも開く。

『エメラルドインダストリーは、電力料金の度重なる急激な上昇に伴い、予かねてより政府と交わしていた契約の改定を求めていた。この問題についてエメラルドインダストリーの臨時役員会は、規定条項３の２、被契約企業の資産保全権利条項に基づき、ドーム内温度を十度引き下げる方針を発表。これでエメラルドインダストリーは政府から委託される契約から支払われる料金よりも、ドーム内の環境を維持するために必要な経費が上回る逆ザヤ状態が解消される見通し。エメラルドインダストリーは夜間市場において、前日比五％高。電力料金高こう騰とうについては、一部専門家から、電力取引大手アバロンの責任を指摘する声も出ている』

　俺が端末のニュースに目を戻すと、カメラはいつの間にか静かな画を映し出していた。どこかの会議室かなにかで、マイクが何十と置かれた机と、椅い子すが何脚か映っている。がたがたと音がしていて、今まさにセッティングの最中だというのがよくわかる。

　どうやら、アバロンＣＥＯのケビン・レイスが会見をするらしい。

　電力取引を手中に収め、月面の電力料金を吊つり上げているのではないかという疑惑のあるアバロンとしては、避さけられないことだろう。

　ただ、会見までにはまだ少し時間があるらしく、画面はすぐに切り替わり、月面の電力問題のあらましを述べるテロップや、画面端にはアバロン本社前の騒さわぎの様子が映っている。

「アバロンの株かぶ価かはどうなってる？」

　俺が尋ねると、クリスは顔を上げて、端末画面を分割してアバロンの株価を表示し、残りの部分を、祈るように見つめていた。

　アバロンは、十三％高だった。

　ニュース速報によれば、エメラルドインダストリーの発表を受け、月面の電気事情がこの先深刻になるとの思おも惑わくから、電力取引市し場じようで電力先物が急きゆう騰とうしている、とのことだ。

　自分の端たん末まつで、電力系の会社を検索してみると、発電も送電も売電も軒並み価格が上昇していた。他には、太陽電池パネルを作る会社や、半導体大手の会社も連れ高になっている。他の会社、特に月面に本拠を置く製造系の企業は軒並み下落している。操業コストが跳ね上がると予測されているからだ。エネルギーを消費する運輸系もほぼ全滅。虐殺の様相を呈している。

　ただ、俺おれはそれらを眺めながら、市場の様子にある種うろたえていた。それは、別に幅広い銘めい柄がらに損が出ていて、クリスと一緒に作り上げたプログラムがまったく無力になっている、というのを見ているからではない。

　エメラルドインダストリーがドーム内の気温を十度下げたから、今後電力事情が悪化するという思惑により値が上がる、というニュースが、理解不能だったのだ。そんな馬ば鹿かな、と思っていた。

　最も大口の需要家であるエメラルドインダストリーが、これから電気を節約すると言っているのに？　どうしてそれで、値が上がるのだ？

　エメラルドインダストリーが温度を下げると発表したのは、電気料金が『値上がったから』で、これから先値上がると『予想されるから』ではない。ドーム内の気温が下がるから、今後各家庭の電気使用量が上がると踏ふんで、値が高くなっているのか？　そういう考えも成立する。なのに、俺はそれがひどく歪いびつな画に思えた。そこには、合理性なんてないように思われた。

　価格は、まったくの感情で動いているように見えた。

　その瞬しゆん間かん、端末のテレビ画面が切り替わり、先ほどの会議室になった。

　がた、ごとと、という音がして、旧時代から変わらないカメラのフラッシュ音がして、ケビン・レイスが現れた。大企業を一代で築き上げた人間にふさわしく、体は活動的に細く引き締まり、ずばずばと物事を決断していく短気な青年みたいな顔つきをしていた。

　そのレイスがお伴を何人も連れ、不機嫌そうな顔で席につく。スーツを着たお伴の一人が書類をケビンの前に出し、さらに別の女性がケビンの髪形を直している。ケビンの後ろで会話をしているスーツ姿の連中は、顧こ問もん弁護士たちだろう。

　その間、ケビンはずっと不機嫌そうに書類を眺めている。服装からして、夜のパーティーに行こうとしていたところを、急に呼び戻された感じだった。

「これから、当社ＣＥＯ、ケビン・レイスの会見を始めます」

　テレビ端末から声が聞こえてくる。

　またフラッシュが焚たかれ、ケビンはますます不機嫌そうに顔をしかめている。

「あー、本日は急なことに集まっていただきありがとうございます」

　ケビンは居並ぶ卓上マイクに向かって言ってから、ふと背を反そらして後ろに控える人間に何事かを言っている。後ろの人間は腕時計を確認し、ケビンはため息をついたようだった。

「失礼。本日、月面の電力事情における重大な動きがあり、電力取引市し場じようを運営する当社としても、重大な関心を寄せております」

　ケビンはそのまま書類をめくり、さらにめくり、一枚目に戻って、それからさっきよりも大きくため息をつき、書類を横に投げると、マイクの一本を手に取って言った。

「要するに、私が指揮を執って電力料金を吊つり上げているのではないか、という不当な見方についてですが、断じて、ノーです」

　後ろで控えていた弁護士風の男たちが仰天している。そのうちの一人が、おそらくは法律的に滅菌された書類をケビンに渡そうとするが、ケビンは受け取らない。その顔には、子供みたいな強情さがにじみ出ている。俺おれは書類を読み上げることなどしない。喋しやべるのは俺であり、俺には言いたいことがある、と言わんばかりだ。

　そんなケビンは立ちあがり、カメラを見つめて言った。

「商品先物市場で、買い占めと値の吊り上げがうまくいった例ためしは、歴史上存在しない。商品市場の歴史には、年間需要の数倍にも及ぶ大規模な量を購こう入にゆうし、値の吊り上げを図った計画が幾度となくあった。地球で有名な例を挙げれば、ハインツ兄弟の銀買占めがある。だが、軒並み失敗した。金、銀、原油、すべて必ず、最後には需要家が需要に従って取引するからだ。しかも、当社の主力銘めい柄がらである電力は、買い溜だめをすることが不可能であることは、一目瞭りよう然ぜんのはずだ。価格は厳密に需要によって決められる。もちろん、上昇する電力料金により、困る人が出てきているのは当社でも把握している。だが、私は電力市場に効率性をもたらすことで、会社を成長させてきた。貧困問題については、政府が解決すべき問題ではないのか？　稼かせぎを慈善事業に回せ、という声があるのは承知しているが、当社は株かぶ主ぬしのために利益を上げるのが目的であって、それ以外の行為は株主への背信である。以上」

　ケビンは言い終わると、マイクを置いて席をさっさと立ってしまう。行動する男ケビン、の名前に相応ふさわしい、型破りな会見だった。

　カメラは慌ててケビンを追いかけようとするが、ボディガードや他のカメラマンにつっかえて、その姿はあっという間に見えなくなってしまう。結局カメラマンたちは諦あきらめたようで、画面は再び切り替わり、アバロン本社前の騒さわぎを映している。

　俺は、ケビンの神をも恐れぬ振る舞まいに、半ばちょっと感心してしまっていた。

　そして、慌てて頭を振る。

　この男なら、確かに姑こ息そくなことなどしないかもしれず、粗野であけっぴろげで口は悪いが、小細工とは縁えんが遠そうだ、とそんなふうに思わせる演技かもしれない。

「ポジションはどうなった？」

　俺は隣となりのクリスに聞く。クリスは今も画面を見つめているが、少しだけ落ち着きが見られるのは、市場の動きが一段落したからだろう。損をしている時に一番辛いのは、数字が動き続けている時だ。

「購こう入にゆうしている銘めい柄がらは、平均九％の損失です……。空売りしている銘柄もあるので、そちらでは利益が出ていますから、全体的には、四％くらいの損です……」

「掠かすり傷じゃないか」

　クリスのポジションは三百万ムール近かったから、十二万ムールの損になる。高給取りの年収分。とはいえ割合的には四％なのだから、実際には掠り傷のはず。

　なのに、クリスは全額損したような顔のまま、端たん末まつを呆ほうけたように見つめている。

　リサの言った言葉を思い出す。クリスは、努力したことには必ず報われてきた。失敗をしたことがない。つまり、損をしたことがなかったのだろう。

「ぜ、前日からの繰くり越しのポジションが少なければ……もっと被害は減らせました……。翌日に持ち越せば、こういうことが起こるかもしれない、というのはわかっていたのに……」

　クリスは喋しやべりながら、ついに泣き出してしまう。俺おれはその首根っこを摑つかんで、パフォーマンスを見ろ、恥じることのないすばらしい数字だ、と言いたくなるが、それが無駄だともわかっている。

　損は、とても辛いもの。不思議なことに、儲もうけと損は、同じではない。

「その可能性があることはわかっていても、その惨事がいつ来るかまではわからない。これから先、用心深くすればいい」

　クリスの頭に手を乗せると、クリスはしゃくりあげ、それからゆっくりと、こくりと小さくうなずいた。

「しかし、電気料金がさらに上がるのか。リサが怒るだろうな」

「……そう、ですね……。さっき電力市し場じようを覗のぞいてみましたけど……ひっく、じ、十％も上昇してました……」

「十……」

　俺はその数字に、呆あきれにも似た怒りがこみ上げる。

「エメラルドインダストリーが気温を十度下げると、皆が暖房に金を使うのはわかる。けど、それで十％の上昇ってのは説明できるのか？」

　あまりに非合理な動きに、腹が立つ。市場が賢かしこく合理的だなんて、誰だれが言ったのだ？

　俺の怒りは、無表情にも現れていたらしい。

　クリスがまだ眼をマリンブルーに濡ぬらしながら、不思議そうな顔で俺のことを見ていた。

「……で、でも、電力需要の統計などを調べれば……きっと、説明され、ますよ。それに、市場の価格については……ひっく……し、集合知というものがありますから」

「……集合には、部分よりも大きい知恵があるってあれか」

　俺がクリスを見ると、クリスはだいぶ落ち着いてきたらしい。

　手のひらで目め尻じりを拭ぬぐって、洟はなをすすると、幾分顔つきもまともになった。

「はい。道行く人に、瓶の中に入ったゼリービーンズの数をあてずっぽうで答えさせ、平均を取ったらぴったり瓶の中のゼリービーンズの数を言い当てられたそうですから」

　市し場じようの価格が合理的、と言われるのは、その手の理屈に支えられている。

　だが、俺おれは四年前に学んだし、クリスの手元のプログラムはまさしく人が合理的ではない、という数値を導入して利益が跳ね上がった。つまりは、市場には非合理的な要素が多分に含まれているのに、最終的には合理的な結果になる、と信じていることになる。

　クリスは月面都市大学に合格するような天才だ。

　それとも、俺に信仰心が足りないのだろうか？

「そ、それに、電力価格の上昇は誰だれでもヘッジできますよ」

　知的な会話で我を取り戻したのか、自分の怪け我がを見つめるかのように、赤字で真っ赤になった投とう資しツールの画面を見つめ直しながら、クリスは言った。

「電力取引市場で取引してって話か」

「いえ。アバロンの株かぶ価かが十三％高でストップ高になってますから。アバロンに投資すれば、電力の上昇以上の儲もうけを手に入れられるんじゃないかって」

　クリスはまだ泣き癖ぐせが残るくせに、楽しそうに言って端たん末まつを叩く。

「あ、や、やっぱりそうですね。年率換算で、アバロンの株価は電力料金の上昇の数倍の速さで伸びてます。皆……文句を言う前に、もっと賢かしこく投資をすればいいんですよ」

　クリスは端末のデータを前に、今まさに大損したことも忘れて、無邪気にそんなことを言っている。あるいは、そうやって自分を鼓こ舞ぶしたいのかもしれないが。

　なんにせよ、俺はそんなクリスの横顔を、無表情に見つめていた。

　それは決して、顔が動かないからではない。

　なにか、そこにすごい事実が秘められていると気がついたからだ。

「アバロンの成長が……電力料金の、上昇を？」

「ええ。一貫して圧倒的に上回ってます。でも、アバロンは色々なことに手を出していますから、当然といえば当然ですけど」

「まさかっ」

　俺が言うと、クリスはびっくりして俺のことを見る。

「……え？」

「いや、それはおかしい。絶対におかしい」

「え？　え？　なにがですか？」

「そうか。これか、これが、多分『違和感』の正体だ」

　俺は、クリスの引っ張り出してきているデータを見ながら、思う。

　人間は、意識的に計算をしていなくても、無意識下で常に状況の判断を行っているらしい。

　自分が見ていると実感していなくても、視界に入っている情報は多く、人間はそれらの無意識下に収集した情報にもかなり影えい響きようされるという。

　数々のデータを見つめていたエレノアが、アバロンは全体の大きさに違和感がある、と言ったのはこれが原因なのだ。

　俺おれは、呟つぶやくように言った。

「掛け算をしてみればいい」

「え？」

「アバロンが手に入れられる限界の売上高は、月面の電力市し場じようをすべて牛ぎゆう耳じっていると仮定した時のことだ。だから……アバロンの株かぶ価かは、すでに今、高すぎるんじゃないのか」

「……」

　クリスはなにを言われているかわからないといった顔で、端たん末まつ画面に向き直る。

　アバロンの株価が高すぎる？

　それは一体どういうことだろうかと、呆ほうけている。

「アバロンの株価はＰＥＲの七十倍、ＰＢＲは七倍だ」

　一株かぶ当たりの利益率ＰＥＲと、一株当たりの純資産倍率と呼ばれるＰＢＲ。ＰＢＲのほうは、今この瞬しゆん間かんに会社が事業を畳んで清算した時、一株当たりいくらの清算金が支払われ、それが今の株価と比べてどうか、という指し標ひようだ。つまり、アバロンは今この瞬間に会社を畳むと、一株あたり、株価の七分の一しか戻ってこない。

　そして、売上高四百億ムールに比べて、アバロンの時価総額は千二百億に達している。この数字は、高すぎる。

　それは、ほかの銘めい柄がらの平均に比べて、という意味ではない。それならば明らかにアバロンは高すぎるが、株価はもともと将来の見込みを織り込むものなので、それが高すぎるかどうかは『本当の意味』ではわからない。株価とは、あくまでもその時点での、みんなの未来予測の平均値でしかないからだ。

　だが、アバロンは『本当の意味』で高い可能性があった。月面で使われるすべての電力を、発電から送電まで牛耳っても、この数字に到達するかわからないからだ。

　しかも、アバロンはすべての発電所を保有しておらず、残りは電力取引市場で手数料を取っているにすぎない。電力取引市場の出来高に、手数料率をかけて利益を出してみたっていい。クリスの端末のデータをざっと見ても、アバロンの売り上げを説明することはできないように見える。

　俺は、エレノアにメールをしたためた。

　ホテルにでもいたのか、すぐに返事がくる。

『調べてみます』

　俺は一瞬それで安あん堵どしかけ、慌ててさらにメールを送った。トヤマの話を聞く限り、エレノアに余計なことをしている余裕はないだろう。実際に、ないからこそ俺に声をかけたのだから。

　俺おれは、こちらで調べるので、逐一結果を連絡する、と書いた。本業に専念してください、とも。それと、アップルパイはリサが張り切って作ってくれるそうです、と書いておいた。

　エレノアの返信は、『仕事を頑張る理由がたくさんできました』とあった。

　クリスはさすがに他人のメールを盗み見るような無作法はしない。

　ただ、俺がなにをしているのか、気にするようにちらちら見ていた。

「なにを……してるんですか？」

　俺は、そんな質問をしてくるクリスをちらりと見る。

　迷ったが、真実から少し外したことを言った。

「エレノアと組んで、アバロンの空売りの計画をな」

　値が下がれば儲もうけになる投とう資し手法の一つ。クリスのプログラムにももちろん搭載されている手法で、クリスはちょっとむっとしたように言う。

「私のとは、別の取引なんですか？」

「プログラムトレードとは性質が違う。もっと長期のものだ」

「……」

　クリスはむーっと頰ほおを膨ふくらませていたが、プログラム取引と長期取引とは、月の裏側と表側みたいな関係なので、結局ため息をつくだけだった。

　そんなところに、リサがやって来る。

「ちょっと、あなたたち、ニュース見た？」

「見たよ。電気料金が上がるって」

「え、そうなの？　気温が下がるんじゃなくて？」

「その結果が、値上がり。らしい」

「うー……本当に参るわね。でも、そんなことニュースでやってた？」

　リサが言うと、クリスは眼鏡の奥から、いたずらっぽくリサを見上げて、こう言った。

「私たちはトレーダーですから。情報には早いんです」

「……ハルが二人いるみたい」

「……」

　俺が呆あきれて口をつぐんでいると、クリスはにこにこしながら俺に体を寄せてくる。

「それより、寒波が来る前にさっさとお風ふ呂ろ入っちゃいなさい。クリスも、今日は早く寝ること。外に出てると風か邪ぜ引くわよ」

「はあい……」

　嫌そうな返事は、まるっきりゲームに夢中の子供と、母親のやり取りだ。

「ハルもね」

「っ」

　もう俺は二は十た歳ちなんだが、とリサを恨めしげに見るが、リサは肩をすくめて歩いていった。

　一度築かれた人間関係は、滅多なことでは変化しない。俺おれはリサにとって、まだまだ十六歳の小僧なのだ。

　その俺よりさらに年下の頃ころからリサと付き合いのあるクリスは、小さくため息をつきつつも、おとなしく端たん末まつ画面を閉じ、立ち上がった。

「じゃあ、先にシャワー浴びてきます。あとで、明日の対策教えてもらっていいですか？」

「あ？　ああ」

「明日のことを考えると、気が重いですけど……」

「でも、それがトレーディングだ。確かなことなんてなにもない」

「……」

　クリスは俺から顔を逸そらし、もう一度ため息をついた。

「肝に銘じておきます」

　俺はうなずき、クリスを見送った。

　クリスのプログラムは数学的に管理され、一定以上のリスクを取っていないはずだった。けれども、現実は数学なんて関係ない。もしかしたらプログラムが動き続けていれば、この嵐も無傷で乗り切ったのかもしれないが、クリスのプログラムには、事務所に行かないと取引ができない、というリスクはプログラムされていなかった。

　次からはこういう点も考えなければいけないか、と俺は考えつつ、どうしても頭は別のことに引っ張られがちだった。

　それは、俺の端末に浮かぶ、唯一の銘めい柄がら。アバロンだ。

　俺は一人胸の奥をたぎらせていた。アバロンには間違いなく秘密がある。そう確信する。

　そして、その秘密を暴いた時、エレノアは正義を実現することができる。

　俺がそのことにひどく感傷的な思いを抱いてしまうのは、ハガナを助けられなかったからだろう。地球から買われてきて、家出をし、結局リサにも迷惑をかけ、そんななか、生まれて初めて誰だれかのためになにかができると思った直後、俺という最大のパートナーに裏切られ、失意のまま姿を消した。

　もちろん、エレノアを助けても、ハガナは帰ってこない。わかっていても、それでも、俺は俺に助けを求めてきたエレノアを、どうにかしてやりたかった。そうすれば俺も、取り返しのつかないことの、ほんの一片くらいは取り返せるのではないかと、そう、思った。

　だから、このアバロンへの取っ掛かりは、俺の過去を取り戻す手がかりでもあった。

　どうしたって気がはやる。

　俺は端末を叩たたき、自分のアバロンに対する考えの裏づけを取るべくデータを検索する。

　だが、俺の手はすぐに止まることになった。

「……え？」

　俺は端末を前に思わず呟つぶやき、さらに何度か試してみるが、結果は同じだった。

　そして、ほどなくして、端たん末まつにメールの受信を知らせる音が鳴る。

　見れば、エレノアからだった。

『市し場じように大きな動きがありましたね。ル・ゴッフから、クリスさんのポジションについての注意を聞きました。けれども、ハルさんがついていれば大事にはならないと信じています。ところで、ハルさんに言われて、早速データをあたってみました（本業に専念しろと言われたのにすみません。気になってしまって仕事が手につきませんでした）。が、データが見当たりませんでした。月面の電力統計データは、十年以上前に公表されなくなっています。出てくるのは、月面都市を最低限維持するための電力だけですね。これはエメラルドインダストリーと役所の両方で確認できます。世間に出回っているのは、どうやら月面と同じくらいの規模の、地球の都市の電力から推計したもののようです。それと、アバロンの電力取引市場からの手数料は、年間で三千万ムールくらいのはずです。一日の取引量が大体一億ムールで、一律〇．一％なので、後は簡単な計算です。売り上げの四百億ムールの足しになるとは思えません。よって、やはり売り上げの大半は、昔ながらの電気を作って売り渡す、というもののはずです。けれど、アバロンのおかしさの手がかりになるデータが公表されなくなっているなんて、なにか陰いん謀ぼうめいたものを感じます。なんて思うのは、うがちすぎですね。笑ってください』

　さすがにアバロンの圧力でデータを公表しなくなった、なんてことはないだろう。十年前といえば、アバロンがまだそれほど大きくなっていない頃ころの話だし、俺おれにはその理由になんとなく察しがついている。

　多分、電力統計などなくても月面の運営に支障はないので、データ集計を後回しにされ、どこかの部署のどこかの棚の奥にしまいこまれているのだ。月面政府が機能不全を起こしているのは、身に沁みて知っている。

　ただ、エレノアは冗談めかしてはいるが、きっと落胆していることだろうと思ったら、続きにはこうあった。

『こうなると、可能な限りの発電所をあたって、発電量を計算するしかないかもしれません。これは人海戦術でどうにかなると思うので、時間はかかるかもしれませんが、可能だと思います』

　理屈ではそうだ。問題は、それが果たして現実的なのかどうか。

　しかし、俺はエレノアの方法以外に思いつくことができない。川の流れならば目に見えて測ることも出来るだろうが、電力は目に見えない。送電線だって、ほとんどが地下だ。把握のしようがない。

　あるいは、だからこそアバロンは、平気で噓うそをつけるのかもしれないが。

「いや……まだ噓をついていると決まったわけじゃないか」

　俺もだいぶ先入観に染まっている。

　ただ、ふと気になることがあった。

「把握のしようがない？」

　俺おれはその言葉に、ふと感じるものがあった。

　なにか、最近、似たような事例を聞いたことがあったような気がした。

「なんだっけ……？」

　記き憶おくを少しずつ遡さかのぼっていく。投とう資しにまつわる話など、限られた人間としかしないし、俺はリサに意地悪く指摘されたように、そもそも会話をする相手が少ない。

　となると、最も可能性が高いのは、クリスか、さもなくば、エレノアだ。

　だが、クリスとは市し場じようの雰囲気について話すことが多く、おそらくはエレノアだろう。

　俺は必死にエレノアとの会話を手た繰ぐり、ようやく思い出した。

「グランドセントラルホテルの、詐欺企業か」

　砲台の建築許可は、まず政府から許可が下りないだろうとエレノアは言った。その理由はなんだ？　月面は、月面都市部以外の土地は政府所有で、利用に制限がかかっているからだ。

　いわく、天文台か……。

「発電パネルの設置！」

　ではそれを肉眼で数えれば、正確な数がわかるのでは？　それも、誰だれもごまかしようのない完かん璧ぺきな数字だ。俺は一いつ瞬しゆんすべての道が開けたと思ったが、はたと気がついた。

　月面の表面積は三千八百万平方キロメートルを超える。ちっぽけな経済大国、といわれる俺の両親の故郷日本でさえ、約三十八万平方キロメートルだ。

　しかも、太陽光パネルの発電所は、月面が二週間おきに昼と夜を繰くり返すことから、かなり都市から離はなれた場所に設置されると聞いたことがある。そうしないと、都市が月面の夜に入る間、発電パネルも夜に入り、発電ができなくなるからだ。

　月面周回衛星でも利用できない限り、すべてのパネルどころか、大おお雑ざつ把ぱにだって数えるなんて無理だろう。

　俺は一瞬諦あきらめかけた。

　が、エレノアの言葉には、もうひとつ情報があった。

「土地の申しん請せいがある」

　土地の利用に制限がかかっているのなら、そのためには審しん査さと申請が必要なはず。

　その申請を見れば、発電に使われる土地の規模がわかる。太陽光パネルの性能など似たり寄ったりで、アバロンが発電事業を独占していないのは、できないからなのだ。地球にあるような、原子力や火力、水力といった大規模資本が必要な発電所ではないため、参入障しよう壁へきが低い。パネルを置いて、都市への送電網まで電力を引っ張ることができればそれでいいからだ。

　それに、これはアバロンが噓うそをついていたとすれば一いち撃げきでその噓を暴く強力な道具だった。

　なぜなら、アバロンが申請、購こう入にゆうした土地の総量から、発電量がガラス張りになる。売り上げのうちどのくらいが発電業でまかなわれるのかが、ただちにわかる。

　ただ、最大の問題が横たわっている。

　そんな申しん請せい書類を、どうやって確認する？

　しばらく考え、エレノアが、詐欺企業と切り捨てた会社の砲台建築許可の申請を出していることを、役所に確認していたことを思い出す。俺おれは思いついたことをエレノアに伝え、そちらで調べられるかと最後に書いた。

　今回は返信にしばらく時間がかかり、リンクしているクリスのプログラムデータを眺めながら待っていると、十分くらい経たってから返事が来た。

『思いつきは素晴らしいものだと思います。ですが、役所のデータは規定区画ごとの分類、つまり、この土地に今なんの申請が出されているか、ということは照会できるのですが、ある会社は申請しているかとか、そういう仕方はできませんでした。以前お話しした詐欺会社を調べる時にも、だいぶお役所と揉もめたんです……。これは、多分、役所のデータの管理方法のせいなのでしょう』

「くそっ」

　役所のデータの扱いがどれほどひどいかは、実地で経験済みだ。地球からやってきたばかりの官僚様などの強い要望で、いくつかには紙のデータまで存在する。もはや役所のデータ管理は、ほとんど手がつけられない状況になっている。

　土地利用の申請データに、検索性を求めるのは、そもそもないものねだりだ。

『ただ、この方法も人海戦術が有効ですから、一応検討はしてみますが、事実上の不可能かもしれません。月は地球より小さいといっても、十分に大きいですから……』

　エレノアのメールは、そんなしょんぼりするような文章で終わっていた。

　俺の思いつきは、むしろエレノアをぬか喜びさせただけだったか、と反省した。

　直接データベースを覗のぞければ、まだしも可能性はあるのだろうが。

「直接？」

　俺はその可能性に、ひとつ心当たりがあった。

　持つべきものは知ち己き。人とのつながりも、ひとつの財産なのだ。

　俺はエレノアに、こちらでも調べてみる、気落ちしないでください、としたためる。

　返事は、ありがとうございます、だった。

　俺はそれから端たん末まつのキーを叩たたき、連絡先を表示する。

　どんな経験も無駄にはならないものだなと、レナの連絡先を見ながら思ったのだった。







　翌朝、月面都市は氷の国になっていた。

　少なくとも、俺はそう感じた。寒い、というのが痛いことなのだというのも初めて知った。

　そのことをリサに言ったら、きょとんとされた後に笑われた。地球生まれめ、と思うが、外に行くなら手袋していきなさい、と言われ怪け訝げんに思ったが、実際にはめてみたらとても暖かかった。月面では手袋といったら作業用だが、地球では保温のためにもつけると初めて知った。

　そんなわけで、ドームに明かりが灯ともり、あちこちに降りた霜しものせいできらきら輝かがやいて見える外区の街中を歩いていき、路面電車の駅の前に立つ。

　ここから役所に通わなくなったのは、ほんのついこの間のことなのに、もう何年も前のことのように感じていた。

　立場が変わるというのは、こういうことなのかもしれない。

「あ、ごめんなさい」

　と、俺おれが路面電車から吐き出される人のほうを向いていたら、後ろから声をかけられた。振り向けば、レナがコーヒーと野菜サンドらしきものを手に持って立っていた。

「まだ余裕があると思ってたんですけど……」

「いえ、待ち合わせ時間前ですよ」

　相変わらずのレナにちょっとほっとしながら、俺はレナの格好がなんだかとても見栄えがするような気がした。けれど、仔し細さいに眺めれば俺がいた頃ころとなにかが変わっているわけではないし、服も一緒なのは食べ物をこぼした小さなしみでわかる。

　それで、ふとレナの向こう側を歩く人の服装を見て気がついた。

　枯れ草色の地味な服は、このくらいの寒さだと逆に暖かそうに見えるのだ。
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「朝食ですか？」

「はい。最近はあそこのコーヒースタンドの野菜サンドが好きで……ハル君は朝ごはん食べないんでしたっけ」

「の、つもりでしたけど、最近はそうでもないです」

　リサの下で寝起きして、そんないい加減な食生活を送れるわけがない。

「ふーん？　じゃあ、きっといい職場にいけたんですね」

　世の中には幸せなことしかない。そんな無邪気な夢を信じているといわれても納得してしまいそうな、レナの笑顔。

　俺おれは、レナの薬指に指輪を嵌はめたやつは、きっとこんなレナとなら毎日が楽しく過ごせるに違いない、とふんでそうしたのだろうと思った。

「まあ、不満はありません」

「それはよかったです。えっと、それで」

「歩きながらでも。それと、食べながらでも」

　レナがサンドをちらちら眺めていたのでそう言うと、俺より年上の元上司は、えへへ、と照れ笑いしながら、包みを開けて、思いのほか豪快にかぶりついた。

「で、なにか頼たのみごとがあるとか」

　口についたマヨネーズを薬指で拭ぬぐいながら、レナは聞いてくる。

　右にもついていたので俺が指で教えてやると、慌てて拭っていた。まるでクリスがそのまま大きくなったみたいだ。

「ええ。メールで伝えるよりも、直接言ったほうがいいかと思って」

「まあ、なんでしょう……。私にできることかしら」

　いたずらっぽく首をかしげているが、本人としてもあまり冗談ではないのだろう。

　真ま面じ目めで、とても真しん摯しな女性だと思うが、実務能力が高いかと問われると、少し、判断を保留する必要がある。

「確か、今の部署に来る前って、各種申しん請せい書類のチェックをする部署にいたって言ってましたよね」

「……」

　レナは野菜サンドにかぶりついたまま俺を見て、それから、仕方なくといった感じにぶちりと嚙かみ千切る。

　そして、むぐむぐ咀そ嚼しやくしてから、子供みたいに目を閉じて飲み込んだ。

「ハル君の話、あまり、よくない予感がします」

「役所のデータベースを覗のぞきたいんですが」

「……」

　レナは俺を見て、コーヒーを飲む。ドーム内はとっくに朝の様子だが、気温は一向に上がらない。レナがコーヒー容器から口を離はなしてため息をつくと、魔ま法ほうみたいに白い息が舞まった。

「それは、お仕事の？」

　目が、外部の人間を見る目になっていた。

　外では意外にしっかりした人なのかもしれないな、と思った。

「雇い主の意向に添っている、という意味では」

「またそういう言葉遣いで煙けむに巻くつもりですか？　だめです。ハル君はもう私の部下ではないし、役所の人間ではありません」

　ぴしゃりと言う。堅物の役所人間。

　そうであってくれて、俺おれはむしろどこかほっとしていた。

「やっぱり、あまりよくない職種だったんですね」

　レナは立ち止まり、俺を見て言う。

「突然お金ができて、奨学生も辞めてしまって」

「まあ、ろくなものではありませんね。シュレーディンガーストリートの仕事なんて」

「……」

　その一言で、レナの顔が曖あい昧まいに笑う。

「なんだ、やっぱり、ハル君は株かぶが得意だったんじゃないですか……」

「得意ではありません。平均よりかは、うまいみたいですけど」

　レナが嫌がるような言い回しに、やっぱりレナは嫌そうな顔をする。

「だめです。お金稼かせぎの片棒は担げません。それは、汚職です。見損ないました」

　レナはそう言って、歩き出す。俺の脚では追いつけない。

　だから、言葉を投げた。

「正義の」

「……はっ？」

　眉まゆをひそめたレナが振り返る。

「正義の、実現のためなんですが」

　俺の顔はいつだって無表情だ。それは、無気力にも見えるし、不機嫌にも見える。

　さもなくば、こういう場面では、真剣にも見える。

「月面には悪意が多すぎるって」

「そ、それがなんですか」

「雇い主もそう言う人なんです」

　グランドセントラルホテルから、レストランに向かう車中でのこと。

　エレノアもそう。曲がったことを曲がったまま受け入れることができない、生きるのが大変なタイプ。レナはそれがまだ場末の役所の片隅で済むが、エレノアの場合はそうではない。

　俺の無表情から感情を読むレナは、小さく、固かた唾ずを吞のんだ。

「お金かね儲もうけではありません。正直に言えば、場合によっては多少のお金も儲かるかもしれませんが」

「……さ、参考までに、なにを知りたいんですか？」

　形だけでも聞いてやる。

　そういう心境の変化を、譲じよう歩ほという。

「都市部以外の、土地の利用について」

　そして、その答えはレナのすべての予想を裏切っていたらしい。

「へ？」

　と拍子抜けしていた。

「で、でも、そんなこと……私に言わなくても、照会できますけど……」

「それは知ってます。けど、それじゃ駄目なんです」

「駄目って……」

　レナは困ったように辺りを見回して、それから、俺おれのもとに歩み寄ってきて、袖そでを引いて道の端に寄った。

「あの、なにを考えているんですか？　ハル君がお金のために規則を破るような、そんな人だとは私も思いません」

　四年前、バートンからのインサイダー情報でひどい目にあった俺からすれば、なんとも痛いた痒がゆい評価だったが、それ以来病的に不正を恐れていたのも確かだ。

「月面の土地がなにに使われているか、全体図を知りたいんです」

「全体図？」

「はい。雇い主がすでに役所に調べに行ったんですが、土地の区画ごとの照会しかできなかったって。でも、俺……いえ、我々が欲しいのは、とある企業が月面にどれだけ土地を取得しているかなんです。それには、データベースから直接データを引っこ抜いて、分析するしか方法がなくて」

「……」

「駄目ですか？　正義のためというのは、噓うそではありません。そして、思いついた突破口がここしかないんです」

　俺の言葉に、レナは軽く顔をそむけている。はたからは、朝の出勤途中に男に言い寄られて迷惑している気弱な女性、とでも見えるだろう。

　ただ、レナは俺のことを見て、その目は予想外に優しかった。

「月面の土地の規制は知ってますよね？」

「はい」

「……」

　レナはじっと俺を見て、ふと空を見上げた。

　俺おれはそれで、やっぱりこの人は俺が思っている以上に賢かしこい人なのだ、と思った。

「こういうの、新聞とかニュースで見たことがあります」

　そして、視線を頭上のドームから俺に戻す。

「ある筋からの情報によると、の筋が、私なんですね」

　レナはひどく真ま面じ目めな顔で言ったあと、笑みをかみ殺すように、唇をひくひくさせながら微笑ほほえんだ。

「頼たのむ。正義のためだ。だが、今は詳しく言えない……」

　それから、テレビか映画の口くち真ま似ねをする。俺が妙に恥ずかしくなったのは、まさしく自分がそんなことを口にしていたからだ。

「本当なんですね」

「……計画は、どこから漏れるかわかりませんから」

「わかりました。でも、これで貸し借りなしですよ」

「え？」

「補助金申しん請せい書しよ」

　俺はその言葉に、呆あつ気けに取られていた。

「もう。最後までそれを人ひと質じちに出さないんだもの。悪いのは私みたいじゃないですか」

「え、あ……はあ」

　俺は、あれを人質に取れるような、そんな悪いことだとは欠片かけらも思っていなかった。

「でも、あれは──」

「そう。あれは私の正義。ハル君は賛成してくれたけど、見逃してもくれました」

「……」

「月面は悪意でいっぱい。善意で歩いていても、引っかかるくらいに。がんばってくださいね」

　レナは言って、歩き出す。

「多分お昼にはメールできると思います。そのほうがいいですよね？」

「え……はい、助かり、ます」

「実現したら、どんな正義か教えてくださいねっ」

　離はなれたところから言ったレナは、周りの視線なんか気にせずに、大きく手を振ってくれた。

　俺はあほのように、小さく手を振り返していた。

　地味でトロイ女？

　俺の銘めい柄がら選定眼は、どうやら株かぶ式しき限定のようだった。







　まだ寒さは残るものの、だいぶ暖かくなってきた十時頃ごろ、教会に帰り着いた。

　少し遅くなったのは、背中を丸めて寒さをこらえて出勤する人たちを眺めながら、カフェで考えに耽ふけっていたからだ。世間は突然気温が十度下がっても、服装以外に多少の動揺も見せず、いつもどおりに動いていた。九時を過ぎれば、株かぶ式しき市し場じようは昨晩の混乱に輪をかけたような状況になっているはずなのに、それでも世間はいつものように動いているのが少し不思議で面白かった。

　だが、どっぷり市場に浸つかっているクリスはきっとそうでもない。

　今日は一日クリスの相手に忙殺されるだろうと思うと、その前に一人であれこれアバロンについて考えておきたかったのだ。

　けれど、結局頭の中でまとまったのは、昨日思いついたことだけ。それに、あまり遅くなってもクリスが怒るだろうと思って、気が散ってしまった。

　やれやれと教会に戻ったのだが、そこにはクリスの姿はすでになかった。

「あれ、クリスは？」

「あらようやくご帰き還かん？　もうとっくに出てったわよ」

「……」

　寒さのせいか、いつもよりすっきりした感じがする教会のリビングで、俺おれは軽く頰ほおを搔かく。

「八時半くらいまでずっとそわそわ待ってたけどね。取引のなんかがあるからって、ニュートンシティに行ったわよ」

「ああ、そうか……」

　俺はそれで、クリスはプログラムを全自動で動かせても、プログラムそのものをどうにかするには事務所に行かないとならないのを思い出した。

　それでなくたって、クリスがいじっているのは他人の金だ。

　責任というものがある。

「すっごく不安そうだったけど？」

　拭ふき掃除をしていたリサは、腰に手を当て、呆あきれるように俺を見る。

「予想外に損は出てたけど、吹き飛ぶようなものじゃない。俺だって、初めて大きな損をした時は胃がねじ切れそうだったよ。でも、それを乗り越えられないんだったら、投とう資しはやめるべきだ」

「……」

「もちろん、すべてが吹き飛ぶような損は別だけどな。しなやかな枝だって、折れるくらい曲がれば折れる。その時はもちろん、支えに行くよ」

「理屈はわかるけれど、損をして、耐えてまた損をして、いつか耐えられない損がくるまで続けるの？」

「それは、損の質の問題。仮にクリスが百万ムールの赤字を出したって、最悪クビになるだけだ。俺の時は、損の影えい響きようが底なしだった」

　リサが心配しているのは、そういうこと。

　クリスが、リサさんは頑固です、というくらいに保守的なのは、それが理由だ。

「まあ、ハルの言うことを信じるわ」

「クリスを守るのがエレノアのところに行った理由のひとつなんだから、きちんと考えてるよ」

「あなたは顔に出ないから」

　悪くない冗談だ、とばかりに肩をすくめて、俺おれは自分の部屋に戻ろうとする。

　リサがそれを呼び止めた。

「けど」

「ん？」

「おかしな営みよね」

「……それは、株かぶが？」

「そ。クリスがそわそわしてたのも、昨日、ドームの温度が十度下がったからなんでしょ？」

「まあ、そうだな」

「不思議な話よ」

「そうか？」

「そうよ。だって、ドームの温度が十度下がると、会社の価値も十度下がるの？」

　ものすごくど素人しろうとの言葉のようでいて、それなのにどこか深くに刺さる言葉だった。

「いや……株は、企業の利益への請せい求きゆう権けんだから、利益が減ると予想されれば……」

「同じよ。その、企業の利益が減ることと、ドームの温度が十度下がることになんの関係があるのかしら」

　俺は言われ、エメラルドインダストリーがドームの気温を下げたということそのものが、電気料金の高こう騰とうを占う重大な手がかりであり、電気料金の値上がりは企業の操業コストを……と言い返そうとして、はたと気がついた。

　これは、俺がまさしく昨日、馬ば鹿かげていると思った電力市し場じようの高騰の説明だった。

　俺は軽く自分の頭を小突き、俺もクリスのことを笑えない、と自戒した。

「いや、そのとおりだ。なにか合理的な理由なんてない。全部、思おも惑わくなんだよ」

「……」

「近い将来こうなるに違いない。ああなるに違いないってな。で、普段は、皆がどう思うか、ということを予測する人たちの考えをうまく出し抜いた人たち、あるいは、それらの人たちすらをも出し抜いた人たちが儲もうける場所だ。つまり、企業がどうこうとか、究極のところは関係ないのかも」

「……」

　リサは腕組みをしたまま、「で？」という顔をしている。

「で、そういう思惑の読み合いをしているところに、たまに現実からパンチが来る」

「パンチ？」

「そう。現実はお前らが思うほど単純じゃないぞ、眼めを覚ませって」

「ふん」

「それで、みんな慌てふためいて、そのパンチをもらった後の世界のことを考える」

「……それって、なにか問題の解決になっているのかしら」

「なってないよ。けど、たまに起こしてもらわないと、眠ったままだろ？」

「じゃあ、そもそも株かぶなんてもの必要なのかしら……」

　リサは腕を組んで首をひねっているが、俺おれもそこまで深遠な問いには答えられない。

「元々の存在意義はもっと別にあったのかもしれないけど、今は別のものになっているのかも」

「今はどういう理由であるって言うの？」

「そりゃあ」

　俺は肩をすくめて、答える。

「夢を見るためのチケットじゃないかな」

「悪夢も込み？」

「そう。でも、それはあくまで夢。現実に返れば……少なくとも現実に引き戻してくれる人がいれば、死ぬことはない」

　リサは俺の顔をじっと見て、それから大きくため息をついた。

「あなたが成長してくれてお姉さんは嬉うれしいわ」

「授業料はとても高かったけど」

「クリスがその支払いをしないように願うばかりね」

「俺が大学に合格できたのは、とても授業料なんて払えない家庭教師が二人いてくれたからだと思ってる」

　リサは苦笑するみたいに微笑ほほえんで、言った。

「じゃあ、クリスの先生はクリスのそばにいるべきじゃないかしら」

「……まあ、そろそろいい時間か」

「お弁当になにか持ってく？」

「いやいいよ」

「きちんと食べなさいよ」

「わかってるよ」

　俺はそう答えてから、自分の部屋に戻る。今度こそリサは呼び止めなかった。

　けれど、リサとの話には思うところがたくさんあった。結局取引のほとんどは思おも惑わくが占め、だからこそ時折予想もしなかったパンチが現実のほうから飛んでくる。人の思惑など浅はかなもので、どれほど数学を駆使したところで掬すくいきれない要素が現実にはいっぱいある。

　俺が準備をして電車に乗って事務所まで行くと、疲れ果てたクリスが机の上に突っ伏していて、ル・ゴッフはネクタイが曲がっていた。

「……大変でした？」

　俺おれはそう聞くしかなく、ル・ゴッフは咳せき払ばらいをして、さらにもう一度咳払いをしていたが、どうやら喋しやべりすぎて喉のどが嗄かれているらしい。

「機械任せにする危険性を学びましたな」

「クリス？」

　俺が声をかけると、クリスはのっそりと顔を起こし、俺のことを見る。

　泣いている、というわけではないが、顔は泣き痕あとよりもっとひどい。

　精も根も尽き果てたといった感じだった。

「……プログラムの停止が、うまくできなくて……」

「電話取引など久方ぶりです。向こうも大おお騒さわぎで取引が執行できず、肝が冷えました」

　個人の投とう資し家かだろうとファンドだろうと、基本的には最終的な決済を代理させている投資銀行がある。規模が大きいか小さいかだけの話だ。一斉に注文が来れば、回線だってパンクする。

　特に、これだけ荒れれば機械を切って電話をとる人間が多いだろうから、なおさらだろう。

「リスク管理のために事務所での取引のみにしておりましたが、これはこれで問題点があるようですな」

　と、ル・ゴッフはクリスに視線を向ける。午前中の死し闘とうで心でも通じ合ったのか、クリスは心底同意するように、うなずいていた。

「結果は？」

「う……」

　クリスは呻うめきつつ、隠せるものでもない、と思ったのか、ディスプレイを見て、言った。

「プログラムを止められなくて……止められなかった取引分のせいで、全体で、十八％の損です……」

　推定五十万ムールから六十万ムールの損。十八％損すると、取り返すのに大体二十五％くらいの利益が必要になる。株かぶの世界では、上りと下りの階段は同じ数ではない。

「金主のエレノアさんには悪いけれど、いい経験だったな」

　俺は言いながら、席に着く。昼になってからやってきて、無責任な発言だ、などと殊勝なことは思わない。取引では、思おも惑わくが外れるのが当たり前。損をするのが当たり前だからだ。

「うー……」

　唸うなるクリスに、ル・ゴッフが言う。

「ずいぶん、損にお強いようで」

　あるいは嫌味だったのかもしれないが、俺はスイスの元プライベートバンカーに、視線も向けずこう言った。

「マイナス二百七十三％の世界を見たことがありますから。血も凍る冷たさでしたよ」

「……」

　俺おれが端たん末まつを広げると、ちょうどレナからのメールが来ていた。

　データの分類がいい加減ですけれど、そこはどうにかしてください、とあった。

　俺は礼のメールを書いて、送信する。その様子を見み咎とがめたのかどうか、ル・ゴッフがネクタイを直しつつ、声をかけてきた。

「なにか、お嬢じよう様さまと計画なされているとか」

「ええ。午前中は、それの調べ物を」

　クリスはその恨み言を言う気力もないようで、なんとか体を起こしてはいるものの、椅い子すの上でぼんやりしていた。そして、俺はそんなクリスや目頭を揉もんでいるル・ゴッフをよそに、勢い込んでレナからのデータを開く。

　一般的に用いられる表計算ソフトのファイル形式なのだが、それがほとんど無数にあった。

　しかもエレノアが言ったとおり、そのファイルはタイトルが土地区画の座標で記されていて、どのファイルにアバロンの名前が書かれているのか、ファイル名からではまったくわからない。調べるには、実際に開いてみるほかないが、これを一つずつ開いていくと考えただけで眩暈めまいがする。

「ううむ……」

　俺はしばらく口を引き結び、クリスを見る。

「？」

　クリスは疲れているせいか、いつもよりもっと幼い、あどけないくらいの顔を見せてくる。

　俺はそのクリスに、端末をついっと向けた。

「ちょっと、プログラムを書いて欲しいんだけど」

「……」

　クリスはにへら、と笑い、言った。

「ちょっとだけですよ？」

　ル・ゴッフがいなければほっぺたをつねっているところだが、クリスは俺から端末を受け取ると、エディターを立ち上げて俺のことを見る。

「どんなプログラムですか？」

「このファイルの中にある単語を検索して、それが含まれるデータを抽出して欲しい」

「はい」

「それで、中にあるこの数字も出して欲しい。ファイルの形式はすべて同じだ」

「わかりました」

「ええと……あと、できれば出てきたファイルのこの数字を足し合わせられるか」

「お任せあれ」

　と、俺の話を聞きながらもほとんど一息も止まらずキーを打ち続け、あっという間に端末を俺に向けてくる。

「できました」

「……」

　魔ま法ほうか？　という速さだが、クリスはその驚おどろきに得意気だ。

「セローさんみたいに独創的なプログラムは実現できませんけど、既知のことの処理には強い自信があります」

　自分の強みを理解している者の言葉。月面都市大学に飛び級入学できる頭脳は、伊だ達てではないということだ。

　俺おれは礼を言って受け取って、出てきた数字に目を通す。そこには、思おも惑わくどおりにアバロンの申しん請せいした土地の総量が記されている。試しに個別に抽出されたファイルを開けば、利用方法の欄らんには「発電」と記されている。

　自分の考えが見事ど真ん中を打ち抜いた時の爽そう快かいさは、何物にも代えがたい。

　なにより、これがあればアバロンのはらわたをえぐることができる。

　俺はそして、電力取引市し場じようのログデータから適当な値段を引っ張り出してきて、事前に調べておいた単位面積当たりの発電パネルの平均発電量を意気揚々と掛け合わせた。

　その結果に、目を疑ったのは、一度ではない。二度疑い、三度桁けた数すうを確かめて掛け合わせ、四度目は数年前のまだ今から見れば安かった電力料金を掛け合わせてみた。

　そんな馬ば鹿かな。俺は、端たん末まつを見て凍り付いていた。

　隣となりではクリスが不思議そうな顔をして、こちらを見ているのがわかった。俺はもう一度計算しなおそうとして、自分の愚かさに気がついた。思惑は外れることが普通なのだ。

　そして、現実からの一いち撃げきは、いつだって重い。

「……どうしたんですか？」

　クリスの質問に、俺は椅い子すの背もたれに体を預けるだけだ。

　端末には、ひとつの数字が表示されている。

　そこには、アバロンの可能な売り上げ金額が記されている。

　曰いわく、六百七十億ムール。

　四百億ムールは多すぎる？

　俺の思惑は、まったくの見込み違いだった。







　その日の午後は、混乱していたなりに落ち着きを見せ始めた市場を眺め、過ごしていた。アバロンのことで、自分が想像した以上に気落ちしてしまっていた。

　もちろん、結果を隠すようなことはせず、エレノアにもメールした。エレノアからは返信がないが、忙しいのか、同じように気落ちしているのか。

　取引が思惑の連れん鎖さであり、損が思惑違いのことならば、俺は損に打ちのめされていた。損に打ちのめされるようではだめだ、なんてリサに豪語しておきながらこのざまだ。

　口で言うのは容易たやすく、実践するのは難しかった。

　一方のクリスのほうは市し場じようが閉まる頃ころにはすっかり平静を取り戻していた。

　夕方、市場が閉まる前にマルコが学校から直接やってきて、今日のあらましに一喜一いち憂ゆうしつつ、ル・ゴッフから言い渡された雑務に口をあんぐり開けていた。

　俺おれはそれを見るとやや忍びなかったものの、いてもやれることはないので帰宅することにした。土地の方法が不発に終わったので、別の方法を考えるか、さもなくば諦あきらめるという手を考えなければならない。

　もしもアバロンに問題がないのであれば、エレノアがスージー・ウーを演じ続ける意味も薄うすれてくるからだ。あの生活は、可能ならば、やめるべきなのだから。

　ただ、あれだけの手ごたえを逃すと、やはりどうしてもがっくりくる。なにをしているのかよくわからないなりに、事務所から外に出ると、そんな俺を見かねたのかクリスは俺の手をとりながら言った。

「クラプトンスクエアに寄っていきませんか？」

「……」

　戦いの後、といった感じの疲れた余よ韻いんを残しているクリスだったが、俺はそれもいいかと思い、ちょっとぶらつくことにした。

　事務所の入るぼろビルから出ると、冷たい風が吹きつける。

　俺が驚おどろいて身を縮めると、クリスはくすくす笑っていた。

「月面だと、こういう風らしい風って珍しいですよね」

「……なんなんだこれ」

「気温の変化が急激なんだと思います。日が出ている間は街が温められますけど、ドームが保温機能を下げるので上から急激に冷えてきてっ」

「っ」

　と、冷たい風が再度通り抜け、クリスはまたけたけた笑っている。

「こんな風が降りて来るんだと」

「地球では普通のことか」

「寒い地方だと、こんなものじゃないと思いますよ」

「……俺は温室育ちってわけだ」

「ハルさんが温室育ちだったら、誰だれがそうじゃないんですか？」

「ん？」

　クリスを見返すと、クリスは寒さの中で磨みがかれた氷みたいな綺き麗れいな目で、俺を見つめていた。

「今日の、ル・ゴッフさんへの言葉……こんな言い方はあれなんですけど……かっこよかったです。マイナス二百七十三％の世界を見てきた……って」

　俺おれの腕を抱くようにするクリスは、そんなことを言った。

　頰ほおが赤いのは、寒いせいか、それとも。

「私は、ハルさんに四年間あれこれ言ってきましたけど、今日、初めて損してみて、どういうことだったのか……少しだけ理解できたような気がします」

　俺はクリスを横目に見て、それから、空いているほうの手で、唇の端を吊つり上げた。

「はったりだよ」

「う、そ、で、す」

　クリスにしては珍しく、はっきりと否定する。

　そして、小さく言った。

「すごく、怖かったです……」

　俺とクリスは不器用に、寒いシュレーディンガーストリートを歩いていく。

「ただ数字が減ってるだけなのに、すごく怖かったんです……」

　自分の金じゃない。なくなったって死ぬわけじゃない。血が出るわけですらない。

　なのに、損には出血のような恐ろしさがある。子供の頃ころに転んで、怪け我が自体に痛みはなくても、どばどば出る血の量が怖くて泣き叫んだ記き憶おくにとてもよく似ている。止めてくれ、もう止めてくれ。なんでこうなるとわかっていて、ああできなかったのか。

　マイナス二百七十三％の世界は、極寒の地だった。

　こんな寒さなど、確かに物の数ではなかった。

「朝、帰って来れなくて悪かったよ」

　俺は胸のうちに良心の痛みを少しだけ抱えながら、クリスにそう言った。クリスが怖がっていて、すがりつくものを探しているだろうとわかったからこそ、少し時間を潰つぶしていた。

　クリスは俺のそんな小さな噓うそがわかっているのかどうか、なかなか返事をしない。

　ようやく言った言葉は、こうだ。

「悪いと思っているなら……」

「？」

「反省、してくださいね？」

「……」

　恥ずかしそうに、精一杯な顔で。

　俺は空いているほうの手でクリスの頭をがしっと摑つかんで、かき混ぜるみたいに振ってやった。

「きゃあ、やっ、もう！」

　クリスは怒ったように言いながらも、嬉うれしそうに首をすくめている。

　そして、俺が頭から手を離はなすと、笑顔で言った。

「ね、ハルさん？」

　お日様みたいな笑顔は、寒い月面では特に暖かそうに見える。

　四年間もそばにいてくれて、こんなに好意を向けてくれる。

　俺おれはため息をついて、うなずく。うなずく以外にない。

「じゃあ、クラプトンスクエアで食事して……あ、その前にリサさんに連絡しないと」

　と、クリスが自分の鞄かばんから端たん末まつを出そうとしているところに、俺も自分のほうの端末になにか着信があった。メールだろうか、と鞄から取り出してチェックしてみる。

　クリスは教会に電話をかけているようで、端末の通話ジャックを引き出しながらこちらを見ている。

　そして、俺は自分の端末を見て緊きん張ちようする。エレノアからのメールだった。

『ご連絡ありがとうございます。こちらでも検算してみましたが、残念な結果になりましたね』

　むしろ俺を気遣うような書き方に、心の奥を引ひつ搔かかれるような痛みがある。

　ただ、そこには続きがあった。

『それで、ちょっとお話をしたいのですが、今どちらにいらっしゃいますか？　ル・ゴッフに聞いたところ、事務所を出たばかりとか。もしよろしければ、ホテルまでいらしてください』

　俺はそれで、すぐに返事をしようとして、はたと思いとどまる。

　すぐそばには、くどくど小言を言われているらしいクリスがいる。

「お酒なんて飲みませんよ……そんな、悪いお店なんて……」

　困ったように笑っているのが、逆にとても楽しそうだ。

　もしかしたら、リサはクリスが楽しそうだからこそ、あれこれ注意しているのかもしれない。

　俺はクリスに切り出すのが心苦しかったが、エレノアがわざわざ呼び出すからにはアバロンのことについて、なにか話すことがあるのだろう。

　俺は数すう瞬しゆんためらい、結局、リサと話しをするクリスの肩に手を置いた。

「クリス」

「あ、ちょっと待ってください……。ハルさん、リサさん、帰りに買ってきて欲しいものがあるらしいんですけど」

　困りましたよね、みたいな顔で言うクリスに、俺は無表情で言った。

「悪い。用事が入った」

「……え？」

　クリスは笑顔のまま固まって、それから、視線だけがきょろりと動く。

「え、えっと……」

「悪い。リサの買い物も引き受けるし、なにかお土産みやげを買って帰るから」

　イヤホンから、『クリスー？』と小さくリサの声が聞こえている。

　クリスは俺に肩をぽんと叩たたかれると、それでようやく電話のことを思い出したらしい。端末に向き直るが、視線は、俺にすがりつくように向けられている。

「悪い」

　そして、その一言で、細い糸が切れたことを理解したらしい。

「あの、リサさん、やっぱりまっすぐ帰ります」

　へ？　とかなんとかイヤホンから聞こえたが、それでクリスは通話を切った。端たん末まつを鞄かばんにしまう間、ずっと表情らしい表情を浮かべていなかったが、鞄の留め金をぱちんと閉じると、それがスイッチだったかのように笑顔になった。

「悪いお店に行っちゃだめですよ？」

「いや、クリス──」

「じゃあ、先に帰って今日の市し場じようのことを見直しておきます。起きて待ってますから」

「クリ……」

　ス、と言い終わる前に、クリスは笑顔のまま、ぴょんと跳ねるように歩き出していた。

　そして、雑ざつ踏とうに消える前に、こちらを振り向いて、大きく手を振って歩いて行ってしまった。

「……」

　悪いことをしたな、とも思うが、エレノアのことのほうが重大だ。

　俺おれは胸に重いものを感じ、ため息をつきながら端末で返信する。

　今から向かいます。

　返事は早かった。

『お待ちしてます。お食事は？』

　食べていない、と書いて送りかけてから、それだとなにか最初から食事を出してもらうのを期待しているようで体裁が悪い。俺は少し考えてから、なにか買っていきましょうか？　と書く。

　返事は、短かった。

『では、どの宗教よりも世界に広まった、ゴールデンアーチのハンバーガーをお願いします』







　文化の侵略の代表格とまで言われる、アメリカ発のハンバーガーチェーンでバーガーを買うのはそんなに珍しいことでもない。手軽だし、味は保証されている。

　けれど、百メートル先からでもわかる特徴的な袋を持って、グランドセントラルホテルに入るのはなんとも場違い感丸出しで、ポーターも俺の荷物を受け取ろうとした時、少しだけ苦笑しているように見えた。

　例の専用エレベーターみたいなものに乗り、五十階まで上がる。外はドームの縁ふちがぎりぎり茜あかね色いろを残している夕間詰めで、宇宙の黒とドームの藍あいと茜色のグラデーションがとても美しかった。

　アバロン本社からの見晴らしはここより素晴らしいものだったので、あれだけの景観が手に入れられるのなら、確かに多少の不正はしてしまうかもしれない。

　そんなことを考えながら、５００２号室の呼び鈴を鳴らした。

「こんばんは」

「こんばんは。ごめんなさい。変なお使いを頼たのんでしまって」

「いえ。自分も久しぶりに食べたかったですから」

「ふふ」

　エレノアは微笑ほほえみ、体を引いて扉を開ける。

　中に入ると部屋は相変わらずだったが、片付ける努力はしたのか、道ができていた。

「そちらが一応食堂になってますので、そちらに」

　一応、という言葉遣いが気になったが、資料の山をかきわけて作られた道沿いに示された方に向かうと、その理由がわかった。

「なるほど、一応ね」

　本当なら、地上五十階からのニュートンシティの夜景が一望でき、一億ムールの夜景を眺めながら食事ができるのだろうが、今は長テーブルの上には本や書類が山積みになっている。

　しかも、普段は物置にでも使っているのか、積み上げ方がひどい。ほかの席は椅い子すを引くこともできず、空いているのは向かい合う二席と、上座を合わせた三席だけ。

　俺おれが呆あきれながらハンバーガーの入った紙袋をテーブルの空いたスペースに置くと、エレノアがティーポットを持ってやって来た。

「飲み物なら買って来ましたよ？」

「ああ、いえ。こちらは、喉のどが詰まった時のためのものです」

「え？」

「炭酸だと、大変なことになりません？」

　困ったように笑うエレノアの顔を、まじまじと見てしまう。

　多分、大変なことになった経験があるのだろう。

　そんなところを想像すると、間抜けで少し可愛かわいかった。

「なので、ぬるいお茶をいつも用意するんです」

「……ナイフとフォークは？」

「あら。やっぱり、ハルさんは少し意地悪ですよね」

　貴族の末まつ裔えいということのちょっとしたあてつけ、という意味合いがなくもなかったが、割と本気で聞いていた。セットで八ムールのハンバーガーが喉に詰まった時用のティーセットは、どう見ても桁けたが二つか三つは違いそうだったからだ。

「それじゃあ、いただきましょうか」

　エレノアはそう言ってハンバーガーを取り出し、包みを解いた。

「はむ」

　擬ぎ音おんではなく、エレノアは本当にそう言ってかぶりついた。ハンバーガーがでかいのか、エレノアの顔が小さいのかはわからないが、ハンバーガーに食われているようにも見える。
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　しかも、思いのほか豪快で、和やかに食事とともに会談、という感じではなかった。

　しばらく黙もく々もくと食べ続け、一息ついたのはハンバーガーが半分ほどになってからだった。

「やっぱり……久々だとおいしいですね」

　マスタードとケチャップがついた口の周りをナプキンで拭ぬぐいながら、感嘆のため息とともに言う。

「普段はどうしているんですか？　この近辺だと、格式ばったお店しかなさそうですが」

「え？　ええと……」

　エレノアが途端に目を泳がせるのを見て、俺おれは質問を間違えたと思った。エレノアは貴族のお金持ちで、普段からハンバーガーみたいなものを食べている俺たちとは生活水準が違う。

　そして、そういうことをあえて顕けん示じしたがる連中と、そうではない慎ましやかな人々がいる。

　エレノアがどちらのタイプであるか、迷うまでもない、と思っていたら、エレノアは伏し目がちに、ぼそぼそと言った。

「シリアル、とか……ナッツとか……」

　どうやら、他の理由で、あまり言いたくなかったらしい。

「……あまり、褒ほめられた食生活じゃなさそうですが」

「どうしても作業の合間のものになってしまって……スージー・ウーの時は、向こうの方が色々用意してくれるのですけど」

「ルームサービスなんかは？」

「いちいち凝こっていて、面倒になってやめてしまいました」

　エレノアは、いまいち贅ぜい沢たくを楽しめる人間ではないようで、親近感を覚えてしまう。

「ナイフとフォークで食べるような？」

「そうです。ナイフとフォークで食べるような」

　エレノアは笑い、ハンバーガーをかじる。

「でも、それだと余計にファストフード漬けになりそうですけど？」

「ええ、そうです。普段はなるべく食べないようにしているんです。爺じいや……ル・ゴッフが怒りますし」

　少し恥ずかしそうに言い直して、コーラを飲む。

「太るから？」

「少しくらいは太ったほうがいいって言われます」

「……確かに」

　ただ、変な場所を見ながら言ってあらぬ誤解をされないように、ポテトをつまみながらそっけなく答えた。

「それに、こんなハンバーガーを食べちゃったら、消化が大変で頭が回らなくなります。それで、ロビー階のショップでも買える手軽なシリアルとか、ナッツになってしまうんです」

「運動することをお勧めしますよ」

「まあ」

　エレノアはそう言って、ポテトをつまみ、優雅な手つきでケチャップをつけてかじる。

　俺おれはそれをなにかの舞ぶ踏とうのようだと思いながら見つめ、言った。

「で、今日は作業が終わりだから、締しめにバーガーってわけですか」

「ええ」

　エレノアは言って、ハンバーガーをかじり、ポテトをつまみ、コーラを飲む。

　およそ貴族っぽくない食事風景に、俺は少しだけ違和感がある。

　いや、それは貴族とハンバーガーというのがミスマッチなのではない。

　エレノアの、表情だ。

「アバロンの話は、ぬか喜びさせてしまって」

　俺がそう言うと、エレノアの手が一いつ瞬しゆん止まる。

　しかし、すぐに手はポテトをつまんで、さくっと音を立てて食べる。

「いえ、企業の調査なんてそういうことばかりです。特に、予断を持っているとそうですね」

　苦笑するように小首をかしげるさまは、普段からそういうことがあるのだろうと思わせる。

「そんなに気落ちしてはいませんよ。あ、でも」

　エレノアは言って、慌てて言い繕つくろう。

「もちろん、期待していなかった、というわけではありません。そうではなくて」

「お気遣いなく」

「いえ、本当に……」

　エレノアは言って、そのまま、ふと、表情が沈んでしまう。

「？」

　俺おれがエレノアを見ると、エレノアははっと顔を上げて、無理に微笑ほほえんだ。

「また、なにかお薬を？」

　下のカフェでは、会話の最中に眠りこけるほどだった。

　ただ、そういう感じでもなかったし、エレノアは苦笑したまま首を横に振り、大きく息を吸って、背筋を伸ばした。

「もう、いいんです」

　そして、そう言った。

「ハルさんには、無理言ってお願いしたんですが」

「え？」

「その分のお手当というわけではありませんけれど、御礼は──」

「あの」

　俺は考えよりも先に言葉が出て、エレノアの言葉を遮っていた。

「もう、いい？」

「はい」

　食べかけのハンバーガーを手にしたままのエレノアは、肖像画の中で悲しく笑う少女のように、俺のことを見て微笑んだ。

「ええ、もういいんです」

　それから、ハンバーガーを食べる。なにか、そうしなければいけないかのように。

「なにかあったんですか？」

　聞かずにはいられなかった。見込みのあった可能性が潰つぶれたから諦あきらめるとか、エレノアのやっていることはそんなことではないはずだからだ。

　そして、エレノアは手を止めない。

　俺は、重ねて言った。

「なにかあったんですね？　仕事で……いえ、投とう資し銀行の中で」

「っ」

　その手が止まり、俺のことを見る。なにか怯おびえたような目だった。

「……ちょっと、銀行の人に話を聞いたんです。一千万ムールの手数料を蹴けるっていうのがどういうことか。それと……アナリストが、どういう立場なのか」

「……」

「自分が力になれるとは、あまり思えませんが、それでも、話くらいは」

　俺おれがそこまで言った時だった。

　エレノアは微笑ほほえみ、ハンバーガーを置いた。

「ありがとうございます。お気持ちは嬉うれしいです」

「あの」

「本当に」

　エレノアは言って、大きく深呼吸してから、ティーセットでぬるめのお茶を出した。

「いつかこうなることはわかっていたんです」

　湯気の立たないカップを見つめ、エレノアはそれで暖でも取るかのようにカップを両手で包んだ。

「アナリスト業務と、投とう資し銀行業務の利益相反については？」

　そんな質問をされ、俺は静かに、うなずいた。

「少しだけ」

「それの典型です」

　エレノアは小さく笑い、お茶を飲む。

　もう、ハンバーガーなど食べていたことを思い出すのが難しいくらい、なにかが研とぎ澄すまされていた。

「アバロンの評価を求められたんです」

「えっ」

「大型の起債があるんです。社債ですね。プラチナ・スミスは社債分野では立ち遅れているので、どうしても大型案件が欲しいんです。そこで、アバロンが実施する今回の起債を幹事会社として取り扱い、社債分野でトップに躍おどり出たいのでしょう。ですが」

　エレノアは水の中を優雅に泳ぐイルカのようでいて、それでも魚ではないので、息継ぎをしなければ溺おぼれ死んでしまう。

　そんなふうに、一度言葉を切ると、深呼吸をして続けた。

「私は一貫してアバロンの評価を拒否してきましたから、圧力は前々からあったんです。とはいえ、前々からアバロンは資金調達の際はハラルド・ブロスを常に指名していまして、ほかのところが入る余地がありませんでした。なので、そこまで強く言われなかったのですが」

「それが、急に？」

　いや、と俺は思う。

　手数料。

　どこまでも、金の話。

「その社債の規模が？」

「二百億ムールだとか」

「……」

　俺おれは魚のようにぱくぱくと口を動かし、エレノアを見る。

　二百億ムール。

　二百億ムール！

「それで、次は水道事業を始めるそうです。月面の水道管は重力を利用してニュートンシティに集め、また散布して、という循じゆん環かんです。圧力をかけるのも緩ゆるめるのも電力が必要ですから、相性がいい。そんなよくわからない主張です」

「で、ですが、水道はエメラルドインダストリーの」

「そうです。つまり、社是の実現へと向けた大きな一歩。もう、巨人を追いかける小人ではなく、巨人と肩を並べる存在だと。もしかしたら、本当に月面を征服してしまうかもしれませんね」

　エレノアは言って、ハンバーガーをちらりと見る。冷めてしまったそれは、いかにもグロテスクで、食べ物にすら見えにくい。高度資本主義が作り出した、工業製品食物の、代表格。

「二百億ムールの起債が、本当にうまくいくかなんてわかりません。前代未み聞もんですからね。けれど、もしも実行されるとなれば、主幹事には恐ろしい金額の手数料が入ります。三％にしたって、六億ムールです。さすがに複数の投とう資し銀行を用いるでしょうから、丸ごとというわけではないでしょうが……」

「だからこそ、プラチナ・スミスにもチャンスがある」

「もちろん。当行は投資銀行最大手ですから」

　白々しくエレノアは言って、ポテトをつまみ、冷ややかに眺めてから、戻す。

「それに、トレーディング部門が空前の利益を挙げていて、私のボスである執行役員の一人は、銀行内部の勢力争いで苦しい立場に置かれています。スージー・ウーは確かに客寄せの広告塔として強力ですけれど、トレーディング部門には敵かないません」

　投資銀行内部は、金を儲もうけるやつこそ正義、という論理に従っている。

　エレノアの上司からしたら、詐欺企業は評価しない、と突っぱねるエレノアは、己の能力を自分の部門のために最大限活用していない、としか映らないのだろう。

「クビになる、とか？」

「いえ、それは」

　エレノアは苦笑し、言う。

「そんなことはしないでしょう。私には、まだ利用価値がありますから」

　利用価値。

　自分をモノのように話す語り口に、俺の右手がひきつった。

「ですが、今日はそのことで……少し、ありまして」

　エレノアはため息をついて、視線をニュートンシティの夜景に向けた。

「私はあそこで社員として成功しようなんて思っているわけではないのに、面と向かって罵ば倒とうされれば堪えるものですね」

「それは──」

「あそこはそういう世界ですから。マッチョで、粗野で、女性なんてほとんどいません。腕まくり、葉巻、アルコールが三種の神器。地球なら、アルコールがコカインになることだってしばしばです。スカート、シナモン、アスピリン、じゃ太た刀ち打うちできません」

　首をすくめると、学校であったちょっと怖かったこと、を楽しげに話す女学生にも見える。

　だが、そんな話ではない。大金が絡み、人の人生を簡単に変える力が働く場所だ。

「それに、私にはアバロンを評価するなんてどうやったってできません」

　エレノアは、ふと顔を上げて、言った。

「予断や、偏見ではありませんよ。私自身の都合がなくたって、そうなんです。アバロンは分析のための材料を出さないんですから。ハルさんにお渡ししましたよね？」

「え、ええ。これが儲もうかった、あれが儲かった、なんて単発の取引は発表しますが、会社についての組織だった説明がない」

「はい。それに、アナリストを集めた電話会議でも、役員への質問は許されません。向こうからの報告を聞き、それを書くだけなんです。そうしないと、多額の手数料を落とす各種の仕事を振られませんから。ほかのアナリストは私のように酔狂でやっているわけではありません。家のローン、子供の学費、生活費。そういうのを、あの嵐が渦巻くような世界で稼かせがないといけないんです。アバロンみたいな会社に逆らうわけがありません」

　無力。

　俺おれの脳裏をその単語がよぎったのは、エレノアがうつむき、テーブルに肘ひじをついて、手の上に額を乗せたからだ。

「先ほど、クビはないと言いましたけど」

「……可能性が？」

　俺の質問に、エレノアは答えない。

　あの世界に、その可能性だけはない、ということなどありえない。

「アバロンを倒すには、スージー・ウーが必要です。でも、スージー・ウーを続けるには、アバロンを評価しなければなりません。そして、アバロンの評価をすれば、前向きな評価以外にはありえない。それは、私の倫理に適かなう事なのでしょうか」

　エレノアは額に手を当てたまま目を開き、憎々しげにテーブルを見つめている。

　追い詰められ、苦しむ者の顔だった。

「完かん璧ぺきに我を通すなんてことが無理だってわかってます。でも、それでも、もしアバロンが本当に詐欺だったら？　私のレポートで株かぶを買う人が大勢います。その後にもしもアバロンの不正の証拠を見つけたとして、私はそれを声高に主張できるのでしょうか」

　善意で、知らなくて、そうするのではない。強要され、わかっていて、怪しんでいて、そうするのだ。

　アイスマンによって欺かれ、自分の家の名が入った会社を無残に潰つぶされ、買われたエレノアには、どうしたって許容できないことだろう。

「そんなことをしたら、私は、アイスマンと一緒になってしまいます……」

　エレノアは完全にうつむいてしまう。もしかしたら泣いているのかもしれなかった。

　その悔しさは、俺おれには想像などもできないことだ。

　俺は、レナから送られてきたデータの結果のことが返す返す残念だった。そして、申し訳なかった。かなり期待しただろう。じわじわと自分を追い詰める輪が縮まり、ついにその斧おのが振り下ろされそうになって舞まい込んできた手がかりだったのだ。期待しないわけがない。

　俺はその情けなさと申し訳なさに、心苦しくなる。食堂は物置にふさわしく静かで、呼吸すら許されないかのようだった。

　そんななか、エレノアは不意に顔を上げ、軽く洟はなをすすると、目じりを手首の辺りで拭ぬぐい、気丈に笑った。

「大きな、とても大きな夢でした」

　エレノアは言う。

　俺は、思わず言い返していた。

「いいんですか？」

　手負いの獣けものが、傷口に触れられたかのように顔を上げる。

「いいわけないでしょうっ!?」

　エレノアは怒鳴る。

　なにか案があったわけではない。

　俺は、なにも言えず、黙だまりこくる。

「すみません……でも、もう、いいんです」

　大きな夢も、食べかけのハンバーガーも。

　どちらも、熱いうちはこれ以上ないほどにうまい。

　しかし、冷めてしまえば、グロテスクで、ぎとついていて、見るのも嫌だった。

「もう、いいんです。アバロンがもしも詐欺企業なのだとしたら、いつか必ず暴かれるはず。それが遅ければ遅いほど、高いところにいるでしょう。あのアイスマンもね。だったら、私はその高転びを見物します。それで、いいんです」

　本気で言っているわけがない。自分に、どんなに苦しいとわかっていても納得させるために、無理やり言い聞かせているのが明らかだった。

　それは、そのまま俺のことを責めるかのように聞こえてしまう。

　また、俺おれは誰だれの力にもなれなかった。

「それに、やれることはやりました」

　エレノアは疲れたような、それでいてどこかさっぱりするような顔を上げて、辺りを見回しながらそう言った。

「やれることは、やりました……」

　そして、沈ちん黙もくが降りる。

　目的のためならば、このホテルの部屋がここまで荒すさむまでがむしゃらになれる人間が、やれることはやった、と言うのだ。その言葉が本気でないわけがない。

　けれども、俺の胸が痛むのは、エレノアの顔にやりきったという色が欠片かけらもなかったことだ。志半ばで、やむにやまれず膝ひざを屈するしかない自分を責める顔だったからだ。

　そう。

　エレノアは誰かを憎んでいるのではない。エレノアが本当に憎んでいるのは自分自身であり、取り返しのつかない失敗をした自分自身なのだ。

　俺はそんなエレノアを見て、右手に引きつりを感じずにはおれなかった。俺は四年前、自分自身を責め続ける黒髪の少女に手を伸ばした癖くせに、最後の最後で、その手を振り払ってしまったのだから。

　もしもあの時に戻れるのなら、俺はあの手だけは払うまいと思う。なにがあろうとも、二度と払うまいと思う。大事なことがなんなのか、今ではよくわかっていると思う。

　だとすれば、俺が今すべきことはなんだろうか。俺が四年前のあの時から少しでもなにかを取り返せるとしたら、どうするべきだろうか？

「いえ」

　俺は、思わず言っていた。

　言ってから、なにを馬ば鹿かなことを、と思ったが、勝手に口が言っていた。

「まだ、あります。やれることなら、まだ残ってます」

「……それ、は……」

　エレノアは呆あつ気けに取られたようにつぶやき、すぐに鋭するどい目に変わる。

「それは、なんですか？　それに、どうして今更？」

　当然の質問だ。エレノアの目は、期待するような目ではない。慰なぐさめにしてもいい加減なことを言うな、という目だった。それは本当にそのとおりだった。

　だが、俺は必死に頭をめぐらせた。なんでもいい、でまかせでもいい。チャンスというものは滅多にあるものではない。人生で失ったなにかを取り戻せるチャンスなど、そうあるものではない。リサはそう言って、俺の背中を叩たたいてくれた。

　俺は必死に言葉を探り、そして──。

「確証は、ありません」

「……」

「でも、できることなら、まだありますよ」

「……」

　エレノアはため息をついて、視線を逸そらした。

「なんでしょう」

「発電所の確認です」

「えっ」

　瞬まばたきもせず、振り向いた。

「書類では、確かにありました。でも、それは、あくまでも書類です」

　福祉団体の補助金申しん請せいですら、手の込んだことをするやつらはいる。四年前だって、バートンはこのホテルの下のカフェで、端たん末まつ上の銘めい柄がらを指し示した。そして俺おれはそこに、黄金の山が眠っていると信じ込んだ。

　だが、自分の目で確認しなかった。思考は停止して、自分の頭を使わなかった。可能な限りのことを、可能な限りの力でやりきらなかった。決してできなかったわけではない。単にやらなかったのだ！

「本当に諦あきらめるのなら、ホテルの部屋がこんなになるまでやって諦めるのなら……最後にそれくらい諦めの悪いことをやってしかるべきではないでしょうか。そして、それでも駄目だったら……」

　あのぼやけた白い光を追いかけて、悪夢にうなされなくてもすむのではないか。今度こそ、できる限りのことをやり遂げれば、取り返しのつかないことを取り返せなくても、自分を許せるのではないかと思ったのだ。

「……すべてを確認することなど、もちろんできませんが……」

　それでも、あの時の俺のように、後悔だけは残して欲しくない。役所の書類が信じられなくて、数百キロ先の発電所まで確認しに行った。それでも駄目だったなら、もう仕方がないと笑ったっていいはずだ。

　そんな単純な話ではないかもしれないが、限界の、本当に限界までは手を伸ばしたという思いは得られるのではないだろうか。

　俺はエレノアをじっと見る。エレノアもまた俺を見る。

　疑うような、どこか怯おびえるような目で。

　もう、散々に手を伸ばしてきた。そして空を摑つかんできた。手はしびれ、目はかすみ、涙すら涸かれ果てた。その手はどうせ、また煙になって消えるのでしょう？

　俺は思わず、ハガナ、と言いかけた。

　その瞬しゆん間かん、エレノアは不意に、苦笑した。

　呆あきれるように、笑ったのだ。

「これは私の夢なのに、おかしいですね」

「……」

「でも、そうですね」

　エレノアはハンバーガーを見て、そして、手に取った。

「もう少しだけ、悪あがきしてみます。ただ」

「？」

　エレノアは冷めたハンバーガーをかじり、言った。

「ハルさんも来てくれますよね？」

「え」

「遊覧船でもないのに、一人で宇宙旅行なんて」

　言われてみれば確かにそうだ。発電地帯であれば作業員用の連絡船がでているか、なければチャーター便になるだろう。

「えっと……はい、自分が言い出したことですから、それは」

「では、そうしましょう。会社には、アバロンのためと言えば、予定を空けてくれるでしょう。噓うそではありませんし」

　エレノアはいたずらっぽく笑い、そう言った。

「でも、本当に、私の夢だったはずなのに……」

　エレノアはこちらを見て、小首をかしげている。

　俺おれは肩をすくめ、手元を見る。

　そこには、一足先に空になっていたハンバーガーの包み紙がある。

　エレノアのほうは、まだ食べかけだ。

「ありがとう」

　エレノアは、ほとんど聞こえないような小さい声で言った。

　俺は聞こえなかった振りをして、空の包み紙をくしゃりと丸めたのだった。







　リサの買い物と、クリスのために小さなアクセサリーを買って、教会に戻った。

　日が暮れると寒さは冷たさから痛さに変わり、外区に入ればほとんど電灯がついていないせいもあって、世界が終わってしまったかのような雰囲気があった。

　ただ、視線を上げればドームの向こうには星空がよく見える。今はドームの外も二週間にわたる夜の最中なので、空に見えるのは本物の星空だろう。電気料金が高くなり、明かりが減ったことで良くなったことがひとつだけあるとすれば、夜に星空が見えるようになったことくらいだろうか。

　それはまるで、エレノアをめぐる話のようだった。

　どう考えたって負け戦で、実際エレノアは首の皮一枚でスージー・ウーとつながっていて、それが切れてしまえばアバロンに対する告発なんて誰だれも聞く耳を持ってくれやしない上に、その告発の根拠そのものがはなはだしく不確かなのだから。普通なら、傷が広がる前に撤てつ退たいすべきなのだ。

　なのに、俺おれは満身創そう痍いになるまで戦い続け、ついに膝ひざを折ろうとしたエレノアの手を取った。立ち上がれ、と手を取った。

　それは、エレノアのためにやったことではない。俺は、エレノアを覆おおう闇やみの中に、自分がなくした星の欠片かけらを見つけただけなのだ。

　ひどいやつだ、と自分自身でも思う。けれど、手を伸ばさずにはいられなかった。

　四年前、俺は手を伸ばしさえすれば、ハガナを失わなくてすんだかもしれないのだから。

　俺はそんなことを考えながら、真っ暗なせいで足元がおぼつかない階段を上り、手探りで廊下を歩き、教会を目指した。ようやく入り口にたどり着くと、中から漏れるわずかな明かりで現実に帰る。

　四年前から、今へ。

　俺が教会の扉を開けると、廊下の先の居間では、テーブルに頰ほお杖づえをつきながら本を読んでいるリサがいた。

「おかえり」

「……ああ。これ、頼たのまれたもの」

　俺が袋をテーブルの上に置くと、リサはそれを興味なさげに見て、面倒そうに椅い子すから立ち上がった。

「電車止まってなかった？」

「本数が減ってて、混こんではいた」

「まったく。セローが発電機送ろうかなんて言ってたけど、本当に送ってもらおうかしら」

「発電機？」

「生ごみを微生物に分解させて、その過程で出るものを燃料にとかなんとか言ってたけど、多分新製品を試させるつもりなのよね」

「そういう開発もやってたのか。なんか、意外だな」

「多分、良い儲もうけ話だとか、誰かにそそのかされたのよ。ああ見えて脇わきが甘いんだから」

　リサはやれやれと言わんばかりにため息をついて、戸棚や冷蔵庫に俺が買ってきたものをしまう。

　そして、全部しまい終えて袋を畳んでから、リサは俺をじっと見た。

「で？　クリスにどんな意地悪したわけ？」

　悪事が露ろ呈ていして、母親に怒られた時のことを思い出した。

「帰ってきてからずっと元気がなくて、ご飯食べたら部屋に閉じこもっちゃったわよ」

「……」

「二人でどっか寄るつもりだったんでしょ？」

「……急用が、入って」

「ふうん？」

　リサはそう言って、小さくため息をつく。

「私があれこれ言う義理じゃないのはわかってるけど、もうちょっとどうにかしなさいよ」

「……どうにか？」

　俺おれが聞き返すと、リサはかりかりと頭を搔かいて、視線をちらりと奥の聖堂や俺たちの部屋があるほうに向けた。

「クリスのこと。嫌いなの？」

「っ」

　はっきりと聞かれ、俺は言葉に詰まってしまう。リサは窺うかがうような視線をじっと向けてくるが、俺が答えられないでいると、小さく言う。

「ハガナ？」

　その単語に、棒で突かれたように体がすくむ。

　リサには、それで十分過ぎる答えだった。

「諦あきらめろとはもちろん言わないわ。でも、はっきりさせなさい」

「……」

「クリスが可哀かわい想そう。あなた、変に優しいんだもの」

「……」

　俺は、やっぱり言葉を返せない。

　リサはもう一度ため息をついて、俺の名を呼ぶ。

「ハル」

　視線を向けると、リサは怒っていなかった。

「クリスに助けてもらったことに、変な恩を感じてる？」

　胸の奥に、ちくりと針を刺されたような感覚があった。

「だったら、それはそれ、これはこれ、ときちんと区別ができないと辛い思いをするし、クリスにも辛い思いをさせるわよ」

　四年間、クリスが側にいてくれたからこそ、立ち直れたようなものだった。俺はそのことに感謝しているし、クリスに好意を向けられて嬉うれしくないわけではない。できれば、気持ちに応こたえられればとも思う。でも、それはリサが言うように、四年間のことに負い目があるだけなのかもしれない。

　俺の中にはハガナがまだ居座っている。とても大きく、俺の中を占めている。

　だからこそ、満身創そう痍いのエレノアにだって、手を伸ばしたのだから。

　そんなことを思っていると、リサはとんでもないことを言った。

「自分の気持ちがわからないなら、いっそ一回付き合っちゃえばいいのよ」

「んなっ」

　リサから最も遠いような言葉でいて、リサならではの言葉のような気もした。

「雷に打たれたように始まる恋もあれば、ゆっくり育はぐくむものもある。クリスみたいな娘、なかなかいるもんじゃないわよ」

　なにかの売込みみたいな言い方だが、実際にそうなのかもしれない。

　それに、俺おれは自分でもわかっている。これは、レナと一緒に補助金制度の悪用を確かめに行った時のこととまったく同じ構図だった。

　もしも目的があるのなら、そこに向かうために合理的に行動すべき。ならば俺がハガナのことを忘れられないせいで、クリスの想いに応こたえられないのなら、どうして今、俺はハガナを必死に捜していないのか。

　俺がやっているのは結局、過去に戻ろうとすることなのだ。

　お節介だが、大事なところではとても慎重で潔けつ癖ぺきなリサが、わざわざこんなことを言うのは、俺の気持ちと行動に齟そ齬ごがあると見抜いているからだろう。

　そして、俺はそのせいで、この数年間生きながらにして死んでいたのではないのか。

　俺は口を開きかける。

　けれど、やっぱり言葉が出てこなかった。

「ふう。ハル。これだけは忘れないで」

「……？」

「恩義と愛情を間違えちゃだめよ。同情もね」

　リサはそう言うと、本を小こ脇わきに抱えて、小さくあくびをする。

「電気代がもったいないから、私はそろそろ寝るわ。あなたも、さっさとシャワー浴びて寝なさいな」

「……」

　リサはそう言って、寝室のほうに行こうとして、ふと足を止めた。

「あ、そうだ」

「？」

「クリス、セローからのなんか誘いに呼ばれてるんだって？」

「……あ、ああ。作っているプログラムの……やつかな」

「まあ、なんかそれで、知らない人ばっかり何人も来るんでしょう？」

「……かな。研究者の連中らしいけど」

「明後日あさつてだってさ」

「え？」

　俺おれが戸と惑まどいながら聞き返すと、リサは珍しく不機嫌そうに眉まゆをひそめた。

「不安そうだったってこと。あの子、私たち以外には人見知りだってこと忘れた？」

「あ」

「じゃね。おやすみ」

　リサはそう言って、今度こそ行ってしまう。寒い居間に取り残された俺は、クリスの土産みやげに買って来たアクセサリーが入った小さい紙袋を見て、思う。

　クリスの想いに応こたえたいと思うのは、恩義と同情からなのだろうか。自分のためにリハビリを手伝ってくれて、その上で好意を向けられているから、応えないとならないと思い込んでいるのだろうか。

　そして同時に、俺は本当にハガナを諦あきらめられていないのだろうか。忘れてはいけないと、あの寂しそうなハガナのことを忘れてはならないと、勝手にハガナに同情しているだけではないのだろうか。

　自分の気持ちがわからない。他人の思おも惑わくを見抜いて投とう資しをするなんて考えが馬ば鹿からしくなるくらい、わからなかった。

　俺は結論の出ない問題を抱えながら、自分の部屋に戻った。

　そして、端たん末まつにメッセージの受信が来ていることに気がつく。

　エレノアからで、開けば早速明日にでもチャーター便で発電所に向かえる、とあった。ただ、どこも距きよ離りが遠いので、行き帰りに一泊必要だと。

　俺には特に予定らしい予定はないし、セローたちの飲み会は明後日あさつてだから問題ない。

　クリスの問題から逃げるように、俺はすぐに決断してメールを返信する。

　行けます。

　エレノアから即座に返信があり、ならば明日の昼ごろにホテルまで、とあった。

　俺は真っ暗な部屋の中、端末の光を顔に受けながら、目を閉じて、ため息をついたのだった。
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　翌日、事務所に向かう前のクリスに昨日のことを詫わびた。クリスは笑顔で気にしていないと言っていたが、それでも、昨日の別れ際の寂しそうな顔は気のせいではないはずだ。

　ただ、リサの言葉もまた俺おれの中には深く刺さっていて、そのせいでアクセサリーは渡せなかった。

　それから、アバロンの分析のために二日ほど家を空けると言ったら、明確になにか口ごもっていた。リサの目配せで、俺はようやく、クリスがセローからの飲み会のことを言いたがっているのだと気がついた。男の研究者ばかりやってくるのだから、クリスからしたら不安だろう。

　俺は、それには一緒に行けるはずだ、と言っておいた。クリスのほっとする笑顔を見ていると、こっちも温かな気分になる。

　落雷のように始まる恋もあれば、育はぐくむような恋もある。

　リサの言葉は、俺の天てん秤びんを不安定にさせ続けている。

　ただ、俺も四年前とは違い、自分の気持ちを隠すような処世術を学んでいた。表面上は平静を装い、クリスと一緒にニュートンシティに向かう間、ずっと他愛のない話に花を咲かせることができた。クリスは楽しく会話をしているように見えたし、俺もそういう会話が楽しくないわけではなかった。

　セントラルステーションに着くと、事務所に向かうクリスとはそこで別れた。

　昨日、すべてのポジションを閉じているので気楽な出勤だろ？　と軽口を向けると、クリスはべっと舌を出してからけたけたと笑い、手を振って歩いて行った。

　そして、しばらくじっと立って見送っていると、もう一度振り向いて、手を振ってきた。

　昨日の別れ際のように寂しそうではなかったので、俺おれは軽く手を振りかえして、歩き出した。

　グランドセントラルホテルに向かうと、リムジンや正装の男女が集う代わりに、地球からの観光客と思おぼしき連中がうろうろしていた。多分、観光も兼ねて食事をしに来ているのだろう。

　きょろきょろとしている彼らの間をすり抜けて、顔なじみになったホテルマンに笑顔で挨あい拶さつされながら、あの金色のエレベーターに乗り込んだ。五十階から外を見ると、ドームの透過度の関係なのか、昼間なのに宇宙空間がドームの向こう側に透けて見えていた。

　５００２号の呼び鈴を押すと、程なくエレノアが扉を開き、その姿を見せた。帽子もかぶって準備万端、なのだろうが、俺はその格好を見て、呆あつ気けに取られていた。

「なにか？」

　エレノアに聞かれ、俺は慌てて首を横に振る。

　エレノアはなにかおかしいだろうかと、自分の格好を見回している。

「いえ、いいと思いますよ」

　俺は、そう言うしかない。大きなトランクケースと日傘を持っている様は、なんだかこれからリゾート地にでも行くように見える。

　さすが貴族様だなと、俺は呆あきれつつも楽しく思った。

「もう、すぐに？」

「ええ。ハルさんがよろしければ」

「じゃあ行きましょうか」

「はい。車を呼んで、港まで行きましょう。ただ、ちょっとこれが……」

　と、エレノアが優雅さの欠片かけらもなくトランクケースを引っ張っている。重そうなそれは、ようやくのことで転がりだす。

「持ちましょうか？」

　松まつ葉ば杖づえだが、男として言わずにはおれない光景だ。

「いえ、大丈夫、で、す……」

　どうやらカーペットの毛足が長すぎて、それで余計に重くなっているらしい。それにしたって、いったいなにが入っているのかと呆れてしまう。ティーセットだとか、舞ぶ踏とう会かい用のドレスでも入っているのだろうか。

「エレベーターまでがんばりましょう」

　俺はそう言って、手で押して手伝った。ロビー階まで降りれば、頼たのまなくたってホテルの人間が運んでくれる。俺たちはそれでつつがなく車に乗り込み、月面都市を横断して港までやって来た。地球との間を行き来する船が離り着ちやく陸りくするそこは、ものすごい人出だった。ひっきりなしに案内の放送が飛び交い、エレノアのような荷物を抱えた人たちが大勢うろうろしている。

　その多くが、巨大な地下トンネルに向かう入り口に向かって吸い込まれ、あるいはそこから吐き出されてくる。

　ここは、月と地球という、別の世界をつなぐゲートなのだと強く実感した。

「すごいところですね、ここは」

「え？　あ、そうか、ハルさんは月生まれですものね」

　エレノアはそう言って、小さく微笑ほほえんだ。

「私は、懐なつかしいです。五年前に初めて月に降り立った時の感動は、今でも忘れられません」

「地球に行ったら、同じことを思いますかね」

「ふふ。お勧めですよ」

　エレノアは言って、トランクケースを転がしながら港内を歩いて行く。

「月面内、チャーター便なので……」

「あっちじゃないですか」

「あ、そうですね」

　個人機離り着ちやく陸りく、連絡船、と書かれた案内に従っていく。

　都市部以外の月の表面には、低重力状態で行う各種実験施設や、世界各国の天文台、それに鉱山や発電所などがある。客の多くは学者か作業員に見えたが、中には観光客もいる。都市の周りをぐるりと巡る遊覧船に乗るのだろう。

　俺おれたちは簡単な手続きを済ませ、動く歩道に運ばれて地下にもぐり、ドームの壁へき面めんを潜くぐり抜ける。ご丁てい寧ねいに、ここから先は宇宙空間です、とパネルが出ていた。

　歩道はやがて上昇し、そうするともう、強化ガラスの向こうに広がるのは青い空ではなくて、どこまでも続く漆黒の宇宙だった。

「わくわくしますね？」

　どこか浮ついた雰囲気のエレノアが、落ち着かない感じにそう言った。地球から来た人は宇宙を見るととても興奮するらしいのだが、俺はむしろ逆だ。

　冷たくて、あまりにも広い宇宙。

　その広い宇宙に飲み込まれてしまう、といったような恐怖に駆られる者も少なからずいるようで、宇宙空間恐怖症なんて名前がつけられている。要するに高所恐怖症や閉所恐怖症と同じようなものだ。

　ただ、俺はそういったものとは違う意味で、宇宙空間が怖い。こんなに宇宙が広いのなら、自分がどれほどちっぽけで意味のない存在かと思わされるのが怖かったのかもしれない。

　そんなことを考えながら、俺はエレノアの後に続いて、ドックに向かう。

　そこに待っていたのは、ずんぐりむっくりした個人用の宇宙船だった。

「宇宙キャンプ用の船だそうです。寝室からシャワーまであって、結構快適だそうですよ。ただ、運転が全自動なのがちょっと……」

「人が運転するより安全ですよ」

「……理屈はわかりますが」

「事故が起きてひどい目にあうのなら、機械任せではなく、自分の手で」

　俺おれが言うと、エレノアは苦笑して、首をすくめた。

「私はいまだに地球人のようです」

「慣れの問題だと思いますけど」

「かもしれませんね」

　そんなやり取りを経て、俺とエレノアは最終ゲートをくぐり、与圧室をくぐって船の中に入る。船内は移動手段としてより、生活するための空間として作られていて、ホテルの一室に入ったようだった。

「では、参りましょう」

　扉が閉まり、遠くで空気の抜けるバシュッという音を聞きながら、エレノアはそう言ったのだった。







　エレノアのトランクケースの中身は、着替え用のワンピースの山でもなければ、長年使い続けた枕まくらや抱き慣れたぬいぐるみでもなかった。すべて紙の山で、仕事道具だった。

「免除されたのは会議と収録だけだったので」

　エレノアのトランクケースから次々に出てくる本や書類を並べられるのは、共用の部屋にある机だけだったので、俺は椅い子すを部屋の隅に寄せながら、もはや呆あきれるより感心のほうが上回って、その様子を眺めていた。

「紙媒体はそんなにいいですか？」

「ええ。私はとても大好きです」

　受け取りようによっては、月野郎が地球野郎を馬ば鹿かにするようなニュアンスだったのに、エレノアは紙の束を手に取って、実にかぐわしそうに紙とインクの独特の香りを嗅かいでいた。

「小さい頃ころに慣れ親しんだから、ということもあるでしょうけれど、意外な出会いというものが多いですからね」

「意外な出会い？」

「はい。たとえば、必要な箇所を探して適当にめくっていたら、予想もしなかった情報に出会えるとか、なにかで行き詰まった時に適当に開いたところで思わぬ解決策に出会ったりとか。電子媒体だと検索性にはとても優れていますが、なかなかそういう出会いというものがなくって」

「無駄の必要性、というやつですか」

「ふふ。あくまでも私の持論です。たまに、探していたものがどうしても見つからなくて、怒り狂うことももちろんあります」

　怒り狂う、なんていう単語がとてもエレノアには似つかわしくなくて、それゆえになんだか妙な愛あい嬌きようがある。

　ただ、ホテルの部屋のあの無数の付ふ箋せんや、とにかく手近にあるものならルージュでさえメモを取る、といったその姿勢は、優秀な検索エンジンの役目を自分が果たそうとするから、ああいうことになるのだろうと思った。

「中継地への到着は四時間後でしたっけ？」

　せっせと紙媒体を広げて準備をするエレノアを眺めながら、俺おれは尋ねた。

「だったと思います。でも、本当にごめんなさい、ここを占拠してしまって……」

「いいえ。こんな良い船を借りられるのは、まさしくその仕事のおかげでしょう？」

　船のチャーター代はエレノアのお金ではなく、スージー・ウーの仕事の経費としてプラチナ・スミス持ちらしい。

「そういう言い方もできますが……」

「個室のほうもすごい部屋でしたから。そっちで本でも読んでいます。電子媒体ですが」

「ということは、ハルさんは出会いに関しては保守的なのかしら？」

　俺が机の上の様子にあてつけると、エレノアは上手に切り返してくる。

　気取っているのとは違うし、リサのようなどこか迫力がある感じとも違う。

　俺はそれで、洗練、という単語に思い至る。

「まあ、友達が多いとはとても言えません」

「ふふ。その点に関しては、私も一家言ありますけれど」

　エレノアは冗談めかしてそう言った。ただ、俺はエレノアが言うとおり、エレノアの同年代の友達、というのをうまく想像できなかった。

「五年前に月面に来たって言ってましたよね」

「ええ。十三歳の頃ころです」

「十三」

　俺はそれで、エレノアが今十八歳だとようやく知る。

　見た感じ、何歳だと言われても信じてしまう雰囲気がエレノアにはある。華きや奢しやだし、それに、憚はばかりなく言えばベビーフェイスだ。賢かしこくて落ち着きのある大人びた十四歳と言われたらそういうふうに見えるし、知性と優雅さを身につけながら無邪気さを失わなかった二十二歳、と言われたらそれもまた信じられそうだった。

「寄宿学校に通うのが嫌で、どうせ実家を離はなれるのなら月がいいと、わがままを言って月に来たんです」

「いかにもなお話ですけど、信じても？」

「ふふ。いかにもなお嬢じよう様さまだったんです」

　生意気でわがままばかりの金持ちの娘？　目の前にいるエレノアからはあまり想像もできないが、そう言われれば、スージー・ウーの傲ごう慢まんささえうかがわせる立ち居振る舞まいなどは堂に入っていた。

　それに、家名に傷をつけた人間は絶対に許さない、という強情さも並のものではない。

「おじい様はそんな私でも可愛かわいがってくれて、ちょうど会社を月に移した頃ころだったので一緒に来たんです。ただ、両親から通うように言われていた学校には、入学式の半分しか行きませんでした」

「へえ？」

「その頃から、おじい様のやっている投とう資し銀行を通して、こっちの世界にどっぷりはまっていましたから。投資の世界に比べたら、学校などは……なんというか、止まっているようなものに見えてしまって」

　四年前の自分の言葉を聞いているようだ。

「自分も学校なんてろくに行ってなかったですから、それはなんとなくわかります」

「そうなのですか？」

「今は、急がば回れ、なんて諺ことわざの重みを嚙かみしめていたりしますけど」

「急がば回れ」

　エレノアは口の中でつぶやいて、甘酸っぱい果物でも食べたように、笑って唇をすぼめていた。

「本当ですね。あの時の自分は、なにをあんなに焦っていたんでしょうって思います」

「焦っていた？」

「ええ。ちょうど、おじい様の会社、シュバイツェル＆ゼルガの株かぶを少し譲ゆずり受けていた頃のことです。与えられた会社のポストはお遊びみたいなものだったのですが、いっぱしの経営者気取りでしたからね。円形のテーブルで行われる役員会に初めて出た時は、もう、誇りで胸が張り裂けそうでした」

　胸を張り、背筋を伸ばし、得意げにしている幼いエレノアの姿が目に浮かぶようだった。

「でも、誇りを感じると同時に、もっと早く成長し、もっと早く力をつけなければって。それからはがむしゃらに投資のことを勉強しました。おじい様がル・ゴッフをここに呼び寄せたのは、私がろくにシャワーも浴びてないことを知ったからです」

　俺おれはその話に、懐なつかしさが胸いっぱいに広がった。風呂にも入らず、きちんと四肢を伸ばして眠ることもせず、獣けもののように感覚を研とぎ澄すまし、それでこそ到達できる場所があると信じていたあの時の感覚だ。

　同時に、そういうことを思うのは自分だけではないのだなと、ほっとするような切なさがあった。

「地球で私にマナーを仕込んでいたル・ゴッフは、私を見て数日寝込んだんですよ。ナイフとフォークどころか、片手で食べられるもの以外は手に取らない有様でしたから」

「今のエレノアさんからは想像も……」

　と言いかけて、ハンバーガーを食べる様子を思い出した。

「できないわけでは、ないですね」

「ふふ。ハルさんは本当に意地悪ですね」

　エレノアは言って、どこか楽しげにため息をつく。

「でも、とても楽しかったです。前に進めばそれだけ自分が成長できたと確信できて」

「すごく同意できますが」

「が？」

「多分、四年前にお会いしていたら、互いに口も利かなかったんじゃないかなって」

　俺おれの言葉にエレノアはちょっとぽかんとして、それから、首をすくめてくすぐったそうに笑っていた。

「かもしれません。もう、今思い出すと、苦笑しか出ないような失礼な小娘でしたから」

「まったく同じ感想です。俺も立派なクソガキでした、でも」

　俺は言って、懐なつかしさに勝手に目が細くなる。

「可愛かわいげがあったような気がします」

「ふふ。なんだか、ハルさんは私の頭の中を覗のぞいているみたいですね」

「じゃあ、但し書きがつくのも同じなのでは」

「但し書き？」

　エレノアは聞き返し、なるほど、というふうに目を伏せて笑った。

「取り返しのつかない失敗をするまでは、ということですね」

「こういうことを言うと呆あきれられるかも知れませんが」

「どんなことでしょう？」

「その点については、エレノアさんにとても感謝しています」

「……」

　エレノアは、笑顔のまま、感情だけを顔から消す。

　どのような意味でしょう？　と顔だけで問いかけてくる。

「取り返しのつかないことでも、取り返しうる。少なくとも、そう信じている人がいると、知ることができた」

「……」

　エレノアは俺をじっと見て、少しだけ大きく息を吸って、微笑を強くしてから、しばらく視線を逸そらしていた。

「自分は、取り返しのつかないことは、定義上、取り返しがつかないのだと思って四年間を過ごしていたので」

「今は？」

「今？　そうですね」

　俺おれは少しだけ考え、言った。

「自分が怖くて踏ふみ出せなかった場所に果敢に立ち向かう人がいます。その人の隣となりに立っていれば、取り返しのつかないことの欠片かけらくらいは取り返せるのではないかって、そう思っています」

「保守的なのですね」

「月生まれなので、やわなんです」

「まあ」

　エレノアは言って、くすくすと笑う。

　そして、ひとしきり笑ってから、小さく肩をすくめて、自じ嘲ちよう気味な顔を見せた。

「私が諦あきらめかけた時、いいんですかって言われた時には、本当にカッとしました」

「ええ、とても怖かったです」

「あの、冗談でもそういうこと言わないでください。すごく反省しているんです」

「すみません」

　俺は謝るが、ほとんど感情なんてこもっていない。言われたエレノアは、どこか嬉うれしそうなのだ。顔が動いたら、俺は間違いなく笑っていたはずだ。

「それに、まだやれることがあるって言われた時には本当に驚おどろきました」

「ああ言った時は、実はなんのプランも頭にはありませんでしたけどね」

「えっ」

「とっさに思いついたんです。あそこで終わらせたくない一心で。でも、その動機が、なんと言うか」

　俺は口ごもり、迷ったが、隠すことはないかとも思った。

　エレノアは、理解をしてくれるような気がしたのだ。

「どうにかなるかもしれない、と思ったわけではないんです。もっと、もっと奥まで、それこそ、馬ば鹿かげているって誰だれもが思うくらいまで追いかけて、それでも取り返せなかったのなら、それならば諦めがつくだろうって、そんなことを思ったんです」

　俺の言葉に、エレノアは怒ろうか笑おうかどうしようか迷っているような、不思議な顔をした。

「……普通は、私のやろうとしていることを聞いた時点で、諦めろって言うと思いますけれど」

「まあ、ほとんど誇大妄想ですよね」

「ふふ。ハルさんじゃなかったら、船の外に放り出しています」

　そもそも、エレノアは自分の誇大妄想を誇大妄想ではないと言ってくれる人を必要としていて、俺を仲間に引き入れた。

　ならば、期待に応こたえなければならない。

「誇大妄想には、それに相応ふさわしいだけの追いかけ方がある気がします」

「……それは、否定いたしません」

「こんな、なにもない月面の砂漠に船を出して、超優良大企業を頭から疑って実地に調べに行くなんて、ほとんどパラノイアですよ」

「ええ、なにせこの私でも思いつきませんでしたから」

「でも、これで駄目なら、笑えませんか？」

　俺おれが尋ねると、エレノアは軽く顎あごを引いた。

　顔は笑顔のままだったのに、どこか泣きそうな雰囲気があった。

「笑えます。笑って、おじい様に、駄目でしたって言えると思います」

「それが大事なんだと思います」

「ええ、そうですね。そうなのかもしれません」

　エレノアはふっと息を吐いて、どこか肩の荷が下りたように力を抜いていた。

　あのホテルの部屋、ベッドの枕まくら元もとに飾られていたのは真っ赤な紋章旗だった。

　自分のしたことを忘れるな。

　あれは、今思えば、エレノアが自分を責めるための拷問具だったとしか思えない。

　その気持ちはものすごくわかる。俺の顔と左足が動かないのも、多分、同じことなのだ。俺は自分が許せない。許せるはずがなかった。

　けれど、エレノアとのことは、いつか自分を許せるようになる第一歩のような気がした。少なくとも、俺はエレノアを見れば、そんなに自分を責めるなと思うのだ。だとしたら、もしかしたら、この自分に同じことを言うリサやクリスの言葉に、耳を貸しても許されるのかもしれない。

　エレノアは自分の鏡。

　いや、ほとんど自分なのかもしれなかった。

「けど、私には一つハルさんに疑念があったんです」

「疑念？」

「ええ。言っても怒りません？」

「……カッとなって怒鳴るかもしれません」

「ふふ」

　エレノアは笑い、それからなんでもないことのように言った。

「本当は、ハルさんは私に同情していただけなんじゃないかって」

「……同情？」

「かわいそうで馬ば鹿かな女」

　かつてエレノアがどんな少女だったのか、俺はその一言で、なにかものすごくよく想像ができるような気がした。

「正直に言えば、気の毒で馬ば鹿かだとは思いましたよ」

「っ……」

　エレノアが、笑うべきか否か、微妙なところで、顔をひきつらせている。

「でも、手を伸ばした理由は、自分も四年前の失敗を取り戻したい一心なんです。だから、結局どこまでいっても自分のことしか考えてません。そういうわけで、なにか高尚な意味での同情なんてしてません。安心してください。それとも」

「それとも？」

　もうなにを言われても驚おどろきはしない、とエレノアは不敵な笑みで聞き返してくる。

「エレノアさんは、俺おれに同情して、声をかけてくれたんですか？」

　エレノアは、にっこりと笑った。

「正直に言えば、気の毒で馬鹿だとは思いました。偽のインサイダー情報で騙だまされるなんて、典型的すぎて」

「手厳しいですね」

「でも、自分の失敗を失敗だとわかっているこの人なら、役に立つだろうって思いました。投とう資し家かとして、また、誇大妄想を支えてもらうという意味で。ですから、リサさんが期待していたような、ハルさんを救おうとかなんとか、そういうことはまったく思っていませんでした」

　エレノアの口から出た意外な事実に、俺は驚いてしまう。

　リサは確かに俺がエレノアと会うことを、俺のためだと思っていたようだが、そのことをエレノア自身に言っていたとは思わなかった。

「……リサはそんなこと言ってたんですか」

「ええ。リサさんはいい人ですけれど、ハルさんが腑ふ抜ぬけていたのは、実はこの人が原因なんじゃないかとすら思いました」

　自分自身、リサには甘え過ぎだと思っている。

　とはいえ、エレノアの指摘もまた、なかなかに手厳しい。

　今とは違う、失敗で翼つばさを折られる前のエレノアの様子が垣かい間ま見みえるようだ。

「……本当に、昔のエレノアさんと会わなくてほっとしています」

「ごめんなさい。少し高度が上がっているみたいで、重力で押さえつけていた仮面がずれているのかもしれません」

　エレノアはわざとらしく顔を押さえてそんなことを言う。

　そして、確かに言われるとおり、少し体がふわふわする。

　月は高度を上げれば露ろ骨こつに重力が減っていく。

　株かぶ価かも夢も、似たようなところがある。

「じゃあ、気分が軽くなったのは、会話の内容よりも、重力のせいですか」

「ふふ。ですね。こんなにあれこれ同じ気持ちになるなんて、偶然では考えられませんから」

　エレノアの台詞せりふには、ためらいも淀よどみもない。互いになにを言ってどこまで踏ふみ込んでいいのか、手に取るようにわかる。それは、似たような経験をして、似たようなものを追いかける人間として、なにかが深いところで通じ合っているせいなのかもしれない。

　こんな気持ちは、ハガナ以来だった。

「ちょっと、長話が過ぎました。お仕事の邪じや魔まをしてすみません」

「いいえ。こういうお話をできる機会なんて、ありませんから」

　エレノアは、俺おれを見てそう言う。俺は、やっぱりその言葉を否定できない。

　エレノアはマルコやル・ゴッフを信しん頼らいしていないわけではないだろうが、本当に辛いことを相談しているようには思えなかった。俺がリサやクリスの慰なぐさめをどうしても素直に受け入れきることができないのも、同じ理由からだろう。リサやクリスはあの出来事の被害者かもしれないが、加害者ではないのだ。

　俺はエレノアの綺き麗れいな目を見返して、小さく肩をすくめた。

「部屋で昼寝でもしてきます。それとも、なにかお手伝いできることがあれば、手伝いますが」

「私がハルさんのなにかを手伝えるなら、お願いしようかしら」

　お気遣いなく、という意味だろう。

　実際、俺が危き惧ぐしたほど、エレノアは追い詰められているようには見えなかった。

「添い寝の相手とか」

「私、寝相が悪いんです」

　あのホテルのベッドの様子から、それは噓うそだとわかる。

　でも、俺はこう言った。

「初めて一致しないことが出てきましたね」

「ええ、ようやく」

　エレノアはそんなことを言って、楽しそうな笑顔の余よ韻いんを残しながら、手元の書類に目を落とす。俺もそれ以上言葉を続けず、椅い子すから立ち上がって部屋を出る。

　さすが観光用の船だけあって、部屋から出ると廊下の窓からは宇宙の景色がよく見えた。まだ太陽の見える側にいないらしくかなり暗かったが、それでも明かりのついていない廊下には、窓から微かすかに明かりが差し込んでいるのがわかる。

　真っ暗くら闇やみのように見えて、光はどこにだってある。

　暗黒がどこまでも続いている宇宙ですら、そうだ。

　俺はそう思いながら、個室に戻り、横になる。

　船はほとんど無重力の領域に入っているような気がした。

　多分、気のせいなのだろうと、天井を眺めながら思ったのだった。







　横になりながら端たん末まつで本を読み、時折クリスから届くメールに返信をしていたらいつの間にか眠っていたらしい。時刻を確認すれば、もう少しで中継地点に到着という頃ころだった。

　部屋の中のパネルを操作して位置情報を出すと、月面都市から二千キロメートルほど来ていた。都市の中では十キロメートルという単位すら滅多に出てこない。

　それがどのくらいの距きよ離りなのかいまいち感覚がつかめなかったが、ほんのすぐそこにあるように見える地球までが三十八万キロメートルというから、あんまり大した距離ではないのかもしれない。

　ただ、俺おれは大きな一枚の強化ガラスの向こうに見えた景色に、その場に棒立ちになった。真っ暗な空に浮かぶ強烈な光の塊が、どこまでも続く月面の砂漠を照らし出していたのだ。

　ドームの中からは見ることのできない、剝むき出しの太陽に照らされた景色だった。

　自分が二十年間生きてきた場所の外に、こういう世界が広がっているのだと、今更ながらに気がついた。

「すごいな」

　思わずつぶやいて、こんなことも知らなかったのかと自じ嘲ちよう気味にため息をつく。

　しかし、そんな感動の一方で、小腹が空いて腹が鳴ってしまう。体はとても正直だ。

　俺は到着する前になにかを食べようと思い、共有スペースに向かった。階段を下りるのにもたついたのは、寝起きというよりも重力の変化のせいだ。よたよたと進み、太陽が出たからだろう、廊下の窓は太陽の光を遮断するモードに換わっているのに、ぎらつく明かりで眩まぶしいくらいの廊下を歩く。共有スペースの扉をノックしてから開けると、エレノアは俺が部屋に引っ込む前とまったく同じ姿勢で机にかじりついていた。

「ずっと仕事してたんですか？」

「え？　あ、ええ。静かでとてもはかどりました」

　ちょっと戸と惑まどっているようにも見えるのは、それだけ集中していたのだろう。

「外、見ました？」

「外？」

「すごい景色ですよ」

「え……ああ、ええ」

　あまり興味がないらしい。

「あ、そうか。地球から来てれば、たくさん見てますよね。月生まれなのにきちんと月面を見たことないほうが変か」

「い、いえ、そんなことないと思います」

　エレノアはぎこちなく笑う。仕事に没頭していたので、まだ頭が切り替えられていないのかもしれない。

「ただ、この後も、帰りもまだまだ見ることになるでしょうから」

「そうですね。中継地点に立ち寄ってからは、どのくらいでしたっけ」

「充電と補給で二時間くらいかかるみたいですけど、そこからまた一時間だそうです」

「地の果てですね」

　俺おれが言うと、エレノアは微笑ほほえんだだけだった。

「軽くなにか食べようかと思ったんですけど……」

　壁かべに表示される時計の横に、到着予定時刻が表示されている。

　あと十五分足らずだった。

「一応食事は積んでますけど、中継地点にはなにかお店があるみたいですから、そちらにしませんか？」

「宇宙人用のなにかですかね」

「あら、ハルさんは宇宙人を信じるタイプですか？」

「確率の問題という意味でなら」

「月的な返答にがっかりします」

　仕事の書類をとんとんと束ねたエレノアは、いつもの調子を取り戻したように、殊更に優雅にそんなことを言う。

「じゃあ、地球ならなんて？」

「我々も立派な宇宙人では？」

　俺が肩をすくめると、エレノアは楽しげに笑ったのだった。







　船が自動で到着し、扉が開く。

　窓から着陸の様子を見ていたが、中継地点は月面都市を思い切りスケールダウンしたような球形の施設で、いくつか発着台が蛸たこの足のように延びていた。

　近くには別の建物も見えて、地図によるとなにかの研究施設のようだった。

「……お店があると書いてあったんですけど……」

　と、中継地点の施設に立ち寄ったエレノアは、わずかながらのベンチと、壁にかけられた大型ディスプレイだけが申し訳程度に置かれているロビーで、そう言った。

「まさか、自動販売機のみだなんて」

　がっかりしているエレノアの目の前には、わずかなスペースに自動販売機が詰め込まれた区画がある。オートフードステーションと書かれた看板がついていて、うまい！　と大書されたペイントが、なんとも安っぽさを演出している。

「いかにも宇宙っぽくないですか」

「地球人が考えたようなって言いたいんですか？」

「つっかかりますね」

「楽しみにしていたのです」

　目を閉じ、やれやれといかにもな仕草でがっかりしてみせる。

　やはり、マルコが二十世紀かぶれなのは、エレノアのせいではなかろうか。

「意外においしいかもしれませんよ。それに、こんなの都市じゃ食べないでしょう？」

「まあ、それは、確かに……」

「しかも、ものすごく高い」

「こんなところにまで配達するのは大変なんでしょう」

「どれにします？」

「どれも、嫌なのですけど……」

　エレノアが率直な感想を述べるので、俺おれは最も食べたくないものを選んだ。

　ＳＵＳＨＩ。

「……」

　ガコン、と取り出し口に出てきたそれを、エレノアはエイリアンの卵でも出てきたかのような目で、声なく見つめている。

「フリーズドライか。さすがに生ものじゃないですね」

「あの……本当に食べるんですか？」

「寿す司し嫌いですか？　地球じゃ人気食だって聞きますけど」

「……それは、私の知っている、寿司ではありません」

「食には保守的なんですね？」

　船内での仕返しをすると、エレノアはちょっと悔しそうに顎あごを引いている。

「物は試しです」

　と、俺は包みを開けて、大トロ、と書かれた、スカスカのシリアルを固めたような食い物を口に放り込む。ざく、ざく、と歯ごたえは十分だ。俺は訳知り顔に、ふんふんとうなずく。

「……」

　眉まゆをひそめてこちらを見るエレノアに、俺は箱ごと差し向けた。エレノアは、箱の中の見た目だけはつやつやした寿司を見てから、俺を見る。

　そして、もう一度寿司を見ると、恐る恐る、黄色い玉子を手に取った。偽物の生ものよりもまだしもまし、という考えがあったのだろうが、えいやと口に玉子を放り込んだエレノアを、横目に見る。

　そんな考え、多分、無駄だ。

「うっ」

　たちまち、エレノアは口を押さえて呻うめいていた。俺も無表情ながら平気な振りはやめて、即座に缶ジュースの中身を思い切りあおる。エレノアはその場にうずくまってしまって動かない。

　俺おれは箱の中の残りを全部ゴミ箱に捨て、空き箱をそっと差し出し、そっと少し距きよ離りを空ける。

　再び戻ってきた時、エレノアに思い切り睨にらみつけられた。

　エレノアの手から、寿す司しの空き箱は消えている。

「本当に意地悪ですね」

「自分だけ苦しい思いをするなんて悔しいじゃないですか」

　飄ひよう々ひようと答えると、エレノアは頰ほおを膨ふくらませていた。

「じゃあ、冗談やめて、まともなもの食いましょうか」

　俺がそう言うと、エレノアは視線を再び自動販売機コーナーに向ける。

　ここになにかまともな食い物があるとは思えない。

　そんな顔をしていた。

「リサからアップルパイ持たされてるんです。それを食べましょう」

「っ！　あの、本当に怒りますよ？」

「でも、このメーカーがこの寿司シリーズは月面作業者に大人気、なんてのたまってたら、噓うそだってわかるでしょう？」

「確かに、こんなところにまでわざわざ食べに来るアナリストはいないでしょうからね……」

「貴重な体験です」

「……得がたいというのは認めます」

「あまりにまずいんで、お土産みやげにひとつ買っていこうかなと思いましたよ」

　リサやらは結構面白がってくれる気がしたが、エレノアはなにも言わず、ため息だけをついていた。

　それから俺たちはロビーの隅っこでアップルパイを広げ、船内でお湯を沸わかして紅茶を淹いれた。紅茶は、エレノアがスーツケースに詰め込んでいた、数少ないお嬢じよう様さまっぽいアイテムだ。

「無人なんですね、ここ」

　アップルパイは、エレノアに褒ほめられてすっかり気合の入ったリサが作った逸品だったので、エレノアの機嫌も直っていた。

「ガイドには、常じよう駐ちゆうの人がいる、みたいに書いてありましたが」

「最寄の中継地点にいるって表示がありました。一人じゃ寂しいんでしょう」

「……不思議な場所ですよね」

　エレノアはそう言って、がらんとして妙にだだっ広いロビーを見回して言った。

「二階はいい景色でしたよ。ドーム部分が全部ガラスになっていて」

「え？」

「上はもうちょっとしっかりした休きゆう憩けいスペースです。ドーム部分がプラネタリウムっぽくなってました」

「そう、ですか」

「そっちにします？」

　俺おれが尋ねると、エレノアはどこかぎこちない笑顔で、こう言った。

「ここなら、ディスプレイがありますし」

「そうですか？」

　俺は別に無理に勧める気もなかったので、それ以上は勧めなかった。

　アップルパイを食べてからは、エレノアは船内でずっと仕事をしていた反動か、ぼんやりとディスプレイに表示される番組を眺めていた。どうやら月面都市では電力料金値上がりについてデモが起こっているらしく、月面では久々のデモだということで大々的に取り上げられていた。

　ただ、どう贔ひい屓き目めに見ても、道路を埋め尽くす人々の大半は、電気料金に不満を持っている人たちではなく、珍しいデモを見に来たという体の野や次じ馬うまだった。

　俺はしばらくエレノアと並んでぼんやり眺めていたが、もう一度施設内をぶらぶらした。

　二階建ての建物で、一階にフロントロビー、仮眠室、シャワールームとあり、緊きん急きゆう用よう、と書かれた退たい避ひルームもあった。万が一なにかの事故があった際に逃げ込むと、中から手動で扉を閉じ、気密を確保できるスペースだった。月面都市から二千キロも離はなれたここでなにかがあったら、この狭い空間に逃げ込んで助けを待つほかないのだ。

　俺は避難スペースを区切る扉をこんと軽く小突く。四年間、自分が閉じこもっていたのもこんな場所だったのだろうと思うと、間抜けだな、と感じた。

　俺は四年前の後始末のために、こんなところまで来た。そこでこういうものに出会うのは、なにかのあてつけみたいで、動かないはずの顔が笑いそうだった。

　気分は爽そう快かいとまではいかないが、とても穏おだやかだ。自分がずっと抱えていた株かぶの巨大なポジションを、ようやく解消することができるような、そんなめどがついた時のような感覚だった。

　四年かかった。

　長かったな、という感慨だけがあった。

　俺は廊下を歩き、だだっ広いロビーに出る。エレノアは相変わらずディスプレイ前のソファーに座り、ニュースを眺めていた。

「そろそろ出発では」

「もうそんな時間になりますか？」

　エレノアは、腕時計という古風なアイテムで時間を確認し、ベンチから立ち上がる。

「目的地はここから一時間程度だそうです」

「なら夕食は向こうで？」

「食べ物の話題が多いですね」

　エレノアは、苦笑気味に言う。

「じゃあ、アバロンの話でもしますか？」

　俺が意地悪く言うと、エレノアは苦笑いのまま挑戦的に顎あごを上げたものの、すぐに脱力するように、鼻からため息をついた。

「いいえ。食べ物の話にしましょう」

　俺おれはそれで、エレノアがここでずっとディスプレイを見ていたのは、緊きん張ちようしていたからではないのかとようやく気がついた。優雅で、洗練されていて、そのくせ強情で、意志の強さは鋼鉄並み。しかも、スージー・ウーなんて格好でテレビに出ていれば、人並みの緊張とは無む縁えんなのかと思っていた。

　しかし、船に乗り込み、オートパイロットで目的地に向かう間、エレノアは仕事の書類にも目を通さず、ずっとぼんやりとして、心ここにあらずだった。そんなふうに心細そうにしている様は、丸っきり、普通の女の子だった。

　燃料の燃焼と、姿勢制御の機械的な音だけが響ひびく船内に、会話らしい会話はなかった。

　目的地に着き、そこをぱっと確認すれば、それで自分たちの中の大事ななにかに決着をつけなければならないのだから、それを考えれば、当然だったかもしれない。

　ただ、結果がどうであれ、きっと綺き麗れいに決着をつけられると思う。そのために、こんな場所にまで来た。俺はそう思うし、エレノアもそうだろう。

　船内の案内表示で、目的地まであと十分を切った。減速が始まっているので、多分ここからでも窓を覗のぞき込めば確認ができるだろう。俺は特に緊張している自覚もなかったのだが、気がつけばため息に似たものが頻ひん繁ぱんに出ていた。

　アバロンが本当に虚構かどうか、その根幹を確かめに来たということに、急に妙な実感が湧わいてくる。ただ、結果なんてほとんど予測がついている。普通に考えれば当たり前のことだ。

　万が一、などという可能性は実際に万に一つしかなく、そういう幸運はまず起こらないと思っていい。それでもなお期待してしまうのは、株かぶの取引と同じだなと思った。

　自分だけはうまくいくと思うやつらが多いから、株かぶ式しき市し場じようはあんなにも大人気なのだ。

　完かん璧ぺきに冷静に、合理的に行動なんてできはしない。

　エレノアもまた、テーブルの椅い子すに座ったまま、顔をこわばらせている。

　そして、残り五分を切ってから、俺は椅子から立ち上がる。

　怯ひるんでいては駄目だ、と自分に言い聞かせた。

「そろそろですよ」

　エレノアに声をかけると、エレノアは俺を見て、うなずく。

　ただ、立ち上がろうとしない。

　俺は軽口でも叩たたこうとしたが、エレノアの顔が青くなっていることに気がついた。。

「気分が？」

　緊張で貧血や嘔おう吐となどよくあることだ。本当にきつい取引の時など、胃を直接摑つかまれたかのように胃酸がこみ上げることがある。その意味で、この瞬しゆん間かんは人生最大の取引の瞬間かもしれない。

　しかし、エレノアは果敢に首を横に振り、テーブルに手を突いて立ち上がる。

　その姿があまりにも覚おぼ束つかなくて、俺おれは思わず手を差し出していた。

　エレノアの手は、震ふるえていたのだ。

「緊きん張ちようのしすぎですよ」

　見ていられなくて、俺は自分の唇を指で吊つり上げながら、わざとそう言った。

　エレノアはプライドを傷つけられたとばかりに、大きく息を吸って俺のことを睨にらむ。

　本当は気の強いおてんば娘を元気づけるには、もう一押しだ。

「それとも、代わりに見てきましょうか？」

「馬ば鹿かにしないでください」

　顔に表情が戻り、エレノアは背筋を伸ばしたが、歩き出さなかった。

　やがて、残り、三分、と案内が出る。

「……？」

　俺がその顔を覗のぞき込むと、エレノアは唇を引き結んでいた。

「……笑い、ませんか？」

「なにをです？」

　俺が聞き返すと、エレノアは残り二分という表示に目を向ける。

　そして、俺を見た。

「駄目なんです」

「駄目？」

　こくりと頷うなずき、エレノアは言った。

「宇宙……空間、恐怖症なんです……」

「え」

　俺はそれで、ここまで来る時にエレノアが景色を見なかったことや、中継地点で二階に上がろうとしなかったこと、それに、振る舞まいにどことなくぎこちない不自然さがあったことを思い出す。それは、こういうことだったのだ。

　エレノアは、自分の不ふ甲が斐いなさに今にも泣き出しそうだった。それは貴族だとか金持ちだとか関係なしに、掛け値なしの、たった一人の女の子のプライドがかかった話だった。

　残り一分。

　エレノアの目め尻じりに涙がたまりだす。自分で見に行きたくないわけがない。俺なんかよりも長い間、ものすごいものを懸かけて、歯を食いしばってアバロンを追いかけてきたのだ。

　それが、意志の力でどうにでもなりそうな恐怖症のために、足が動かない。

　でも、俺はエレノアに呆あきれない。そういうことはある。本当にある。

　大事な人の手を払って足がすくんでしまった俺は、別の人たちに引っ張られて歩き出せた。

　俺おれは、エレノアのその目を見て、言った。

「行くんですよ」

　そして、手を差し伸べる。エレノアは俺の手を見て、わなわなと唇を震ふるわせる。

　ゆっくりと手が重ねられ、残り三十秒。

「怖いことなんかないですよ」

「……っ」

「行きましょう」

　俺はエレノアを引っ張り、部屋を出る。窓は遮光モードになっているのに、なお太陽光が思い切り差し込んでいて、痛いくらいに眩まぶしい。

　しかし、エレノアが目を眇すがめて背中を丸めているのは、それが理由ではないだろう。

　そんなエレノアを窓まで引っ張って、残り十秒。エレノアが、怯おびえたように俺を見る。

　俺は、エレノアの手を握り締しめ、上下に大きくゆっくり振りながら、こう言った。

「いっせーのっ」

　そんな子供じみたことに、エレノアの顔が歪いびつにでも笑い出す。

　そして、笑えたら、勝ちなのだ。

　残り一秒。

「せっ！」
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　俺おれは窓の脇わきにあるボタンで不可視モードを解除し、エレノアと揃そろって窓の外を見た。

　そこにあるのは、太陽光がなにもかもを晒さらし出す、月面の銀世界だ。

　俺とエレノアは、あの小さな月面都市で起きた別々の二つの出来事の、奇妙な連関でこんなところにまでやって来た。俺は窓の外の光景を眺めながら、エレノアの手をしっかりと握り締しめていた。多分、痛いくらいだったのではないかと思う。

　けれど、エレノアもまた、同じくらいの力で握り締めてきた。

　広大な宇宙の中に浮かぶ小さな衛星である月。その果てのような場所に広がる光景に、俺はどういう感情を持てばいいのかわからなかった。

　我に返ったのは、エレノアの、ずず、という洟はなをすする音だった。

　そして、エレノアは無意識なのだろうが、俺とつないだ手のほうで涙を拭ぬぐおうとして、俺の存在を思い出していた。ちょっと驚おどろいた顔をして俺を見ると、目め尻じりをにじませながらにこりと笑う。太陽光に晒されたプラチナブロンドは、銀の糸で織られたようだった。

「ハルさん」

　エレノアは言って、再び外を見た。

「忙しくなりますね」

　その言い方がとてもエレノアらしく、俺は思わず笑いそうになる。

　だが、それはそのとおりだった。

　手をつなぐ俺とエレノアの向こう。

　そこにあるのは、なにもない、無限の荒野だったのだから。







　夕食を摂とるのも忘れ、俺たちは月面を飛び回った。

　それは文字どおりのことで、次々にオートパイロットに座標を入れては月面都市の管制に連絡を取り、行き先を変更した。あまりに頻ひん繁ぱんに行き先を変更するので、途中から管制官の返答がいい加減になり、こっちも申しん請せいがいい加減になった。

　元より領空などというもののない月表面で、申請は迷わないための措置なのだ。

　そして、今の俺たちが迷うことなどありえない。

　目的地に向かい、まっしぐらだった。

「公式に発表されてる発電所が一つも存在しないって、ふざけてるのかしら」

「すごいのは、これまで誰だれも実際に確認しなかったという事実ですよ」

「多分、最初は誰かが見に行っていたはずです。でも、きっと建設中とか予定地だとか言われて、そのうち見に来なくなったんだと思います。まさかこんな大胆なことをしているわけがないって」

「実際、話だけじゃ誰も信じないでしょうね」

「写真付きだって半信半疑です」

　そのとおりだ。

　押しも押されもせぬ大企業が、ありもしない発電所を資産として公表しているなんて、一体誰だれが想像するだろう？　だが、過去の地球の事例を漁あされば、そういう事例は実際にある。まさか噓うそだろう？　という欺ぎ瞞まんが腐るほどある。

　俺おれは記録用メディアに窓からの様子を写し続け、エレノアはアバロンのデータを見ながら次々に行き先を指示していく。結局、燃料がぎりぎりになるまであちこち飛び回り、中継地点にたどり着く頃ころには月面都市時間で午後の十一時を回っていた。

　充電と燃料補給の最中、俺たちは中継地点の二階広間の大机で作業をしていた。壁かべから天井まですべてガラス張りになっていて、まるで宇宙空間の中で作業をしているようだったが、もうエレノアは気にならないようだった。

　また、船だけでなく俺たちも燃料を補給するために、エレノアが持ってきた食べ物を手にしていたのだが、さすがというべきかサンドイッチだった。

　ゲーム好きの伯はく爵しやくが、ゲームを中断せずに飯が食えるようにと発明された食べ物だ。この場にこれ以上ふさわしいものはなかった。

　こうなることを想定していたのですか？　と聞いたら、エレノアは小首をかしげて、秘密です、と言っていた。

「ざっと計算してみましたが、確認できただけで、八十億ムールは売り上げが減りますね」

「ということは、ええっと……」

　と、データに当たろうとした俺に、エレノアが言った。

「そんな数字に、意味なんてもうありません」

　端たん末まつに手を伸ばしかけたまま、エレノアを見た。

「意味が、ない？」

「経験から言って、こういうことをやっている会社は、必ずほかでも同じことをやっています。へたをしたら、発電設備なんてなに一つ持ってないのではないでしょうか」

「……まさか」

「ありえます。これを見てください」

　エレノアは机の上に広げられた資料を指差した。その横顔からは、もう、外を見るのが怖いといって泣きそうになっていた様子なんて、想像できなかった。

「アバロンの名前が入ったデータの抽出表ですが、いくつかは、過去、アバロンが所有していたというデータでした」

　俺が表示されたデータを見ると、確かに、最新の所有者の欄らんが変わっている。

　だが、本当に驚おどろいたのは、エレノアがさらにいくつかのデータを見せたからだ。

「見てください。アバロンはいくつかの決まった会社と発電所の売買を繰くり返しているんです」

「あれ、でも、これは」

「そうです。アバロンと、このいくつかの会社は、今日見た更地のはずの発電所を売買しているんです」

　丸い四角がある。そんな言葉を聴きかされたような、落ち着かない感覚。

　俺おれがエレノアを見ると、エレノアは実に楽しげだった。

「古典的な手法です。誰だれも真の価値がわからない骨こつ董とう品ひんを扱うＡ店とＢ店があります。ただ、二つのお店は売り上げが落ちていて、そのことを家の人に知られたくありません。そこで、二つの店の店主は思いつきました。Ａ店の主人は、十ムールで仕入れた壺つぼを百ムールでＢ店に売りつけます。代わりに、Ｂ店の主人はＡ店が十ムールで仕入れた絵を、Ａ店から受け取った百ムールで買います。互いにレジの中のお金の量は変わらないのですが、なぜか帳ちよう簿ぼ上じよう利益は九十ムールずつ出ています。めでたしめでたし」

「そういうことを……アバロンがやっていると？　大規模に？」

「そうです。そして、水増しというのは一度やると次はもっと大規模にやらないとならなくなります。そのせいでこんなにたくさんの土地を取得する羽目になったのでしょう。もう、怒りよりも、驚おどろきと呆あきれでいっぱいです。あまりにも古典的で、大胆すぎて」

　エレノアはため息をつく。

「けど、決定的な証拠ですよね」

　俺が言うと、エレノアは大きく深呼吸をする。

　その顔は、予想外に硬かった。

「告発の、取っ掛かりくらいにはなるでしょう」

「……含みのある言い方ですが」

「正直に言えば、これだけじゃ厳しいと思います」

「え？」

「こんなこと、会計監かん査さも巻き込まないとできません。多分、ちょっとやそっとの揺さぶりでは崩れないような数字を作っているはずです。現に崩れてこなかったのは、そういうことだと思います」

　企業は決算書類を第三者に見せ、正当性を評価してもらわないとならない。

　その評価を行うのが会計監査と呼ばれるもので、大企業ならば、大手の会計事務所に依い頼らいしているはずだ。

「……つまり、決算書類が正当なものかをチェックするはずの連中が、粉飾に手を貸している？」

「利益相反は、投とう資し銀行のアナリストだけのものじゃありません。企業の決算が適正かどうかをチェックする会計事務所は、当の企業からお金をもらって監査するんです。場合によっては一千万ムール単位の報ほう酬しゆうを毎年支払う企業に対し、良心を貫き通すことができる人がどれだけいるでしょう？　シュレーディンガーストリートは始終こんな感じです。あそこは悪の巣そう窟くつです。いつか、誰だれかが一掃しなければなりません」

　エレノアは良心を貫き通した人間として、胸を張ってそう言った。これがもしも膝ひざを屈していたら、こんなふうには言えなかったはず。取引において、苦しい場面でも持論を曲げないでいるのは、本当に辛いことだ。未来がどうなるかなんて、わからないのだから。

　俺おれたちだって、船の中から勇気を振り絞って外を見て、書類どおりに発電パネルがずらりと並んでいることだって十分にありえたし、そちらの可能性のほうが圧倒的に高かった。

　でも、エレノアは耐えた。

　そして、賭かけに勝ったのだ。

　ならば、こちらとしても、胸を張ってくれなければ困る。

「でも、この発電所の事実がものすごく重要なことに変わりはありません」

　エレノアはスージー・ウーのように背筋を伸ばし、胸を張り、睥へい睨げいするように書類やデータを眺めながら言った。

「ここで噓うそをついているということは、もっと別の場所でも噓をついているはずです。ひとつの噓を指摘するだけでは逃げられても、いくつかの噓とあわせれば追い詰められると思います。本当に重要なのは、この、アバロンが……」

　と、エレノアは喋しやべりながら感情がこみ上げてきたのか、涙声になってうつむいてしまう。

　手首で目じりを拭ぬぐい、俺を見て、恥ずかしそうに笑った。

「この、アバロンが……敵として、ふさわしかったこと。私は、これで……」

　エレノアはもう手首では間に合わず、ハンカチを取り出して目元を拭い、大きく息を吸って、笑顔になる。

「どんなことにも耐えられると思います。もう、絶対に、食らいついて離はなしません」

　傲ごう慢まんにすら見える笑顔。

　でも、四年前、鏡を見ればいつもそこに映っている顔だった。

　目的があり、信念があり、度胸と気力があった。

　エレノアはもう、大丈夫だ。

「ハルさん」

　エレノアは、こちらを見る。

「ありがとう」

　そして、差し出してきた手を握ると、とても温かくて、しっかりとした力強さがあった。

「まあ、なんにせよ、本格的な戦いはこれからですよね？」

「そうですね」

「じゃあ、明日に備えてそろそろ寝ませんか。もう日付が変わってます」

「え」

　と、エレノアは腕時計を見る。

「いつの間に」

「それとも、普段はこれからお仕事がっていう感じですか？」

「そう……ですね。日にもよりますけど」

　少し考えて、エレノアは言う。冗談でもなさそうなので、あの生活を見るに、多分、時間の概念があんまりないのだろう。

「けど、そうですね。もう寝ましょう。今日はよく……よく眠れそうです」

　エレノアはやわらかい笑顔でそう言った。

「これらも一応片付けましょう。誰だれが来るかわかりませんし」

「そうですね」

　そして、俺おれとエレノアは大机の上に広げた物を片付け、下に持っていく。

　ただ、船の充電がまだ済んでいないようで、俺とエレノアは大型ディスプレイの前に並ぶソファーに、並んで座っていた。特に会話もなく、ディスプレイはミュート設定になっているせいで、とても静かだった。

　相変わらず流れている映像は、アバロン本社前の騒そう動どうで、今は夜を徹てつしての座り込みの模様を映している。彼らがそうする中、エレノアのような者も核心に迫りつつある。

　アバロンを本当に倒せるかもしれない、というその事実に、どこか夢のようなものを感じる。

　いや、実際に夢だ。エレノアが見た、途方もない夢だった。

　その途方もない夢の持ち主が、どんな表情でディスプレイの出来事を眺めているのか少し気になり、横目に見ようとした直後だった。肩をトンと叩たたかれて、悪事を見透かされたように体がすくむ。

　ただ、それは肩を叩かれたわけではなかった。

　眠りこけたエレノアが、頭を俺の肩に預けていた。

「……」

　小さな寝息を立て、気持ちよさそうに眠っていた。

　グランドセントラルホテルで見せたような、苦しそうな寝息を立てる、不自然な眠りではなかった。緊きん張ちようが解けて、今までの疲れが一気に出たのかもしれない。

　肩に当たるエレノアの頰ほお、腕に当たるエレノアの体は、子供みたいに体温が高かった。

　俺はエレノアの脱力しきった手に、自分の手を少し重ねた。

　これで、前に進むことができる。本当に、エレノアにはそのことで感謝する。

　そして、そんな興奮が少し手に現れてしまったのかもしれない。

　エレノアが小さな声を喉のどの奥でくぐもらせて、ふと目を覚ました。

　頭を起こそうとして、起こしきれず、また眠りに落ちようとしたところで、俺の肩に頭を預けていることに気がついたらしい。

　今度こそ、慌てて体を起こしていた。

「あ、ご、ごめんなさい」

「いいえ？」

　俺おれは隣となりのエレノアに、肩をすくめてそう言った。エレノアに重ねていた手は、そっと離はなしている。

「眠りこけられるのはこれが初めてではありませんし」

　意地悪く言うと、エレノアは嫌そうな顔をして俺を見る。

「本当に意地悪ですね」

「子供なんですよ」

「まあ」

　エレノアは呆あきれるように言って、スカートの皺しわを手で伸ばしたり、髪の毛を手て櫛ぐしで整えたりしていた。

「まだ船の準備は終わってませんか？」

「もう少しみたいですね」

　俺が応こたえると、発着台に続く出入り口のほうを見て、エレノアは小さくため息をつく。

　それから、大きなあくびをして、目じりを指の腹で優雅に拭ぬぐっていた。

「寝てたらどうですか？　起こしてあげますよ」

「う……いえ、なんとか起きています。今寝たら、本当にもう起きなさそうで……」

「運んであげますよ」

「寝相が悪いので、きっと腕に収まりません」

「なるほど」

　俺が肩をすくめると、エレノアはくつくつと笑っている。

　そして、ひとしきり笑った後に小さくため息をつくと、こんなことを言った。

「でも、少しだけ、寄りかかっていてもいいですか？」

　俺がエレノアを横目に見ると、エレノアはそっぽを向いていた。

「給料分だけなら」

「……まあ」

　エレノアは再度俺を見て、苦笑気味に笑う。

「それなら、遠えん慮りよなく」

　そう言って、また俺の肩に頭を預けてくる。

　香水みたいな、甘い匂においがした。

「ハルさん」

　そんなエレノアが、ふと言った。

「ひとつ、お願いしたいことが」

「なんでしょう」

「お給料分、手をつないでもらっていてもいいでしょうか」

　俺おれはそう言ったエレノアのほうをつい見てしまったが、エレノアは頭を俺の肩の上に預けているので、位置的に表情が見えない。けれど、多分それはわざとなのだ。

　俺は返事をせず、少しだけためらって、エレノアの手に自分の手を重ねた。エレノアはむずかるように小さく手を動かし、俺の手の中で落ち着く位置を見つけたらしく、すぐに動かなくなる。

　ずっと、一人で戦ってきた少女の手は、ひどく暖かい。それは、少女の体を巡る、血の熱さそのものなのかもしれない。

　俺は、自分の肩に乗るエレノアの頭に、自分の頰ほおを当てた。特に考えもなく、そうするべきだと思った。エレノアは少し驚おどろいたのか、体を動かしかけたが、すぐに力を抜く。

　誰だれもいない、月面の砂漠にぽつんと位置する静かなロビー。

　エレノアの手が、ぎこちなく俺の手の中で動いて、俺の指に絡む。

　なにかを期待しているように思えたのは、自意識過剰なのだろうか？

　俺は少し迷い、けれど、不思議なほど、抗いがたいものがあった。クリスとはまた違う気持ちが、エレノアに対してはあった。

　多分、似たような経験をして、似たような問題を解決しようとしていたせいだろう。

　同じ方向を向き、手に手を取って前に進むのは、なににも代えがたい素晴らしいことだった。

　それはとても心地の良いことでありながら、同時にハガナの姿が脳裏にちらついた。

　でも、エレノアは今ここにいて、今まさに、指が触れている。

　俺はエレノアの手を、握り返す。

　そして、どちらからともなく体を動かして、視線までが絡み合いそうになった、その瞬しゆん間かんだった。

「っ」

　多分、二人の視線が同時にそちらに向いていた。

　誰か無粋な輩やからが顔を見せた、というわけではない。そこにずっとあって、視界に入っていなかったもの。ディスプレイに表示された映像に、二人とも視線を奪われていた。

「スージー……ウー？」

　俺が呟つぶやくと、エレノアははじかれたように体を起こし、ベンチに備え付けられている操作ボタンでディスプレイの音量を上げる。徐々に世界とつながるみたいに、レポーターの声が聞こえてきた。

『繰くり返します。先ほど入ったニュースによりますと、プラチナ・スミス所属、人気アナリストのスージー・ウーさんに対し、証しよう券けん取引委員会が証券取引法違反の容疑で捜査を開始した模様です』

　その台詞せりふに、どちらも動くことができなかった。

　ディスプレイに表示されたスージー・ウーの顔が、ずっとこちらを向いている。

　証しよう券けん取引委員会が？　証券取引法違反の容疑で？

　一体なにが起こっているのか。体を起こしてディスプレイを見つめているエレノアも、呆ぼう然ぜんとしている。

　ただ、やるべき行動にすぐに思い至ったらしい。本や書類と一緒に置いてあった端たん末まつに手を伸ばし、番号を叩たたいて呼び出しをかける。端末には、プラチナ・スミス役員室、とあった。

「スージー・ウーです。アラン・レムニックに通してください」

『ミス・スージー・ウーですね？　しばらくお待ちください』

　合成音声なのか生身の人間なのかわかりにくい声が、端末から聞こえてくる。さすが眠らない金きん融ゆう世界の巨人と言うべきか、こんな時間にもかかわらず呼び出し音の後、すぐにつながった。

「私です。テレビを見ました。あの、一体なにが」

『待て』

　そう言って、通話が唐突に切れる。エレノアは端末をさらにタップし、もう一度かけようとしたところ、どこかから着信があった。エレノアが通話のボタンを押すと、直前に聞こえた中年男性の声が聞こえてきた。

『私だ。会社の電話はすべて記録を取られているからな』

「あの、一体なにが」

『君は尾を踏ふんだのだ』

「え？」

『尾を踏んだのだ。君は、太陽神の衣をめくろうとした。違うかね？』

　ひどく遠まわしな言い方に、ものすごく嫌なものを感じる。

　しかも、記録を取られているからという理由で電話をかけなおしてきた。

　証券取引法違反の容疑で捜査。

　その言葉が、染み入る寒さのように胸に食い込んでくる。

「あの、ですが、それは──」

『ここ二日の出張はレポートを記すため、と報告が来ていたが、どういう種類のものかは書いていない。つまり、誰だれも望まないものである可能性もあったわけだ』

「……」

『いや、そんなことはどうでもいい。事実だけが重要だ。スージー・ウーを名指しして証券取引委員会は動いている。容疑は証券取引法違反。会社に届いた文書によれば、スージー・ウーはハラルド・ブロスに証券口座を開き、自ら株かぶの宣伝をする一方、個人口座でその株を取引し不正に利益を得ていたらしい。たいした悪党じゃないか』

　電話の主の口調は、馬ば鹿かにするようなものですらない。それは、どこか怒っているような口調だった。だが、まさかエレノアがそんなことをするとは思っていないはず。

　しかも、報道ではスージー・ウーが口座を開いていると言っていた。スージー・ウーは実際に存在しない人間のはずなのだ。そんな人間が口座を開けるわけがないが、ハラルド・ブロスならありえない話ではない。エレノアの会社を罠わなに嵌はめたアイスマンのいる会社であり、アバロンと通じる会社ならば。

　エレノアの顔から表情が抜け落ちている。

　一度ならず、二度までも。

『太陽神は間近に控えたイベントのために神経質になっていた。そこに、これまで一貫して動きを見せなかったスージー・ウーが急に動きを見せたことに感づいた。多分、彼女の部下に太陽神の帰依者がいたんだろうな』

　忌々しげに言うのは、エレノアの部下の誰かがアバロンの内偵から金を受け取っていたことを示唆している。スージー・ウーが本当はなにを調べようとしているのか。脛すねに傷のあるアバロンなら常に警戒をしているはずだ。特に、尻尾しつぽを振らないアナリストには注意の目を向けていたはず。

　そして、スージー・ウーが鉄の意志を持っていても、スージー・ウーの部下は金さえもらえればあっさり情報を教えたことだろう。

『もちろん、報道されていることの事実関係はどうだか知らない。これから証しよう券けん取引委員会が調べるだろう。だが、この話はマスコミに流れてしまった。彼女はもう、駄目だろうな』

　あくまで別の誰だれかのことを話すように相手は話している。無際限の政治闘とう争そうに明け暮れる、巨大投とう資し銀行内部の、その役員室に巣食う魔ま物ものの狡こう猾かつさだ。

『スージー・ウーはよく稼かせいでくれたが、我が社は法律違反を行うような輩やからを手元に置いておくことはできない』

　会社は守る気はない、ということだ。

　だが、エレノアは黙だまっていなかった。

「恥を知りなさい！　いくらの手数料と引き換えに、そんな、こんなっ──」

『君はスージー・ウーの熱烈なファンかな？　だが、プラチナ・スミスは最大手の投資銀行だ。スージー・ウーがいなくても太陽神からの契約を取ることくらいわけはない。彼女はよくがんばったんだがね。だがまあ、この事件でクビになったとして、彼女ならこの業界に戻ってくる必要もないだろう。きっと、波乱万丈な自伝でも出して、稼ぐだろうからね』

「っ」

　エレノアの息が詰まる。これは明確な脅迫だ。この業界に戻ってくれば、エレノアがスージー・ウーであることをばらすという脅迫だ。そんなことをされれば、エレノアはゴシップに目がない月面のメディアに、よってたかってなぶられるだろう。

　明らかに、エレノアの電話の先の役員と、アバロンは話が通じていた。プラチナ・スミスは、アバロンに都合の悪いことを調べるスージー・ウーを抹殺する代わりに、アバロンから莫ばく大だいな手数料仕事を引き受ける契約にサインできたのだろう。

　すべては金で換算されること。エレノアの夢を潰つぶそうとするのは、金の重みであって、それ以外のなにかではない。

　悪意故に、ということではないのが、殊更に醜しゆう悪あくだった。

『まあ、スージー・ウーの今後を見れば、ほかの多くの人間も、心を改めるだろう。この業界から不正は一掃されるべきだと、願っているよ』

　そして、通話は一方的に切られた。エレノアは、怒ることも、涙を流すことすらできないようだった。抜け殻のように端たん末まつを膝ひざの上に置いたまま、呆ぼう然ぜんとしていた。

　多分、証しよう券けん取引委員会もアバロンに買収されている。年間一万件の事件が持ち込まれ、捜査されたのは十数件で、有罪に至ったのはゼロだという。そんななか、電光石火の勢いで動いたのは、間違いなくどこかから金か圧力がかかっているからだ。

　アバロンは己が何者かを知っている。どれだけ脛すねに傷があるかを知っている。だから、火種を徹てつ底てい的てきに潰しに出たのだろう。

　相手は、国家の税収入と比肩しうる収入を持つ組織なのだ。

　俺おれは、抜け殻のようなエレノアの手を取った。その途端、びくりと体をすくませ、エレノアの顔に表情が戻る。

　だが、それは困惑で、怒りではなかった。

「大丈夫です。正義はこっちにある」

　俺はそう言ったし、エレノアは反射的にうなずいた。アバロンが動いたということは、翻ひるがえすと、間違いなくアバロンは詐欺企業ということだからだ。なのに、その言葉が空むなしく響ひびいたのは、ロビーが広すぎたせいではないだろう。

　月面は、悪の坩堝るつぼ。たった一人の正義など、簡単に飲み込んでしまう。

　俺とエレノアは、準備の終わった船に戻った。エレノアは茫ぼう然ぜん自失のまま、病に臥ふすように横になってしまった。俺はエレノアが眠るまで、ずっとベッド脇わきでその手を握っていた。

　ただ、その意味はほんの先刻までのものとはまったく意味が違っていた。端末では、大人気アナリストの不正、というニュースがにぎわっている。

　正義はこちらにある。

　そのはずだ。

　俺はそう思い、気絶するように眠るエレノアを残し、寝室の扉を閉じたのだった。







　船は予定通り朝の八時頃ごろに港に着いたが、エレノアの顔はずっと硬かった。

　テレビでは蜂はちの巣をつついたような騒さわぎになっていて、スージー・ウーの報道が行われている。空港の大型ディスプレイの前でも、いかにもアナリストの推奨銘めい柄がらを買い込みそうなパパやママが、憤ふん懣まんやるかたないといった顔でそんなニュースを見ていた。

　ただ、幸いというべきか、スージー・ウーがエレノアだとは情報が漏れていないようで、空港に着いたとたん報道陣に囲まれる、というようなことはなかった。

　その代わり、出迎えにル・ゴッフとマルコが来ていた。

　エレノアはマルコを見るとふっと表情を和らげて、学校はどうしたのかと話しかけていた。マルコはエレノアに帽子ごと頭をなでられて、今にも泣きそうな顔をしていた。

「お嬢じよう様さま、ご連絡したとおり、ホテルは契約が破棄されておりまして」

「……」

　エレノアは立ち上がり、うなずく。

　昨日の今日でなど、明白な嫌がらせだった。

「荷物は？」

「すべて、ご自宅のほうに」

「自宅……ね」

　短く言って、ため息をつく。

「ハルさん」

「……はい」

　少し間が空いたのは、その後に続くだろう言葉が怖かったからかもしれない。

「本当にありがとうございました」

　そして、一度息継ぎをするかのようにうつむくと、顔を上げて無理やりに笑う。

「このお礼は、いつか必ず」

　そんな言葉を残して、エレノアはマルコとル・ゴッフを引きつれ、俺おれに背を向けて歩いて行ってしまった。

　その背中を見送ることしかできなかった俺は、月面都市への帰路に就くあの船の中、明け方頃ごろに交わした会話がよみがえる。

「おそらく、もう、いよいよ駄目でしょう」

　エレノアは、表情のない顔でそんなことを言ったのだ。

「でも、不正は不正ですよ。公表すれば、必ず──」

　言い募る俺を、視線だけで封じ込める。

　エレノアの目には、それほどまでに、生気がなかった。

「警察や司法機関に持ち込んでも、長い捜査待ちのリストの最後に付け加えられるだけ。私がスージー・ウーになることを選んだのは、彼らがまったく当てにならないと確信したからです」

　エレノアは、つないでいた俺の手を見て、こう言った。

「アバロンは二百億ムールの社債発行に、私が思っていた以上に本気なんですね。私たちが月面の果てまで行ったように、彼らはそのお金で、善悪の彼岸にまで行くつもりなのでしょう」

「……」

「なんにせよ、おしまいです。スージー・ウーは死にました」

　そして、エレノアは力なく微笑ほほえんだ。

「ハルさんのおかげで、私一人では絶対に行けなかった場所まで行けました。宇宙空間恐怖症も治ったみたいですし。それに」

　一度言葉を切って、静かに、俺おれの鎖さ骨こつの辺りに額を当てて、言った。

「久しぶりに、本当に久しぶりに心地よく眠れました。ほんの、一いつ瞬しゆんでも」

　ロビーでの待ち時間でのこと。

　エレノアは顔を上げて、少し恥ずかしそうにはにかんだ。

　俺は、なにも言えない。

　なにも言えなかった。

　アバロンやプラチナ・スミス、それにハラルド・ブロスの行動から、エレノアにどう力を貸せばいいのかまったくわからなかった。巨額の資本を操る大組織の、迅速で強力な行動に、個人がどう立ち向かえばいいのかなど、想像もできなかった。

　もはや無力感すら、感じない。途方に暮れるというこの感覚を体験して初めて、エレノアが見ていた夢は、俺が想像していたよりも、何倍も何十倍も大きかったのだと理解できた。

　俺たちは、結局スタートラインに押し戻された。世の中のことをなにひとつ変えられなかった。でも、得たものはなにかしらあっただろう？

　そんなふうに思わないと、その場で膝ひざを折りそうだった。

「おかえり……なさい」

　教会に着くと、出迎えてくれたクリスは、俺の顔を見て怯ひるんでいた。俺は小さくうなずくだけで、キッチン前のテーブルの椅い子すを引いて、座り込む。部屋に戻る気力すらなかった。

　スージー・ウーは死に、アバロンは生き続ける。

　こんな理不尽、認めたくなかった。

「あの……」

　と、端たん末まつを抱えたクリスが俺のことを見ている。プログラムの改善の話なのだろうが、さすがに今はそれに付き合えない。

「エレノア、さんは」

　そして、クリスがそう言って、俺はようやく、クリスもエレノアがスージー・ウーであることを知る人物なのだと思い出した。

「家に戻ったよ。ル・ゴッフさんとマルコがついてる」

「そう、ですか……」

　クリスは言って、椅子にも座らず、居心地悪そうにしている。

「今日も事務所に行くのか？」

　俺おれは仕方なく、そう声をかける。

「い、いえ。ル・ゴッフさんから、今日はさすがにって……」

「まあ、そうか……」

　俺はそう言って、目を閉じて背もたれに体を預けた。

　エレノアの力になれるとしたら、なんだ？　もちろん、最高なのはアバロンの不正をどうしようもないほど徹底的に集め、それを司法機関なりに持ち込み、ねじ込み、強制捜査を開始させることだ。けれど、そんなことがどれほど馬ば鹿かげている妄想かはわかりきっている。

　第一、俺一人でアバロンの不正を暴くことすら到底無理だろう。エレノアがあれほど調べてわからなかったのだし、あの更地の発電所だってほとんど偶然だったのだから。

　俺には四百億ムールもの数字を捻ひねり出すようななにかがまったく想像できない。四百億ムールというのは、改めて考えてみれば使い方すらわからないような、途方もない金額だったのだから。

「エレノアさんは、無実なんですよね？」

　クリスはそんなことを聞いてくる。

「どう考えたって捏ねつ造ぞうだ。スージー・ウーは現実には存在しない人間だからな。けど、そんなことはどうだっていいらしい。マスコミがその情報に飛びついて、スージー・ウーを社会的に抹殺できれば」

「え……抹殺って……」

「アバロンだ」

　俺は言って、なにもないテーブルを睨にらみつけた。

「アバロンの空売りを計画してるって言ったろう？　それで、悪材料を見つけそうになったから、先手を打ってきた。そんなところだ。すごいよな。銘めい柄がら名と株かぶ価かでしか知らない会社というのが、国家と同じ規模だというのを忘れてたよ」

「……」

　クリスは息を吞のみ、胸に抱えた端たん末まつを強く抱く。

　そして、窺うかがうように言った。

「でも」

「ん？」

「でも、それって、うまくいきかけたってことですか？」

「……まあな。市し場じように出回ってない情報を摑つかんだ」

「えっ」

「けど、それじゃあ不十分だった。駄目なんだ……」

　クリスはその言葉に大きく息を吸った。

「あの、それなら」

　そして、クリスには珍しく、勢い込んでなにかを言いかけた、その瞬しゆん間かんだった。

「あら、ハル帰ってたの？」

　リサの声が聞こえ、振り向くと、日課の聖堂でのお祈りを終えたらしいリサが、聖書を片手に立っていた。

「リサ」

「なあに？　あら、ひどい顔」

「ちょっと、相談があるんだ」

　俺おれには、頼たよる先がリサしかなかった。こんな理不尽が許されるのか。リサは、一体どうやって大きな理不尽に対処してきたのか。

　神は、本当にこの世に存在するのだろうか、と。

「……なんだかよくわからないけど……」

「頼たのむ」

　俺は椅い子すから立ち上がり、リサは俺とクリスを見比べている。

　俺はクリスを一いち瞥べつして、短く言った。

「悪い。また後でな」

「……いえ……」

　端たん末まつを抱いたままのクリスは、少しぼんやりと、返事をした。







　俺が聖堂の長椅子に座っていると、リサがようやくやってきた。

　手にはカップを二つ持っていて、中は熱いホットココアだった。

「私がひどい顔して帰ってきた時、ハルが淹いれて待っててくれたのは、これだったよね」

「……リサが淹れろってわざわざ電話してきたんだけどな」

「あら、そうだったかしら。でも、お風ふ呂ろは沸わかしてないわ」

「……覚えてるじゃないかよ」

　俺が言うと、リサはわざとらしく笑って、俺の隣となりに座った。

「それで？　お姉さんに相談ってなにかしら」

　わざとらしく目を細め、ぐいぐいと体を寄せてくる。四年前なら鬱うつ陶とうしいからかいだと思ったろうが、今の俺は、そのままリサの腕の中に顔をうずめたいくらいだった。

「神は本当にいるのか？」

　俺がリサを見ると、リサはさすがリサだった。

　いたずらっぽい笑みを消すこともなく、俺の言葉と視線を受け止める。

　そして、ココアを飲むと、言った。

「いるわよ？」

「でもっ」

　俺おれが勢い込んで言いかけると、リサは慌てて俺の手の中のカップを支えた。少し中身が跳はねてこぼれ、リサの手にかかった。

　しかし、リサは少しも熱がらず、そっと俺の手からカップを取り上げると前の座席に置いた。

「……ごめん、手……」

「ああ。大丈夫よ、このくらい」

　そう言って、ひょいと舐なめてしまう。

「私にそんな質問をするくらい、ハルが追い詰められているんだもの。このくらい、なんてことない」

　そんな言葉、俄にわかには信じられない、聞き心地がいいだけの噓うそっぱち。

　だが、リサは本気なのだと知っている。

　俺がリサのすべてを吹き飛ばしてしまっても、リサは本当に怒らなかった。

「でも、神はいるわよ。じゃなきゃ、なんで私は月くんだりまで来てこんな格好をしていると思うの？」

「でも……でも、世の中は理不尽だ。正義を追いかけるやつがあっさり罠わなに嵌はめられ、詐欺を働くやつらだけがのさばっている。それじゃあ、神ってのはどこにいるんだ？」

「聖書に書いてあるわよ。神は常にいまし、昔にいまし、後に来られる方」

「そんな……子供だましではなく」

「ハル、怒るわよ」

　リサが言うと、俺の体はびくりとすくむ。俺はリサの前では未いまだに子供だった。

　リサは微笑ほほえみ、人差し指をわざとらしく自分の唇に当てて、視線を逸そらして考えるそぶりを見せる。

「本当のことよ。神は常に私たちとともにいらっしゃる。でも、確かにハルの言いたいこともわかる。実際、重い荷物を運ぶ時にひょいと手を貸してくれたりはしないものね」

　リサはそう言ってココアを飲んで、口元を皮肉気な笑みで歪ゆがめ、視線を聖堂の一番奥にある十字架に向けた。

「信仰にはもちろん色々な形があって、神様の定義も人それぞれ。シスターの格好してる私がそんなこと言うと、本当はやばいんだけど」

　リサはおどけるように言うが、リサがどこまでも本気なのはわかっている。

　俺がじっとリサを見ていると、リサは視線を俺に戻し、優しく笑った。

「ある日信仰に目覚める人もいれば、理論的に神の存在にたどり着く人もいる。周りがそうだったから自分も信じているなんて人もいるし、とりあえず信じておいたほうが得だから、という人もいる。でも、私は、神に実際に会ったことがあるのよ」

　リサの目が俺おれをまっすぐに見る。普通なら、正気を疑う言葉だが、俺はその目に見覚えがあった。

　エレノア。

　そして、四年前の、鏡に映った自分だ。

「もちろん、髭ひげ面づらのおじい様ではなかった。そういう意味では、見ていないけれど、パズルみたいなもの」

「パ……？」

「パズル。全体の絵があって、たった一つだけピースが欠けているパズル。そして、その最後のピースがなければ全体がばらばらになって、取り返しがつかなくて、もう滅茶苦茶になっているはずだったパズル。でも、ばらばらにはならず、滅茶苦茶にはならなかった。信じられなかったわ。私はその時、ああ、神様は本当にいるんだと思ったの。だって、そのピースがなければ説明がつかない、神様がいないととても説明がつかないものだった。幸運とは違う、もう次元の違うこと。誰だれかが、意図を持って、間違いなくここで采さい配はいを振るってくれたとしか思えなかったこと。そんな都合のいいことが起こるわけがないと思った。私はそれを神としか思えない。神は常に側にいたのよ。本当にね」

　月面都市大学を卒業して、誰よりも地に足のついた大人で、そんなリサが真剣に、神がいるとかほざいている。でも、俺にはそのほざいている姿がとても格好良くて、なにかの塊のようにしか見えない。

　多分それを、信念というのだと思った。

「そして、私がこんな格好をしているのはね、神の僕しもべとして、そんな理不尽とすら言える幸運の欠片かけらでも誰かに与えられればと思うからなの。家出した人を受け入れたり、困っている人を助けたり。だから月面なのよ。誰も他人を顧みないここだからこそ、こんなところで手を差し伸べてくれる人が現れるなんて、神はここにいたのかってみんな思うでしょう？」

「……」

「私はそれで、人に神の存在を感じてもらうことができると思ってる。だからね、ハル」

　そして、リサはカップを置いて、俺のことを抱きしめた。なんの理由も、見返りも、衒てらいも、気負いも、なにもなく、ただそうしたほうがよさそうだからと、多分それだけの理由で。

　受け取る側が怖くなるほどの、無む償しようの気持ち。

「あなたが困っている誰かのもとに駆けつければ、その誰かはあなたの側に神を見るでしょうね。それこそ……あなたには見えなくても」

　リサは俺の目の、ずっとずっと、深いところまで見つめている。

「これが、神は常にあなたの側に、という言葉の、あまり語られないもうひとつの、でもとても大事な意味」

　俺はリサの話が終わると、聖堂の異様な静けさに気がついた。
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　いや、そうではない。

　頭の中から騒そう音おんのようなものがなくなっていた。自分を苦しめるなにかがなくなっていた。

　俺おれはリサを見る。

　リサは、俺から体を離はなすと、俺の右手を取った。

「ハルがこの右手を忌まわしいものかのように見るのは、そういうこと。ハルが一番後悔しているのは、ハガナを救えなかったことじゃない。最後までハガナの側にいられなかったこと」

　そうだ。確かに俺はハガナの近くにいた。

　だが、あの時、土ど壇たん場ばで俺は、ハガナの近くにいるだけで、心はもっと遠い別の場所に行っていた。だからこそ、俺は白いぼんやりとしたなにかに手を伸ばそうとするのだ。

「じゃあ、今度こそ、やるべきことは決まってるんじゃないかしら？　神様は、確かにこの世にいらっしゃるんだからね？」

　リサは最後に悪戯いたずらっぽくそう言って、俺の手を小さく上下に振った。

　俺はそんなリサを見つめながら、ぼんやりと言った。

「リサって」

「ん？」

「本当にシスターみたいなんだな」

　俺の手を振るのをやめ、リサはうつむきがちに苦笑した。

「怒りたいところだけどね、今はそんな評価が妥当かな。私はすべての問題を解決することはできないから」

「……全部解決されたら、リサが神になっちゃうだろ」

「ふふ。そうよね。恐れ多くてそんなことできない。でもね、ハル」

　リサは俺おれの手も離はなし、体を伸ばして前の席から二つのカップを手に取ると、立ち上がってこう言った。

「本当に大事なものだけは見失わないで。あなたはそれが、とても壊こわれやすくて、取り戻すのがどれほど大変か知っているはずだから」

　俺はリサに見下ろされながら、ゆっくりと、真剣にうなずいた。

「ああ」

「なら。行きなさい。寒いから、あったかい格好するのよ」

「子供じゃないよ」

「子供みたいなものよ。私ですら、シスターみたいなものなのに」

　やり返され、俺はぐうの音も出ない。

　でも、それがとてつもなく心地よい。

　リサは本当に大きな、姉のような存在だと思った。

「ただ、もうひとつ聞きたいんだけど」

「ん？」

「リサは、なにをどこまで知ってるんだ？」

　あるいは、クリスから少しずつ話を聞いたり、後は論理的に類推しているだけなのかもしれない。けれども、リサは本当になにもかもを見透かしているようで、そう尋ねざるをえない。

　そして、当のリサは目をしばたたかせてから、にんまり意地悪気に笑って、こう言った。

「神のみぞ知る、かしら」

　リサが敵でなくてよかった。たったそれだけのことでも、神を信じられるかもしれない。

　俺はそう思い、椅い子すから立ち上がり、リサに続いて聖堂を出た。いらない荷物を部屋に置き、俺は端たん末まつだけを持って出かける準備をする。それから居間を通り過ぎざま、膝ひざを抱えるように端末をいじっていたクリスが俺のことを見た。

「あの」

「悪い。後で、な」

「……」

　俺はそれでクリスをかわし、廊下を歩いて玄関まで行く。

　扉に手をかけると、クリスが居間の真ん中に立ち尽くしながら、こう言った。

「本当に、後で、ですよ？」

　消え入りそうな声に聞こえたのは気のせいかどうか。

　俺おれはうなずき、片手を上げて、扉の隙すき間まから外に滑り出た。

　パタン、と扉は閉じ、外の寒さに身を貫かれる。

「神は常にいまし」

　俺はそう呟つぶやき、松まつ葉ば杖づえをつきながら、冷え切った廊下を歩いていったのだった。







　エレノアが外区に住んでいるとは思えない。俺はそうあたりをつけ、ニュートンシティに向かう電車の中で、ル・ゴッフに連絡をつけた。

　ル・ゴッフは、お嬢じよう様さまは誰だれともお会いにならないとかなんとか言っていたが、どうしても会う必要があるのですでに向かっていると伝えたら、取次ぎだけはします、と言葉が返ってきた。

　あるいはそれは、もう俺みたいな輩やからを近づけたくないということなのかもしれなかった。エレノアに変な希望を持たせ、何度も何度も傷つけさせるようなことは、もう終わりにしたいのかもしれなかった。

　エレノアを蝿はえのように叩たたき落とした存在は、世界にあまねく存在する。その力は強大すぎて、叩き落とされた側は皆、等しく己の小ささを思い知らされる。

　アバロンの本社ビルに見学に行って、社内ツアーの中にいた反アバロンの中年男性の姿を思い出せばいい。きっと彼の言っていることはそれほど間違っていることではないし、多くの人間の気持ちを代弁したものだったはずだ。なのに、あの場で彼に似合うのは嘲ちよう笑しようだった。

　あまりにも場違いなほど無力すぎて、まともに取り合うことすら恥ずかしいほどだった。

　株かぶ式しき市し場じように集うのは、町の雑貨屋さんではない。個人の営みとは次元が違う規模の企業であり、人の生活を根底から支配しうる力を持った存在なのだ。

　俺は、数字の向こうに人の思おも惑わくを見抜くことができる、なんていわれて調子に乗っていたのかもしれない。そこに出てくる金額の大きさの現実的な意味すらも理解できなかったのに、そんな言葉に気をよくしていただけだった。

　電車の中でも、備え付けのディスプレイではスージー・ウーのニュースが流れ続けていた。

　レポーターや専門家と称した者が、パネルを使い、したり顔でスージー・ウーの『利益相反』について説明をしていた。

　ただ、俺の心はどこかが変に冷えていて、テレビの向こう側にいる、無責任な連中に怒るというようなことはなかった。その代わり、このスージー・ウー叩きに、異様なものを感じていた。もしかしたら、メディアにアバロンから金が流れているのかもしれなかった。

　スージー・ウーを叩くことは、直接自分の身を守ることである一方、世間の耳じ目もくを神格化されたアナリストの凋ちよう落らくに釘くぎ付づけにできれば、電気料金値上がりから来る自社への批判をかわす事にもつながるからだ。

　株式銘めい柄がらの選定と、同じ原理。

　そこに確かに存在することでも、人は言われなければ思い出すことができない。

　資金と伝つ手てさえあれば、権力を持つ者は、民衆に見せる世界を選ぶことができるのだ。

　それによって隠されるのは、地球の紛争地帯の悲劇なのかもしれないし、アバロン本社ビル前で行われている抗議の座り込みかもしれない。さもなければ、アバロンと手を組んで不正義を行うアイスマンという男が作り上げた、醜しゆう悪あくなシステムに対抗しようとした一人の少女の戦いの真実かもしれない。

　こんなことは、それほど難しいことではない。世の中はそう簡単に変えられないとか、山を動かすことは容易ではないとか、そのくらい当たり前のことなのだ。

　ただ、俺おれはエレノアのことを知ってしまったし、その手を握ってしまっていた。今更見て見ぬ振りをすることはできず、なかったことにはできなかった。

　ならば前に進むしかないし、それは決して、無意味なことなどではないのだから。

　なぜなら、これ以上先に進む道なんてないとわかったとしても、ここが終着点なのだ、と受け入れなければならない時、隣となりに誰だれかがいるべきなのだと今は思う。

　朝のラッシュ時の余よ韻いんが残るセントラルステーションを降り、折り返し電話をかけてきたル・ゴッフに指定された出口から出ると、あのクラプトンスクエアの住居スペースに続く道だった。

　広く、なだらかな上り坂の通路になっていて、両りよう脇わきには観葉植物やミニチュアの滝を模した水すい槽そうスペースなどがあり、いかにも上流階級向けの集合住宅という感じだった。

　駅に向かって歩く面々も、世になんの憂うれいもなし、とばかりに自信に満ち溢あふれた者ばかりで、外区とはまったく雰囲気が違っていた。

　俺が進んで行くと、やがて受付のいるロビースペースに着いたが、そこにル・ゴッフがいた。

　あの時代がかった服装も、ここでなら場違い感がない。

「お嬢じよう様さまはお会いになるそうです」

「……」

　俺は無言でうなずいた。

　ル・ゴッフはそんな俺の少し前に立ち、受付横の自動ドアから、中に入った。

　どちらも無言で先に進み、ホテルのようなエレベーターに乗って上階を目指す。

　三十二階で降りると、目の前には大きな金魚の泳ぐ池と滝があった。

　廊下はもちろんカーペット敷じきで、天井にはシャンデリアが下がっている。

　ル・ゴッフは迷うことなく廊下を先に進み、３２１５という扉の前で立ち止まる。

　そして、大上段から、俺を見下ろしてきた。

「……」

　エレノアの小遣いの額まで知るという、スイスの元プライベートバンカー。多分、月面などというところまで来て、エレノアのお守りをしているのは、職務意識だけということではないだろう。

　お嬢じよう様さまと、それを守る老執事。

　ヨーロッパの御お伽とぎ噺ばなしのような現実が目の前にあり、歴史と伝統がそこにはある。

　その体現者であるル・ゴッフは、そして、その場で深々と腰を折った。

「お嬢様をよろしくお願いいたします。私では、力不足なのです」

　ここは月面。欲と陰いん謀ぼう渦巻く、教皇様すら見放した地じ獄ごくの三丁目。

　俺おれは、うなずいて、ル・ゴッフの引いた扉から、家の中に入った。







　まず感じたのは、真新しい家の匂においだった。

　生活感のまったくない、まっさらな建物の匂い。

　ただ、荷物だけは山ほどあった。吹き抜けの、半円形に近いだだっ広い玄関ホールの壁かべ際ぎわには、二階部分の手すりに届きそうなほどうずたかく、段ボールが積み上げられていた。

　右を見ても左を見ても、廊下には段ボールが積み上げられている。おそらくはプラチナ・スミスが契約していたホテルから運び込まれたものだろう。

「エレノアさんっ」

　俺は静まり返ったホールでその名を呼んだ。

　しかし、返事がない。俺は仕方なく、直接探すことにした。マンションなのだからさして苦労もしないだろう、と思ったのだが、それはすぐに間違いだと悟った。

　そもそも、玄関ホールはマンションの一室とは思えない吹き抜け構造で、メゾネット形式になっている。ひとまず一階部分から探そうと、玄関から右手に向かうと、食堂やらキッチンやら、ホテルの談話スペースみたいな部屋やらが廊下の先に延々と続いていて、どこまで奥行きがあるのか見当もつかない広さだった。

　ただ、どこの部屋も扉は開けっ放しで、がらんとしていた。家具や調度品がないわけではないのだが、薬品にも似た新品の匂いがして、冷たく無機質だった。そこに命あるものが紛れ込んでいればすぐにわかるような、そんな雰囲気だった。

　廊下の奥までたどり着くと、セントラルステーションを眼下に眺めることのできるテラスに出た。取ってつけたような屋外用のソファーセットがあるが、エレノアの姿は当然ない。

　廊下を引き返し、今度は玄関を挟んで反対側に向かえば、空っぽの書斎に、バスルームや、二つ目の食堂やらがあった。試しにバスルームに入ってみれば、ガラスで四方を覆おおわれたシャワールームに、大理石で造られた浴よく槽そうがあった。壁は一面が巨大な一枚ガラスになっていて、ニュートンシティを見渡すことができた。黴かびと、不安定な水量と、しょっちゅう湯が水に変わるリサの教会のシャワー室と同じ目的を持った設備とはとても思えなかった。

　俺は玄関ホールに戻り、メゾネットの二階部分へと上がっていった。階段を上ると長い廊下が奥に延びていて、左右に部屋がある。造りは単純だが、俺おれはそこで初めて、緊きん張ちようした。

　廊下に、大量の紙がばら撒まかれていたのだ。くしゃくしゃに握り潰つぶされていたり、破られたりしているそれらは、どうやらノートかなにかのようで、びっしりと書き込みがされていた。

　俺はその残がいを踏ふみ越えながら、ひとつだけ扉が半開きになっている部屋に入る。

　すると、そこはホテルの部屋の再現だった。

　いや、もっとひどかった。

　段ボールが手当たり次第にひっくり返され、中身が散乱し、ぐちゃぐちゃになっていた。

　壁かべに穴が空いているのは、側に転がっている椅い子すの様子から、どうしてそうなったのか大体想像がつく。そして、ここにも廊下と同じノートの切れ端が大量に散らばっていて、どうやら手当たり次第に物をぶちまけた後に、ノートを破り捨てたらしいとわかった。

　俺はそれを一枚拾ってみる。エレノアの、ちょっと癖くせのある手書きの字を読んで、心臓を摑つかまれたような気がした。息詰まるような心持ちのまま顔を上げると、その紙くずの道は、広い部屋の一角に向かって延びている。その先にはまた扉があり、やっぱり半開きになっていた。

　俺は、どくりと脈打つ心臓に固かた唾ずを吞のみ、そちらに向かって行った。

　扉をそっと開けると、バスルームに続くドレスルームになっている。大きな洗面台と、さらに大きな一枚鏡は、ホラー映画を見慣れた者には、不吉なシーンへの暗示となるだろう。

　しかも、そこにはまた、大量のノートの切れ端が散乱している。

　俺はもう、迷わずに進んで行き、半開きの擦すりガラスの扉を、松まつ葉ば杖づえで押すように開く。

　ある種の覚悟を決めていたのは、万が一、ということがあったからだ。

　だが、タイル張りの大きな浴場は、真っ赤に染まっているということはなかった。

　ひとまずそれに安心したし、すぐにエレノアが無事なのもわかった。

　けれど、それはかすかに聞こえるすすり泣きのせいだ。

　俺は冷え切った浴場に入り、リサの教会のリビングほどもあるそこが埋め尽くされるほどばら撒かれた紙に滑らないように注意しながら、浴よく槽そうまで歩み寄った。そこには、バスタブの中で膝ひざを抱えて泣いている、小さなエレノアの姿があった。あたりに散らばるのは、エレノアが集め続けたアバロンに関する手書きのデータだった。

　バスルームが体の垢あかを落とす場所なのだとしたら、散らばる紙片は、エレノアの体にこびりついていたものだろう。

　だが、俺は、エレノアを見下ろして、言った。

「食らいついて離はなさないのではなかったんですか？」

　エレノアは反応しない。
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　俺は松葉杖で散らばる紙を軽く突き、もう一度口を開く。

「エレノアさん」

「うるさい！」

　エレノアは顔を上げないままに怒鳴った。

　俺おれは、無表情にエレノアを見下ろした。

　人は完かん璧ぺきに合理的になんて、なれやしないのだ。

「どうしろって言うの!?　なにか案があるの!?　言ってみなさいよ！」

　エレノアは顔を上げて俺を睨にらむ。

　目も鼻も真っ赤で、散々泣き散らかした顔だ。

「なにかあるわけ!?　ないんでしょう!?」

「ありませんよ」

「じゃあ──」

「じゃあ、なんで俺をここに通したんです」

　俺がそう言うと、エレノアは唇を引き結んで、癇かん癪しやくを起こした小さな女の子みたいに顎あごを引いた。

「俺はスーパーマンじゃありませんから、そんなほいほい解決策を思いつけません。でも、そんなことエレノアさんならわかっていたはずだ」

「なら」

　エレノアは怒鳴ったせいか、かすれた声で言った。

「なら……なんで……」

「来ることに意味があると思ったからです」

　俺おれはそう言って、しゃがみこむ。エレノアはびくりと体をすくませて引いたが、俺は足元のノートの切れ端を拾っただけだ。

「これ、アバロンについてのノートですよね」

「……」

「俺がこの四年間で得たことは、過去の過ちを認めることと、過去を否定することは違うってことです」

「……」

　感情を爆ばく発はつさせるだけ爆発させたエレノアは、怒り方も、泣き方も、苦しみ方さえ忘れてしまったように、疲れ果てて放心したような顔を、ずっと俺に向けている。

　鬱うつ屈くつした物を全て吐き出したのなら、これからまた、新しい清涼ななにかを流し込めばいい。

「打つ手なんてありませんが、どうしようもないくらい無様な悪あがきは、まだ残ってますよ」

「……え？」

「とりあえず、そこから出ましょう。間抜けですよ」

　俺の言葉にエレノアはずずっと洟はなをすすり、目め尻じりを拭ぬぐった。

　元クソ生意気なお嬢じよう様さまが自分を取り戻すには、それくらいの時間で十分だったらしい。

「地球では……皆……こうするんです」

　俺は肩をすくめてから、エレノアに手を伸ばした。

「手、ぼろぼろじゃないですか。救急箱は？」

　怒りに任せてノートを破り捨てて回っていたのだろうエレノアの手は、紙でずたずたに切れていた。

「ドレッサーの……下に……」

「ドレッサー？　これか」

　大きな鏡の横にある棚を一つずつ開けていくと、ちょっとした救急セットが出てきた。

　俺はそこから絆ばん創そう膏こうを取り出して、エレノアを促して隣となりの部屋に行った。

「ひどい有様ですけど」

　それは部屋とエレノアの両方にかけた言葉だったが、エレノアは特になにも言わず、壁かべ際ぎわで横倒しになっていた椅い子すを俺が元に戻すと、促されるがままにそこにぼんやり座っていた。

「この家、普段は使ってないんですか？」

　エレノアの手に絆創膏を貼はりながら、俺は尋ねた。

「……来たのは、二回目です」

「……」

　こんな広い家に、たったの二回。

　どれだけの家賃を無駄にしているのか、想像もしたくない。

「じゃあ、ずっとホテル暮らし？」

　エレノアは、無言でこくりとうなずいた。その指に一つずつ絆ばん創そう膏こうを巻いていくと、エレノアは一歳ずつ歳をとっていくようだった。五歳の女の子から、分別のある娘へと。

　けれど、すべて巻き終わった時にまだどこかぼんやりとしていたのは、絆創膏を十枚しか巻けなかったからかもしれない。

「ノート、本当に捨ててしまうんですか？」

　俺おれが尋ねると、エレノアは前衛的な手袋でもしたかのような自分の手を見つめていた。

　そして、顔を上げ部屋を見回すと、また泣きそうな顔になった。

　返事に、言葉はいらなかった。

「集めましょう」

　その言葉に、エレノアは無言でうなずいた。

　こんな有様でも幸いだったのは、エレノアにノートを細かく破るような余裕がなかったことだ。まとめて引きちぎり、その場に叩たたきつけ、また引きちぎるという具合だったので、続きページがまとまって落ちていたりして、見た目に反して手のつけようがない、という感じではなかった。

　ページ番号も振ってあるし、エレノアは書かれている内容を少し見ただけでどこのページのあたりかすぐにわかるらしく、まとめる手も早かった。俺はその作業はエレノアに任せ、引きちぎるだけ引きちぎって怒りに任せて壁に叩きつけてある、ノートの本体部分を拾い集めることに専念した。

　全部で十五冊あって、本体にもまだ半分くらいページが残っていた。

「エレノアさんがこれを破りまくっている姿もちょっと見たかったですけど」

　俺がそんなことを言うと、エレノアは顔をさっと赤くしていた。

　そして、手元でノートのページを伸ばす作業を続けながら、言った。

「本当に意地悪ですね」

「元気が出るかと思って」

「……」

　エレノアは、俺を見る。

「……出ます」

「それはよかった」

　白々しく言った。

「けど、来る途中もスージー・ウーのニュースだらけでした」

「……」

　エレノアは特に反応も見せず、視線も上げないままに無言でページの皺しわを伸ばす作業をしている。

「エレノアさんの言うとおり、世間の注目度は高かった。ならば、と思うんですけど」

「……？」

「今、いっそエレノアさんが出て行って、スージー・ウーは自分であり、こういう理由でこういうことをやっていて、アバロンにはこれだけ怪しい点がある、といえば注目も集まるのでは」

「それが、無様な悪あがき？」

「……の、一つです」

「……」

　エレノアは視線を俺おれから手元のノートに戻し、またページを伸ばしながら、言った。

「私がおじい様から任された会社が破は綻たんした時、私はアイスマンの不正を取り上げるようあっちこっちに働きかけました。その結果がどうなったか、ご存知ですか？」

　エレノアの目に生気が感じられないのは、過去を見つめているからだろう。

「傍はたから見れば、アイスマンがものすごく不自然なことをしているなんてみえみえなのに、そんなことは皆どうだっていいんです。メディアも商売ですから、そんなことよりも、地球から来た道楽貴族が歴史のある会社を潰つぶしたぞ、ざまあみろ、というほうを選んだんです。そっちのほうが受けますからね。ここでは」

　俺は、エレノアの記事を検索した時の論調を思い出す。まさしくエレノアの言ったとおりのままだった。

　ただ、普通に考えればそうだ。エレノアは強情でこうと決めたら極端だが、段階を踏ふむ知恵くらいはある。正攻法はとっくに試し、絶望して、行き着いた果てがスージー・ウーだったのだろう。

　エレノアはため息をついて、言った。

「ショービジネスなんですよ。私が今のこのこ出て行ったら、なぶりものにされるだけだと思います」

「……」

「それで、悪あがきのもう一つは？」

　俺が月面の浅ましさに落胆していると、エレノアのほうからたずねてきた。

「正攻法中の正攻法です。情報をすべて、司法機関に持ち込む」

「架空の人物が口座を作って取引していた、なんて情報を鵜う吞のみにして動くような司法機関に？」

　エレノアがこのノートをすべて破り捨て、浴よく槽そうの中で泣いていたのはなにも理由のないことではない。そうするしかなく、それくらい、絶望的だったのだ。

「やらないよりましですよ」

　俺は呟つぶやくように言った。

「そうかもしれません」

　エレノアも、そう言った。

　そして、しわくちゃのせいで山盛りになっているノートの切れ端を見て、ようやく笑みに似たようなものを顔に浮かべていた。

「それに、なにかをしていれば気も紛れます。冷静になるためには大事なことですよ」

　エレノアはふと無言になり、俺おれがそちらを見ると、エレノアはまた泣きそうな顔でこちらを見ていた。

「あてつけですか？　私はもう、冷静です……」

　そして、そんなことを言う。俺は数すう瞬しゆんなにを言われているかわからなかったのだが、ようやく気がついた時には、肩が揺れて笑いそうだった。

「バスタブの中で怒鳴る姿も、様になってましたよ」

「～～……」

　エレノアは頭痛をこらえるように顔をしかめて、唇を尖とがらせながらノートを伸ばす作業に戻った。

「意地悪」

　俺は肩をすくめただけだった。

　それからしばらくは二人でノートを伸ばし、ページを揃そろえる作業をしていたが、部屋が少し静か過ぎた。視線を巡らせれば、家具だけは揃っているので壁かべ掛かけのディスプレイもあった。

「テレビをつけても？」

「構いませんけど……」

「テレビで叩たたかれてるのはスージー・ウー。死んだ人ですよ」

「……。そう、ですね。いえ」

　エレノアは、無理やりにでも、気丈に微笑ほほえんでいた。

「そうですね」

「なにか新しい情報が出てるかもしれませんし」

「スリーサイズとか？」

　メディアに深い恨みがありそうなエレノアは、いかにも大衆受けしそうな代表格みたいなことを言う。メディアの悪意は、事実そんな下世話な話になっていたっておかしくない雰囲気だった。

　俺はテレビをつけてまた作業に戻りつつ、早速出てきたスージー・ウーの過去の出演番組の様子を見つめながら、言った。

「実際、どれくらい盛ってたんですか？」

　エレノアは手を止めず、笑顔で小首をかしげた。

「髪の毛の話かしら？」

「ええ、髪の毛の話です」

　エレノアはくすくすと笑い、俺おれは肩をすくめておいた。

　昼はあっという間に回り、空腹を覚えた。エレノアがなにか頼たのもうと言って、いつもの習慣らしくル・ゴッフを呼ぼうとした時、エレノアはあっと驚おどろいていた。

　そして、慌てて俺に言い置いて、部屋から出て行った。ル・ゴッフの存在をすっかり忘れていたのだろう。側にいすぎると、大事な人でも当たり前と思って見えなくなってしまう。

　俺はそのことを、身を以もつて知っていた。

　一人残された俺は、テレビを観みるともなしに観ていた。メディアは正直同じことの繰くり返しで、しばらくして部屋に戻ってきたエレノアも、強がりではなく気にならなくなっているようだった。勝手に言わせておけばいい。真実はこちらにある。そして、なによりそれを知っている自分以外の人がいる。

　作業の合間にエレノアと目が合うと、そんなことが窺うかがえるような、気恥ずかしそうな笑みを向けられた。やっぱり、来た意味はあった。新しいことなどなにもできなくても、解決などなにもできなくても、いることにそれだけで意味があった。

　その後、ル・ゴッフが用意してくれた食事を摂とり、ノートの大半を大おお雑ざつ把ぱながら復元できたのは、午後三時を回る頃ころだった。もちろん復元といってもしれたものだし、細かい部分はまだかなり残っている。それでも、自分がなにをやっていたのか、それがわかるくらいには戻っている。そして、それでいいのだと思う。

「じゃあ、最後の悪あがきはやっぱり司法機関への提出かしら」

　俺がぼんやりテレビを観ていると、コーヒーを持ってきたエレノアがそう言った。

「それがいいと思いますよ」

「当てにならないとわかっているところに出すなんて、気が重いですけど……」

「月の果てまで行った人の台詞せりふとは思えません」

「まあ」

　エレノアは微笑ほほえみ、カップを手に取った。

「やっぱり、残念は残念ですけれどね」

「え？」

「スージー・ウーが証拠書類を振り回して、アバロンを糾きゆう弾だんするシーンをテレビで見たかったかなとは思います」

「ふふ。でも、散々怒鳴って、喉のどが嗄かれちゃいましたから」

「誰だれかになにかを伝えるっていうのは、大変なことのようです」

　ディスプレイを見ながらそんなことを言うと、ふと視線を感じた。

　ほかに誰がいるわけでもなく、エレノアが俺のことを見ながら、微笑んでいた。

「なんです？」

「いえ。本当ですねって」

　エレノアはコーヒーカップを置いて、ディスプレイを見る。

「誰だれかになにかを伝えるには、勇気と、情熱、それに、馬ば鹿かげているようなことを馬鹿げていると思わない信念が必要です。私は株かぶの銘めい柄がらを叫んでいるだけでしたけど、それはとてもよく実感しました。感情がこもっていればいるほど、自分が信じていればいるほど、数字の裏づけなんかよりも断然反応はありました」

「そんなに？」

「ええ。ハルさんは、市し場じようが感情で動くと見抜いて、クリスさんのプログラムを改善したのでは？」

「まあ、そうなんですが」

「ふふ。でも、そんな感じですから、機を逃したら、それでおしまいなのかもしれません。同じ起業のアイデアでも、早すぎる時期と遅すぎる時期がありますよね」

「幸運の女神は、短い前髪しか持たない」

　エレノアの前髪を見ながら言うと、エレノアは少し嫌そうに笑う。

「目の前を通り過ぎたら、もう後ろ髪を摑つかむことはできない。だから人はしゃにむに、リスクを恐れず、腕を伸ばすんですね」

　エレノアは間違いなく、手を伸ばしていた一人だった。

　だが、幸運の女神の前髪は、あまりにも短かった。

「……あなたは、おしとやかなエレノアお嬢じよう様さまです。スカートをたくし上げて走るにも、限度があります」

　なりふり構わぬ方法もあったはず。たとえばアバロンの機嫌を取るために、アバロンを良く評価して、内部に潜もぐり込む方法もあったはず。

　そうしなかったのは、エレノアには守らなければならない一線があったからだ。

「そのとおりです。上品な私は、怒鳴り散らす柄ではありませんしね」

　エレノアは視線を下げ、小さくため息をつく。

　大きく息を吸ったのは、泣くためではない。

　顔を上げて、気丈に笑うためだ。

「でも、いつか誰かが、暴かれるべきことを暴いてくれると思っています。私はきっちりやりました。できるところまでやって、考えられることは全部考えました。月の果てまで確かめにも行きました。それで志半ばなのは……もちろん、もち……もちろん、悲しい……です、けれど……」

　泣きそうになるエレノアは、なんとか堪えようとしたが、やっぱり涙がいくつかこぼれた。

「ごめんなさい」

　ただ、そう言ってバスルームのほうに引っ込んでしまったその後ろ姿に、俺おれは声をかけなかった。心配もしなかった。すぐに戻ってくると、信じていたからだ。

　出せるものは全部出したほうがいい。やれることは全部やってしまったほうがいいように。

　俺おれはそんなことを思いながら、テレビを見つめていた。堕おちた民衆の守護神、などという勝手なレッテルを貼はったスージー・ウーの特集が終わり、幕まく間あいのように電力問題の話になった。

　こっちも相変わらずの様子で、アバロンの本社前は人でごった返していた。

　ただ、それがここ数日で見たものと少し違うような気がして、画面を注意深く見る。

　なんだろうか？

　俺がそう思っていると、画面が切り替わって群衆の一部がクローズアップされる。

　そして、人々の先頭に立って腕を振り回している人物の横顔が映ったところで、動画が静止画に変わる。雄お叫たけびを上げるように口を大きく開き、拳こぶしを力の限りに振り上げているその様は、古いバロック絵画みたいだ。

　俺はその顔に、見覚えがあった。

　そして、その静止画が画面にさらに大きく引き伸ばされ、テロップが出る。

　民衆のために吼ほえる若き政治家。大統領選候補者、フィデル・ガザニカ。

　俺はそれで、その人物が月面の移民者すべてに住宅を、という現実離ばなれした公約を掲げて失笑を買っていた人物だと思い出す。

　ただ、俺が驚おどろいたのはこんなところにまで繰くり出しているのか、ということではない。

　エレノアの会話を思い出していたからだ。

　情熱的で、声がでかく、人からの注目があり、そして、馬ば鹿かげた夢を馬鹿げていると思わない人物。それこそ、超巨大企業相手に拳を振り上げ、牙きばを剝むくような。

　俺は、自分の馬鹿さ加減にほとほと呆あきれてしまう。クリスがプログラムの改善の時、一つの数字に囚とらわれて全体が見えないことを呆れていたのに、自分こそなにも見えていなかった。アバロンの怪しげな売り上げを考える時も、したり顔で逆から考える、などと思っていた。だが、こんな単純なことを見落としていた。

　スージー・ウーは死んだ。その代わりを務められるアナリストなどいない。

　でも、問題はそうではない。アバロン打倒は正義のためだ。

　そして、この月面上で正義のために戦う頭のねじが一本外れた馬鹿は、エレノアだけではなかったのだ。アバロン本社に乗り込み、周りが全員敵でも、アバロンを糾きゆう弾だんする勇気を持った男は、アバロンの会社見学の時にもいた。

　味方は、確かに月面にも存在するのだ。

　俺は椅い子すから立ち上がり、コーヒーをこぼしてカップが床に落ちて割れた。

　だが、そんなこと気にせず、松まつ葉ば杖づえすらつかず、足を引きずりながら、飛びつくようにバスルームに続く扉に手をかけた。

　ノックもなにもなく扉を引くと、涙を拭ぬぐっていたエレノアが、入浴を覗のぞかれたかのように俺を見ていた。

「……あ、あの」

「エレノアさん」

「は、はい」

　俺おれがはっきり呼びかけると、勢いに吞のまれたように、エレノアは返事をする。

「すぐ用意してください」

「え？　あの……ハル、さん？」

　俺は、多分もう二度と言わないだろうことを、口にした。

「神はいるかもしれません」

　振り向けば、民衆のために吼ほえる政治家フィデル・ガザニカの、これまでの歴戦の記録がテレビに流れ出ている。使われている映像は、アバロンの本社前の、社旗が掲げられるポールによじ登り、人々になにかを訴えている様子だ。その様は、スージー・ウーも真っ青な迫力であり、ことここに至り、人々の心を摑つかんでいるように見えた。

　なぜならば、この強欲渦巻く月面であまりにも馬ば鹿か正直だったからだ。俺がシュバイツェル・インベストメントに初めて出勤した時、新聞を渉しよう猟りようした際にもその蛮ばん勇ゆうを目まの当たりにした。月面の電力問題がこれほど深刻になる前から、首尾一貫して、民衆のために吼えていた。この月面で、どこの企業からも金を受け取らず。

　その姿勢はまるっきり、己の目的のためならばどれだけ重圧がかかろうとも、アバロンを評価しなかったエレノアと同じだった。

　エレノアが実現しようとしたのは、ただの株かぶ価か予想ではない。

　正義を実現させるという、もっと広いこと。

　正義を口にするのなら、カリスマアナリストでなくてもよかったのだ。

　俺が差し伸べた手を、エレノアは、じっと見た。

「さあ」

　そして、エレノアは俺の手を摑み、スカートの裾すそをたくし上げ、飛び出したのだった。







　やることを決めた後のエレノアの方法論は素晴らしいものだった。

　然しかるべき筋から、然るべき経路を辿たどり、然るべき場所に至るという、その見本のようで、自分で電話帳をめくってガザニカの事務所に連絡をするようなことはなく、迷わずル・ゴッフを呼んだ。

　そして、地球の然るべき伝つ手てを経由して、ガザニカの事務所に連絡を入れたらしい。ヨーロッパで五百年の歴史を持つ貴族の末まつ裔えいの力とは、そういうコネクションにこそあるのかもしれない。

「警察に拘留されなければ、すぐ会ってくれるそうです」

　電話を片手にエレノアはそう言った。

　俺おれは一いつ瞬しゆんなにを言われているかわからなかったが、エレノアがディスプレイを指差すと、ポールから警備員に引き摺ずり下ろされているガザニカの姿が映し出されていた。

「今、警察署で注意をされているみたいです」

「……自分で言っておいてなんですが、この人は大丈夫でしょうか」

「ふふ。私の夢とハルさんの夢と、彼の夢。そのうちのどれが一番、大胆でしょう」

　それを言われると、俺は首をすくめるしかない。

　エレノアはさらに電話で何事かを言って、通話を終了した。

「まだ、先に進めるんですね」

「目的地に着くかどうかはわかりませんが」

　俺が言うと、エレノアは首を横に振る。

「いいえ。もうそれはいいんです。ハルさんは私のところに来てくれた。本当に辛い時に、誰だれかが手を差し伸べてくれる。そう信じられただけで構いません。もちろん、フィデル・ガザニカ氏には全力を賭として協力を頼たのみます。そのためにするべきことはまだあります」

　胸を張るエレノアは、髪の毛を盛って胸にパッドを入れなくても、十分にスージー・ウー並みの迫力がある。

「と言うと？」

　俺が聞くと、エレノアは苦笑しながら、復元したノートを指差した。

「なにかないか。本当になにもないか、改めて探しましょう」

「……四百億ムール分の粗あら探さがし？」

「後から誰かが暴いて、なんでこんなことに気づかなかったのか、という後悔だけは避さけたいものです」

「パズルにありがちです」

「やってくださいますか？」

　エレノアは今更そんなことを聞く。

　でも、それはエレノア流の、洗練されたじゃれあいなのだと思う。

「給料分なら」

　俺の返答を聞くと、エレノアは少女みたいな無邪気な笑みを見せる。

「よろしくお願いします」

　そして、俺たちは角突き合わせてノートやデータを点検した。あれこれ意見を交わし、とにかくアイデアを出し、検討した。あの更地の発電所の売買は、粉飾会計という以外にも、本来なら発電していて然しかるべきなのに、土地を発電用として押さえた上で発電をせず、電力料金を不当に吊つり上げた、という切り口でだって攻められるはずだ、などなど。そう考えれば、電力取引市し場じようで巨額の儲もうけを出し続けられるのも、ある程度は理解できる。なにせ、アバロンは自社が発電量についてどれだけの噓うそをついているか把握しているわけだから、ほかの参加者よりも電力需要についてかなり正確な情報を得ていることになる。

　結局、賭かけのオッズとは、情報の不確実さによって決まる。他者よりも有利な情報を持っていれば、それだけ周りを出し抜くことができるし、大胆な賭けに出られる分、儲もうけだって大きくなるだろう。

　そういう話を、多分、本当にものすごく集中してやっていたのだと思う。ふと我に返れば、こぼして割ったはずのカップが片づけられているのにも気がついていなかった。

　そして、日は暮れ、寒さが増してきた頃ころに、ガザニカからの電話があった。

　エレノアがル・ゴッフから電話を受け取り、丁てい寧ねいな挨あい拶さつの後、事務所に向かう旨を伝えた。

　電話を切った後のエレノアの顔は、本当に凛り々りしかった。

「では、参りましょう」

　びりびりに裂いてしまったノート類を大事そうに抱え、エレノアは部屋を出る。

　後に続くと、玄関ホールではル・ゴッフが恭うやうやしく控えている。

　主と従。伝統と格式。エレノアはその名誉を守るためにここまでやって来た。

　俺おれは二人の様子を眺めながら、感嘆のため息のようなものが出る。

「ハイヤーを呼んでありますので、階下に」

　エレノアが俺を振り向き、にこやかにそんなことを言う。これから舞ぶ踏とう会かいにでも行くかのような感じだった。心地よい緊きん張ちようがあるとすれば、これだろう。

　俺はそう思いながら、エレノアに続いてエレベーターに乗ろうとした。

　端たん末まつが着信を告げたのは、そんな時のことだった。

「電話？」

　端末を見ると、見知らぬ番号からかかってきていた。俺はエレベーターの中で待つル・ゴッフとエレノアに目配せする。

「先に行って、車で待っていますね」

　エレノアはにこやかに微笑ほほえみ、エレベーターが閉じる。

　俺は端末の着信ボタンを押し、通話モードにする。

「もしもし？」

　警戒心なくそう声をかけていた。

　通話口から聞こえてきた声に、世界が反転するのを感じた。

『やあ、久しぶりだな』

　低く、迫力のあるバリトン。

　俺は、その場に棒立ちになった。

『四年ぶりかな』

　バートン・クラドヴィーゼンからの電話だった。
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『どうしても電話がしたくなってな。今、大丈夫か？』

　圧倒的な迫力を有しながらも、気さくで、威圧するわけではない。強くて自慢の叔お父じみたいな声に、俺おれは感情が交こう錯さくしすぎて、なにをどう言っていいのかわからなかった。

『まあ、忙しいのはわかっている。ガザニカのところに行くんだろう？』

「なっ……ぜ、それ、を……」

『ははは。私の投とう資しスタイルを忘れたのか。私は自分で投資対象を必ず見極める。そのためには、存在しないはずの役員専用食堂を見つけるために、双眼鏡を片手に何時間だって張りこむと知っているだろう？』

　尾行。あるいは、盗とう聴ちよう。

『シュバイツェルのお嬢じようさんが面白いことをしているのも前々から知っていたがね。証しよう券けん取引委員会を巻き込んだあの品のない振る舞まいは、ケビンの独断だ。ハラルド・ブロスに偽の口座まで作らせてな。アイスマンもそうだが、プラチナ・スミスの連中にもプライドや信念というものがない。あんなにあっさり尻尾しつぽを振るとは思わなかった。あるいは、それこそがあの世界ででかい組織を率いる連中の矜きよう持じなのかもしれんが……そんな連中と一緒にされては困る。それだけは言い訳させてもらおう』

「……あな、たは」

『実を言うとな、君の姿を目まの当たりにしたのは、アバロンのトレーディングルームでのことだ。見学に来ていただろう？』

「……」

『懐なつかしかったよ。ボッツマン……ミスター・トローチは忘れていたようだが』

　懐かしかった。

　そう言われたのが嬉うれしかったなんてリサに言ったら、どう思われるだろうか。

『だが、同時に嫌な予感もしてね。君のような投とう資しスタイルの人間が、能天気なレミングの群れに交じっているのはあまりにも奇妙だ。それで、少し調査に気合を入れてみた。そうしたら、案の定面白いことになっていた。人の縁えんとは不思議なものだな、ミスター？』

　あの会社説明会の帰りのエレベーターの中ですら、株かぶを買おうと躍やつ起きになっている連中がいた。彼らは確かに、群れを成して海に向かって飛び込むという伝説のある、レミングの群れに近い。考えることなく、判断をすることなく、ただ言われるがままに、盲目的に。俺おれはその一員ではなかった。彼らがなにに騙だまされているのかと、この目で確かめに行ったのだ。

　そのことを評価されるだけで、こんなにも心が浮ついてしまう自分が嫌だった。

　相手は俺たちを嵌はめた人間だ。

　なのに、俺は褒ほめられて、変に嬉しく感じてしまう。

　歯を食いしばり、自分に言い聞かせた。

　恨め、怒れ。

　四年前のことを、思い出せ。

『あまり長話をしてもしようがないな。要点だけを言おう』

「手を、引けと？」

『ん？　そんなことを言って引くような相手なら、とっくに暴漢でも送っている。君の周りには美しくて無防備な女性が多いからな。言っていることがわかるだろう？』

　手が、震ふるえ、頭に血が上る。

『だが、そんなことをすれば逆効果だ。君は絶対に諦あきらめなくなる。そして、きっとシュバイツェルのお嬢じようさんもそうだ。粗野な方法は、駄目だ。大体、私の美意識が許さない。その代わり、人にはここで負けるならば仕方がない、という領域がある。そして、幸いと言うべきか、君たちと私の美意識はほぼ同じだと確信している』

　俺は歯を食いしばったまま、大きく息を吸う。

　バートンを前に心が乱れ、言葉をうまくつむげないのは、バートンの言うことがなぜかとても理解できて、信用できるからなのだ。

『それに、君たちが君たちの信念に従っているように、私も私の信念に従っている。詐欺企業の片棒を担ぐやつがなにを言うか、と思われそうだがね、君たちが我々をそう思うように、我々も本当にエメラルドインダストリーをぶっ潰つぶしたいと思っている。そのためには、多少の手荒い方法も辞さない。相手はあまりにも巨大すぎる』

「……それ、は」

『月面に住む人間なら、あの会社には注意しておいたほうがいいということだ。これが、私から送る、君へのメッセージの一つ』

　どこか冗談めかした口調だが、それは一いつ瞬しゆんの本気を照れるような照れ隠しに聞こえた。

　アバロンの社是。

　エメラルドインダストリーをぶっ潰つぶせ、というのは、本気だったのだ。

　自分がバートンの言葉に聞く耳を持ってしまうのは、それが心に響ひびくからだろう。似たような馬ば鹿かげた夢を持ち、ただひたすらに目標に向かうという、あの感覚を共有している者同士として。

『もう一つのメッセージは、君は、本気でシュバイツェルのお嬢じようさんと一緒に、ガザニカのもとに行くのかね？　だ』

　だが、言われっぱなしではいられない。

　俺おれは精一杯、言い返した。

「……それは、質問、でしょう」

『ああ。純粋な質問だ。なぜなら、少し意外だったからだ』

「意……外？」

『それとも、まさか自分がやろうとしていることを理解していないのかな』

　落胆するような言い方に、胃のあたりがすっと冷たくなった。なのに、心臓は痛いほどに高鳴り始め、手に汗がじっとりと湧わく。

　この感覚は、知っている。いつか、経験したことだった。

　そう。

　それは、まさしくこのバートンに、罠わなに嵌はめられたと知った、あの時の感覚に近かった。

『君は、四年前のままなのか？』

　どくん、と心臓が音を立て、思わず叫んでいた。

「違う！」

『噓うそだ。君はまた同じ過ちを犯そうとしている。よく考えろ。君はまた刃の上を知らずと歩いている。これは懇こん願がんであり、警告だ。私の夢を台無しにしないでくれ。だが、正面からの戦いなら受けて立とう。そして、今度のことは、お遊びの領域ではない。また見誤れば……』

　バートンの、低い声が通話口から聞こえる。

『次は本当に死ぬぞ』

　俺は、声も出ず、固かた唾ずを吞のんだ。なにか言え、なにか言え、なにか言え、と自分を攻め立てる。これはバートンの仕掛けた心理戦だ。そうやって、また判断をゆだねさせ、考えることを放棄させ、レミングの一員に仕立てる作戦のはずだ。

　反はん撃げきしろ。考えろ。バートンの目もく論ろ見みを見抜くのだ。

　俺おれは四年前のバートンの顔を思い出す。その瞬しゆん間かん、俺は、バートンに聞かなければならないことがあると気がついた。四年前のあの時、あのカフェでのやり取りの時、まさしく今と似たようなやり取りがあった時について、確かめなければならないことがあった。

　そうしてこそ、俺はバートンという人間に確信を持てる。この世の謎なぞというものは、問いの立て方を見つけた時点で、七割がたが解けているようなものだという。バートンという『銘めい柄がら』を見極めるには、確かめなければならないことがひとつだけあった。

「あなたの……言うことについて、なにが正しいかわかりません」

『……残念だ。だが──』

「ですが」

　俺はバートンの言葉を遮り、静かに、一言ずつ、覚えたての外国語を喋しやべるように、言った。

「一つ、お聞きしたい」

『……ふん？　まあ、いいだろう。聞こう』

「四年前、あのカフェで」

　俺は、大きく息を吸った。

「あなたは……俺を嵌はめるつもりではなかったのでは？」

　リサが聞いても、セローが聞いても、クリスが聞いても、誰だれが聞いても、耳を疑っただろうと思う。でも、俺はそうとしか思えなかった。

　バートンは俺を嵌めようと思ってああしたとは思えなかった。

　通話口の向こうに、一瞬沈ちん黙もくが下りる。

　そして、聞こえてきたのは、笑い声だった。

『ははははは！　面白いことを言うな！　君の財産を吹き飛ばし、君の守ろうとしていた人たちの財産を吹き飛ばしたのに？　嵌めようとしていなかっただって？』

「単に失望した。そうじゃないのかって」

　俺が静かに言うと、バートンの笑い声が消えた。この回線の向こうにいる、バートンの顔が見えるようだった。

　質問とは、問題の把握の裏面なのだ。

　俺の質問は、バートンの核心を衝ついたらしい。

　電話口での沈黙は、数秒だったのか、それとも数分だったのか。

　時間の感覚もわからなくなるくらいの緊きん張ちようの後、バートンの声が聞こえてきた。

『取引とは、互いの価値の測りあいだ。だから、値付けを間違えれば、損失によって吹き飛ぶという、それだけのことだ。だが、間違えるのは相手の価値のこともあれば、自分の価値のこともある。私は』

　バートンは、ため息をついて、言った。

『君の才能を本当に買っていたんだ。後始末のために教会に電話をした時には、寂しかったよ。信じてもらえないかもしれないが』

「信じます。多分、自分が四年前の自分をずっと許せなかったのは、たくさんの人の期待を裏切ったからだ。あなたも含めて」

『ふふ。それで？　四年経たった君は、動かない左足を引きずり、どうするね』

「あなたのところまで行きますよ」

『ほう？』

「自分の頭で限界まで考え、自分の信念に従って判断して」

『……楽しみにしているよ。せいぜい……道を間違えないことだ』

「お互いに」

『言うね』

　バートンは最後に笑いながら言って、通話を切った。その瞬しゆん間かん、地球並みの重力から解放されて、俺おれは額に手を当て、眩暈めまいを堪えるようにエレベーター脇わきの壁かべに肩をついた。息が上がっていて、苦しいくらいだった。

　だが、頭の中はこれ以上ないくらいに加熱され、血流が渦巻いていた。

　バートンの警告は、本当の警告なのか。それともまたしても罠わななのか？

　俺は考え、すぐに気がつく。

　いくらなんでもあれだけ言われ、俺が立ち止まって簡単にこの件を諦あきらめるなんて、さすがにバートンだって考えないはずだから、罠ではありえない。四年前ですら、バートンは本当の意味では、俺を嵌はめなかったのだ。

　しかし、罠ではありえないからこそ、俺は恐ろしくなる。

　刃の上で歩いているとはなんだ？　バートンは、そのことに気がつけば、俺の足が止まると思っている。そして、そのことを見誤れば、今度こそ死ぬぞ、と警告してきた。

　一体なんだ？　なにを見落としている？

　暴漢を送り込まれるとか、そういうことは、多分ない。バートンは信用できる。それだけは信用できる。事実、そうするつもりなら、そうするべきチャンスはいくらでもあった。宇宙船でふらふら月の果てに行っている時、遠えん距きよ離り射しや撃げきかなにかで窓に穴を開けるだけでいい。事故として処理されるだろう。

　だとしたら、もっと、『こちら側』の話なのだ。青臭い正義のためにアバロンを追いかけるような俺たちなら、気がついた瞬間に足を止めるようなことなのだ。

　ただ、わからない。欠片かけらもわからない。

　手持ちの材料で気づくようなことなのか？　当然気がついて然しかるべきことなのか？　あれだけ考えてなお気づいていないようなことで、そんなに大きなことがありえるのだろうか？

　必死に考える中、再び端たん末まつが着信を告げ、俺は体をびくりとすくませた。多分、エレノアだ。

　とにかく、エレノアに連絡しないとならないと思った。

　俺おれはそう思って端たん末まつを見たのだが、着信はクリスからだった。

　怪け訝げんに思いつつも、無視することもできず、通話ボタンを押した。

「クリス？」

　こんな時になんの用だ、とばかりに、俺は自分の口調が棘とげついているのを実感した。

『あ、の……』

「悪い。今、たてこんでいるんだ。なにか用か？」

　どうせ、晩飯には帰ってくるのかとか、プログラムの改善について話したいだとか、そういうことだろうと思った。

『え……あ……いえ、特に、あの、そんな、特になにか理由があったわけじゃないです。すみません。切り、ますね』

「……？　ああ、今日は遅くなるかもしれないってリサに言っておいてくれ」

『わかりました。じゃあ、また、後で』

　クリスは妙に明るい声でそう言って、通話を切った。俺は端末を鞄かばんにしまい、ため息をつく。大事な思考が霧む散さんしてしまったような、そんな苛いら立だちすらあった。

　クリスは悪いやつじゃない。四年間、側で支えてもらったことを抜きにしたってそう思う。

　けれど、少し、その子供っぽさが鼻につくことがある。俺はそんなことを思いながら、エレベーターの呼び出しボタンを押す。頭はずっとバートンに言われたこと、アバロンのことを考えていた。だから、そのことが脳裏をよぎった時、俺は後頭部をバットで殴られたような気がした。

「セローの……飲み会だ！」

　緊きん張ちように胃がひきつり、喉のどの奥で酸の味がする。人見知りのするクリスは、その飲み会が不安だから、俺についてきて欲しいと言っていた。俺は安やす請うけ合いをした。特になにも思わず、引き受けていた。

　そして、今、俺は電話越しになんと言った？

　なにか用か？

　俺は、端末を取り出して、クリスに慌ててかけ直した。

「……っ」

　だが、出ない。三度かけて出ず、教会にかけた。

『あら、ハル？　なに？』

「クリスは？」

『クリス？　へえ？　だいぶ前に出かけたわよ？　なに、待ち合わせ場所でも言い間違えたの？』

「いや……」

　俺は通話を切り、リサの言葉に吐き気にも似た後悔に苛さいなまれる。その言葉だけで、クリスがなんと言って教会を出たのか、まざまざと想像できたからだ。リサには、俺おれとニュートンシティで待ち合わせると言って教会を出たのだろう。なのに、俺は、そのことを忘れていた。完全に忘れていた。

　それより優先度の高いことがあったのは確かだが、それは単なる言い訳だ。俺にとっての優先順位が、クリスにとってのそれと重なるなんていうのは、傲ごう慢まんだ。

　クリスをひどく傷つけたというその嫌な手ごたえが、端たん末まつを握る手に残っている。

　俺は、もう一度クリスにかける。

　出ない。

　俺は四年前のことを思い出す。あれだけ親しくなれたと思っていたハガナでさえ、手を払っただけでいなくなった。たちまち不安になって、端末を取り落としそうになった。

　そんな折り、エレベーターが下がってきて、扉を開く。中にはここの住人が乗っていた。

　俺を見るとぎょっとして、なにかを言おうとして、口ごもっていた。俺は無表情なはずなのに、多分、それでもなお、それほどの顔だったのだ。俺は、自分の愚おろかさに憚はばかりなく泣いてしまいたい気分だった。

　自分の大事なものを見失うな？

　嗚あ呼あ、俺はなぜこんなにも進歩しないのだ、と、本当に自分を殺したくなる。

　俺は戸と惑まどう住人を無視して中に乗り込み、地下駐ちゆう車しや場じよう階かいではなく、ロビー階を押した。

　そして、端末を取り出すと、エレノアの番号を呼び出した。

　きちんと口が動くだろうかと不安だったが、『はい？』というエレノアの声で、吹っ切れた。

「エレノアさん、お伝えしたいことが」

『え、はい。なんでしょうか』

「ガザニカのところに行くのを中止してください」

『……え？　もう一度、あの』

「バートンから電話があったんです」

『えっ』

「全部筒抜けだったんです。でも、その上で、俺たちがなにかを見落としているって。それを踏ふまえたうえで決断したことなのかって」

『……ハルさんは、それを、信じると？』

「足は止めません。でも、再考すべきだと」

『……とにかく、一度話しましょう。今、どこにいますか？』

　エレノアがそう言った直後、エレベーターがロビー階に着く。

　俺は、返事をする前に降り、ためらいなく歩いて行く。

「セントラルステーションです」

『え？　あの、ハルさん？』

「すみません。事情は後で話します。でも、行かないと駄目なんです。俺おれは、四年前のままでした。なにも変わっていなかった」

　そう言って、通話を一方的に切った。

　本当に情けなくて、セローの番号を呼び出す手が震ふるえた。

『お、ハルか？　お前ら遅刻するならもう少し先に言えよなあ。今どこにいんだ？』

　その言葉で、クリスが待ち合わせ場所に現れていないことを確かめた。クリスはぎりぎりまで、俺からの連絡を待っていたのかもしれない。

「クリスは？　連絡は？」

『は？　なに、はぐれたのか？』

　俺の中で、嫌な予感が音を立てる。

「行き違いがあったんだ。クリスは、そっちに連絡してないか？」

『いや……だいぶ前に、今から教会を出るからって連絡があったけど』

　セローの口調から、へらへらとした感じがなくなっていく。

　俺は焦りを隠す余裕なんてなかった。当然、なにか勘付いただろう。

『なんかあったのか』

「俺は、馬ば鹿かだった。クリスが来たら連絡してくれ。すぐに」

『それは、別に、けど、おい──』

　俺はセローからの言葉をすべて聞かず、通話を切った。

　そして、さらにもう一度クリスに電話をかける。やはり、でない。

「くそっ」

　俺は唸うなり、瀟しよう洒しやなマンションエリアから、雑多なセントラルステーションエリアに出る。

　頭の奥がわんわんと鳴るほど人出が多く、こんな場所からクリスを見つけるのは不可能だ。

　しらみつぶしに歩いてみるか？　案内で呼び出してもらうか？

　だが、俺の耳の奥に、あの端たん末まつ越しのクリスの声が聞こえてくる。妙に明るい声。じゃあ、また、後で。

　焦しよう燥そう感かんに吐きそうになる。

　俺は駅の人ごみをさまよい、無茶とわかりながらクリスの姿を探した。当然見つかるわけもなく、俺の息はすぐに上がり、Ｅ・Ｊ・ロックバーグの胸像の前で途方に暮れた。

　じゃあ、また、後で。

　それは単に教会で会おうという意味なのか。飲み会の待ち合わせ場所で会おう、なんてことでないのは、セローから連絡がないことでわかる。

　適当に言っただけか？　そんなわけはない。

　俺は右手が震え、左手でそれを押さえた。クリスには金がある。教会から出て行って、一人で暮らす力がある。俺はハガナだけでなく、クリスの手も知らず払っていた。

　ならばいなくなるのがハガナだけだと考えるのは、都合のいい仮定ではないのか？

　だが、このままここをうろついていたって、万に一つも会える可能性なんてない。

　だとしたら、考え方を変えるべきだ。どこでなら会えると思うのか。どこでなら、俺おれはクリスと会えるとクリスは考えるのか？

　俺は、数すう瞬しゆん考え、すぐに電車に飛び乗った。確信なんてない。

　けれど、そこで会えなければもう二度と会うことはできない。そんな気がした。

　俺はじれったい時間を過ごし、他人には無関心そうな人々の間に挟まり、そこを目指した。電車を降りれば、外は恐ろしく寒く、空気は身を切るような冷たさだ。俺はそこを、飛ぶような軽快さではなく、松まつ葉ば杖づえをつきながら、必死になって歩いて行った。

　昔はあんなに軽やかに走れたのに、とは思わない。今の街並みは大きく様変わりし、とても昔のように他人の家の屋根の上を跳びまわれるような感じではない。

　すべての過去と記き憶おくを塗り潰つぶすかのように作り替えられた街並みは、煌きらびやかだがよそよそしかった。

　第七外区。

　俺は必死に進み、長い坂を上り、そこにたどり着く。

　遠くにニュートンシティが見える、その坂の上。

　四年前の面おも影かげが残る、唯一の場所。

「……クリス」

　そして、俺は呟つぶやいた。

　独り言ではない。

　トンネルの上に、クリスがいた。

「……」

　膝ひざを抱えてうつむいていたクリスは、のっそりと顔を上げた。俺を見ると薄うすく笑い、また膝を抱えて顔をうつむかせようとした。その直後、再び顔を上げて、俺を見た。

　目を見開いて、驚おどろいていた。

「ハル……さん？」

「悪かった」

　俺は、そう言うしかなかった。それから、クリスの隣となりに行くため、昔のように跳ちよう躍やくしようとして、今はそんなことなどできないことを思い出す。どんな問題も一足飛びに解決できると信じていた昔とは違う。

　それでも脇わきの崖からよじ登ろうとしたら、クリスがひょいと飛び降りてきた。

「ハルさん」

「……」

「なんで、ここが？」

　その聞き方は、驚おどろきよりも、どこか責めているような言い方だった。

　なぜ、こんなところにあなたのような人がいるのか。

　そう言いたげだった。

「ここ以外に、会える場所がないと思った」

「……」

　クリスは目を逸そらし、真っ白い息をたなびかせながら、ため息をつく。

「用事は、いいんですか？」

　ふてくされるような言い方だった。

　でも、俺おれはそこにどんな毒が含まれていたって、飲み込まなければならない。

「本当は、よくない。今にも溢あふれそうだ」

「……」

　クリスは視線を逸らし、言った。

「エレノアさんとのデートを邪じや魔ましちゃいましたね」

「そんなことじゃない」

　俺は答えたが、クリスは初めて、俺のことを睨にらみつけた。

「私にとってはそういうことなんです！」

　そして、睨みつけたまま、泣き出した。

　湯気が立ちそうなほど、熱そうな涙だ。

「なんで、なんでのけ者にしたんですか？」

　のけ者になんて。

　俺はそう言おうとして、言葉に詰まった。

　理由なんてどうでもいい。結果だ。クリスの、事実の受け取り方だ。

「足手まといだったかもしれません。でも、でも、それなら一言言ってくれればいいじゃないですか。なんで、黙だまってたんですか？　なんで、なにも言ってくれなかったんですか？　そんなに疎ましかったんですか？」

「それは」

　それだけは違う。

　俺はそう思ったのに、それ以上言葉を続けられなかった。

　疎ましかったわけじゃない。じゃあ、なんで声をかけなかった？

　いくつか最初は理由があった。でも、結論は、言い訳をすればするほど、残酷なものになった。その結果が、今日のことにつながった。

　単純に、忘れていた。意識の上に、なかったのだ。

「わた、私は確かに足手まといですけど、それでも、ハルさんの役に立ちたいと思ってました。色々調べて、自分なりに頑張ったのに、でも、ハルさんは、ハルさんは聞いてくれなかった。エレノアさんと、ずっと……ずっと……」

　クリスはうつむき、両腕で涙を押さえ込むかのように、顔を隠している。

　俺おれは、なにも言えなかった。なにも言ってはならないと、それだけはわかった。

　好意を向けてくれているのはわかっていた。けれどそこまで俺のことを好きでいてくれたのだと知らなかった、なんて、言えるわけがなかった。

　俺は、リサの言ったとおりに、ずっとクリスを傷つけ続けてきたのだ。

　ただ、俺はどうするべきなのか。恩義と愛情は違うとリサは言った。だとすれば、それが指し示す結論は一つだった。

　そして、その結論を前に、俺は情けなくも逃げ出したくなった。決断を迫られるのは、どれだけ経験したって、苦しいものなのだ。

　だが、クリスが俺の家に来て、リハビリを手伝ってくれて、ある日そのことに気がついて以来、ずっと先延ばしにしてきたことの決断は、絶対にいつか下さなければならない。

　恩義は、愛情ではないのだ。

　クリスは俺を見る。震ふるえながら俺を見る。俺は、四年前のことに決着をつけるため、駆けずり回っていた。

　ハガナはいなくなった。

　でも、クリスはまだ俺の目の前にいる。

　まだ今なら、自分の口から、想いを伝えることができた。

「ハルさん」

　クリスの声が、白い息になった。

「好きです」

　俺が、ハガナに言えなかった言葉。

　そして、俺は言った。

「ごめん」

　クリスは目を見開き、一いつ瞬しゆん顔がひしゃげるほど苦く悶もんの色を浮かべた。

　だが最後には、洟はなを垂らしながら笑っていた。

「残念、です」

　笑いながら言って、その手は、自分の胸を必死に握り締しめている。

「本、当に……」

「……」

　なにかを選べば、なにかを振り落とさざるを得ない。世の中の多くはそうなっている。

　すべての人の期待に応こたえることができれば、世の中はなんと素晴らしいだろうと思う。

「ふ、ふふ……。でも、でも……株かぶ取引より、なぜか、辛くありません」

　つっかえつっかえ言っている間にも、その目からは大粒の涙が零こぼれ落ちる。

　クリスは袖そでで乱暴に顔を拭ぬぐい、やっぱりまた笑った。

「株かぶ取引のほうが万倍も辛いです。だから、ハルさん」

「……」

　痛みを堪えるように話し続けるクリスは、俺おれのことを見た。

「アバロンの空売り、成功させてくださいよ。失敗しても、もう、リハビリ手伝ってあげませんから」

　最後に、べっと舌を出して、クリスは言った。

　自分の気持ちに応こたえてもらえないというのは、本当に辛いことだと思う。株取引があんなにも辛いのは、きっと恋愛と同じ理由だからなのだ。

[image: ]

　人は株に恋をして、裏切られる。

　クリスが株のことを言ったのは、たくさんの連中を自分より以上に苦しめてくれ、ということだろう。株で誰だれかが儲もうける時、大抵、誰かが損をしているからだ。

　そんな子供っぽさが、俺はたまらなく愛いとしかった。

　自分の失恋を株にたとえる、クリスの、そんな思考が……。

「……え？」

　俺は、それに急になにかものすごい違和感を覚えた。

　なにか、大事なことを見落としているような気がした。そこには、恐ろしくて、深遠な、とてつもないなにかがあるような気がした。

　株は、恋愛と同じだ。

　俺おれは、バートンの言葉を思い出す。俺たちが歩く、刃の上。それに気がついたら、足を止めざるを得ないとバートンが考える、巨大な理由。

　そうだ、これだ。この可能性だ。俺は、とんでもないものを見落としていた。

　世界は、俺一人ではないのだと、ようやく思い出した。

　恋愛がそうであるように、取引とは、相手がいなければできないことなのだ。

「あ、そうだ、ハルさん」

　俺は不意に黙もつ考こうから引き戻され、クリスを見ると、クリスは涙を拭ぬぐいながら、ニュートンシティのほうを見ていた。

「一つ、聞きたいんですけど」

「なに……を？」

「もし、私がハルさんたちの計画していることの重要な手がかりを持っていると言ったら、返事の結果は変わりました？」

　結果がわかっていて聞く質問。

「いや……そんなことは……ない」

　そう言って、さらにこうも言った。

「多分、迷いもしなかった」

　クリスは少し顎あごを引いて、くすくすと笑っている。

　強がりではなくて、本当に楽しそうに笑っていた。

「そう言ってくれて、嬉うれしいです。よかった。取引なんてしないで」

「え？」

「ハルさんの気持ちなんて、もちろんわかってました。でも、正直に言ってくれて、本当に嬉しかったです。だから、本当は教えないつもりでしたけど」

　クリスはそう言って、俺を見た。

「何度も言おうとしたのに、ハルさんはエレノアさんのことばっかりでしたからね。いいですよ。私は、月面都市大学でかっこいい人を見つけるんです」

　そして、上を見ると軽やかに街路樹に向かって飛んで、スカートを押さえてひょいひょいとトンネルの上に乗ってしまう。それから鞄かばんを手に取って戻ってくると、クリスはなんでもないことのように言った。

「アバロンの不正を調べてたんですよね？　あれは、簡単なことです」

「なっ」

「アバロンの売り上げというのは、多分、電力取引市し場じようの出来高のことです」

　俺は、言葉の内容がわからない。

　クリスはすっと歩き出し、俺おれから距きよ離りを空けて、言った。

「少し会計とかのこと調べてみたんですけど、売り手と買い手を一人二役でやって、売上高を増やす手法があるって」

　それは、更地の発電所の売買手口。

「だとしたら、取引市し場じようの開設者なんてまさにやりたい放題ですよねって思ったんです。だって、売り手の人からいったん買い取って、買い手の人に売ればいいんですから。それって、言い方によっては、なにかを仕入れて、誰だれかに売るという行為と同じですよね？　決算でしたっけ？　いじり放題ですよ」

　クリスの説明に、俺は呼吸ではなく、息を文字どおりに、吞のんでいた。

「だって、買い手と売り手を同時にやるなら、損のしようがないですからね。しかも、電気は目に見えず、形がありません。ため込んでおく倉庫もいりません。体裁だけ整ってればいいんです。そう思って数字を見てみたら、一貫して利益は電力取引の出来高と連動していました。偶然だなんて言えないと思いますよ、あれは。そうすれば、あれほどまでに電力取引市場を皆に見せびらかしていた理由も、わかりますよね」

「出来高が、増えるように……」

　人々が集まり、取引高が増えれば増えるほど、アバロンの工作もしやすくなる。自作自演の取引を派手にやっても、気づかれにくくなる。

　だが、まさか、そんなことを、と考えすらしない。アバロンがどれだけ狂っているか、完全に見誤っていた。地道に情報を集め、真ま面じ目めに考えていればいるほど、馬ば鹿かげた考えはまず最初に除外してしまう。

　遠くから、冷めた目で見ているからこそ、わかることもある。俺はそう学んでいたはずなのに、エレノアに感化され、視野が狭くなっていた。本当に冷たい目で事象を捉とらえられたのは、クリスのほうだったのだ。

　だが、その目が冷たくなっていた理由は、クリスにとって心地良いことではない。

　遠くから眺められたのは、蚊か帳やの外だったのだから。

　クリスは振り向き、得意げな顔で言う。

「私を仲間にしておけばよかったって、思いますか？」

　俺は、少し遠いところにいるせいか、ひどく大人びて見えるクリスに、こう言った。

「仲間だよ」

「ふふ。噓うそばっかり」

　クリスは言って、歩き出す。

　そして、俺が歩き出さないことに気がついて、振り向いた。

「ハルさん？」

　俺は歩き出そうとしたが、動けなかった。鞄かばんの中にある端たん末まつが、鉛のように重かった。

　俺おれは今すぐにでもそれを取り出し、クリスから聞いた事実をエレノアに伝えるべきだった。

　この話と、更地の発電所の二つを合わせれば、どれだけアバロンが数字のつじつまを合わせていたって、世間は無視できないだろう。少なくとも、ガザニカの口を通して民衆に知らせれば、電力事情の問題とあわせて、人々の怒りを焚たきつけられるはずだ。そうすれば、いくらアバロンが金をばら撒まいていたって、メディアが取り上げるはずだった。

　驚きよう異いの売り上げは怪しげな売り上げに変わり、人々の熱狂的な信仰は、激烈な怒りに変わるだろう。そうなれば、株かぶ価かは間違いなく急落する。落ちぶれた王には厳しいのがこの世界だ。

　俺はそこまで容易に思い描くことができる。決して安易な妄想ではないと言い切ることができる。

　だが、それは一つの予測であり、結果に過ぎない。俺は、四年前、自分の結果に囚とらわれて、大事なものを見失っていた。リサがした、神の話に似ていることだ。俺には見えなくても、他人の目には、俺の側に神が見えているかもしれない。

　そして、それは悪あく魔まだってそうだ。

　株かぶの売買には、必ず相手方がいる。俺はそれを忘れていた。忘れたままに、アバロンの不正を暴くことを、空売りにたとえていた。空売りが儲もうかるのなら、買う方は損をすることになる。

　株を買うのは自己責任。だから損をするのも当たり前？

　俺は、アバロンの本社ビルでの説明を思い出す。バートンが言っていたのは、まさしくそのことなのだ。

　──我が社の社員は、老後の蓄えである確定拠出型年金を、すべて我が社の株に投とう資ししています。それが優雅な老後を保証する、すばらしい選択肢ですから……。

　アバロンが悪くても、アバロンに勤める人たちに罪はない。それでなくたって、アバロンには元シュバイツェル＆ゼルガの人間たちがいるらしいのだ。株価の急落を招くようなことをするというのは、彼らの資産を吹き飛ばすことでもある。それどころか、アバロンが潰つぶれでもしたら、何千、何万という数の、たくさんの人を路ろ頭とうに迷わせることになる。

　バートンが、意外だ、と言ったことの理由がよくわかった。俺は四年前、外区の人たちの生活を守るために戦った。では、今度は？

　エレノアの正義のために、自分が四年前の過ちの欠片かけらを取り返すために、戦っている。でも、もしもその結果としてアバロンを潰してしまうのだとしたら、数千人の、あるいは数万人の資産と職とを吹き飛ばすような結果を招くことになる。

　俺は、道の途中で膝ひざをついて、その場に胃の中身を吐き出していた。突然のことに驚おどろいたクリスが、慌てて駆け戻って、声をかけてくる。

　だが、俺にはその言葉が聞こえない。耳鳴りのような音のせいでなにも聞こえなかった。

　なぜ、どうして、世の中はこんなにも非情なのか。単純な正義を貫き通すことすらできないのか。こんなくそったれな世の中なんて、消えてなくなればいいのに。

　俺おれは深遠な宇宙を見上げながら、そう呪のろった。

　ここは神すら見放す地だ。正義を追い求めることすら、外道に染まることになる。

　目を閉じて眠りたかった。考えることを放棄したかった。判断を誰だれかに委ゆだねたかった。

　俺の肩を揺さぶらないでくれ。もう起こそうとしないでくれ。

　四年間俺が閉じこもった、月面の果てにある避ひ難なんスペースに戻してくれ。

　俺はそう願ったのに、俺の名を呼ぶ声に顔を上げれば、そこには四年間俺をずっと支えてくれた少女の顔があった。

　そして、俺がその手を取らなかった少女の顔があった。それで、どうして今更辛いからと言って、すがりつけるのだろう？

　それとも、世の中とは、そういうものなのだろうか。取り返しのつかない判断を重ね、取り返しのつかない結果を取り続け、それでもなお前に進み続けるしかないのだろうか。

　俺はハガナのことを思い出す。ハガナは生まれてこのかたなに一ついいことがなかったような顔をして、事実、多分なに一ついいことがなかったのだ。運命に翻ほん弄ろうされ、なにかをすれば裏目に出て、いつも自分をひどく責めていた。

　でも、それでもハガナは自分にできることをやって、頑張っていた。だから俺は手を伸ばしたのではなかったのか。

　過去を否定しないと誓ったのであれば、ほかに道はないのだ。クリスは株かぶの取引データを俺に見られるのが恥ずかしいと言った。あれは、自分の判断を見られるから恥ずかしいのだ。取り返しのつかないことでいっぱいだから恥ずかしいのだ。

　でも、前に進むにはそれを振り返るしかない。同じ過ちを犯さないためには、それを振り返るしかない。

　だとしたら、俺が振り返るべき過去とはなんだ？　学ぶべきこととはなんだ？

　それはすなわち、自分で判断し、手を握り続ける相手を間違えないことだ。

「……ハル、さん」

「大……丈夫だ」

　音の戻ってきた世界で、俺はクリスの手を摑つかんで必死に立ち上がる。

　自分は、一人ではないのだから。

「ちょっと、考え事をしていた」

「……」

　強がりに、クリスは苦笑いになって俺を見る。俺はすっぱい唾だ液えきを道に吐き、歯を剝むいた。過去に嚙かみつくように、死に物狂いで、力を込めた。

　その瞬しゆん間かん、クリスが目を見開いた。

「ハル、さん……顔、が」

　俺は、クリスを見て、自分が笑っているのだとわかっていた。

　笑顔とは、歯を食いしばる形なのだと、理解した。

「本当に、地球の人はよく言ったものだ」

「え？」

「下手の考え、休むに似たり」

　クリスに肩を支えられ、俺おれはなんとか立ち上がる。

「四年間休んだんだ。歩かないとな」

「……でも、どこに？」

　俺は、前を向いて、言った。

「四年前さ」

　そして、端たん末まつを取り出して、リサやセローからの着信履り歴れきを申し訳なく思いながら無視し、その番号を呼び出した。コールから、すぐに通話がつながる。

「これから、そっちに行きますよ。自分の生に意味を見み出いだせるとしたら、やっぱりそこしかないですから」

　相手は、しばらく無言。

『罪なき人を傷つける覚悟ができたのかね』

「できませんよ、そんなもの」

　俺は答え、矢継ぎ早に言った。

「でも、もう目は逸そらさない」

　返事は、短かった。

『待っている』

　それだけで、切れた。後は、ここからは、本当に方法のぶつけあいだ。結果なんてのはいつだって水ものだ。

　でも、どんな結果になろうとも、俺はここに至るまでの過程を絶対に恥じることはない。このくそったれな世の中では、それだけで、十分すぎることなのではないだろうか？

　俺は端末をフリックし、鋼の騎き士しを呼び出した。

「エレノアさん」

『はい』

「お待たせしました」

　しばらくの無言は、あるいは少し怒っていたのかもしれない。

『はい。それで？』

「それで、細かいことは、明日でも大丈夫ですか？　こっちにすごい弾ができまして、それをまとめる時間も欲しいんですが」

『……それは？』

「信じてください」

『……嫌ですと言う理由がありません。明日、お待ちしております。ガザニカ氏へは、こちらから連絡しておきます』

「お願いします」

　そう言って、切ろうとしたところだった。

『あ、ハルさん』

「はい？」

　慌てて呼び止めたらしいエレノアにそう聞き返す。

　ただ、エレノアはなにも言わず、それから、ようやく一言だけ言った。

『また、明日』

　俺おれは、大きく息を吸い込んで、応こたえる。

「ええ、また明日」

　通話を切ると、俺に肩を貸しているクリスが、敵のように睨にらんでくる。

　ただ、俺はその視線を肩をすくめて躱かわすと、端たん末まつをさらにフリックして、教会を呼び出した。

『ハルッ！　あんたは──[image: !!!]』

　通話口が壊こわれそうなくらいの怒鳴り声が飛んできて、俺は思わずそれをクリスに向ける。

　クリスが向けられるがままに、「リサさん？」とか言うと、またなにか怒鳴り散らされていた。

　俺はその嵐が終わる前に、端末を自分に引き戻して、静かにこう言った。

「リサ、俺、やっぱり教会から出るよ」

　リサの怒鳴り声はぴたりと止み、クリスが隣となりから呆あつ気けに取られた顔を向けてくる。

　俺はそのまま端末に向かって言葉を続けようとしたが、一度クリスに向かって、こう言った。

「クリス、お前は少し勘違いしている」

「へ？」

　聞き返すクリスに、俺は四年ぶりの笑みを向けて、端末に意識を戻す。

　そして、言った。

「ハガナを捜そうと思うんだ」

　俺の四年間を堰せき止めていた、最初の最初の一番最初の、その一言。

　俺の一歩は、ここ以外から始まれるわけがない。

『あらそーお？　じゃあ、アップルパイ焼いとくから。ちょっと、クリスに代わって』

「はい」

　と、俺が端末をクリスに渡すと、殴っといていいわよ、というリサの声が聞こえた。

　クリスはくすぐったそうに笑って、リサと何言か交わすと、通話を切って、俺に返してくる。

「明日になったら、殴りに行きます」

　俺は肩をすくめようとしたが、クリスに支えられているせいで、それすらできなかった。

　人はもつれ、過去と縒より合わさり、それでも前に進むしかない。

　俺おれは月面の空を見る。

　それでも前に進むしかないのだ。

　そこに、大事にしたいなにかがある限り。

　たとえ、そこが──。

　世界の果てだったのだとしても。











第三部に続く
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　あとがき




『WORLD END ECONOMiCA』の小説も二作目となりました。一作目の見本誌を見たら想像以上に分厚く、こんなつもりではと恐れおののいておりました。本作は多少薄うすくなっているはずですが、果たして。

　というわけで、お久しぶりです。支はせ倉くら凍い砂すなです。二〇一四年末から投とう資し相場ががたがたぶるぶるわくわくどきどきな感じですが、この本が出る頃ころにはどうなっていますでしょうか。主に気になるのは原油と米ドルなのですがががが……。

　前作ではまさしくこんな感じのお話でしたが、今回は少し毛色が違っています。本作には元ネタ的な物があって、元ネタがわかる人にはにやりとしてもらい、知らない人には読後に、こんな話が本当にあるわけ……なにいいいい、みたいな感想を持ってもらえたら嬉うれしいな、とか。気になるかたは、「アメリカ」「粉飾」でググるとこれかとわかるかと思います。

　また、現実にあった事件をモチーフにして物語の中に組み込む、というのは実は初めての試みなので、うまくいっているかどうか不安ですが、書いている時はとても楽しかったです。同時に独特の苦労もあって、一番は、現実の事件のほうが小説よりすごい……ということです。多分原因は、偶然の存在かなと思いました。小説とか物語には現実と違って想像の余地はたくさんありますが、偶然の入る余地がものすごく狭いなと。現実ではすごい偶然が起こると盛り上がりますが、小説ですごい偶然を出すと白けてしまうので、そのあたりの縛りが辛かったです。

　それと、これはシリーズ的な話なのですが、三部作中の二作目という位置づけなので、ラストに至る単なる繫ぎ的な話になってしまわないように、というところに苦心しました。三部作中で二作目が一番好き！　と言ってくれる人が出てくれるくらいに、とは思うのですが、それはそれで書き手としては最後の三作目が盛り上がらなかったってことになりそうで、ジレンマです。三作のどれも良くて一番なんて決められない！　となるのが理想ですので、そうなるように全力を尽くした次第です。

　次はいよいよラストの三作目です。書き手としてもそもそもこのシリーズを書きたいと思った根本の話でもあるので、ぜひぜひ楽しんでいただければ。ハルの運命やいかに！　すでに本作を読了済みの方は「あいつはどうした!?」となっているかと思いますが、次巻にご期待ください！




　それでは、また次の巻でお会いしましょう。





支倉凍砂
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支はせ倉くら凍い砂すな

１９８２年12月27日生まれ。ある日目が覚めたら過去にタイムスリップしていることを期待して、株価の暴騰暴落の記録を記憶しようと努力する日々。
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イラスト／上うわ月つき一ひと式しき

東京在住の睡眠系イラストレーター。家の壁にはたくさんの布団の写真が貼られ、それを見て至高の存在っぷりに夜な夜な涙を流す。抹茶ラテ片手に戦わない日もある。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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「支倉凍砂先生」係
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本書は同人ヴィジュアルノベル『WORLD END ECONOMiCA Episode.2』のシナリオに加筆・修正したものです。
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